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このマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについて

このマニュアルでは、BEA Tuxedo ソフトウェアのコマンドについて説明します。リ
ファレンス・ページはコマンド名のアルファベット順になっています。

対象読者対象読者対象読者対象読者

このマニュアルは、以下の読者を対象にしています。

! BEA Tuxedo 環境でアプリケーションの作成と管理を担当する管理者

! BEA Tuxedo 環境でアプリケーションのプログラミングを行うアプリケーション開
発者

このマニュアルは、BEA Tuxedo プラットフォーム、および C 言語または COBOL 言
語のプログラミングの知識があることを前提としています。

e-docs Web サイトサイトサイトサイト

BEA 製品のマニュアルは BEA 社の Web サイト上で参照することができます。BEA 
ホーム・ページの [製品のドキュメント ] をクリックするか、または 
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html に直接アクセスしてください。
BEA Tuxedo コマンド・リファレンス v



マニュアルの印刷方法マニュアルの印刷方法マニュアルの印刷方法マニュアルの印刷方法

このマニュアルは、ご使用の Web ブラウザで一度に 1 ファイルずつ印刷できます。
Web ブラウザの [ファイル ] メニューにある [印刷 ] オプションを使用してください。

このマニュアルの PDF 版は、Web サイト上にあります。また、マニュアルの 
CD-ROM にも収められています。この PDF を Adobe Acrobat Reader で開くと、マニュ
アル全体または一部をブック形式で印刷できます。PDF 形式を利用するには、BEA 
Tuxedo Documents ページの [PDF 版 ] ボタンをクリックして、印刷するマニュアルを
選択します。

Adobe Acrobat Reader をお持ちではない場合は、Adobe Web サイト 
(http://www.adobe.co.jp/) から無償で入手できます。

関連情報関連情報関連情報関連情報

各リファレンス・ページの「関連項目」に関連マニュアルが示されます。

サポート情報サポート情報サポート情報サポート情報

皆様の BEA Tuxedo マニュアルに対するフィードバックをお待ちしています。ご意見
やご質問がありましたら、電子メールで docsupport-jp@bea.com までお送りくださ
い。お寄せいただきましたご意見は、BEA Tuxedo マニュアルの作成および改訂を担
当する BEA 社のスタッフが直接検討いたします。

電子メール メッセージには、BEA Tuxedo 8.0 リリースのマニュアルを使用している
ことを明記してください。

BEA Tuxedo に関するご質問、または BEA Tuxedo のインストールや使用に際して問題
が発生した場合は、www.bea.com の BEA WebSUPPORT を通して BEA カスタマ・サ
ポートにお問い合わせください。カスタマ・サポートへの問い合わせ方法は、製品
パッケージに同梱されているカスタマ・サポート・カードにも記載されています。

カスタマ・サポートへお問い合わせの際には、以下の情報をご用意ください。

! お客様のお名前、電子メール・アドレス、電話番号、Fax 番号

! お客様の会社名と会社の住所
vi BEA Tuxedo コマンド・リファレンス



! ご使用のマシンの機種と認証コード

! ご使用の製品名とバージョン

! 問題の説明と関連するエラー・メッセージの内容

表記上の規則表記上の規則表記上の規則表記上の規則

このマニュアルでは、以下の表記規則が使用されています。

規則 項目

太字 用語集に定義されている用語を示します。

Ctrl + Tab 2 つ以上のキーを同時に押す操作を示します。

イタリック体 強調またはマニュアルのタイトルを示します。

等幅テキスト コード・サンプル、コマンドとオプション、データ構造とメンバ、
データ型、ディレクトリ、およびファイル名と拡張子を示します。ま
た、キーボードから入力する文字も示します。
例 :

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

等幅太字 コード内の重要な単語を示します。
例 :

void commit ( )

等幅イタリッ
ク体

コード内の変数を示します。
例 :

String expr
BEA Tuxedo コマンド・リファレンス vii



大文字 デバイス名、環境変数、および論理演算子を示します。
例 s:

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の行で選択肢を示します。かっこは入力しません。

[ ] 構文の行で省略可能な項目を示します。かっこは入力しません。
例 :

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]...
[-l file-list]...

| 構文の行で、相互に排他的な選択肢を分離します。記号は入力しま
せん。

... コマンド行で次のいずれかを意味します。 

! コマンド行で同じ引数を繰り返し指定できること

! 省略可能な引数が文で省略されていること

! 追加のパラメータ、値、その他の情報を入力できること

省略符号は入力しません。
例 :

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]...
[-l file-list]...

.

.

.

コード例または構文の行で、項目が省略されていることを示します。
省略符号は入力しません。

規則 項目
viii BEA Tuxedo コマンド・リファレンス



セクションセクションセクションセクション 1―コマンド―コマンド―コマンド―コマンド

表 1  BEA Tuxedo コマンド

名前 機能説明

BEA Tuxedo コマンドに
ついて

BEA Tuxedo アプリケーションの設定および保守に使用するコ
マンドについての説明

bldc_dce(1) OSF/DCE を介して呼び出される BEA Tuxedo システム・クラ
イアントを作成

blds_dce(1) OSF/DCE を呼び出す BEA Tuxedo システム・サーバを作成

buildclient(1) BEA Tuxedo クライアント・モジュールを構築

buildobjclient(1) CORBAクライアント・アプリケーションを構築

buildobjserver(1) CORBAサーバ・アプリケーションを構築

buildserver(1) BEA Tuxedo サーバ・ロード・モジュールを構築

buildtms(1) トランザクション・マネージャ・サーバのロード・モジュー
ルを構築

buildwsh(1) カスタマイズされたワークステーション・ハンドラ・プロセ
スを構築

cobcc(1) COBOL コンパイル・インターフェイス

dmadmin(1) BEA Tuxedo ドメイン管理プログラムのコマンド・インタプリ
タ

dmloadcf(1) DMCONFIG ファイルを構文解析し、バイナリの BDMCONFIG 

コンフィギュレーション・ファイルをロード

dmunloadcf(1) BDMCONFIG ファイル (バイナリのドメイン・コンフィギュ
レーション・ファイル ) をアンロード

gencat(1) フォーマットされたメッセージ・カタログを生成
BEA Tuxedo コマンド・リファレンス 1



セクション 1―コマンド
genicf(1) ICF ファイルを生成

idl(1) Object Management Group (OMG) のインターフェイス定義ファ
イルをコンパイルし、インターフェイスに必要なファイルを
生成

idl2ir(1) インターフェイス・リポジトリを作成し、そのインターフェ
イス・リポジトリにインターフェイス定義をロード

idltojava(1) OMG で定義された、IDL から Java へのマッピングに基づき、
IDL ファイルを Java ソース・コードにコンパイル

ir2idl(1) インターフェイス・リポジトリの内容を表示

irdel(1) 指定されたオブジェクトをインターフェイス・リポジトリか
ら削除

ISL(1) IIOP を使用した、リモート BEA Tuxedoクライアントから 

BEA Tuxedo オブジェクトへのアクセスを有効化

m3idltojava(1) Object Management Group (OMG) のインターフェイス定義ファ
イルをコンパイルし、Java でインプリメントするインター
フェイス定義に必要なクライアント・スタブおよびサーバ・
スケルトン・ファイルを生成

mkfldhdr、
mkfldhdr32(1)

フィールド・テーブルからヘッダ・ファイルを作成

mklanginfo(1) ロケールの言語情報定数をコンパイル

qmadmin(1) キュー・マネージャの管理プログラムのコマンド・インタプ
リタ

rex(1) オフ・ラインの正規表現コンパイラおよびテスタ

tidl(1) インターフェイス定義言語コンパイラ

tlisten(1) 汎用リスナ・プログラム

tmadmin(1) BEA Tuxedo の掲示板のコマンド・インタプリタ

tmboot(1) BEA Tuxedo のコンフィギュレーションを起動

表 1  BEA Tuxedo コマンド

名前 機能説明
2 BEA Tuxedo コマンド・リファレンス



tmconfig、
wtmconfig(1)

ネイティブ・クライアントまたはワークステーション・クラ
イアントとして実行中の BEA Tuxedo アプリケーションに関
する情報を動的に更新および検索

tmipcrm(1) ローカル・マシンで、BEA Tuxedo アプリケーションが割り当
てた IPC 資源を削除

tmloadcf(1) UBBCONFIG ファイル (テキスト形式のコンフィギュレーショ
ン・ファイル ) を解析し、TUXCONFIG ファイル (バイナリの
コンフィギュレーション・ファイル ) をロード

tmshutdown(1) BEA Tuxedo サーバをシャットダウン

tmunloadcf(1) TUXCONFIG ファイル (バイナリのコンフィギュレーション・
ファイル ) をアンロード

topendpasswd(1) BEA Tuxedo システムの TOP END Domain Gateway 機能を使用
するための BEA TOP END パスワードを追加

tpacladd(1) アクセス制御リストの新しいエントリをシステムに追加

tpaclcvt(1) BEA Tuxedo セキュリティ・データ・ファイルを変換

tpacldel(1) アクセス制御リストのエントリを削除

tpaclmod(1) システム上のアクセス制御リストのエントリを変更

tpaddusr(1) BEA Tuxedo パスワード・ファイルを作成

tpdelusr(1) BEA Tuxedo パスワード・ファイルからユーザを削除

tpgrpadd(1) 新しいグループをシステムに追加

tpgrpdel(1) システムからグループを削除

tpgrpmod(1) システム上のグループを変更

tpmodusr(1) BEA Tuxedo システム・パスワード・ファイルを保守

tpusradd(1) 新しいプリンシパルをシステムに追加

tpusrdel(1) システムからユーザを削除

tpusrmod(1) システム上のユーザ情報を変更

表 1  BEA Tuxedo コマンド

名前 機能説明
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セクション 1―コマンド
tuxadm(1) BEA Tuxedo Web GUIの CGI ゲートウェイ

tuxwsvr(1) BEA Tuxedo Web GUI で使用するミニ・ウェブ・サーバ

txrpt(1) BEA Tuxedo システム・サーバ /サービス・レポート・プログ
ラム

ud(1)、wud(1) BEA Tuxedo ドライバ・プログラム

uuidgen(1) UUID (Universal Unique Idetifier) を生成

viewc、viewc32(1) BEA Tuxedo VIEW を生成する views コンパイラ

viewdis、
viewdis32(1)

バイナリ VIEW ファイル対応の VIEW 逆アセンブラ

wlisten(1) BEA Tuxedo Web GUI リスナ・プロセス

表 1  BEA Tuxedo コマンド

名前 機能説明
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BEA Tuxedo コマンドについて
BEA Tuxedo コマンドについてコマンドについてコマンドについてコマンドについて
機能説明 『BEA Tuxedo コマンド・リファレンス』 では、BEA Tuxedo ソフトウェアで提供される

シェル・レベルのコマンドについてアルファベット順に説明します。

リファレンス・
ページのコマンド

構文

特に指定が無い限り、リファレンス・ページの形式で説明されているコマンドは、下
記の構文に従ってオプションや引数を受け付け、次に説明するように解釈されます。

name [ -option . . . ] [cmdarg . . . ]

name は実行可能ファイルの名前、option は  noargletter . . .  または 
argletter optarg [, . . .] のいずれかの文字列です。

option の前には常に "-" が付きます。

noargletter

オプション引数を必要としない option を表す 1 文字の英字。"-" の後には、2 
つ以上の noargletter オプションを付けることができます。

optarg

その前に指定されている argletter を満足させる文字列。argletter の後
に複数の optargs を指定するときには、それぞれをカンマあるいは空白で区
切らなければなりません。ただし、空白で区切る場合には、全体をかっこで
囲む必要があります。

cmdarg

コマンドのオペランドを表すパス名 (またはその他のコマンド引数 )。

- 

(ダッシュ ) 単独で使用された場合、追加引き数を標準入力から指定すること
を意味します。

--

(2 つのダッシュ ) この後に続く項目を下位プログラムの引き数と見なします。

[ ]

option または cmdarg を囲み、それらが省略可能であることを示します。

{ }

or 記号 ( | ) で区切った複数の cmdargs を囲み、対応する option の使用時にそ
れらの中からいずれかを選択しなければならないことを示します。

. . .

option または cmdarg を複数指定できることを意味します。
BEA Tuxedo コマンド・リファレンス 5



セクション 1―コマンド
bldc_dce(1)
名前 bldc_dce—OSF/DCEを介して呼び出される BEA Tuxedo ATMI クライアントを作成

形式 bldc_dce [-o output_file] [-i idl_options] [-f firstfiles] 
[-l lastfiles] [idl_file . . .]

機能説明 bldc_dceは、すべての入力 IDL ソース・ファイルおよび関連する ACF ソース・
ファイルを解析し、それらを C のソース・ファイルとオブジェクト・ファイル、お
よび OSF/DCE  ライブラリと組み合わせて、BEA Tuxedo システム・クライアントを
生成します。この生成された BEA Tuxedo システム・クライアントは、DCE RPC (つ
まり DCE RPC  クライアント ) を介して呼び出すことができます。

コマンド行引数には、入力 IDL ソース・ファイルと、IDL コンパイラの動作を制御す
るオプションを指定します。使用できるオプションは次のとおりです。

-o output_file

デフォルトのファイル名は a.out です。

-i idl_options

IDL コンパイラに渡すオプションを指定します。C のコンパイル・システムに
関連するオプションは、このプログラムによって自動的に提供されます。こ
のオプションを使用すると、アプリケーションでマネージャ・エントリ・ポ
イント・ベクトル (Manager Entry Point Vector) を使用するための -no_mepv オ
プションを指定できます。

-f firstfiles

BEA Tuxedo ATMI システムおよび OSF/DCE ライブラリの前に、コンパイルに
含むコンパイラ・オプション、C ソース・ファイル、および C オブジェクト・
ファイルを指定します。

-l lastfiles

BEA Tuxedo ATMI システムおよび OSF/DCE  ライブラリの後に、コンパイル
に含む C ライブラリを指定します。

関連項目 tidl(1)
6 BEA Tuxedo コマンド・リファレンス



blds_dce(1)
blds_dce(1)
名前 blds_dce—OSF/DCE を呼び出す BEA Tuxedo ATMI サーバを作成

形式 blds_dce [-o output_file] [-i idl_options] [-f firstfiles] 
[-l lastfiles] [-s service] [idl_file . . .] 

機能説明 blds_dce  は、すべての入力 IDL ソース・ファイルおよび関連 ACF ソース・ファイ
ルを解析し、それらを C ソース・ファイルと C オブジェクト・ファイル、および 
OSF/DCE  ライブラリと組み合わせて、DCE RPC  呼び出しを作成できる BEA Tuxedo 
ATMI サーバを生成します。このコマンドの主な使用目的は、BEA Tuxedo ATMI シス
テムから OSF/DCE  へのゲートウェイ・プロセスを作成することです。

コマンド行引数には、入力 IDL ソース・ファイルと、IDL コンパイラの動作を制御す
るオプションを指定します。使用できるオプションは次のとおりです。

-o output_file

デフォルトのファイル名は  a.out です。

-i idl_options

IDL コンパイラに渡すオプションを指定します。C のコンパイル・システムに
関連するオプションは、このプログラムによって自動的に提供されます。こ
のオプションを使用すると、アプリケーションでマネージャ・エントリ・ポ
イント・ベクトル (Manager Entry Point Vector) を使用するための -no_mepv オ
プションを指定できます。

-f firstfiles

BEA Tuxedo ATMI システムおよび OSF/DCE ライブラリの前に、コンパイルに
含むコンパイラ・オプション、C ソース・ファイル、および C オブジェクト・
ファイルを指定します。

-l lastfiles

BEA Tuxedo ATMI システムおよび OSF/DCE ライブラリの後に、コンパイルに
含む C ライブラリを指定します。

-s service[,service . . .]

サーバで宣言するサービスを指定します。

関連項目 tidl(1) 
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セクション 1―コマンド
buildclient(1)
名前 buildclient—BEA Tuxedo ATMI クライアント・モジュールを構築

形式 buildclient [ -C ] [ -v ] [ {-r rmname | -w } ] [ -o name] 
[ -f firstfiles] [ -l lastfiles] 

機能説明 buildclient は、BEA Tuxedo ATMI クライアント・モジュールを作成するときに使
用します。このコマンドでは、-f オプションと -l オプションによって提供される
ファイルと標準の BEA Tuxedo ATMI ライブラリを組み合わせて、1 つのロード・モ
ジュールを形成します。このロード・モジュールは、使用しているオペレーティン
グ・システム用に定義されたデフォルトの C 言語コンパイル・コマンドを使用し、
buildclient によって作成されます。UNIX システム用のデフォルトの C 言語コン
パイル・コマンドは cc (1) コマンドです (UNIX システムのリファレンス・マニュア
ルを参照してください )。

-v

buildclient を冗長モードで機能させます。特に、cc コマンドをその標準出
力に書き出します。

-w

クライアントはワークステーション・ライブラリを使用して作成されます。
デフォルトの設定では、ネイティブ・モードおよびワークステーション・
モード両方のライブラリがある場合には、ネイティブ・クライアントが作成
されます。このオプションは、-r オプションとともには使用できません。

-r rmname

クライアントに関連するリソース・マネージャを指定します。rmname は、
$TUXDIR/udataobj/RM にあるリソース・マネージャのテーブルにあるもの
でなければなりません。このファイルの各行は次のような形式になります。

rmname:rmstructure_name:library_names 

(詳細は buildtms(1) を参照してください ) rmname の値を使用することに
より、$TUXDIR/udataobj/RMにあるエントリは、リソース・マネージャに
関連したライブラリを自動的に含み、トランザクション・マネージャとリ
ソース・マネージャ間のインターフェイスを正しく設定するのに使用されま
す。ほかの値は、リソース・マネージャのテーブルに追加されているものを
指定できます。-r オプションが指定されない場合のデフォルト設定では、ク
ライアントはリソース・マネージャに関連しません。UBBCONFIG(5) マニュ
アルを参照してください。
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-o

出力ロード・モジュールのファイル名を指定します。このオプションの指定
がない場合は、a.outという名前になります。

-f

buildclient のリンク段階の最初に 1 つ以上のファイルを組み込み、次に 
BEA Tuxedo ライブラリを組み込みます。複数のファイルを指定する場合は、
各ファイル名を空白で区切り、リスト全体を引用符で囲まれなければなりま
せん。このオプションは何回指定してもかまいません。コンパイラ・オプ
ションおよび引数を含む場合は、以下に説明する CFLAGS および ALTCFLAGS 
環境変数を使用します。

-l

BEA Tuxedo ライブラリの後、buildclientのリンク段階の最後に 1 つ以上の
ユーザ・ファイルを組み込むよう指定します。複数のファイルを指定する場
合は、各ファイル名を空白で区切り、リスト全体を引用符で囲まれなければ
なりません。このオプションは何回指定してもかまいません。

-C

COBOL のコンパイルを指定します。

環境変数 TUXDIR

buildclient は、環境変数 TUXDIR を使用して、クライアント・プロセスの
コンパイル時に使用する BEA Tuxedo ATMI ライブラリとインクルード・ファ
イルを検索します。

CC

buildclient は通常、デフォルトの C 言語コンパイル・コマンドを使用して
クライアント実行可能コードを生成します。デフォルトの C 言語コンパイル・
コマンドは、サポートされている各オペレーティング・システムごとに定義
されており、UNIX システムの場合は cc (1) です。代替コンパイラを指定でき
るようにするため、buildclient は環境変数 CC が存在するかどうかを調べ
ます。CCが buildclient の環境に存在しない場合、あるいは環境変数が文
字列 "" である場合、buildclient はデフォルトの C 言語コンパイラを使用
します。環境内に CC が存在する場合、 CC の値が実行されるコンパイラの名前
となります。

CFLAGS

環境変数 CFLAGS は、コンパイラ・コマンド行の一部として引き渡される一群
の引数を指定するときに使用します。この変数は、コマンド行オプション 
"-I${TUXDIR}/include" とともに buildclient により自動的に引き渡され
ます。CFLAGS が buildclient の環境に存在しない場合、あるいはこれが文
字列 "" である場合には、buildclient はコンパイラ・コマンド行の引数を
何も追加しません。
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ALTCC

-C オプションを使って COBOL のコンパイルを指定すると、buildclient は
通常、BEA Tuxedo のシェル cobcc を使用して cob を呼び出し、クライアント
実行可能コードを生成します。buildclient は、別のコンパイラを指定する 
ALTCC という環境変数の有無をチェックします。ALTCC が buildclient 環境
に存在しないか、文字列 "" である場合は、buildclient は cobcc を使用し
ます。環境に ALTCC が存在する場合は、その値をとって実行するコンパイ
ラ・コマンドとします。

注記 Windows システムでは、環境変数 ALTCC と ALTCFLAGS は使用できません。こ
れらの変数を設定すると、予想外の結果が生じます。まず COBOL コンパイラ
を使用してアプリケーションをコンパイルし、次に生成されたオブジェクト・
ファイルを buildclient(1) コマンドに渡す必要があります。

ALTCFLAGS

環境変数 ALTCFLAGS には、-C  オプションを指定した場合に、COBOL コン
パイラ・コマンドの一部として渡す追加の引数を指定します。コマンド行オ
プションに対する追加です。
 "-I${TUXDIR}/include" 

このオプションは buildclient によって自動的に渡されます。-C オプション
を使用する場合、コンパイラ・オプションやその引数を buildclient -f オ
プションで指定するとエラーが発生するため、ALTCFLAGS を使用する必要が
あります。設定しなかった場合は、上記の CFLAGS と同じ値に設定されます。

注記 ALTCC 環境変数についての下の注記を参照してください。

COBOPT

環境変数 COBOPT には、-C オプションを指定した場合に、COBOL コンパイラ
が使用する追加の引数を指定します。

COBCPY

環境変数 COBCPY には、-C オプションを指定した場合に、COBOL コンパイラ
が使用する COBOL コピー・ファイルが存在するディレクトリを指定します。

LD_LIBRARY_PATH (Unix システム )
環境変数 LD_LIBRARY_PATH には、BEA Tuxedo システムの共有オブジェクト
に加えて、COBOL コンパイラが使用する共有オブジェクトが存在するディレ
クトリを指定します。一部の Unix システムでは、別の環境変数が必要となる
場合もあります。HP-UX システムでは SHLIB_PATH 環境変数を使用します。
AIX システムでは LIBPATH 環境変数を使用します。

LIB (Windows NT システム )

ライブラリを検索するディレクトリのリストを指定します。各ディレクトリ
はセミコロン (;) で区切ります。
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移植性 buildclient コンパイル・ツールは、以下のプラットフォームで使用できます。

! BEA Tuxedo ATMI サーバ環境がサポートされているプラットフォーム

! 32 ビット Windows オペレーティング・システムを実行するワークステーション・
プラットフォーム

buildclient コマンド行で指定するファイル名は、お使いのオペレーティング・シ
ステムの構文と指定方法に従ってください。

使用例 CC=ncc CFLAGS="-I /APPDIR/include"; export CC CFLAGS 
buildclient -o empclient -f emp.c -f "userlib1.a userlib2.a"
 
COBCPY=$TUXDIR/cobinclude
COBOPT="-C ANS85 -C ALIGN=8 -C NOIBMCOMP -C TRUNC=ANSI -C OSEXT=cbl"
COBDIR=/usr/lib/cobol LD_LIBRARY_PATH=$COBDIR/coblib:$TUXDIR/lib 
export COBOPT COBCPY COBDIR LD_LIBRARY_PATH 
buildclient -C -o empclient -f name.cbl -f "userlib1.a userlib2.a" 

関連項目 buildserver(1)、buildtms(1)、compilation(5) 
UNIX システムのリファレンス・マニュアルの cc(1)、ld(1)
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セクション 1―コマンド
buildobjclient(1)
名前 buildobjclient—CORBA クライアント・アプリケーションを構築

形式 buildobjclient [-v][-o name] [-f firstfile-syntax] 
                [-l lastfile-syntax] -P

機能説明 buildobjclient コマンドを使用して、CORBA クライアント・アプリケーションを
作成します。このコマンドは、-f および -l オプションで指定されたファイルと標準
の CORBA ライブラリを組み合わせて、クライアント・アプリケーションを作成しま
す。クライアント・アプリケーションは、使用しているオペレーティング・システム
用に定義されたデフォルトの C++ 言語コンパイル・コマンドによって作成されます。

指定された .c ファイルと .cpp ファイルはすべて、使用しているオペレーティング・
システムのコンパイル・システムを一度だけ呼び出してコンパイルされます。ユーザ
は、CC 環境変数にコンパイラ名を設定すれば、使用するコンパイラを指定できます。
CC 環境変数が定義されていない場合に buildobjclient が呼び出されると、.c 
ファイルと .cpp  ファイルをコンパイルするために、オペレーティング・システムの
デフォルトの C++ 言語コンパイル・コマンドが呼び出されます。

ユーザは、環境変数 CFLAGS または CPPFLAGS を設定すれば、コンパイラに渡すオプ
ションを指定できます。CFLAGS が定義されていない場合に buildobjclient が呼
び出されると、buildobjclient コマンドは CPPFLAGS の値 (定義されている場合 ) 
を使用します。

オプション -v

buildobjclient を冗長モードで機能させます。特に、コンパイル・コマン
ドを標準出力に書き出します。

-o name

このコマンドで生成するクライアント・アプリケーションの名前を指定しま
す。名前が指定されない場合、アプリケーション・ファイルの名前は 
client<.type> になります。type は拡張子で、アプリケーションのオペ
レーティング・システムによって異なります。たとえば、UNIX システムでは 
type は付きませんが、Windows システムでは type は .EXE になります。

-f firstfile-syntax 

buildobjclient コマンドのコンパイルおよびリンク段階で最初に取り込む
ファイルを指定します。指定されたファイルの後で CORBA ライブラリが取り
込まれます。ファイルは、表 2 に示すように 2 種類の方法で指定できます。
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注記 名前に空白が含まれているファイルは指定できません。

注記 -f オプションは何回でも指定できます。

-l lastfile-syntax 

buildobjclient コマンドのコンパイルおよびリンク段階で最後に取り込む
ファイルを指定します。指定されたファイルは、CORBA ライブラリの後に取
り込まれます。ファイルは、表 3 に示すように 2 種類の方法で指定できます。

注記 -l オプションは何回でも指定できます。

表 2  最初に取り込むファイルの指定方法

ファイル名の指定方法 説明

-f firstfile 1 つのファイルを指定します。

-f "file1.cpp file2.cpp file3.cpp ..." 複数のファイルを指定する場合
は、それぞれのファイル名を空
白で区切り、その全体を引用符
で囲みます。

表 3  最後に取り込むファイルの指定方法

ファイル名の指定方法 説明

-l lastfile 1 つのファイルを指定します。

-l "file1.cpp file2.cpp file3.cpp ..." 複数のファイルを指定する場合
は、それぞれのファイル名を空
白で区切り、その全体を引用符
で囲みます。
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-P

適切な POA ライブラリ (クライアントをサーバとしても動作させるライブラ
リ ) をイメージ にリンクします。生成されたイメージはサーバとしても動作
でき、オブジェクトを作成する際に Callbacks ラッパー・クラスを使用でき
ます。ただし、生成された共同クライアント /サーバでは、BEA Tuxedo TP 
Framework の機能であるオブジェクトの状態管理およびトランザクション管理
を使用することができません。クライアントの生成時には、-P スイッチが 
IDL コンパイラに渡される必要があります。buildobjserver を使用すると、
TP Framework が提供するすべてのサポートに対応したサーバを作成できます。
デフォルトでは、サーバ・ライブラリへのリンクは行われません。つまり、
作成されるのはクライアントだけで、共同クライアント /サーバは作成されま
せん。

-h or -?

buildobjclient コマンドの使用方法が記載されたヘルプを表示します。そ
れ以外のアクションはありません。

環境変数 TUXDIR

クライアント・アプリケーションのコンパイル時に使用する CORBA ライブラ
リおよびインクルード・ファイルを検索します。

CC

拡張子が .c または .cpp のファイルをコンパイルするときに使用するコンパ
イラを指定します。この環境変数が定義されない場合、.c および .cpp ファ
イルのコンパイルには、使用しているオペレーティング・システムのデフォ
ルトの C++ 言語コンパイル・コマンドが呼び出されます。

CFLAGS

拡張子が .c または .cpp のファイルに対するコンパイラ・コマンド行の一部
として渡される引数を指定します。CFLAGS が buildobjclient コマンド環
境に存在しない場合、buildobjclient コマンドは CPPFLAGS 環境変数があ
るかどうかを調べます。

CPPFLAGS

注記 CFLAGS 環境変数によって渡される引数は、CPPFLAGS 変数より優先されま
す。
拡張子が .c または .cpp のファイルに対するコンパイラ・コマンド行の一部
として渡される引数を指定します。

これは、buildobjclient コマンドに自動的に渡されるコマンド行オプショ
ン "-I$(TUXDIR)/include" (UNIX システムの場合 ) または  
/I%TUXDIR%¥include (Windows システムの場合 ) に追加されます。
CPPFLAGS が buildobjclient コマンド環境に存在しない場合、コンパイ
ラ・コマンドは追加されません。
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LD_LIBRARY_PATH (UNIX システムの場合 )

コンパイラが使用する共用オブジェクト、および CORBA ソフトウェアで共用
するオブジェクトが格納されたディレクトリを指定します。それぞれのディ
レクトリはコロン (:) で区切ります。一部の Unix システムでは、別の環境変数
が必要となる場合もあります。HP-UX システムでは SHLIB_PATH 環境変数を
使用します。AIX システムでは LIBPATH 環境変数を使用します。

LIB (Windows システムの場合 )

ライブラリを検索するディレクトリのリストを指定します。それぞれのディ
レクトリはセミコロン (;) で区切ります。

移植性 buildobjclient コマンドは、クライアントのみで構成された CORBA システムで
はサポートされません。

使用例 次の例では、Windows システム上で CORBA クライアント・アプリケーションを作成
します。
set CPPFLAGS=-I%APPDIR%¥include
buildobjclient -o empclient.exe -f emp_c.cpp -l userlib1.lib

次の例では、c シェルを使用する UNIX システム上で CORBA クライアント・アプリ
ケーションを作成します。

setenv CPPFLAGS=$APPDIR/include
buildobjclient -o empclient -f emp_c.cpp -l userlib1.a
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buildobjserver(1)
名前 buildobjserver—CORBA サーバ・アプリケーションを作成

形式 buildobjserver [-v] [-o name] [-f firstfile-syntax] 
       [-l lastfile-syntax] [-r rmname]

機能説明 buildobjserver コマンドを使用して、CORBA サーバ・アプリケーションを作成で
きます。このコマンドは、メイン・ルーチンで -f および -l オプションによって指
定されるファイルと標準の CORBA ライブラリを組み合わせて、サーバ・アプリケー
ションを形成します。サーバ・アプリケーションは、プラットフォームのデフォルト
の C++ コンパイラによって作成されます。

指定された .c ファイルおよび .cpp ファイルはすべて、使用中のオペレーティング・
システムのコンパイル・システムを 1 度呼び出すだけでコンパイルされます。ユーザ
は、CC 環境変数にコンパイラ名を指定することにより、使用するコンパイラを指定
できます。CC 環境変数が定義されていない場合に buildobjserver が呼び出される
と、.c および .cpp  ファイルをコンパイルするために、オペレーティング・システ
ムのデフォルトの C++ 言語コンパイル・コマンドが呼び出されます。

ユーザは、環境変数 CFLAGS または CPPFLAGS を設定することにより、コンパイラ
に渡すオプションを指定できます。CFLAGS が定義されていない場合に 
buildobjserver が呼び出されると、buildobjserver コマンドは CPPFLAGS の値 
(定義されている場合 ) を使用します。

オプション -v

buildobjserver コマンドを冗長モードで機能させます。特に、コンパイ
ル・コマンドを標準出力に書き出します。

-o name

このコマンドで生成するサーバ・アプリケーションの名前を指定します。名
前が指定されない場合、アプリケーション・ファイルの名前は 
server<.type> になります。type は拡張子で、アプリケーションのオペ
レーティング・システムによって異なります。たとえば、UNIX システムでは 
type は付きませんが、Windows システムでは type は .EXE になります。

-f firstfile-syntax

buildobjserver コマンドのコンパイルおよびリンク段階で最初に取り込む
ファイルを指定します。指定されたファイルが取り込まれた後で CORBA ライ
ブラリが取り込まれます。ファイルを指定する 2 種類の方法については、13 
ページの表 2 「最初に取り込むファイルの指定方法」 を参照してください。
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-l lastfile-syntax 

buildobjserver コマンドのコンパイルおよびリンク段階で最後に取り込む
ファイルを指定します。指定されたファイルは、CORBA ライブラリの後に取
り込まれます。ファイルを指定する 2 種類の方法については、13 ページの表 3 
「最後に取り込むファイルの指定方法」 を参照してください。

-r rmname

このサーバのリソース・マネージャを指定します。rmname は、
$TUXDIR/udataobj/RM (UNIX システムの場合 ) または  
%TUXDIR%\udataobj\RM (Windows NT システムの場合 ) にあるリソース・マ
ネージャ・テーブルに存在するものでなければなりません。

このファイルの各エントリは、次のような形式になります。

 rmname:rmstructure_name:library_names.

rmname の値を使用することにより、$TUXDIR/udataobj/RM または 
%TUXDIR%\udataobj\RM にあるエントリは、リソース・マネージャに関連し
たライブラリを自動的に取り込み、トランザクション・マネージャとリソー
ス・マネージャとの間にインターフェイスをセットアップします。値 
TUXEDO/SQL は、BEA Tuxedo System/SQL リソース・マネージャのライブラリ
を取り込みます。ほかの値は、リソース・マネージャのテーブルに追加され
ているものを指定できます。-r オプションが指定されない場合、デフォルト
でヌル・リソース・マネージャが使用されます。

-h or -?

buildobjserver コマンドの使用方法が記載されたヘルプを表示します。そ
れ以外のアクションはありません。

環境変数 TUXDIR

サーバ・アプリケーションのコンパイル時に使用する CORBA ライブラリおよ
びインクルード・ファイルを検索します。

CC 

–l または -f オプションで指定される、拡張子が .c または .cpp のファイル
をコンパイルするときに使用するコンパイラを指定します。

CFLAGS

拡張子が .c または .cpp のファイルに対するコンパイラ・コマンド行の一部
として渡される引数を指定します。CFLAGS が buildobjserver コマンド環
境に存在しない場合、buildobjserver コマンドは CPPFLAGS 環境変数があるか
どうかを調べます。
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CPPFLAGS

注記  CFLAGS 環境変数によって渡される引数は、CPPFLAGS 変数より優先され
ます。
拡張子が .c または .cpp のファイルに対するコンパイラ・コマンド行の一部
として渡される引数のセットが含まれます。これは、buildobjserver コマ
ンドに自動的に渡されるコマンド行オプション -I$(TUXDIR)/include 
(UNIX システムの場合 ) または  /I%TUXDIR%¥include (Windows システムの
場合 ) に追加されます。CPPFLAGS が buildobjserver コマンド環境に存在
しない場合、コンパイラ・コマンドは追加されません。

LD_LIBRARY_PATH (UNIX システムの場合 )

コンパイラが使用する共用オブジェクト、および CORBA ソフトウェアで共用
するオブジェクトが格納されたディレクトリを指定します。それぞれのディ
レクトリはコロン (:) で区切ります。一部の Unix システムでは、別の環境変数
が必要となる場合もあります。HP-UX システムでは SHLIB_PATH 環境変数を
使用します。AIX システムでは LIBPATH 環境変数を使用します。

LIB (Windows NT システムの場合 )

ライブラリを検索するディレクトリのリストを指定します。それぞれのディ
レクトリはセミコロン (;) で区切ります。

移植性 buildobjserver コマンドは、クライアントのみで構成された CORBA システムで
はサポートされません。

使用例 次の例では、emp_s.cpp ファイルと emp_i.cpp ファイルを使用して Windows システ
ム上で CORBA クライアント・アプリケーションを作成します。

buildobjserver -r TUXEDO/SQL -o unobserved 
                -f "emp_s.cpp  emp_i.cpp"

次の例は、buildobjserver コマンドで環境変数 CC および CFLAGS を使用する方法
を示しています。この例では、Bourne シェルまたは Korn シェルで -f と -lm オプ
ションを使用し、UNIX システムの関数ライブラリにリンクする方法も示していま
す。
CFLAGS=-g CC=/bin/cc \
buildobjserver -r TUXEDO/SQL -o TLR -f TLR.o -f util.o -l -lm

次の例は、リソース・マネージャを指定せずに UNIX システム上で 
buildobjserver コマンドを使用する方法を示しています。

buildobjserver -o PRINTER -f PRINTER.o
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サンプルの RM
ファイル

以下は、サポートされている各オペレーティング・システム・プラットフォーム用の 
RM ファイルの例です。

Windows NT

Oracle_XA;xaosw;C:¥Orant¥rdbms73¥xa¥xa73.lib
    C:¥Orant¥pro22¥lib¥msvc¥sqllib18.lib

UNIX

Oracle_XA:xaosw:-L$ORACLE_HOME/rdbms/lib
    -L$ORACLE_HOME/precomp/lib -lc
    -L/home4/m01/app/oracle/product/7.3.2/lib -lsql -lclntsh         
    -lsqlnet -lncr -lcommon -lgeneric -lepc -lnlsrtl3 -lc3v6 
    -lcore3 -lsocket -lnsl -lm -ldl -lthread

Digital UNIX

Oracle_XA:xaosw:-L${ORACLE_HOME}/lib -lxa
    ${ORACLE_HOME}/lib/libsql.a -lsqlnet -lncr -lsqlnet
    ${ORACLE_HOME}/lib/libclient.a -lcommon -lgeneric -lsqlnet
    -lncr -lsqlnet ${ORACLE_HOME}/lib/libclient.a -lcommon
    -lgeneric -lepc -lepcpt -lnlsrtl3 -lc3v6 -lcore3     
    -lnlsrtl3 -lcore3 -lnlsrtl3 -lm

AIX 

Oracle_XA:xaosw:-L${ORACLE_HOME}/lib -lxa -lsql -lsqlnet 
    -lncr -lclient -lcommon -lgeneric -lepc -lnlsrtl3 -lc3v6 
    -lcore3 -lm -lld

HP-UX : Oracle 8.04

    Oracle_XA:xaosw:-L${ORACLE_HOME}/lib -lclntsh
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buildserver(1)
名前 buildserver—BEA Tuxedo ATMI システムのサーバのロード・モジュールを構築

形式 buildserver [-C] [-s { @filename | service[,service . . . ]
[:func]| :func } ] [-v] [-o outfile] [-f firstfiles] 
[-l lastfiles] [{-r|-g} rmname] [-k] [-t]

機能説明 buildserver は、BEA Tuxedo ATMI システムのサーバのロード・モジュールを構築
するときに使用します。このコマンドは、オプション -f および -l で指定された
ファイルを標準サーバのメイン・ルーチンおよび標準 BEA Tuxedo ATMI ライブラリ
と結合し、ロード・モジュールを作成します。このロード・モジュールは、
buildserver が呼び出す cc(1) コマンドによって作成されます (UNIX システムのリ
ファレンス・マニュアルの cc(1) を参照してください )。buildserver のオプション
にはそれぞれ、次のような意味があります。

-v

buildserver を冗長モードで実行します。特に、cc コマンドをその標準出力
に書き出します。

-o outfile

出力されるロード・モジュールを収めるファイル名を指定します。このファ
イル名を指定しない場合、ロード・モジュールの名前は SERVER になります。

-f firstfiles

buildserver のリンク段階で 1 つまたは複数のユーザ・ファイルを組み込
み、その後で BEA Tuxedo ATMI ライブラリを組み込みます。複数のファイル
を指定する場合は、各ファイル名を空白で区切り、ファイル名を列記した文
字列全体を二重引用符で囲む必要があります。このオプションは何回指定し
てもかまいません。コンパイラ・オプションおよび引数を含むように指定す
る場合は、以下に説明する CFLAGS および ALTCFLAGS 環境変数を使用しま
す。

-l lastfiles

BEA Tuxedo ATMI ライブラリを組み込んでから、buildserver のリンク段階
で 1 つまたは複数のユーザ・ファイルを組み込みます。複数のファイルを指定
する場合は、各ファイル名を空白で区切り、ファイル名を列記した文字列全体
を引用符で囲む必要があります。このオプションは何回指定してもかまいませ
ん。
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-r rmname

このサーバに対応するリソース・マネージャを指定します。rmname は、
$TUXDIR/udataobj/RM にあるリソース・マネージャのテーブルにあるもの
でなければなりません。このファイルの各行は次のような形式になります。

rmname:rmstructure_name:library_names 

(詳しくは buildtms(1) を参照してください )。rmname の値を使用すること
により、$TUXDIR/udataobj/RM にあるエントリは、リソース・マネージャ
に関連したライブラリを自動的に含み、トランザクション・マネージャとリ
ソース・マネージャ間のインターフェイスを正しく設定するのに使用されま
す。ほかの値は、リソース・マネージャのテーブルに追加されているものを
指定できます。-r オプションの指定がない場合、デフォルトの設定としてヌ
ル・リソース・マネージャが使用されます。UBBCONFIG(5) マニュアルを参
照してください。

-s { @filename | service[,service...][:func] | :func } ]

サーバの起動時に宣言できるサービス名を指定します。サービス名および暗黙
のファンクション名は 15 文字以下でなければなりません。明示的関数名 (コロ
ンの後に指定する名前 ) は、128 文字まで使用できます。この文字数より長い
名前が指定された場合は、警告メッセージが表示されて短縮されます。
tmadmin(1) または TM_MIB(5) によりファイルを取得した場合は、名前の最
初の 15 文字だけが表示されます (servopts(5) を参照してください )。サービ
スに関連付けることのできるすべての関数を、このオプションで指定する必要
があります。一般的には、サービスは同じ名前をもつ関数によって実行されま
す。つまり、x サービスは関数 x によって実行されます。たとえば、次のよう
に指定すると、サービス x、y、および z を提供するサーバが構築されます。
これらのサービスはそれぞれ同じ名前の関数によって処理されます。
 -s x,y,z 

 その他のケースでは、異なる名前の関数でサービスが実行されることもあり
ます。次のように指定すると、サービス x、y、および z を提供するサーバが
構築され、それらのサービスは関数 abc によって処理されます。

 -s x,y,z:abc 

カンマとカンマの間に空白を入れてはいけません。関数名の前にはコロンを
付けます。別のケースでは、実行時までサービス名が分からないことがあり
ます。関連するサービスを持つ可能性のあるすべての関数を、buildserver 
で指定しなければなりません。サービス名がマップされている可能性のある
関数を指定するには、関数名の前にコロンを付けます。たとえば、次のよう
に指定すると、サービスが関連付けられている可能性のある関数 pqr でサー
バを構築します。tpadvertise(3c) は、関数 pqr にサービスをマップする
ために使用されます。
-s :pqr 
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サービスが関連付けられている可能性のある関数 pqr でサーバを構築します。
tpadvertise(3c) は、関数 pqr にサービスをマップするために使用されま
す。

-s オプションでファイル名を指定するには、ファイル名の前に「@」文字を
付けます。このファイルの各行は、-s オプションの引数と見なされます。こ
のファイルには、コメントを入れることができます。コメント行の先頭には
「#」文字を置きます。このファイルは、サービス名がマップされている可能
性のある、サーバ中のすべての関数を指定するのに使用できます。

-s オプションは何回使用してもかまいません。「.」文字で始まるサービスは
システムで使用するように予約されているため、-s を指定してそのような
サービスをサーバに組み込もうとすると、buildserver は異常終了します。

-C

COBOL のコンパイルを指定します。

buildserver は通常、cc コマンドを使用して a.out を生成します。代わり
のコンパイラを指定できるように、buildserver はシェル変数 CC が存在し
ているかどうかを調べます。CC が buildserver の環境にない場合、または
変数の値がヌル文字列 "" である場合は、buildserver はコンパイラとして 
cc を使用します。環境内に CC が存在する場合、CC の値が実行されるコンパ
イラの名前となります。同様に、シェル変数 CFLAGS も、コンパイラへ渡す一
連のパラメータを取り込むためにチェックされます。

-k

サーバの main スタブを保持します。buildserver は、サービス・テーブル
などのデータ構造と main() 関数を持つ main スタブを生成します。通常これ
は、サーバの構築時に、コンパイルの後で削除されます。このオプションは、
ソース・ファイルを保持する必要があることを示します (ソース・ファイル名
を表示するには、-v オプションを使用します )。

注記 このファイルの生成内容は、リリースによって変更される場合があります。
このファイルで公開されているデータ構造およびインターフェイスを重視
しないでください。このオプションは、構築の問題のデバッグを支援する
ためのものです。

-t 

マルチスレッド処理を指定します。サーバをマルチスレッド操作で使用する
場合は、必ずこのオプションを指定してください。コンフィギュレーション・
ファイルの MAXDISPATCHTRHREADS に 1 より大きな値が設定されている場合
に、このオプションを指定せずにサーバを起動しようとすると、ユーザ・ロ
グに警告メッセージが出力され、サーバはシングルスレッド操作に戻ります。

このオプションは、管理者がスレッド・セーフな方法でプログラミングされ
ていないサーバをマルチスレッド・サーバとして起動するのを防止するため
に使用されます。
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環境変数 TUXDIR

buildserver は、環境変数 TUXDIR を使用して、サーバ・プロセスのコンパ
イル時に使用する BEA Tuxedo ATMI ライブラリとインクルード・ファイルを
見つけます。

CC

buildserver は通常、デフォルトの C 言語コンパイル・コマンドを使用して
サーバ実行可能コードを生成します。デフォルトの C 言語コンパイル・コマ
ンドは、サポートされている各オペレーティング・システムごとに定義され
ており、UNIX システムの場合は cc(1) です。代替コンパイラを指定できるよ
うにするため、buildserver は環境変数 CC が存在するかどうかを調べます。
CC が buildserver の環境に存在しない場合、あるいは環境変数が文字列 "" 
である場合は、buildserver はデフォルトの C 言語コンパイラを使用しま
す。CC が環境に存在すれば、実行するコンパイラの名前としてその値が使用
されます。

CFLAGS

環境変数 CFLAGS は、コンパイラ・コマンド行の一部として引き渡される一群の
引数を指定するときに使用します。これは、buildserver に自動的に渡される
コマンド行オプション "-I${TUXDIR}/include" に追加されます。CFLAGS が 
buildserver の環境に存在しない場合、あるいはこれが文字列 "" である場合に
は、buildserver はコンパイラ・コマンド行の引数を何も追加しません。

ALTCC

-C オプションを使って COBOL のコンパイルを指定すると、buildserver は
通常、BEA Tuxedo のシェル cobcc() を使用します。すると、cobcc は cob を
呼び出し、クライアント実行可能コードを生成します。 buildserver は、別の
コンパイラを指定する ALTCC という環境変数の有無をチェックします。ALTCC 
が buildserver 環境に存在しないか、文字列 " " である場合は、
buildserver は cobcc を使用します。環境に ALTCC が存在する場合は、その
値をとって実行するコンパイラ・コマンドとします。

注記 Windows システムでは、環境変数 ALTCC と ALTCFLAGS は使用できません。こ
れらの変数を設定すると、予想外の結果が生じます。まず COBOL コンパイラ
を使用してアプリケーションをコンパイルして、次に生成されたオブジェク
ト・ファイルを buildserver(1) コマンドに渡す必要があります。
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ALTCFLAGS

環境変数 ALTCFLAGS には、-C オプションを指定した場合に、COBOL コンパ
イラ・コマンドの一部として渡す追加の引数を指定します。これは、
buildserver に自動的に渡されるコマンド行オプション 
"-I${TUXDIR}/include" に追加されます。-C オプションを使用する場合、
コンパイラ・オプションやその引数を buildserver -fオプションで指定す
ると、エラーが発生するので、ALTCFLAGS を使用する必要があります。設定
しなかった場合は、上記の CFLAGS と同じ値に設定されます。

注記 ALTCC 環境変数の下の注意を参照してください。

COBOPT

環境変数 COBOPT には、-C オプションを指定した場合に、COBOL コンパイラ
が使用する追加の引数を指定します。

COBCPY

環境変数 COBCPY には、-C オプションを指定した場合に、COBOL コンパイラ
が使用する COBOL コピー・ファイルが存在するディレクトリを指定します。

LD_LIBRARY_PATH (Unix システムの場合 )
環境変数 LD_LIBRARY_PATH には、BEA Tuxedo システムの共有オブジェクト
に加えて、COBOL コンパイラが使用する共有オブジェクトが存在するディレ
クトリを指定します。一部の Unix システムでは、別の環境変数が必要となる
場合もあります。HP-UX システムでは SHLIB_PATH 環境変数を使用します。
AIX システムでは LIBPATH 環境変数を使用します。

LIB (Windows NT システムの場合 )
ライブラリを検索するディレクトリのリストを指定します。それぞれのディ
レクトリはセミコロン (;) で区切ります。

互換性 以前のリリースでは、sql つまり database の genoption を指定するために -g オプ
ションを使用できました。上位互換性を保持するため、このオプションは -r オプ
ションの同義語になっています。

移植性 buildserver コンパイル・ツールは、BEA Tuxedo ATMI サーバ環境がサポートされ
るプラットフォームで使用できます。RM XA ライブラリは、Windows プラット
フォームではサポートされていません。
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注意事項 コンパイル・システムによっては、main() へのコードの追加が必要になる場合があ
ります。たとえば、C++ でコンストラクタを初期化したり、COBOL 用のライブラリ
を初期化するような場合です。サーバの main() のすべての変数宣言の直後で、すべ
ての実行文の前に、アプリケーションのコードをインクルードするための一般的な機
構が用意されています。これによって、アプリケーションは変数の宣言と文の実行を 
1 ブロックのコードで行うことができます。アプリケーション exit は、次のように定
義できます。#ifdef TMMAINEXIT #include "mainexit.h" #endif 
この機能を使用するためには、環境変数 ALTCFLAGS (COBOL の場合 ) または CFLAGS 
(C の場合 ) に "-DTMMAINEXIT" を指定し、カレント・ディレクトリに mainexit.h 
を置く (または -I インクルード・オプションを使用してほかのディレクトリからイ
ンクルードする ) 必要があります。

たとえば、Micro Focus Cobol V3.2.x で PRN 番号の最後の数字が 11.03 より大きい場
合、共有ライブラリの使用時には、main() のすべての COBOL ルーチンの前で (おそ
らく関数プロトタイプ宣言の後で ) cobinit() を呼び出す必要があります。これを行
うには、cobinit() の呼び出しが入った mainexit.h を作成し、上記の手順に従っ
てください。

使用例 次の例は、リソース・マネージャ (-r TUXEDO/SQL) ライブラリを buildserver コ
マンド行で指定する方法を示しています。
buildserver -r TUXEDO/SQL -s OPEN_ACCT -s CLOSE_ACCT  -o ACCT 
-f ACCT.o -f appinit.o -f util.o 

次の例は、buildserver に変数 CC および CFLAGS 変数を与える方法、および -f を
使用して CC 行への -lm オプションを指定して数学ライブラリをリンクする方法を示
したものです。
CFLAGS=-g CC=/bin/cc  buildserver -r TUXEDO/SQL -s DEPOSIT 
-s WITHDRAWAL -s INQUIRY  -o TLR -f TLR.o -f util.o -f -lm 

次の例は、リソース・マネージャを指定せずに buildserver コマンドを使用する方
法です。
buildserver -s PRINTER -o PRINTER -f PRINTER.o

次の例は、COBOL のコンパイルです。

COBCPY=$TUXDIR/cobinclude COBOPT="-C ANS85 -C ALIGN=8 -C NOIBMCOMP
-C TRUNC=ANSI -C OSEXT=cbl" COBDIR=/usr/lib/cobol
LD_LIBRARY_PATH=$COBDIR/coblib export COBOPT COBCPY COBDIR
LD_LIBRARY_PATH buildserver -C -r TUXEDO/SQL -s OPEN_ACCT 
-s CLOSE_ACCT  -o ACCT -f ACCT.o -f appinit.o -f util.o

関連項目 buildtms(1)、servopts(5)、UBBCONFIG(5) 

お使いのオペレーティング・システムのリファレンス・マニュアルで説明する C コ
ンパイラとリンカに関する記述
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buildtms(1)
名前 buildtms—トランザクション・マネージャ・サーバのロード・モジュールを構築

形式 buildtms [ -v ] -o name -r rm_name

機能説明 buildtms はトランザクション・マネージャのロード・モジュールを構築するときに
使用します。

BEA Tuxedo システムではいくつかの TM サーバが一緒に提供されますが、分散トラ
ンザクション処理用に BEA Tuxedo システムとともに使用する新しいリソース・マ
ネージャを提供することもできます。このようなリソース・マネージャは、X/Open 
の XA インターフェイスに準拠していなければなりません。リソース・マネージャ・
ベンダは、次の 4 つの項目を提供しなければなりません。1) リソース・マネージャの
名前、リソース・マネージャの機能を示すフラグ、および実際の XA の関数ポインタ
を収める xa_switch_t 型の構造体の名前、2) xa_switch_t 構造体の name 要素に格
納されるリソース・マネージャの名前、3) XA インターフェイスのサービスを提供し
ソフトウェアをサポートするオブジェクト・ファイルの名前、そして 4) UBBCONFIG 
コンフィギュレーション・ファイルのパラメータ OPENINFO および CLOSEINFO に提
供される情報文字列の形式、の 4 項目です。詳しくは、UBBCONFIG(5) を参照してく
ださい。

新しいリソース・マネージャを BEA Tuxedo システムに統合化する際には、ファイル 
$TUXDIR/udataobj/RM を更新して、そのリソース・マネージャに関する情報を組
み込むようにしなければなりません。このファイルの形式は次のとおりです。
rm_name:rm_structure_name:library_names 

ここで、rm_name はリソース・マネージャの名前、rm_structure_name は 
xa_switch_t 構造体の名前、および library_names はリソース・マネージャのオブ
ジェクト・ファイルのリストです。これらの値の前後には空白類 (タブやスペース ) を
入れることができ、library_names の中に埋め込んでもかまいません。値の中にコ
ロン (:) を含めることはできません。また、シャープ (#) で始まる行はコメントとして
扱われ、無視されます。

新しいリソース・マネージャのトランザクション・マネージャは buildtms を使用し
て構築し、$TUXDIR/bin にインストールしなければなりません。buildtms は 
buildserver(1) コマンドを使用して a.out を生成します。buildtms のオプショ
ンには次のような意味があります。
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-v

buildclt コマンドを冗長モードで動作させるよう指定します。具体的には、
buildserver コマンドをその標準出力に出力し、buildserver に -v オプ
ションを指定します。

-o name

出力されるロード・モジュールを収めるファイル名を指定します。

-r rm_name

このサーバに対応するリソース・マネージャを指定します。この値 rm_name 
は、$TUXDIR/udataobj/RM にあるリソース・マネージャ・テーブルに登録
されていなければなりません。rm_name  の値に対応するエントリは、リソー
ス・マネージャに対する正しいライブラリを自動的に組み込み、かつトラン
ザクション・マネージャとリソース・マネージャとの間のインターフェイス
を正しく設定 (xa_switch_t 構造体を使用して ) するときに使用します。

buildtms は、buildserver コマンドを使用して a.out を生成します。buildserver 
は、コンパイラおよびコンパイラ・フラグに関してそれぞれ CC および CFLAGS 環境変
数を使用します (設定されていれば )。詳細については、buildserver(1) を参照して
ください。

移植性 buildtms は、BEA Tuxedo ATMI または CORBAサーバ環境をサポートするすべての
プラットフォームで、BEA Tuxedo システム提供のコンパイル・ツールとしてサポー
トされています。RM XA ライブラリは、Windows プラットフォームではサポートさ
れていません。

使用例 buildtms -o $TUXDIR/bin/TMS_XYZ -r XYZ/SQL # リソース・マネージャ XYZ 
用の TMS

関連項目 buildserver(1)、UBBCONFIG(5) 
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セクション 1―コマンド
buildwsh(1)
名前 buildwsh—カスタマイズされたワークステーション・ハンドラ・プロセスの構築

形式 buildwsh [ -v ] [ -o name]  [ -f files]

機能説明 buildwsh は、カスタマイズされた BEA Tuxedo ATMI ワークステーション・ハンド
ラ・モジュールを作成するために使用されます。そのファイルには、アプリケーショ
ン・バッファ・タイプ・スイッチと必要なサポート・ルーチンだけを含むようにしま
す。このコマンドにより、-f オプションによって指定したファイルと、ワークス
テーション・ハンドラ・ロード・モジュールを形成するために必要となる BEA 
Tuxedo ATMI 標準ライブラリとが結合されます。このロード・モジュールは UNIXシ
ステムのリファレンス・マニュアルの cc(1)コマンドによって構築されます。この cc 
コマンドは、buildwsh によって実行されます。このコマンドのオプションは、次の
とおりです。

-v

buildwsh が対話型モードで実行されるよう指定します。cc コマンドの実行
結果が、標準出力へ書き込まれます。

-o name

出力されるワークステーション・ハンドラ・ロード・モジュールのファイル
名を指定します。ここで指定した名前は、コンフィギュレーション・ファイ
ル内の SERVER セクションにおける WSL(5)  サーバの -w WSHname オプショ
ンで指定しなければなりません。指定しない場合、ロード・モジュールには、
WSH という名前が付きます。

-f firstfiles

buildwsh の実行中におけるコンパイルおよびリンク段階で取り込まれるべき 
1 つまたは複数のユーザ・ファイルを指定します。ソース・ファイルは、cc コ
マンドまたは環境変数 CC によって指定されたコマンドによってコンパイルさ
れます。ソース・ファイルをコンパイルすることによって生成されたオブジェ
クト・ファイルと、-f オプションのパラメータとして直接指定されたオブ
ジェクト・ファイルは、基本となるワークステーション・ハンドラ・プロセス
を構築するために必要となるすべてのオブジェクト・ファイルの後で、かつ 
BEA Tuxedo ATMI ライブラリの前に取り込まれます。複数のファイルを指定す
る場合は、各ファイル名を空白で区切り、リスト全体を引用符で囲まれなけれ
ばなりません。このオプションは、何回も指定することができます。
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buildwsh は、通常、cc コマンドを使用して a.out を作成します。buildwsh は、
別のコンパイラを指定することを認めるために、CC という名前のシェル変数が存在
しているかどうかをチェックします。buildwsh の環境に CC が存在していない場合、
あるいはヌル文字列である場合には、buildwsh はコンパイラとして cc を使用しま
す。環境内に CC が存在する場合、実行されるべきコンパイラの名前が CC の値とな
ります。同様に、シェル変数 CFLAGS も、コンパイラへ渡すべき一連のパラメータを
取り込むためにチェックされます。

アプリケーションが共有ライブラリを使用する場合は、ここで説明したコンパイルと
リンクの作業をする必要はありません。詳細については、『C 言語を使用した BEA 
Tuxedo アプリケーションのプログラミング』 の「型付きバッファの管理」を参照して
ください。

移植性 buildwsh コンパイル・ツールは、BEA Tuxedo ATMI サーバ環境がサポートされるプ
ラットフォームで使用できます。

使用例 CC=ncc CFLAGS="-I $TUXDIR/include"; export CC CFLAGS buildwsh 
-o APPWSH -f apptypsw.o

関連項目 buildclient(1)、WSL(5) 

UNIX システムのリファレンス・マニュアルの cc(1)、ld(1)
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セクション 1―コマンド
cobcc(1)
名前 cobcc—COBOL コンパイル・インターフェイス

形式 cobcc [option . . . ] filename . . .

機能説明 cobcc は、COBOL コンパイラに対するインターフェイス・シェルとして使用しま
す。cobcc は、-C (COBOL) オプションを指定して buildclient(1) または 
buildserver(1) が実行された場合にはデフォルトで呼び出されます。ALTCC 環境
変数を指定すると無効になります。

以下に cobcc で指定可能なオプションを示します。これらのオプションを使用する
には、buildclient や buildserver を実行する際に、環境変数 ALTCFLAGS を 
cobcc が認識できるオプション文字列に設定します。各オプションの詳細について
は、COBOL と C コンパイラのドキュメントを参照してください。

注記 Windows システムでは、環境変数 ALTCC と ALTCFLAGS は使用できません。こ
れらの変数を設定すると、予想外の結果が生じます。まず COBOL コンパイラ
を使用してアプリケーションをコンパイルして、次に生成されたオブジェク
ト・ファイルを buildclient(1) または buildserver(1) コマンドに渡す必
要があります。

cc や cob とは異なり cobcc では、すべてのオプションはファイル名の前に置かれな
ければなりません。

-c

リンク・フェイズを抑制します。つまりコンパイルは行われますが、実行可
能プログラムは作成されません。

-p -g -r -O 

これらのオプションは直接 COBOL コンパイラに渡されます。

-l argument

オプションと引数は、直接 COBOL コンパイラに渡されます (両者を分離する
空白文字は除きます )。

-L argument

オプションと引数は、直接 COBOL コンパイラに渡されます (両者を分離する 
1 つの空白文字も含みます )。

-o output_file

リンク・ステージからの出力である実行可能ファイルの名前を指定します。
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-E -P -S

COBOL コンパイラを介して C コンパイラに渡されます。またリンク・ステー
ジを抑制します。

-A -C -H -f -G

COBOL コンパイラを介して C コンパイラに渡されます。

-w

COBOL と C コンパイラの警告メッセージを抑制します。

-D argument

このオプションと引数は、COBOL コンパイラを介して C コンパイラに渡され
ます。C 言語でのマクロ定義に使用します。

{-T -Y -U -I -B -X -F -q} argument

各オプションは引数として扱われます。オプションと引数は COBOL コンパイ
ラを介して C コンパイラに渡されます。

-V -v

各オプションは COBOL コンパイラと C コンパイラに渡されます。

-a -s

各オプションはローダに渡されます。

-u argument

このオプションと引数はローダに渡されます。

-W argument

argument は、カンマで区切られた最大 3 個のフィールドで構成します。引数
の最初の部分が -p または -0 であれば、C コンパイラに渡されます。-a で始ま
る場合には、アセンブラに渡されます。-l で始まる場合にはローダに渡され
ます。-C で始まるのであれば、COBOL コンパイラに渡されます。それ以外の
場合には、C コンパイラに渡されます。

オプションと引数、およびファイル名は該当するオプションと共に COBOL コンパイ
ラに渡され、適切な情報が COBOL コンパイラ、C コンパイラ、あるいはローダで処
理されます。COBOL コンパイラの名前は "cob" と想定されており、PATH で定義され
ています。

関連項目 buildclient(1)、buildserver(1)

UNIX システムのリファレンス・マニュアルの cc(1)

『Micro Focus COBOL/2 Operating Guide』Micro Focus Ltd.
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セクション 1―コマンド
dmadmin(1)
名前 dmadmin—BEA Tuxedo Domains 管理プログラムのコマンド・インタプリタ

形式 dmadmin [ -c ]

機能説明 dmadmin は対話式のコマンド・インタプリタで、特定の BEA Tuxedo アプリケーショ
ン用に定義されたドメイン・ゲートウェイ・グループを管理するために使用します。
ここでは、TDomain ゲートウェイおよび BEA Tuxedo システムの TOP END Domain 
Gateway (TEDG) 機能で dmadmin を使用する方法について説明します。dmadmin には
管理モードとコンフィギュレーション・モードの 2 つのモードがあります。

dmadmin をパラメータなしで呼び出すと管理モードになります。これがデフォルト
の設定です。このコードでは、dmadmin をアクティブなアプリケーション内のアク
ティブなノード (ワークステーションを除く ) 上で実行できます。アプリケーション
管理者は、このモードを使用して、アクティブなドメイン・ゲートウェイ・グループ
のパラメータを取得または変更できます。また、アプリケーション管理者は、この
モードを使用して、特定のローカル・ドメイン用の DMTLOG を作成、破壊、または再
初期化できます。このケースでは、そのローカル・ドメインに関連付けられたドメイ
ン・ゲートウェイ・グループをアクティブにしてはなりません。また、dmadmin は
対応するゲートウェイ・グループに割り当てられたマシン上で実行する必要がありま
す。

dmadmin は、-c オプション付きで呼び出されるか、config サブコマンドが呼び出さ
れたときにコンフィギュレーション・モードになります。アプリケーション管理者
は、このモードを使用して、バイナリ形式のドメイン・コンフィギュレーション・
ファイル (BDMCONFIG) のコンフィギュレーション情報を更新したり、新しいコン
フィギュレーション情報を追加できます。

dmadmin では、Domains 管理サーバ (DMADM) を使用して BDMCONFIG ファイルの管理
を行い、ゲートウェイ管理サーバ (GWADM) を使用してアクティブな DOMAIN ゲート
ウェイ・グループ (1 つのゲートウェイ・グループにつき 1 つの GWADM があります ) 
の再構成を行う必要があります。

管理モード・
コマンド

dmadmin が起動されると、プロンプト (">") に次の形式でコマンドを入力できます。

コマンド [引数 ]

共通して出現するいくつかの引数には、default コマンドを使用してデフォルト値
が与えられます。default コマンドによって設定したパラメータを得たコマンドは、
値が設定されたかどうかを確認するために default をチェックします。値が設定さ
れていなければ、エラー・メッセージが返されます。
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設定は一度されるとほかの default コマンドで変更を行わない限り、デフォルト値
の効果はセッションが終了するまで有効です。デフォルト値は、コマンド行で明示的
に値を入力して上書きするか、値 "*" を入力して設定解除します。値を上書きした場
合、その効果は、コマンドの単一のインスタンスの間継続します。

dmadmin コマンドからの出力は、使用中のページ別表示コマンドに従って、ページ
別表示されます (後述の paginate サブコマンドを参照してください )。

コマンドの形式は、完全な名前でも省略形でも (かっこ内に示す ) 入力することがで
き、該当する引数はコマンドの後に付きます。角かっこ [ ] で囲まれている引数は省略
可能です。中かっこ { } で囲まれている引数は相互に排他的な選択肢を示します。多
数のコマンドにとって、local_domain_name は必須の引数ですが、default コマン
ドでも設定できることに注意してください。

次のコマンドが管理モードで使用できます。

advertise (adv) -d local_domain_name [{ | service}]

指定のローカル・ドメインが提供するすべてのリモート・サービスまたは指
定のリモート・サービスを宣言します。

audit (audit) -d local_domain_name [{off | on}]

指定のローカル・ドメインについて監査追跡をアクティブ (on) にまたはアク
ティブ解除 (off) します。オプションを何も指定しない場合は、現在の設定
が値 on と off でトグルされ、新しい設定が表示されます。初期設定は off 
です。

BEA Tuxedo 8.0 以降のソフトウェアでマルチ・ドメイン・トランザクション
を作成した場合は、ドメイン・トランザクションの監査機能によって自動的
に、リモート (親 ) ドメインからローカル (従属 ) ドメインの監査ログに、
ローカル GTRID に加えてグローバル・トランザクション ID (GTRID) が書き
込まれます。

監査レコードには、プロセス ID、ローカル・ドメイン名、リモート・ドメ
イン名、サービス名、ローカル GTRID (トランザクション・モードの場合の
み )、親 GTRID (トランザクション・モードの場合のみ )、監査レコードの
型 (文字列 )、および現在のタイムスタンプの順に、コロンで区切った文字
列フィールドが並びます。

chbktime (chbt) -d local_domain_name -t bktime

特定のローカル・ドメインのブロッキング・タイムアウトを変更します。

config (config)

コンフィギュレーション・モードに入ります。このモードで発行されたコマ
ンドは、この後で説明する「コンフィギュレーション・モード・コマンド」
で定義された規則に従います。
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connect (co) -d local_domain_name [-R remote_domain_name] 

ローカル・ドメイン・ゲートウェイをリモート・ゲートウェイに接続します。
接続が失敗した場合でも、ローカル・ドメイン・ゲートウェイに接続の再試
行が設定されていると、自動接続再試行プロセスによって接続試行が繰り返
されます。-R が指定されていない場合、このローカル・ゲートウェイに設定
されているすべてのリモート・ドメインに対してコマンドが適用されます。

crdmlog (crdlog)[-d local_domain_name]

現在のマシン (dmadmin が動作しているマシン ) 上の指定のローカル・ドメイ
ンの DOMAIN トランザクション・ログを作成します。このコマンドは、
DMCONFIG ファイルで指定したパラメータを使用します。指定のローカル・ド
メインが現在のマシン上でアクティブであるか、ログが既に存在する場合は、
このコマンドは失敗します。

default (d) [-d local_domain_name]

デフォルトのローカル・ドメインにするための、対応する引数を設定します。
デフォルトの設定は、引数として "*" を指定すると設定を解除できます。
default コマンドを引数なしで入力した場合は、現在のデフォルトの値が表示
されます。

disconnect (dco) -d local_domain_name [-R remote_domain_name]

ローカル・ドメイン・ゲートウェイとリモート・ゲートウェイ間の接続を切
断します。接続再試行プロセスは開始されません。アクティブな接続がない
場合でも、自動接続再試行プロセスが有効になっていると自動再試行プロセ
スは停止されます。-R が指定されていない場合、このローカル・ゲートウェ
イに設定されているすべてのリモート・ドメインに対してコマンドが適用さ
れます。

dsdmlog (dsdlg) -d local_domain_name [ -y ]
現在のマシン (つまり、dmadmin が動作しているマシン ) 上の指定のローカ
ル・ドメインの DOMAIN トランザクション・ログを破壊します。このローカ
ル・ドメインのために DMTLOG が定義されていないか、ローカル・ドメインが
アクティブであるか、あるいは未終了のトランザクション・レコードがログ
内に存在している場合は、エラーが返されます。未終了のトランザクション
とは、グローバル・トランザクションがコミットされたが、まだトランザク
ションの終わりが書き込まれていないという意味です。このコマンドは、-y 
オプションを指定していない場合に確認のためのプロンプトを表示します。

echo (e) [{off | on}]

on に設定すると、入力コマンド行をエコーします。どちらのオプションも指
定しなかった場合は、現在の設定がトグルされ、新しい設定が表示されます。
初期設定は off です。
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forgettrans (ft) -d local_domain_name [ -t tran_id]

指定のローカル・ドメインのための 1 つまたはすべてのヒューリスティック・
ログを破棄します。トランザクション識別子 tran_id が指定されると、その
トランザクションのヒューリスティック・ログ・レコードだけが破棄されま
す。トランザクション識別子 tran_id は、printtrans コマンドか、ULOG 
ファイルから取得できます。

help (h) [command]

ヘルプ・メッセージを表示します。command を指定すると、そのコマンドに
ついて、省略形、引数、および説明が表示されます。引数をすべて省略する
と、すべてのコマンドの形式が表示されます。

indmlog (indlg) -d local_domain_name [ -y ]
現在のマシン (つまり、dmadmin が動作しているマシン ) 上の指定のローカ
ル・ドメインのドメイン・トランザクション・ログを初期化します。この
ローカル・ドメインのために DMTLOG が定義されていないか、ローカル・ドメ
インがアクティブであるか、あるいは未終了のトランザクション・レコード
がログ内に存在している場合は、エラーが返されます。未終了のトランザク
ションとは、グローバル・トランザクションがコミットされたが、まだトラ
ンザクションの終わりが書き込まれていないという意味です。このコマンド
は、-y オプションを指定していない場合に確認のためのプロンプトを表示し
ます。

paginate (page) [{off | on}]

出力をページ別に表示します。オプションを何も指定しない場合は、現在の
設定がトグルされ、新しい設定が表示されます。標準入力または標準出力の
どちらかが非端末デバイスでない限り、初期設定は on です。ページ別表示機
能は、標準入力と標準出力のどちらも端末デバイスである場合のみ、on にな
ります。シェル環境変数 PAGER を使用すると、ページ別表示出力に使用され
るデフォルトのコマンドを無効化することができます。デフォルトのページ
別表示コマンドは、ネイティブのオペレーティング・システム環境に固有の
ページャになります。たとえば、コマンド pg は、UNIX システムのオペレー
ティング環境におけるデフォルトのコマンドです。

passwd (passwd) [ -r ] local_domain_name remote_domain_name

指定したローカルおよびリモート・ドメインの新しいパスワードの入力を管
理者に求めます。-r オプションは、既存のパスワードと新しいパスワードを
システムが生成した新しいキーを使用して符号化することを指定します。パ
スワードは最大で 8 文字までに切り捨てられます。passwd は、TOP END 
Domain Gatewayではサポートされていません。
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printdomain (pd) -d local_domain_name

指定のローカル・ドメインに関する情報を表示します。接続されたリモート・
ドメイン、ゲートウェイ・プロセスによって共有されているグローバル情報、
およびドメイン・タイプのインスタンスによって変化する追加情報などが表
示されます。

printstats (pstats) -d local_domain_name

指定のローカル・ドメインによって集められた統計情報および性能情報を表
示します。表示される情報は、ドメイン・ゲートウェイのタイプによって変
わります。

printtrans (pt) -d local_domain_name 

指定されたローカル・ドメインのトランザクション情報を表示します。各ト
ランザクション・レコードの出力には、次のようにコロンで区切った文字列
フィールドが並びます。

process ID:local domain name:remote domain name:service
name:local GTRID:remote GTRID:record type:timestamp

トランザクションがドメインに対してローカルに実行される場合、「remote 

GTRID」のフィールドは空になります。

quit (q)

セッションを終了します。

resume (res) -d local_domain_name [{ -all | service}]

指定のサービスの処理または指定のローカル・ドメインによって処理される
すべてのリモート・サービスの処理を再開します。

stats (stats) -d local_domain_name [{ off | on | reset }]

指定のローカル・ドメインについて統計収集をアクティブ (on)、アクティブ
解除 (off)、または再設定 (reset) します。オプションを何も指定しない場合は、
現在の設定が値 on と off でトグルされ、新しい設定が表示されます。初期設定
は off です。

suspend (susp) -d local_domain_name [{ -all | service}]

指定のローカル・ドメインの 1 つまたはすべてのリモート・サービスを保留
します。

topendpasswd (tepasswd) [-r] local_domain_name

管理者に対して、指定したローカル・ドメインの新しいパスワードの入力を
求めるプロンプトが表示されます。-r オプションを指定すると、システムが
生成した新しいキーを使用して、既存のパスワードと新しいパスワードを暗
号化することができます。パスワードは 12 文字以内で入力します。

新しいパスワードは、セキュリティ機能が有効になっている BEA TOP END シ
ステムに RTQ メッセージを送信するときに使用されます。ユーザ ID として渡
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されるのは、ローカル・ドメインの DOMAINID です。topendpasswd は、
TOP END Domain Gateway でのみサポートされます。

unadvertise (unadv) -d local_domain_name [{ -all | service}]

指定のローカル・ドメインの 1 つまたはすべてのリモート・サービスを宣言
解除します。

verbose (v) [{off | on}]

冗長モードで出力を行います。オプションを何も指定しない場合は、現在の
設定がトグルされ、新しい設定が表示されます。初期設定は off です。

! shellcommand 

シェルにエスケープし、shellcommand を実行します。

!!

直前のシェル・コマンドを再実行します。

# [text]

"#" で始まる行はコメント行で、無視されます。

<CR>

最後のコマンドを繰り返します。

コンフィギュレー
ション・モードの

コマンド

dmadmin コマンドは、-c オプション付きで実行するか、config サブコマンドを使
用したときにコンフィギュレーション・モードになります。このモードで dmadmin 
を使用すると、BDMCONFIG ファイルの実行時の更新が可能になります。dmadmin 
は、追加あるいは取り出す入力フィールド値を含むバッファを管理し、各操作が完了
した後で出力フィールド値およびステータスを表示します。ユーザは、利用可能なテ
キスト・エディタを使用して入力バッファを更新できます。

dmadmin はまず希望のセクションを求めるプロンプトを表示し、次に希望の操作を
求めるプロンプトを表示します。

セクションを求めるプロンプトは次のとおりです。
Section:
         1) RESOURCES         2) LOCAL_DOMAINS
         3) REMOTE_DOMAINS    4) LOCAL_SERVICES
         5) REMOTE_SERVICES   6) ROUTING
         7) ACCESS_CONTROL    8) PASSWORDS
         9) TDOMAINS         10) OSITPS
        11) SNADOMS          12) LOCAL_REMOTE_USER
        13) REMOTE_USERS     14) SNACRMS
        15) SNASTACKS        16) SNALINKS
        18) TOPEND           19) OSITPX
         q) QUIT
Enter Section [1]:
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デフォルト・セクションの番号は、プロンプトの終わりに角かっこ内に表示されま
す。デフォルトの値を受け入れるときは、RETURN または ENTER を押します。別のセ
クションを選択するときは、その番号を入力して RETURN または ENTER を押します。

次に dmadmin は、希望の操作を求めるプロンプトを表示します。

Operations:
        1) FIRST        2) NEXT
        3) RETRIEVE     4) ADD
        5) UPDATE       6) DELETE
        7) NEW_SECTION  8) QUIT
Enter Operation [1]:

デフォルトの操作番号がプロンプトの終わりの角かっこ内に表示されます。RETURN 
または ENTER を押してこのオプションを選択します。別の操作を選択するときは、
その番号を入力して RETURN または ENTER を押します。

現在サポートされている操作は次のとおりです。

1. FIRST—指定したセクションの先頭レコードを取り出します。キー・フィールド
は必要ありません (入力バッファ内にある場合、キー・フィールドは無視されま
す )。

2. NEXT —入力バッファ内のキー・フィールドに基づいて、指定したセクションか
ら次のレコードを取り出します。

3. RETRIEVE—キー・フィールドで指定したセクションから、指定したレコードを
取り出します。以下のフィールドの説明を参照してください。

4. ADD—指定したセクションに、指定したレコードを追加します。フィールドが指
定されていない場合 (必要とされていない場合に限り )、DMCONFIG(5) 内で指定
されたとおりにデフォルトの値を取ります。すべてのフィールドの現在の値は、
出力バッファ内に返されます。この操作は、BEA Tuxedo 管理者だけが行えます。

5. UPDATE—指定したセクションの入力バッファ内にある、指定したレコードを更
新します。入力バッファ内で指定されていないフィールドは変更されません。す
べてのフィールドの現在の値は、入力バッファ内に返されます。この操作は、
BEA Tuxedo 管理者だけが行えます。

6. DELETE—入力バッファで指定したレコードを選択したセクションから削除しま
す。この操作は、BEA Tuxedo 管理者しか実行できません。

7. NEW SECTION—入力バッファをクリアします。すべてのフィールドが削除されま
す。この操作の後、dmadmin は即座にセクションの入力を再度求めます。

8. QUIT —プログラムを正常に終了します。dmadmin は終了します。プロンプトで
値 q を入力してもプログラムを終了できます。
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コンフィギュレーション操作を行う場合は、有効なユーザ識別子は、このプログラム
が実行されるマシンの BEA Tuxedo 管理者ユーザ識別子 (UID) と一致している必要が
あります。レコードが更新または追加されると、dmloadcf(1) によって使用される
すべてのデフォルト値および検証が強制されます。

dmadmin は次に、入力バッファを編集するかどうかをたずねるプロンプトを表示し
ます。
Enter editor to add/modify fields [n]?

ここで、y を入力すると、入力バッファは一時ファイルにコピーされ、テキスト・エ
ディタが起動されます。環境変数 EDITOR によって、使用するエディタが決定されま
す。デフォルト設定は "ed" です。入力フォーマットは、フィールド名 /フィールド
値ペアで、以下の「構成入力フォーマット」セクションで記述しています。各 
DMCONFIG セクションに関連するフィールド名は、以下のサブセクションの表にリス
トします。フィールドおよび関連する範囲、デフォルト値、制限などの指定方法につ
いては、GWTOPEND(5) の DMCONFIG と DMCONFIG(5) で説明しています。ほとんど
のケースでは、フィールド名は DMCONFIG ファイル内の KEYWORD と同じです (接頭
辞として "TA_" が付いています )。ユーザが入力バッファを編集を終えると、
dmadmin がそれを読み込みます。ある特定のフィールド名が複数行に現れる場合、
最初のものだけが使用され、残りは無視されます。エラーが発生した場合は、構文エ
ラーが表示され、dmadmin は問題を訂正するかどうかをたずねます。

Enter editor to correct?

問題を訂正しない場合 (応答 n) は、入力バッファにフィールドは含まれません。問
題を訂正する場合は、エディタが再度実行されます。

最後に、dmadmin は操作を行うかどうかをたずねてきます。

Perform operation [y]?

操作が完了すると、dmadmin は戻り値を Return value TAOK 内に表示し、その後
に出力バッファ・フィールドが続きます。次に、プロセスが再開され、セクションを
求めるプロンプトが表示されます。すべての出力バッファ・フィールドは、バッファ
がクリアされない限り、入力バッファ内で利用できます。

いつでもブレークを入力して、セクションを求めるプロンプトでの対話を再開でき
ます。

"QUIT" を選択すると、構成のテキスト バージョンのバックアップを作成する許可を
求めるプロンプトが表示されます。
Unload BDMCONFIG file into ASCII backup [y]?

バックアップを選択した場合、ファイル名を求める dmadmin プロンプトが表示され
ます。

Backup filename [DMCONFIG]
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成功時にはバックアップが作成されたことが示され、失敗時にはエラーが表示されま
す。dmadmin

構成入力フォー
マット

入力パケットは、次のようにフォーマットされた行で構成されます。
fldname fldval

フィールド名は、1 つまたは複数のタブ (または空白 ) によってフィールド値と区別
されます。

長いフィールド値は、1 つまたは複数のタブ (dmadmin に再度読み込まれたときに破
棄されます ) で始まる継続行を使用することで、次の行に継続できます。

改行文字だけで構成される空の行は無視されます。

表示できない文字をフィールド値に入力したり、タブからフィールド値を開始する
には、バックスラッシュを使用し、その後に希望する文字を 2 文字の 16 進表現で使
用します (UNIX システムのリファレンス・マニュアルの ASCII(5) を参照してくだ
さい )。たとえば、スペースは \20 と入力データに入力できます。バックスラッシュ
は 2 回書くことで 1 つのバックスラッシュを入力できます。dmadmin は、この
フォーマットの入力をすべて認識しますが、最も役に立つのは表示できない文字の
場合です。

構成の制限事項 次に動的ドメインを再構成する機能についての一般的な制限事項を示します。

! キー・フィールドの値は (次のセクションで示すように ) 変更できません。システ
ムがダウンしているときに、コンフィギュレーション・ファイルを再ロードすれ
ば、キー・フィールドを変更できます。

! 動的削除は、ローカル・ドメインがアクティブのとき (対応するゲートウェイ・
グループが動作しているとき ) は実行できません。

D o m a i n s  関連の
新しい用語

リリース 7.1 では、ドメイン関連の用語の一部が変更されてました。Domains 用の 
MIB では、クラスおよび属性の新しい用語を使用して、ローカル・ドメインとリ
モート・ドメイン間の相互作用を説明しています。新しい用語は以前のドメイン関連
の用語より正確になっていますが、ドメイン関連のマニュアルとエラー・メッセージ
で新しい用語が使用されているのはリリース 7.1 以降だけです。新しい用語は、
DM_MIB クラス、リファレンス・ページ、エラー・メッセージ、DMCONFIG ファイル
構文、および各種 DMCONFIG エラー・メッセージで使用されています。

下位互換性のため、このリリースより前に使用されていた DMCONFIG 用語と Domains 
用の MIB の新しい用語との間でエイリアスが提供されています。このリリースでは、
DMCONFIG は両方の用語を使用できます。詳細については、DM_MIB(5) リファレン
ス・ページの「Domains 関連の新しい用語」を参照してください。
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構成フィールド
識別子 / 更新に
ついて制限事項

次のセクションは、各 DMCONFIG について、どのフィールド識別子が各 DMCONFIG 
フィールドに関連しているか、識別子のフィールド・タイプは何か、およびいつ
フィールドを更新できるかを説明しています。適用可能なフィールド値はすべて、取
り出し操作によって返されます。レコードを追加できるフィールド、またはレコード
を追加するために必要なフィールドについては、GWTOPEND(5) の DMCONFIG および 
DMCONFIG(5) で説明します。以下にキーとして示すフィールドは、セクション内の
レコードを一意に識別するために使用するキー・フィールドです。これらのキー・
フィールドは、更新を行うとき入力バッファ内になければなりません。また、これら
のキー・フィールドを動的に更新することはできません。「更新」列は、どのような
ときにフィールドを更新できるかを示しています。可能な値は次のとおりです。

! Yes—いつでも更新できます。

! NoGW —ローカル・ドメインを表すゲートウェイ・グループが実行中の間は動的
に更新できません。

! No—最低でも 1 つのゲートウェイ・グループが実行中の間は動的に更新できませ
ん。

D M _L O C A L _D O M
A IN S セクション

の構成

次の表に、DM_LOCAL_DOMAINS セクションのフィールド一覧を示します。

表 4  DM_LOCAL_DOMAINS セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

TA_LDOM 文字列 NoGW キー

TA_AUDITLOG 文字列 NoGW

TA_BLOCKTIME 数値 NoGW

TA_CONNECTION_POLICY 文字列 NoGW

TA_DOMAINID 文字列 NoGW

TA_DMTLOGDEV 文字列 NoGW

TA_DMTLOGNAME 文字列 NoGW

TA_DMTLOGSIZE 数値 NoGW

TA_GWGRP 文字列 NoGW

TA_MAXRDOM 数値 NoGW

TA_MAXRDTRAN 数値 NoGW
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DM_REMOTE
_DOMAINS
セクションの

構成

次の表に、DM_REMOTE_DOMAINS セクションのフィールドの一覧を示します。

D M _ T D O M A IN
セクションの構成

DM_TDOMAIN セクションには、TDOMAIN タイプ・ドメインが必要とするネットワー
ク・アドレッシング・パラメータが含まれています。次の表に、このセクションの
フィールドの一覧を示します。

TA_MAXRETRY 数値 NoGW

TA_MAXTRAN 数値 NoGW

TA_RETRY_INTERVAL 数値 NoGW

TA_SECURITY 文字列 NoGW TDomain 形式 : {NONE | 
APP_PW | DM_PW}

TEDG 形式 :

{NONE | CLEAR | SAFE | 
PRIVATE}

OSITPX 形式 :

{NONE|DM_PW}

TA_TYPE 文字列 NoGW 形式:{TDOMAIN | OSITP 
|  OSITPX | TOPEND}

表 4  DM_LOCAL_DOMAINS セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

表 5  DM_REMOTE_DOMAINS セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

TA_RDOM 文字列 No キー

TA_DOMAINID 文字列 No

TA_TYPE 文字列 No 形式 : {TDOMAIN | OSITP | 
TOPEND}
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ドメイン識別子 (TA_LDOM) がローカル・ドメイン識別子である場合、TA_NWADDR 
フィールドおよび TA_NWDEVICE フィールドは、そのローカル・ドメインを表すゲー
トウェイ・グループが実行中でない場合に更新できます。

D M _O SIT P  セク
ションの構成

DM_OSITP セクションには、OSITP タイプ・ドメインが必要とするネットワーク・ア
ドレッシング・パラメータが含まれています。次の表に、このセクションのフィール
ドの一覧を示します。

注記 BEA Tuxedo 8.0 以降では、DM_OSITPX ドメインを使用して、OSI TP 4.0 以降
に対してネットワーク・アドレッシング・パラメータを設定する必要があり
ます。

表 6  DM_TDOMAIN セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

TA_LDOM または TA_RDOM 文字列 No/NoGW キー

TA_NWADDR 文字列 No/NoGW テキスト形式
(NULL 文字を除く )

TA_NWDEVICE 文字列 No/NoGW

表 7  DM_OSITP セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

TA_LDOM または TA_RDOM 文字列 No/NoGW キー

TA_APT 文字列 No/NoGW

TA_AEQ 文字列 No/NoGW

TA_AET 文字列 No/NoGW

TA_ACN 文字列 No/NoGW

TA_APID 文字列 No/NoGW

TA_AEID 文字列 No/NoGW

TA_PROFILE 文字列 No/NoGW
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ドメイン識別子 (TA_LDOM) がローカル・ドメイン識別子である場合、この表内のほ
かのフィールドは、そのローカル・ドメインを表すゲートウェイ・グループが実行中
でない場合に更新できます。

 DM_OSITPX
セクションの構成

DM_OSITPX セクションには、OSITPX タイプ・ドメインで必要となるネットワーク・
アドレッシング・パラメータが含まれています。次の表に、このセクションのフィー
ルドの一覧を示します。

ドメイン識別子 (TA_LDOM) がローカル・ドメイン識別子である場合、この表内のほ
かのフィールドは、そのローカル・ドメインを表すゲートウェイ・グループが実行中
でない場合に更新できます。

表 8  DM_OSITPX セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

TA_LDOM or TA_RDOM 文字列 No/NoGW キー

TA_AET 文字列 No/NoGW

TA_NWADDR 文字列 No/NoGW

TA_TSEL 文字列 No/NoGW

TA_TAILORPATH 文字列 No/NoGW

TA_PSEL 文字列 No/NoGW

TA_SSEL 文字列 No/NoGW

TA_DNSRESOLUTION 文字列 No/NoGW

TA_MINENCRYPTBITS 数値 No/NoGW

TA_MAXENCRYPTBITS 数値 No/NoGW

TA_MULTIPLEXING 数値 No/NoGW

TA_XATMIENCODING 文字列 No/NoGW

TA_OPTIONS 文字列 No/NoGW

TA_EXTENSIONS 文字列 No/NoGW
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DM_TOPEND
セクションの

構成

DM_TOPEND セクションには、TOPEND タイプ・ドメインで必要となるネットワーク・
アドレッシング・パラメータが含まれています。次の表に、このセクションのフィー
ルドの一覧を示します。

次の 2 つの条件が揃った場合、

! ドメイン識別子 (TA_LDOM) がローカル・ドメイン識別子である

! ローカル・ドメインを表すゲートウェイ・グループが実行中でない (NoGW)

TA_NWADDR、TA_NWDEVICE、TA_TP_SYSTEM、および TA_TE_PWD フィールドを更新
できます。ドメイン識別子がリモート・ドメイン識別子 (TA_RDOM) の場合は、ゲー
トウェイ・グループの実行中 (No) に TA_NWADDR、TA_NWDEVICE、および 
TA_TP_SYSTEM フィールドを更新できません。TE_TE_PWD はローカル・ドメイン識
別子 (TA_LDOM) だけに適用されます。

D M _LO C A L _S ERV I
C ES セクションの

構成

次の表に、DM_LOCAL_SERVICES セクションのフィールドの一覧を示します。

表 9  DM_TOPEND セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

TA_LDOM または TA_RDOM 文字列 No/NoGW キー

TA_NWADDR 文字列 No/NoGW ASCII 形式 (NULL 文
字を除く )

TA_NWDEVICE 文字列 No/NoGW ASCII 形式 (NULL 文
字を除く )

TA_TP_SYSTEM 文字列 No/NoGW BEA TOP END システ
ム名

TA_TE_PWD 文字列 NoGW BEA TOP END パス
ワード。ローカル・エ
ントリにのみ適用

表 10  DM_LOCAL_SERVICES セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

TA_SERVICENAME 文字列 No キー

TA_LDOM 文字列 Yes
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TA_RNAME 文字列 Yes TEDG には適用不可

TA_ACLNAME 文字列 Yes

TA_BUFTYPE 文字列 Yes

TA_BUFSTYPE 文字列 Yes

TA_OBUFTYPE 文字列 Yes

TA_OBUFSTYPE 文字列 Yes

TA_TE_PRODUCT 文字列 NoGW TEDG にのみ適用可能

TA_TE_FUNCTION 文字列 NoGW TEDG にのみ適用可能

TA_TE_TARGET 文字列 NoGW TEDG にのみ適用可能

TA_TE_QUALIFIER 数値 NoGW TEDG にのみ適用可能

TA_TE_RTQGROUP 文字列 NoGW TEDG にのみ適用可能

TA_TE_RTQNAME 文字列 NoGW TEDG にのみ適用可能

TA_TYPE 文字列 NoGW 形式 : {SERVICE | QSPACE | 
QNAME}

TEDG にのみ適用可能

TA_INRECTYPE 文字列 Yes OSITPX にのみ適用可能

TA_INRECSTYPE 文字列 Yes OSITPX にのみ適用可能

TA_OUTRECTYPE 文字列 Yes OSITPX にのみ適用可能

TA_OUTRECSTYPE 文字列 Yes OSITPX にのみ適用可能

TA_COUPLING 文字列 Yes OSITPX にのみ適用可能

表 10  DM_LOCAL_SERVICES セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意
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D M _R EM O TE_SER
V ICES セクション

の構成

次の表に、DM_REMOTE_SERVICES セクションのフィールドの一覧を示します。

表 11  DM_REMOTE_SERVICES セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

TA_SERVICENAME 文字列 No キー

TA_RDOM 文字列 No キー

TA_LDOM 文字列 No キー

TA_RNAME 文字列 Yes TEDG には適用不可

TA_CONV 文字列 NoGW 形式 : { Y | N }

TA_BUFTYPE 文字列 Yes

TA_BUFSTYPE 文字列 Yes

TA_OBUFTYPE 文字列 Yes

TA_OBUFSTYPE 文字列 Yes

TA_ROUTINGNAME 文字列 Yes

TA_TRANTIME 数値 Yes

TA_TE_PRODUCT 文字列 Yes TEDG にのみ適用可能

TA_TE_FUNCTION 文字列 Yes TEDG にのみ適用可能

TA_TARGET 文字列 Yes TEDG にのみ適用可能

TA_TE_QUALIFIER 数値 Yes TEDG にのみ適用可能

TA_TE_RTQGROUP 文字列 Yes TEDG にのみ適用可能

TA_TE_RTQNAME 文字列 Yes TEDG にのみ適用可能

TA_TYPE 文字列 Yes 形式 : {SERVICE | QSPACE | 
QNAME}

TEDG にのみ適用可能

TA_INRECTYPE 文字列 Yes OSITPX にのみ適用可能

TA_INRECSTYPE 文字列 Yes OSITPX にのみ適用可能
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D M _ R O U T IN G  セ
クションの構成

次の表に、DM_ROUTING セクションのフィールドの一覧を示します。

D M _A C CE SS_C O
N T R O L  セクショ

ンの構成

次の表に、DM_ACCESS_CONTROL セクションのフィールドの一覧を示します。

TA_OUTRECTYPE 文字列 Yes OSITPX にのみ適用可能

TA_OUTRECSTYPE 文字列 Yes OSITPX にのみ適用可能

TA_AUTOPREPARE 文字列 Yes OSITPX にのみ適用可能

TA_TPSUTTYPE 文字列 Yes OSITPX にのみ適用可能

TA_REMTPSUT 文字列 Yes OSITPX にのみ適用可能

表 11  DM_REMOTE_SERVICES セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

表 12  DM_ROUTING セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

TA_ROUTINGNAME 文字列 No キー

TA_FIELD 文字列 Yes

TA_RANGE 文字列 Yes

TA_BUFTYPE 文字列 Yes

表 13  DM_ACCESS_CONTROL セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

TA_ACLNAME 文字列 No キー

TA_RDOM 文字列 Yes
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D M _PA SS W O R D S
セクションの構成

次の表に、DM_PASSWORDS セクションのフィールドの一覧を示します。このセク
ションは TEDG には適用されません。

TA_LPWD および TA_RPWD は、ローカル・ドメインまたはリモート・ドメイン (ある
いはその両方 ) の定義済みのパスワードがあるかどうかを示します。パスワードは表
示されません。UPDATE 操作を選択した場合は、対応するフィールドの値を U に設定
する必要があります。すると、プログラムはエコーをオフの状態で、対応するパス
ワードを求めるプロンプトを表示します。

コンフィギュレー
ション・モードで

の診断

dmadmin は、FML 型付きバッファを割り当てできない場合、ユーザの /etc/passwd 
エントリを判別できない場合、または環境変数 FIELDTBLS または FLDTBLDIR を再
設定できない場合に失敗します。

各操作の完了後、dmadmin によって表示される戻り値は、要求された操作のステー
タスを示します。戻り値には 3 つのクラスがあります。

次の戻り値は、パーミッションに関する問題または BEA Tuxedo の通信エラーを示し
ています。戻り値は、操作が正常に完了しなかったことを示しています。

[TAEPERM]

呼び出し側プロセスで ADD、UPDATE、または DELETE のいずれかの操作が指
定されましたが、BEA Tuxedo 管理者として実行されていません。更新操作は
管理者 (つまり、TUXCONFIG ファイルの RESOURCES セクションの UID 属性で
指定されたユーザ ) が実行する必要があります。

[TAESYSTEM]

BEA Tuxedo エラーが発生しました。エラーの正確な内容は userlog(3c) に
書き込まれます。

[TAEOS]

オペレーティング・システムのエラーが発生しました。

表 14  *DM_PASSWORDS セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

TA_LDOM 文字列 No キー

TA_RDOM 文字列 No キー

TA_LPWD 文字列 Yes 形式 : { Y | N | U }

TA_RPWD 文字列 Yes 形式 : { Y | N | U }
BEA Tuxedo コマンド・リファレンス 49



セクション 1―コマンド
[TAETIME]

ブロッキング・タイムアウトが発生しました。入力バッファは更新されない
ので、検索操作に使用される情報は何も返されません。更新操作のステータ
スは、更新されたレコードで取り出しを行うことでチェックできます。

次の戻り値は、操作を行うこと自体の問題を示します。一般的には、入力バッファ内
のアプリケーション・データに関するセマンティクスの問題です。文字列フィールド 
TA_STATUS は出力バッファ内で設定され、問題を記述する短いテキストを含んでい
ます。文字列フィールド TA_BADFLDNAME は問題 (エラーは 1 つのフィールドが原因
で発生すると想定しています ) の原因となる値を含むフィールドのフィールド名に設
定されます。

[TAECONFIG]

BDMCONFIG ファイルの読み取り中にエラーが発生しました。

[TAEDUPLICATE]

重複レコードを追加しようとする操作が試行されました。

[TAEINCONSIS]

 1 つまたは一連のフィールド値の指定が矛盾しています。

[TAENOTFOUND]

操作のために指定されたレコードが見つかりませんでした。

[TAENOSPACE]

更新を行う操作が試行されましたが、BDMCONFIG ファイル内に十分なスペー
スがありませんでした。

[TAERANGE]

フィールド値が範囲外であるか、無効です。

[TAEREQUIRED]

フィールド値が必要ですが、設定されていません。

[TAESIZE]

文字列フィールドのフィールド値が長すぎます。

[TAEUPDATE]

更新を行う操作が試行されましたが、許可されていません。

次の戻り値は、操作が成功したことを示します。

[TAOK]

操作が成功しました。BDMCONFIG ファイルに対する更新は行われていません。

[TAUPDATED] 

操作が成功しました。BDMCONFIG ファイルに対して更新が行われました。
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dmunloadcf を使用して構成にエントリを表示するとき、オプションのフィールド値
は、値が設定されていない (文字列の場合 ) か 0 (整数の場合 ) の場合には表示されま
せん。これらのフィールドは、dmadmin を使用するときに、出力バッファ内に常に
表示されます。この方法で、管理者がエントリを取り出しやすくし、また以前に設定
されていないフィールドを更新しやすくします。エントリには、フィールド名が含ま
れ、タブが後に続きますが、フィールド値はありません。

構成の例 次の例では、dmadmin を使用して新しいリモート・ドメインを追加します。見てわ
かるように、ed(1) はエディタのために使用されます。

$ EDITOR=ed dmadmin
> config
Sections:
         1) RESOURCES         2) LOCAL_DOMAINS
         3) REMOTE_DOMAINS    4) LOCAL_SERVICES
         5) REMOTE_SERVICES   6) ROUTING
         7) ACCESS_CONTROL    8) PASSWORDS
         9) TDOMAINS         10) OSITPS
        11) SNADOMS          12) LOCAL_REMOTE_USER
        13) REMOTE_USERS     14) SNACRMS
        15) SNASTACKS        16) SNALINKS
        18) TOPEND            q) QUIT
Enter Section [1]: 2
Operations:
        1) FIRST        2) NEXT
        3) RETRIEVE     4) ADD
        5) UPDATE       6) DELETE
        7) NEW_SECTION  8) QUIT
Enter Operation [1]: 4
Enter editor to add/modify fields [n]? y
a
TA_RDOM         B05
TA_DOMAINID     BA.BANK05
TA_TYPE         TDOMAIN
.
w
53
q
Perform operation [y]? <return>
Return value TAUPDATED
Buffer contents:
TA_OPERATION    4
TA_SECTION      2
TA_DOMAINID     BA.BANK05
TA_RDOM B05
TA_TYPE TDOMAIN
TA_STATUS       Update completed successfully
Operations:
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        1) FIRST        2) NEXT
        3) RETRIEVE     4) ADD
        5) UPDATE       6) DELETE
        7) NEW_SECTION  8) QUIT
Enter Operation [4]: 7
Section:
         1) RESOURCES         2) LOCAL_DOMAINS
         3) REMOTE_DOMAINS    4) LOCAL_SERVICES
         5) REMOTE_SERVICES   6) ROUTING
         7) ACCESS_CONTROL    8) PASSWORDS
         9) TDOMAINS         10) OSITPS
        11) SNADOMS          12) LOCAL_REMOTE_USER
        13) REMOTE_USERS     14) SNACRMS
        15) SNASTACKS        16) SNALINKS
        18) TOPEND            q) QUIT
Enter Section [1]: 9
Operations:
        1) FIRST        2) NEXT
        3) RETRIEVE     4) ADD
        5) UPDATE       6) DELETE
        7) NEW_SECTION  8) QUIT
Enter Operation [6]: 4
Enter editor to add/modify fields [n]? y
a
TA_RDOM         B05
TA_NWADDR       0x00020401c0066d05
TA_NWDEVICE     /dev/tcp
.
w
55
q
Perform operation [y]? <return>
Return value TAUPDATED
Buffer contents:
TA_OPERATION    4
TA_SECTION      8
TA_RDOM         B05
TA_NWADDR       0x00020401c0066d05
TA_NWDEVICE     /dev/tcp
TA_STATUS       Update completed successfully
Operations:
        1) FIRST        2) NEXT
        3) RETRIEVE     4) ADD
        5) UPDATE       6) DELETE
        7) NEW_SECTION  8) QUIT
Enter Operation [4]: 8
> quit

dmadmin プログラムが終了します。
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セキュリティ dmadmin がアプリケーション管理者の UID を使用して実行された場合、許可を得た
ユーザであると想定され、セキュリティはバイパスされます。dmadmin が別のユー
ザ ID で実行された場合、およびセキュリティ・オプションが TUXCONFIG ファイル内
で使用可能になっている場合は、dmadmin プログラムを開始するための対応するア
プリケーション・パスワードが必要です。標準入力が端末である場合、dmadmin は
エコーをオフの状態でユーザにパスワードの入力を求めます。標準入力が端末でない
場合は、パスワードは環境変数 APP_PW から取り出されます。この環境変数が指定さ
れていないときに、アプリケーション・パスワードが必要な場合は、dmadmin を開
始できません。

別のユーザ ID (管理者の UID 以外 ) で実行中の場合、制限されたセットのコマンドし
か使用できません。

環境変数 dmadmin は環境変数 FIELDTBLS および FLDTBLDIR を再設定して、
${TUXDIR}/udataobj/dmadmin フィールド・テーブルをピックアップします。こ
のため、TUXDIR 環境変数は適切に設定する必要があります。

アプリケーションでセキュリティが必要なときに、dmadmin への標準入力が端末か
らではない場合、APP_PW 環境変数は対応するアプリケーション・パスワードに設定
する必要があります。

TUXCONFIG 環境変数は、BEA Tuxedo コンフィギュレーション・ファイルのパス名に
設定する必要があります。

一般的な診断 dmadmin コマンドをシステムがブートする前に入力すると、次のメッセージが表示
されます。
No bulletin board exists. Only logging commands are available.

すると、dmadmin は対応するコマンドの入力を求めます。

正しくないアプリケーション・パスワードが入力されるか、環境を通してシェル・ス
クリプトで利用できない場合、ログ・メッセージが生成され、次のメッセージが表示
されてコマンドが終了します。
Invalid password entered.

相互運用性 dmadmin は、BEA Tuxedo リリース 5.0 以降にインストールする必要があります。リ
リース 5.0 ゲートウェイが存在する同じドメイン内のほかのノードは、BEA Tuxedo 
リリース 4.1 またはそれ以降でもかまいません。

移植性 dmadmin 管理ツールは、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットフォーム
で使用できます。
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関連項目 dmloadcf(1)、tmadmin(1)、topendpasswd(1)、DMADM(5)、DMCONFIG(5)、
GWTOPEND(5) の DMCONFIG 

『BEA Tuxedo Domains コンポーネント』

『ATMI アプリケーションでの BEA Tuxedo TOP END Domain Gateway の使用』
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dmloadcf(1)
名前 dmloadcf—DMCONFIG ファイルを構文解析し、バイナリの BDMCONFIG コンフィギュ

レーション・ファイルをロード

形式 dmloadcf [-c] [-n] [-y] [-b blocks] {DMCONFIG_file | - }

機能説明 dmloadcf は、ファイルまたは DMCONFIG 構文による標準入力を読み取り、構文を
チェックして、オプションでバイナリの BDMCONFIG コンフィギュレーション・ファ
イルをロードします。BDMCONFIG 環境変数は、情報を格納すべき BDMCONFIG ファイ
ルのパス名を指しています。

dmloadcf は、DMCONFIG ファイルの必要なセクションがないことを検出すると、エ
ラー・メッセージをプリントします。入力ファイルを構文解析しているときに構文エ
ラーを検出すると、dmloadcf は BDMCONFIG ファイルを更新せずに終了します。

dmloadcf を使用する場合は、$TUXDIR/udataobj/DMTYPE ファイルが存在してい
なければなりません。このファイルは有効なドメイン・タイプを定義します。この
ファイルが存在しないと、dmloadcf は BDMCONFIG ファイルを更新せずに終了しま
す。

dmloadcf を使用するユーザの実効ユーザ識別子は、TUXCONFIG ファイルの RESOURCES 
セクションの UID と一致していなければなりません。

dmloadcf に -c オプションを付けると、プログラムはこの環境設定の各ローカル・
ドメイン (ゲートウェイ・グループ ) に必要な最小の IPC 資源をプリントします。
BDMCONFIG ファイルは更新されません。

dmloadcf に -n オプションを付けると、プログラムはテキスト形式の DMCONFIG 
ファイルの構文チェックだけを行い、BDMCONFIG ファイルの更新は行いません。

構文チェックの後、dmloadcf は、環境変数 BDMCONFIG が参照するファイルが存在
するかどうか、存在する場合はそのファイルが有効な BEA Tuxedo ファイルであるか
どうか、および  BDMCONFIG テーブルを含んでいるかどうかを調べます。これらの条
件が真でなかった場合、そのユーザにはファイルを作成して初期化するよう、次のよ
うな指示が出されます。

 Initialize BDMCONFIG file: path [y, q]? 

path は、BDMCONFIG ファイルの完全なファイル名です。標準入力および標準出力が
端末に送られない場合、またはコマンド行で -y オプションが指定されている場合
は、このプロンプトは表示されません。"y" または "Y" 以外で答えると、dmloadcf 
はバイナリのコンフィギュレーション・ファイルを作成せずに終了します。
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BDMCONFIG ファイルが正しく初期化されていない場合、Initialize BDMCONFIG file 
プロンプトの後に y を入力すると、dmloadcf は BEA Tuxedo システム・ファイルを作成
し、BDMCONFIG テーブルを作成します。-b オプションをコマンド行で指定すると、
BEA Tuxedo システムのファイル・システムを作成するときに、-b オプションの引数がデ
バイスのブロック数として使用されます。-b オプションの値が、新しい BDMCONFIG 
テーブルを収容できる大きさである場合、dmloadcf は指定された値を使用して新しい
ファイル・システムを作成します。それだけの大きさがない場合には、エラー・メッ
セージを出力して終了します。-b オプションを指定しないと、dmloadcf は、
BDMCONFIG  テーブルを収容できる大きさのファイル・システムを新たに作成します。
ファイル・システムが既に存在している場合は、-b オプションが無視されます。
BDMCONFIG が raw デバイス (初期化されていない ) である場合には、-b オプションを使
用することを強くお勧めします。この場合、-b オプションを使用して、raw デバイスの
ブロック数を設定しなければなりません。BDMCONFIG が通常の UNIX ファイル・システ
ムである場合は、-b オプションを使用しないようお勧めします。

BDMCONFIG ファイルが既に初期化されていることが分かると、dmloadcf は、
BDMCONFIG ファイルで記述されているローカル・ドメインが動作していないことを
確認します。ローカル・ドメインが動作している場合は、dmloadcf がエラー・メッ
セージをプリントして終了します。ローカル・ドメインが動作していない場合、
dmloadcf は次のプロンプトを表示して、BDMCONFIG ファイルを上書きするかどう
かを確認します。
"Really overwrite BDMCONFIG file [y, q]?"

標準入力または標準出力が端末でない場合、または -y オプションをコマンド行で指
定した場合、このプロンプトは表示されません。このプロンプトに対して "y" または 
"Y" 以外で答えると、dmloadcf はファイルを上書きせずに終了します。

TUXCONFIG ファイルの RESOURCES セクションで SECURITY パラメータを指定する
と、dmloadcf は標準入力をフラッシュし、端末のエコーをオフにして、次のプロン
プトでアプリケーション・パスワードの入力を促します。Enter Application 

Password? パスワードは、8 文字以内の長さで入力できます。この SECURITY パラ
メータがオンになっているときは、(ファイル以外の ) 標準入力を介してテキスト形
式の DMCONFIG ファイルをロードすることはできません。標準入力が端末でない場
合、すなわちパスワードの入力を促すプロンプトが (たとえば here ファイルを使っ
て )表示されない場合、dmloadcf は環境変数 APP_PW にアクセスしてアプリケー
ション・パスワードを設定します。選択したパスワードが長すぎたり、環境変数 
APP_PW を端末以外の標準入力で設定してない場合、dmloadcf はエラー・メッセー
ジをプリントし、ログ・メッセージを生成し、BDMCONFIG ファイルをロードできま
せん。
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エラーが発生せず、チェックの結果がすべて条件を満たしていると、dmloadcf は 
DMCONFIG ファイルを BDMCONFIG ファイルにロードします。BDMCONFIG テーブル内
に存在するすべての情報は上書きされます。

D o m a in s 関連の新
しい用語

リリース 7.1 では、ドメイン関連の用語の一部が変更されていました。Domains 用の 
MIB では、クラスおよび属性の新しい用語を使用して、ローカル・ドメインとリモー
ト・ドメイン間の相互作用を説明しています。新しい用語は以前のドメイン用語より
正確になっていますが、ドメイン関連のマニュアルとエラー・メッセージで新しい用
語が使用されているのはリリース 7.1 以降だけです。新しい用語は、DM_MIB クラス、
リファレンス・ページ、エラー・メッセージ、DMCONFIG ファイル構文、および各種 
DMCONFIG エラー・メッセージで使用されています。詳細については、DM_MIB(5) リ
ファレンス・ページの「Domains 関連の新しい用語」を参照してください。

下位互換性のため、リリース 7.1 より前に使用されていた DMCONFIG 用語と Domains 
用の MIB の新しい用語との間でエイリアスが提供されています。このリリースでは、
dmloadcf は両方の DMCONFIG 用語を使用できます。ただし、dmunloadcf は、デ
フォルトで新しいドメイン関連の用語を使用する DMCONFIG ファイルを生成します。
以前のドメイン関連の用語を使用する DMCONFIG ファイルを生成するには、
dmunloadcf の -c オプションを使用します。

移植性 dmloadcf 管理ツールは、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットフォー
ムで使用できます。

環境変数 標準入力として端末以外のデバイスで dmloadcf を実行する場合には、環境変数 
APP_PW は、セキュリティを必要とするアプリケーションに対して設定する必要があ
ります (TUXCONFIG ファイルの SECURITY パラメータは APP_PW に設定されます )。

BDMCONFIG 環境変数は、BDMCONFIG ファイルを指していなければなりません。

使用例 次の例は、バイナリのコンフィギュレーション・ファイルを、テキスト形式ファイル
の bank.dmconfig からロードする方法を示しています。ブロック数が 2000 の 
BDMCONFIG デバイスが作成 (または初期化 )されます。

dmloadcf -b 2000 bank.dmconfig

診断 入力にエラーが検出されると、エラーの原因となった行が、問題を指摘するメッセー
ジとともに、標準エラーにプリントされます。DMCONFIG ファイルに構文エラーが見
つかったり、システムが稼働中の場合は、BDMCONFIG ファイルの情報は更新されず、
dmloadcf は終了コード 1で終了します。

dmloadcf をアクティブなノード上で実行すると、次のエラー・メッセージが表示さ
れます。
*** dmloadcf cannot run on an active node ***
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dmloadcf を実行するユーザの実効ユーザ識別子が、TUXCONFIG ファイルで指定された 
UID と一致しない場合は、次のエラー・メッセージが表示されます。

*** UID is not effective user ID ***

dmloadcf が正しく完了すると、終了コード 0 で終了します。BDMCONFIG ファイル
が更新されると、この事象を記録するための userlog メッセージが生成されます。

関連項目 dmunloadcf(1)、DMCONFIG(5)、GWTOPEND(5) の DMCONFIG、UBBCONFIG(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』

『BEA Tuxedo Domains コンポーネント』

『ATMI アプリケーションでの BEA Tuxedo TOP END Domain Gateway の使用』
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dmunloadcf(1)
名前 dmunloadcf—バイナリの BDMCONFIG ドメイン・コンフィギュレーション・ファイ

ルをアンロード

形式 dmunloadcf [-c]

機能説明 dmunloadcf は、BDMCONFIG コンフィギュレーション・ファイルをバイナリ表現か
らテキスト形式に変換します。この変換は、バイト配列が異なるマシン間で簡単に
ファイルをやり取りできるようにしたり、ファイルのコピーをコンパクトにかつ信頼
性をもってバックアップするときに役立ちます。テキスト形式は、DMCONFIG(5) で
説明されている形式と同じです。

dmunloadcf は、BDMCONFIG 環境変数が参照する BDMCONFIG ファイルから値を読み
取り、その値を標準出力に書き込みます。

このリリースでは、dmunloadcf は、デフォルトで新しいドメイン関連の用語を使用
する DMCONFIG ファイルを生成します。詳細については、「Domains 関連の新しい用
語」を参照してください。以前のドメイン関連の用語を使用する DMCONFIG ファイル
を生成するには、-c オプションを使用します。

D o m a in s 関連の新
しい用語

リリース 7.1 では、ドメイン関連の用語の一部が変更されています。Domains 用の MIB 
では、クラスおよび属性の新しい用語を使用して、ローカル・ドメインとリモート・
ドメイン間の相互作用を説明しています。新しい用語は以前のドメイン用語より正確
になっていますが、ドメイン関連のマニュアルとエラー・メッセージで新しい用語が
使用されているのはリリース 7.1 以降だけです。新しい用語は、DM_MIB クラス、リ
ファレンス・ページ、エラー・メッセージ、DMCONFIG ファイル構文、および各種 
DMCONFIG エラー・メッセージで使用されています。詳細については、DM_MIB(5) リ
ファレンス・ページの「Domains 関連の新しい用語」を参照してください。

下位互換性のため、リリース 7.1 より前に使用されていた DMCONFIG 用語と Domains 
用の MIB の新しい用語との間でエイリアスが提供されています。このリリースでは、
dmloadcf は両方の DMCONFIG 用語を使用できます。ただし、dmunloadcf は、デ
フォルトで新しいドメイン関連の用語を使用する DMCONFIG ファイルを生成します。
以前のドメイン関連の用語を使用する DMCONFIG ファイルを生成するには、
dmunloadcf の -c オプションを使用します。

移植性 dmunloadcf コマンドは、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットフォー
ムで実行できます。
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使用例 次の例は、/usr/tuxedo/BDMCONFIG の環境設定を、bdmconfig.backup ファイル
にアンロードする方法を示しています。
BDMCONFIG=/usr/tuxedo/BDMCONFIG dmunloadcf > bdmconfig.backup

診断 dmunloadcf は、BDMCONFIG 環境変数が指すファイルが存在しているかどうか、そ
のファイルが BEA Tuxedo システムの有効なファイル・システムであるかどうか、そ
してそのファイルに BDMCONFIG テーブルが入っているかどうかをチェックします。
これらの条件が 1 つでも満たされないと、dmunloadcf はエラー・メッセージをプリ
ントして、エラー・コード 1 で終了します。dmunloadcf が正しく完了すると、終了
コード 0 で終了します。

関連項目 dmloadcf(1)、DMCONFIG(5)、GWTOPEND(5) の DMCONFIG 

『BEA Tuxedo Domains コンポーネント』

『ATMI アプリケーションでの BEA Tuxedo TOP END Domain Gateway の使用』
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gencat(1)
名前 gencat—フォーマットされたメッセージ・カタログを生成

形式 gencat [-m] catfile msgfile  . . .

機能説明 gencat ユーティリティは、メッセージ・テキストのソース・ファイル msgfile を
フォーマットされたメッセージ・データベース catfile にマージします。このデー
タベースがなければ、データベース catfile が作成されます。catfile が存在する
場合には、そのメッセージが新しい catfile に組み込まれます。セット番号とメッ
セージ番号が矛盾する場合には、msgfile に定義されている新しいメッセージ・テ
キストが catfile に現在格納されている古いメッセージ・テキストと置き換わりま
す。gencat に入力されるメッセージ・テキストのソース・ファイルには、セット番
号とメッセージ番号、あるいはメッセージ番号のみ (この場合、セット  NL_SETD 
(nl_types(5) 参照 ) が想定されます ) のいずれかを収めることができます。

メッセージ・テキストのソース・ファイルの形式は、次のように定義されています。
ただし、メッセージ・テキストのソース行のフィールドは 1 つの ASCII の空白または
タブ文字で区切ります。その他の ASCII の空白やタブは、次のフィールドの一部とみ
なされます。

$set n comment

ここで、n  は次の $set、$delset またはファイル終わりまで下記メッセー
ジのセット識別子を指定します。n は範囲 (1-{NL_SETMAX}) 内の数字でなけ
ればなりません。1 つのソース・ファイル内のセット識別子は連続している必
要はありません。セット識別子に続く文字列はすべて、注釈として扱われま
す。$set ディレクティブの指定がメッセージ・テキスト・ソース・ファイル
にない場合、すべてのメッセージはデフォルトのメッセージ・セット  
NL_SETD に格納されます。

$delset n comment

既存のメッセージ・カタログからメッセージ・セット n を削除します。セッ
ト番号に続く文字列はすべて、注釈として扱われます (注： n が有効なセット
でない場合は無視されます )。

$ comment

ドル記号 ($) に続いて ASCII の空白またはタブ文字がある行は、注釈として扱
われます。
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m message_text

m はメッセージ識別子で、これは範囲 (1-{NL_MSGMAX}) 内の番号です (この
メッセージ・テキストの構文と、注の項で説明する -m コマンド行オプション
の構文とを混同しないようにしてください )。NOTES メッセージ・テキスト
は、セット識別子が最後の $setディレクティブによって指定され、かつメッ
セージ識別子が m である状態でメッセージ・カタログに格納されます。メッ
セージ・テキストが空で、ASCII の空白またはタブ・フィールド分離記号があ
ると、空の文字列がメッセージ・カタログに格納されます。メッセージ・
ソース行がメッセージ番号をもっていても、フィールド分離記号もメッセー
ジ・テキストももたない場合には、その番号をもつメッセージがあれば、そ
れがカタログから削除されます。メッセージ識別子は必ずしも連続している
必要はありません。メッセージ・テキストの長さは、範囲 (0-{NL_TEXTMAX}) 
内とします。

$quote c

この行は任意の引用文字 c を指定します。この文字は、後置きスペースやヌ
ル (空 )・メッセージをメッセージ・ソース行で見分けやすいようにメッセー
ジ・テキストを囲むときに使用できます。デフォルトの設定の場合、あるい
は空の $quote ディレクティブが指定されている場合には、メッセージ・テキ
ストに引用符を付けても認識されません。メッセージ・テキスト・ソース・
ファイル内では、空の行は無視されます。テキスト文字列には、次の表に定
義されている特殊な文字とエスケープ文字を含めることができます。

エスケープ・シーケンス \ddd は、バックスラッシュとそれに続く 1、2 または 3 桁の 
8 進数からなり、目的の文字の値を指定します。バックスラッシュに続く文字が指定
されたものの 1 つでない場合には、バックスラッシュは無視されます。

説明 記号 エスケープ・シーケンス

改行 NL(LF) \n

水平タブ HT \t

垂直タブ VT \v

後退文字 BS \b

復帰 CR \r

用紙送り FF \f

バックスラッシュ \ \\

ビット・パターン ddd \ddd
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バックスラッシュの次に ASCII の改行文字を使用して、文字列を次の行に継続させる
こともできます。たとえば、次の 2 行は 1 つのメッセージ文字列を表しています。

1 This line continues \
to the next line

上記のメッセージは下のメッセージと同じです。
1 This line continues to the next line

移植性 gencat は、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットホームで実行できます。

注意事項 このバージョンの gencat は、実行時に、malloc されたスペースに読み取られるカ
タログを生成します。gencat のいくつかのバージョンで利用できる共用カタログは
このバージョンでは利用できません。ある種のシステムでは、malloc’ されたカタロ
グの生成には -m オプションの指定が必要とされます。このオプションはコマンド行
で指定することもできますが、その場合には何の働きもしません。malloc されたカ
タログがデフォルトの設定です。-m オプションは互換性を保持するという目的での
みサポートされています。

このコマンドで生成されるカタログ・ファイルのサイズは 64K までに限定されてい
ます。それ以上のサイズになるような場合には、このコマンドからエラーが報告さ
れ、カタログ・ファイルは生成されません。

関連項目 nl_types(5) 
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genicf(1)
名前 genicf—インプリメンテーション・コンフィギュレーション・ファイル (ICF: 

Implementation Configuration File) を生成

形式 genicf [options] idl-filename...

機能説明 idl-filename(s) を指定すると、ICF ファイルが生成されます。ICF ファイルには、
コード生成プロセス、インプリメンテーションの方針に関する追加情報、およびイン
プリメント対象のインプリメンテーションとインターフェイスとの関係を示す情報が
記述されます。ICF ファイルを idl コマンドに対する入力として指定すると、ICF 
ファイルで指定されたインプリメンテーションとインターフェイスのペアに対する
サーバ・コードが生成されます。

生成された ICF ファイルのファイル名は、コマンド行で指定する最初の 
dl-filename と同じですが、拡張子は .icf になります。

間違った OMG IDL 構文で idl-filename(s) を指定すると、その間違いを示すエ
ラーが返されます。

オプション -D identifier=[definition]

C++ プリプロセッサ・ディレクティブの #define と同じ働きをします。つま
り、定義ファイル内にある特定の識別子の代わりに使用するトークン文字列
またはマクロを定義します。定義が指定されないと、identifier は 1 に定義
されます。複数の -D オプションを指定することもできます。-D オプションと 
identifier との間の空白はなくてもかまいません。

-I pathname

OMG IDL プリプロセッサ・ディレクティブ #include で指定するディレクト
リのほか、インクルード・ファイルを検索するディレクトリを指定します。
複数のディレクトリを指定する場合は、複数の -I オプションを指定します。

OMG IDL プリプロセッサ・ディレクティブ #include には、システム 
(<a.idl> など ) およびユーザ ("a.idl" など ) の 2 種類があります。UNIX シ
ステムでは、システム・ディレクティブ #include のパスは、
/usr/include および -I オプションで指定される任意のディレクトリです。
ユーザ・ディレクティブ #include のパスは、#include ディレクティブを含
むファイルの場所と、その後に続く、システム・ディレクティブ #include 
に指定されたパスで構成されます。Windows 2000 システムでは、システム・
ディレクティブ #include とユーザ・ディレクティブ #include に違いはあ
りません。
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-h and -?

genicf コマンドの使用方法が記載されたヘルプを表示します。それ以外のア
クションはありません。

使用例 次のコマンドは、emp.icf ファイルを作成します。
genicf emp.idl.

関連項目 idl(1)
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idl(1)
名前 idl—Object Management Group (OMG) のインターフェイス定義言語ファイル (IDL: 

Interface Definition Language) をコンパイルし、インターフェイスに必要なファイルを
生成

形式 idl [-i] [-D identifier[=value]] [-I pathname][-h] [-P] [-T]
idl-filename... [ icf-filename...]

機能説明 提供されている idl-filename() ファイルおよびオプションの icf-filename() 
ファイルを指定すると、idl コマンドは以下のファイルを生成します。

idl-filename_c.cpp 

クライアント・スタブ。ユーザ定義のデータ型の関数が埋め込まれます。

idl-filename_c.h 

インターフェイスのクラス定義

idl-filename_s.cpp

POA_skeleton クラスのインプリメンテーションを含むサーバ・スケルトン

idl-filename_s.h 

POA_skeleton クラスの定義

idl-filename_i.cpp

インプリメンテーションの例。このファイルは、-i オプションが指定された
場合にのみ生成されます。

idl-filename_i.h 

POA_skeleton クラスから継承されるサンプル・インプリメンテーションの
クラス定義。このファイルは、-i オプションが指定された場合にのみ生成さ
れます。

注記 ICF ファイルが指定されている場合は、その ICF ファイル内の情報を基に、イ
ンターフェイス /インプリメンテーションに関する情報 (デフォルト値を上書
き ) がコード・ジェネレータに渡されます。通常、インプリメンテーションの
活性化方針およびトランザクション方針は ICF ファイルで指定されます。ICF 
ファイルが指定されていない場合は、OMG IDL ファイルで指定されるすべての
インターフェイスに対してデフォルトの方針が有効になり、すべてのインター
フェイスに対してスケルトン・コードが生成されます。icf-filename ファイ
ルを idl コマンドへの入力として指定すると、icf-filename に指定されたイ
ンプリメンテーション /インターフェイスのペアのみが、サーバの一部として
生成されます。
66 BEA Tuxedo コマンド・リファレンス



idl(1)
IDL コンパイラは、生成するクライアント・スタブの情報を filename_c.cpp ファイ
ルおよび filename_c.h ファイルに格納します。生成されたサーバ・スケルトンの情
報は、filename_s.cpp ファイルおよび filename_s.h ファイルに格納されます。

IDL コンパイラは、既に生成されているクライアント・スタブ・ファイル 
(filename_c.cpp と filename_c.h)、および既に生成されているサーバ・スケル
トン・ファイル (filename_s.cpp と filename_s.h) を上書きします。以前のバー
ジョンのファイルはすべて破棄されます。

-i オプションを使用すると、IDL コンパイラはサンプルのインプリメンテーション・
クラス定義ファイル (filename_i.h) を上書きします。以前のバージョンのファイル
は破棄されます。サンプルのインプリメンテーション・ファイル (filename_i.cpp) 
も上書きされますが、コード保護ブロック内のコードは上書きされず、新しく生成さ
れるファイルに復元されます。データが失われるのを避けるために、サンプルのイン
プリメンテーション・ファイル (filename_i.h と filename_i.cpp) を再生成する
場合は、あらかじめそれらのファイルを安全な場所にコピーしておくことをお勧めし
ます。

不明なオプションがこのコマンドに渡されると、そのオプションおよび使用方法を知
らせるメッセージがユーザに表示され、コンパイルは実行されません。

パラメータ idl filename 

OMG IDL 文を含む 1 つまたは複数のファイルの名前。

オプション -D identifier[=definition] 

C++ プリプロセッサ・ディレクティブの #define と同じ働きをします。つま
り、-D オプションは、定義ファイル内にある特定の識別子の代わりに使用す
るトークン文字列またはマクロを定義します。definition が指定されていない
場合、identifier は 1 に定義されます。複数の -D オプションを指定することが
できます。-D オプションと名前との間の空白はなくてもかまいません。

-I pathname

OMG IDL プリプロセッサ・ディレクティブ  #include で指定するディレクト
リのほか、インクルード・ファイルを検索するディレクトリを指定します。
複数のディレクトリを指定する場合は、複数の -I オプションを指定します。

OMG IDL プリプロセッサ・ディレクティブ #include には、システム 
(<a.idl> など ) およびユーザ ("a.idl" など ) の 2 種類があります。システ
ム・ディレクティブ #include のパスは、システム・インクルード・ディレ
クトリおよび -I オプションで指定されるディレクトリで構成されます。ユー
ザ・ディレクティブ #include のパスは、#include ディレクティブを含む
ファイルの場所と、その後に続く、システム・ディレクティブ #include に
指定されたパスで構成されます。
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デフォルトでは、#include ディレクティブで取り込むファイル内のテキスト
は、クライアント・コードおよびサーバ・コードには取り込まれません。

-i

idl-filename_i.cpp ファイルを生成します。これらのファイルには、
OMG IDL ファイルで指定されたインターフェイスをインプリメントするイン
プリメンテーション用のサンプル・テンプレートが入っています。

注記 idl コマンドに -i オプションを使用してインプリメンテーション・ファイ
ルを更新する場合、次の手順でインプリメンテーション・ファイルを更新
します。

1. インプリメンテーション・ファイルをバックアップします。

2. BEA ObjectBroker から BEA Tuxedo に移行する場合は、生成されているイ
ンプリメンテーション・ファイルでコード保護ブロックの区切り文字の 
"OBB_PRESERVE_BEGIN" および "OBB_PRESERVE_END" を 
"M3_PRESERVE_BEGIN" および "M3_PRESERVE_END" に変更します。

3. インクルード・ファイルをメソッド・インプリメンテーション・ファイル 
(*_i.cpp) に追加した場合は、そのファイルを編集して、取り込んだ要素
を INCLUDES 保護ブロック内に移動します。

4. idl コマンドで -i オプションを使用して、編集したインプリメンテー
ション・ファイルを再生成します。

5. 再生成する前のインプリメンテーション定義ファイル (*_i.h) に修正を加
えた場合は、新しく生成された定義ファイルにその修正箇所を反映させま
す。修正箇所はコード保護ブロック内に配置します。これにより、以降更
新を行ってもその修正箇所は自動的に保護されるようになります。このリ
リースでは、インプリメンテーションのコンストラクタ関数およびデスト
ラクタ関数の文法が変更されているため注意が必要です。

6. メソッド・インプリメンテーション・ファイル (*_i.cpp) の保護ブロック
の外側に、またはインプリメンテーションのコンストラクタ関数またはデ
ストラクタ関数に修正を加えていた場合は、新しく生成されたファイルを
編集して、その修正箇所を反映させます。修正箇所はコード保護ブロック
内に配置します。これにより、以降更新を行ってもその修正箇所は自動的
に保護されるようになります。

-P

TP フレームワークの代わりに POA を使用するサーバ・コードを生成します。
このオプションを指定すると、スケルトン・クラスは TP フレームワークの 
Tobj_ServantBase クラスからは継承されず、
PortableServer::ServantBase クラスから直接継承されます。デフォルト
では、スケルトン・クラスには TP フレームワークが使用されます。したがっ
て、共同クライアント /サーバを開発する場合、これらのサーバは TP フレー
ムワークを使用しないので、このスイッチを使用する必要があります。
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サーバントの継承ツリー内に Tobj_ServantBase クラスがない場合、その
サーバントには activate_object メソッドおよび deactivate_object メ
ソッドはありません。CORBA サーバの場合、これらのメソッドは、サーバン
トでのメソッド呼び出しの前に TP フレームワークによって呼び出されて、動
的にサーバントを初期化して保存するために使用されます。CORBA 共同クラ
イアント /サーバでは、ユーザが記述するコードで明示的にサーバントを作成
して、サーバントの状態を初期化する必要があるため、Tobj_ServantBase 
操作は不要です。-P オプションを指定した場合は、TP フレームワークが使用
できないので、ICF ファイルが使用されることはありません。

-T

tie ベースのサーバント・コードを生成します。このコードでは、デレゲー
ションを使用して C++ インプリメンテーション・クラスのインスタンスを
サーバントに結合できます。このオプションを使用すると、継承によるスケ
ルトンに関係しないクラスで CORBA オブジェクト操作をインプリメントでき
ます。デフォルトでは、このオプションはオフに設定されます。

-h or -?

idl コマンドの使用方法が記載されたヘルプを表示します。それ以外のアク
ションはありません。

使用例 idl emp.idl
idl emp.idl emp.icf

関連項目 genicf(1)
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idl2ir(1)
名前 idl2ir—インターフェイス・リポジトリを作成し、その中にインターフェイス定義

をロード

形式 idl2ir [options] definition-filename-list

オプション 使用できるオプションは以下のとおりです。
[-f repository-name] [-c]
[-D identifier[=definition]]
[-I pathname [-I pathname] [...]] [-N{i|e}]

機能説明 このコマンドを使用すると、インターフェイス・リポジトリを作成し、そのインター
フェイス・リポジトリにインターフェイス定義をロードできます。リポジトリ・ファ
イルがない場合は作成されます。リポジトリ・ファイルが存在する場合は、指定され
たインターフェイス定義がそのファイルにロードされ、その結果、ファイルが更新さ
れます。

このコマンドを使用すると、新しいインターフェイス・リポジトリ・データベース・
ファイルが作成されます。

パラメータ definition-filename-list

リポジトリの定義を含むファイルを指定します。指定されたファイルは 1 つ
の論理ファイルとして見なされ、一度の操作でロードされます。

-f repository-name

インターフェイス・リポジトリ・ファイルのファイル名。-f オプションを指
定しない場合、UNIX システムではインターフェイス・リポジトリ・ファイル
として  repository.ifr、Microsoft Windows 2000 システムでは 
repository_1.ifr が作成されます。

-c

新しいリポジトリを作成します。既存のリポジトリが存在する場合に、この
オプションが指定されると、そのリポジトリは無視されて新しいリポジトリ
で置き換えられます。既存のリポジトリが存在する場合にこのオプションが
指定されないと、既存のリポジトリが更新されます。

-D identifier[=definition]

プリプロセッサ・ディレクティブの #define と同じ働きをします。つまり、
-D オプションは、定義ファイル内にある特定の識別子の代わりに使用する
トークン文字列またはマクロを定義します。定義が指定されていない場合、
identifier は 1 に定義されます。複数の -D オプションを指定することもでき
ます。
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-I pathname

OMG IDL プリプロセッサ・ディレクティブ #include で指定するディレクト
リのほか、インクルード・ファイルを検索するディレクトリを指定します。

OMG IDL プリプロセッサ・ディレクティブ #include には、システム 
(<a.idl> など ) およびユーザ ("a.idl" など ) の 2 種類があります。システ
ム・ディレクティブ #include のパスは、UNIX システムの /usr/include 
および -I オプションで指定されるディレクトリで構成されます。システム・
ディレクティブ #include のパスは、Windows NT システムのローカル・ディ
レクトリおよび -I オプションで指定されるディレクトリで構成されます。

ユーザ・ディレクティブ #include のパスは、カレント・ディレクトリおよ
び -I オプションで指定されるディレクトリで構成されます。複数の -I オプ
ションを指定できます。

注記 インターフェイス・リポジトリに対するサーバ・プロセスの実行中にインター
フェイス・リポジトリにロードされる追加定義は、そのサーバ・プロセスが停
止して再起動するまでは受け付けられません。
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idltojava(1)
名前 idltojava—OMG によって定義された IDL から Java へのマッピングに基づき、IDL 

ファイルを Java ソース・コードにコンパイル

形式 idltojava [idltojava Command Flags] [idltojava Command Options] 
filename ...

m3idltojava [idltojava Command Flags] [idltojava Command Options] 
filename ... 

idltojava をクライアント・サイドの IDL ファイルで実行する場合は、次のコマン
ドを使用します。
idltojava <flags> <options> <idl-files>

idltojava コマンドは、C++ プリプロセッサを必要とし、非推奨の名前の生成に使
用されます。コマンド idltojava は、クライアント・サイド ORB 用に適切な Java 
コードを生成します。

注記 リモート共同クライアント /サーバとは、コールバック・オブジェクトとして
使用されるサーバ・オブジェクトをインプリメントしたクライアントのことで
す。リモート共同クライアント /サーバのサーバ・ロールは、堅牢性の面で 
CORBA サーバのサーバ・ロールより大きく劣ります。クライアントおよび
サーバのいずれにも、BEA Tuxedo システム管理コンポーネントおよびインフラ
ストラクチャ・コンポーネント (tmadmin、JNDI 登録、ISL/ISH など ) はありま
せん。したがって、BEA Tuxedo ATMI システムのスケーラビリティ属性および
信頼性属性はありません。

m3idltojava をサーバ・サイドの IDL ファイルで実行する場合は、次のコマンドを
使用します。
m3idltojava <flags> <options> <idl-files>

注記 このリリースでは、m3idltojava コンパイラの使用は避けてください。BEA 
社は、CORBA Java クライアントおよび CORBA Java 共同クライアント /サーバ
のクライアント・スタブの生成には、idltojava コンパイラを使用することを
お勧めします。

サーバ・サイド ORB は、使用を避ける名前以外の名前を使用するために組み込まれ
ます。コマンド m3idltojava は、使用を避ける名前以外の名前を使用して、サー
バ・サイド ORB 用に適切な Java コードを生成します。
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機能説明 idltojava コマンドは、IDL ソース・コードを Java ソース・コードにコンパイルし
ます。コンパイル後、javac コンパイラを使用して、そのソース・コードを Java バ
イトコードにコンパイルします。

idltojava コマンドを使用して、IDL ソース・コードを、コールバックに使用でき
る汎用クライアント・スタブおよび汎用サーバ・スケルトンに変換します。
m3idltojava コマンドは、IDL ソース・コードを汎用クライアント・スタブおよび 
CORBA サーバ・スケルトンに変換する際に使用します。

指定された IDL ファイルからの IDL 宣言は、OMG IDL から Java へのマッピングの指
定に従って Java 宣言に変換されます。

BEA Tuxedo システムの CORBA 環境に提供される idltojava コンパイラはいくつか
の点で機能拡張されており、Sun Microsystems, Inc. が提供するオリジナル・バージョ
ンのコンパイラにはない機能です。BEA Tuxedo システム固有の変更について以下に
まとめます。

BEA Tuxedo システムの idltojava コンパイラの特長は以下のとおりです。

! フラグの機能およびデフォルト値が、Sun Microsystems, Inc. のマニュアルで説明
されるものとは異なります。

! 次のような新しい #pragma タグを備えています。
#pragma ID <name> <Repostitory_id> 

! 次のような新しい #pragma タグも備えています。
#pragma version <name> <m.n>

! #pragma 接頭辞が内部スコープで機能するように拡張されています。空白の接頭
辞が復帰します。

! Boolean 型の区別子を持つ共用体を使用できます。

! 複雑な入れ子の内部で宣言できます。

オプション 注記 Sun Microsystems Inc. の idltojava コンパイラのマニュアルには説明されてい
ない、いくつかのオプションが追加されています。

オプション 説明

-j javaDirectory 生成される Java ファイルを、指定されたディレクトリ 
javaDirectory に書き込みます。このディレクトリは、-p 
オプションが指定されていても影響を受けません。

-J filesFile idltojava で生成されるファイルの一覧を filesFile に書
き込みます。
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コマンド・
フラグ

フラグは、ここで示すとおりに指定するとオンになり、フラグの前に no- を付ける
とオフになります。たとえば、C プリプロセッサが入力 IDL ファイルで実行されない
ようにするには、-fno-cpp と指定します。

次の表は、すべてのフラグを説明しています。

-p package-name 生成されたすべての Java を格納する外部パッケージの名前を指
定します。これは #pragma javaPackage と同じ機能です。

外部パッケージは取り込む必要があります。外部パッケージの
取り込みはコンパイラによって自動的には行われません。外部
パッケージがなくても idltojava コンパイラは Java ファイル
を生成しますが、その場合は *.java ファイルのコンパイルの
際に Java コンパイラ・エラーが発生します。

以下のオプションは、C/C++ コンパイラ・オプション (cpp) と同等です。

-I directory IDL ファイルに #include で取り込むファイルを検索するディレ
クトリまたはパスを指定します。このオプションはプリプロ
セッサに渡されます。

-D symbol IDL ファイルの前処理の際に定義するシンボルを指定します。
このオプションはプリプロセッサに渡されます。

-U symbol IDL ファイルの前処理の際に未定義にするシンボルを指定しま
す。このオプションはプリプロセッサに渡されます。

オプション 説明

フラグ 説明

-flist-flags すべての -f フラグの状態を出力します。このフラグのデフォ
ルト値は off です。

-flist 
-debug-flags

デバッガ・フラグの一覧を表示します。

-fcaseless キーワードおよび識別子の大文字と小文字を区別しないように
指定します。このフラグのデフォルト値は on です。

-fclient IDL ファイルをクライアント・サイドで生成します。このフラ
グのデフォルト値は off です。
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注意 BEA Tuxedo システムの idltojava コンパイラが #pragma を処理する方法は、Sun 
Microsystems, Inc. の idltojava コンパイラでの処理方法とは少し異なります。

RepositoryPrefix="prefix"

IDL ファイルの先頭に #pragma prefix "requested prefix" という行を
使用して、デフォルトのリポジトリの接頭辞を要求できます。

-fcpp IDL ソースを idltojava コンパイラでコンパイルする前に C/C++ 
プリプロセッサで実行します。このフラグのデフォルト値は 
on です。

-fignore-duplic
ates

重複する定義を無視します。このオプションは、一度に複数の 
IDL ファイルをまとめてコンパイルする際に便利です。このフ
ラグのデフォルト値は off です。

-flist-options コマンド行で指定されるオプションの一覧を表示します。この
フラグのデフォルト値は off です。

-fmap-included-
files

プリプロセッサ・ディレクティブ #include で取り込む定義
に対して java ファイルを生成します。このフラグのデフォルト
値は off です。取り込んだ定義に対して java ファイルは生成
されません。

-fserver IDL ファイルをサーバ・サイドで生成します。このフラグのデ
フォルト値は off です。

-fverbose コンパイル時にコンパイラからコメントを表示します。このフ
ラグのデフォルト値は off です。

-fversion コンパイラのバージョンおよびタイムスタンプを表示します。
このフラグのデフォルト値は off です。

-fwarn-pragma 指定された #pragma が認識できない場合や指定に誤りがある
場合に、警告メッセージを表示します。このフラグのデフォル
ト値は on です。

-fwrite-files 生成された java ファイルを書き込みます。このフラグのデフォ
ルト値は on です。ファイルを実際に書き込まずにエラーがな
いかどうかを調べる場合は、-fno-write-files と指定する
必要があります。
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#pragma javaPackage "package"

1 つのパッケージを呼び出して、デフォルトのパッケージをラップします。た
とえば、IDL モジュールの M をコンパイルすると、通常は Java パッケージ M 
が作成されます。しかし、モジュール宣言の前に次のように指定すると、
#pragma javaPackage browser

パッケージ M は browser パッケージ内に作成されます。この pragma は、1 つの 
IDL モジュール内の定義が複数の製品で使用される場合に便利です。コマン
ド行オプション -p を使用しても同じ結果が得られます。

#pragma ID scoped-name "IDL:<path>:<version>"

識別子のスコープ指定された名前のリポジトリ ID を指定します。この pragma 
は IDL ファイル内のどの位置にでも使用できます。このプラグマを構造体や
共用体など複雑な型の内部で使用する場合は、スコープ指定された名前の要
素のみを指定します。スコープ指定された名前の形式は 
outer_name::name::inner_name です。リポジトリ ID の要素には、一連の
識別子をスラッシュ (/) で区切って指定します。要素には、10 進数 MM.mm を
指定します。MM はメジャー・バージョン番号、mm はマイナ・バージョン番号
です。
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ir2idl(1)
名前 インターフェイス・リポジトリの内容を表示します。

形式 ir2idl [options] [interface-name]

オプション 使用できるオプションは次のとおりです。
[-f repository-name] [-n]
[-t interface-type] [-o filename]

機能説明 このコマンドはインターフェイス・リポジトリの内容を表示します。-o オプション
を使用して出力をファイルに送れば、リポジトリから OMG IDL ファイルを抽出でき
ます。デフォルトでは、リポジトリ・ファイルは repository.ifr です。

パラメータ interface-name

内容を表示するインターフェイスの名前。インターフェイス名を指定しない
場合、リポジトリ内のすべてのインターフェイスが表示されます。

-f repository-name 

インターフェイス定義を検索するリポジトリの名前。-f オプションを指定し
ない場合、repository.ifr が使用されます。

-n 

継承されたオブジェクトを出力に含めないように指定します。

-t interface-type 

表示するオブジェクトのタイプを指定します。オブジェクトのタイプは、以
下のキーワードのいずれかです。

Attribute
Constant
Exception
Interface
Method
Module
Operation
Typedef

このオプションを指定しない場合、デフォルトですべてのタイプが表示され
ます。

-o filename

取り出した OMG IDL 文を書き込むファイルを指定します。デフォルトは標準
出力です。
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irdel(1)
名前 指定されたオブジェクトをインターフェイス・リポジトリから削除します。

形式  irdel [-f repository-name]  [-i id] object-name

機能説明 このコマンドは、指定されたインターフェイスをリポジトリから削除します。削除で
きるのは、ほかのインターフェイスから参照されていないインターフェイスのみで
す。デフォルトでは、リポジトリ・ファイルは repository.ifr です。

パラメータ -f repository-name

オプション・パラメータ。インターフェイス・リポジトリを指定します。
repository-name には、インターフェイス・リポジトリのファイルを指定し
ます。このオプションが指定されていない場合、デフォルトで 
repository.ifr が使用されます。

-i id

指定されたオブジェクトのリポジトリ id。id は第 2 レベルのルックアップと
して使用されます。この id と指定されたオブジェクトの id が一致しない場
合、オブジェクトは削除されません。

object-name

リポジトリから削除するインターフェイスの名前。名前は、単純なオブジェ
クト名でもスコープ指定された名前でもかまいません。たとえば、
MOD1::INTERF2::OP3 と指定できます。この場合、操作 OP3 はインターフェ
イス INTERF2 内にあり、そのインターフェイスはアプリケーション MOD1 内
にあります。
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ISL(1)
名前 IIOP を使用してリモートの BEA Tuxedo クライアントから BEA Tuxedo オブジェクト

にアクセスできるようにします。

形式 ISL SRVGRP="identifier"

    SRVID="number"

    CLOPT="[-A ] [ servopts options ] -- -n netaddr 
           [-C {detect|warn|none} ]
           [-d device ]
           [-E principal_name]
           [-K {client|handler|both|none} ]
           [-m minh ]
           [-M maxh ]
           [-T Client-timeout]
           [-x mpx-factor ] 
           [-H external-netaddr]
           #options for Outbound IIOP
           [-O]
           [-o outbound-max-connections]
           [-s Server-timeout]
           [-u out-mpx-users]
           #options for SSL
           [-a]
           [-R renegotiation-interval]
           [-S secure port]
           [-v {detect|warn|none} ]
           [-z [0|40|56|128]]
           [-Z [0|40|56|128]]"

機能説明 IIOP サーバ・リスナ (ISL) は BEA Tuxedo が提供するサーバ・コマンドです。このコ
マンドを使用すると、IIOP を使用してリモートの  BEA Tuxedo クライアントから 
BEA Tuxedo オブジェクトにアクセスできるようになります。アプリケーション管理
者は、SERVERS セクションで IIOP サーバ・リスナをアプリケーション・サーバとし
て指定することで、アプリケーション・オブジェクトへのアクセスを可能にできま
す。関連するコマンド行オプションを使用して、IIOP サーバ・リスナおよび IIOP 
サーバ・ハンドラのパラメータを指定します。

位置指定、サーバ・グループ、サーバ ID、およびその他の汎用サーバ関連パラメー
タは、サーバ用の標準コンフィギュレーション・ファイルのメカニズムを使用して 
ISL に関連付けられます。ISL コマンド行オプションを使用してカスタマイズするこ
ともできます。
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各 ISL はアプリケーションの一部としてブートされるため、リモートの BEA Tuxedo 
クライアントが多数存在しても、1 つの周知のネットワーク・アドレスを使用すれば
アプリケーションに簡単にアクセスできます。IIOP サーバ・ハンドラは、着信時の
負荷の状況に基づき、必要に応じて ISL によって動的に起動および停止されます。

共同クライアント /サーバの場合、リモートの共同クライアント /サーバ ORB が双方
向の IIOP 接続をサポートしていれば、ISL はリモート共同クライアント /サーバに対す
るアウトバウンド呼び出しに同じインバウンド接続を使用できます。また、ISL は、
ISH に接続されていない共同クライアント /サーバ内のオブジェクトに対してアウトバ
ウンド呼び出し (アウトバウンド IIOP) を行うこともできます。この機能は、–O オプ
ションが指定されると有効になります。関連するコマンド行オプションを使用して、
アウトバウンド IIOP サポートを設定することができます。

パラメータ -A

ブート時に ISL がすべてのサービスを提供するように指定します。これはデ
フォルト値ですが、システムが提供するサーバとアプリケーション・サーバ
との違いを強調するために示してあります。アプリケーション・サーバは
ブート時に、利用可能なサービスのサブセットのみを提供できます。二重
ダッシュ (--) は、ブート後に ISL に渡されるパラメータの開始位置を示しま
す。

CLOPT パラメータでは、CLOPT 文字列の二重ダッシュ (--) の後に、以下のオプショ
ンを指定します。

-n netaddr

サーバ・リスナがリモート CORBA クライアントからの接続の受け付けに使用
するネットワーク・アドレスを指定します。リモート・クライアントは、環
境変数 (TOBJADDR) にこの値を設定しておくか、Bootstrap オブジェクトのコン
ストラクタで値を指定する必要があります。詳細については、『C++ 
Programming Reference』を参照してください。これは必須パラメータです。

TCP/IP アドレスは、次のいずれかの形式で指定する必要があります。

"//hostname:port_number"
"//#.#.#.#:port_number"

最初の形式では、ドメインは、ローカル名の解決機能 (通常は DNS) を使用し
て hostname のアドレスを検出します。ローカル・マシンがホストでなけれ
ばなりません。ローカル名の解決機能により、hostname はローカル・マシン
のアドレスに確実に解決される必要があります。

注記 ホスト名の先頭には文字を指定する必要があります。

2 つ目の形式の "#.#.#.#" は、10 進数がドットで区切られたものです。ドッ
ト区切りの 10 進数形式では、それぞれの # に 0 ～ 255 の数字を指定します。
このドット区切りの 10 進数は、ローカル・マシンの IP アドレスを表します。
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いずれの形式でも、port_number には、ドメイン・プロセスが着信要求を受
け付ける TCP ポート番号を指定します。port_number には、0 ～ 65,535 の数
字または名前を指定します。port_number に指定する名前は、ローカル・マ
シンのネットワーク・サービス・データベース内に存在する名前でなければ
なりません。

注記 Java の Tobj_Bootstrap オブジェクトは、port_number を short 型とし
て格納します。したがって、Java クライアントからの接続をサポートする
場合には、port_number に指定する値は 0 ～ 32,767 になります。

注記 プログラマが Bootstrap オブジェクトのコンストラクタまたは TOBJADDR で
指定するネットワーク・アドレスは、アプリケーションの UBBCONFIG ファ
イルのネットワーク・アドレスと正確に一致する必要があります。アドレ
スの形式だけでなく、大文字と小文字の区別も一致している必要がありま
す。アドレスが一致しない場合、Bootstrap オブジェクトのコンストラクタ
への呼び出しは失敗し、次のようなエラー・メッセージが表示されます。

ERROR: Unofficial connection from client at 
<tcp/ip address>/<port-number>:

たとえば、ネットワーク・アドレスとして //TRIXIE:3500 が ISL コマン
ド行オプション文字列で指定された場合に、Bootstrap オブジェクトのコン
ストラクタまたは TOBJADDR で //192.12.4.6:3500 や //trixie:3500 
が指定されていると、接続試行は失敗します。

UNIX システムでは、ホスト・システム上で uname -n コマンドを使用し
て、大文字と小文字のどちらが使用されているかを判断します。Windows 
NT システムでは、[コントロール パネル ] の [ネットワーク ] を開いて、大
文字と小文字のどちらが使用されているかを確認できます。

注記 BEA Tuxedo システムのワークステーション・リスナ (WSL) とは異なり、
ネットワーク・アドレスの形式には //host:port しか使用できません。
BEA Tuxedo サーバではホスト名とポート番号が使用されることが理由です。
そのため、ホスト名が 16 進数形式で表されることはなく、ホスト名はドッ
ト区切りの IP アドレス形式でのみサーバに渡されます。

[-a] 

リモート・アプリケーションから SSL 接続を受け付ける際に証明書ベースの
認証を有効にします。
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[-C detect|warn|none] 

非公式の方法で IIOP リスナ /ハンドラへの接続が確立された場合の IIOP リス
ナ /ハンドラの動作を指定します。デフォルト値は detect です。

CORBA クライアントから IIOP リスナ /ハンドラへの接続には Bootstrap オブ
ジェクトを使用するのが正しい方法です。IOR から直接確立される接続は
「非公式の」接続です。たとえば、クライアントが Bootstrap オブジェクトを使
用して 1 つの IIOP リスナ /ハンドラに接続した後で、2 つ目の IIOP リスナ /ハ
ンドラのホストとポートを含む IOR を不注意で使用して、IIOP リスナ /ハン
ドラに接続する場合が考えられますが、このようなケースは稀です。通常、
クライアントが使用する IOR には、Bootstrap オブジェクトを使用してクライ
アントが接続している IIOP リスナ /ハンドラのホストおよびポートが含まれ
ていますが、このような IOR を使用しても接続を新たに確立することはでき
ません。

注意 : 非公式の接続を使用すると、トランザクションを使用するリモート・クライ
アント・アプリケーションで問題が発生する可能性があります。アプリケー
ションは、同じトランザクション内での公式および非公式な両方の接続で呼
び出しが成功していると認識しますが、実際には、公式な接続での呼び出し
にしか ACID 特性 (原子性、一貫性、独立性、持続性 ) は保証されません。

detect を指定すると、ISL/ISH は、非公式な接続に対して NO_PERMISSION 
例外を発行します。warn を指定すると、ISL/ISH は非公式な接続が検出され
た場合にユーザ・ログ例外にメッセージを書き込みますが、例外は発行しま
せん。none を指定すると、ISL/ISH は非公式な接続を無視します。

[-d device]

サーバ・リスナおよびそのサーバ・ハンドラでネットワーク・アクセスに使
用するデバイス・ファイル名を指定します。ソケットなど、トランスポート・
プロバイダによってはデバイス名を必要としない場合もあるため、これはオ
プション・パラメータです。ただし、TLI などのトランスポート・プロバイダ
ではデバイス名が必要です。TLI の場合は、このオプションは必須です。この
パラメータにデフォルト値はありません。このパラメータは Windows 2000 シ
ステムには適用されません。

[-E principal_ name]

オプション・パラメータ。信頼性のある接続プールを確立するために必要な
プリンシパルのアイデンティティを指定します。信頼性のある接続プールは、
CORBA アプリケーションがユーザ認証を必要とする場合にのみ確立できま
す。

リモート・クライアント・アプリケーションが、信頼性のある接続プールの
一部ではない接続上で各要求のセキュリティ情報を送信しても、そのセキュ
リティ情報は無視されます。
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[-K {client|handler|both|none}] 

クライアントまたは ISH プロセスのいずれか、あるいはその両方で、ネット
ワーク・プロバイダの KEEPALIVE オプションをアクティブにします。このオ
プションを使用すると、プロトコル・スタック・レベルでアイドル接続の状
態が頻繁にテストされるので、ネットワーク障害がすばやく検出され、その
信頼性も向上します。この機能の利用度とタイムアウトのしきい値は、オペ
レーティング・システムの調整可能なパラメータによって決まります。

client を指定すると、このオプションはクライアントに対して設定されま
す。handler を指定すると、ISL に対して設定されます。both を指定する
と、接続の両端に設定されます。デフォルト値は none です。この場合、接続
の両端のいずれにも KEEPALIVE オプションは設定されません。

注記 KEEPALIVE の間隔はオペレーティング・システムのパラメータによって決
まるので、この値を変更すると KEEPALIVE が有効になっているその他のア
プリケーションにも影響します。多くのプラットフォームではデフォルト
値は長めの 2 時間に設定されています。

このオプションを適用できないプラットフォームもあります。KEEPALIVE オ
プションを指定しても ISH のマシンで使用できない場合は、ユーザ・ログ警
告メッセージが生成されます。KEEPALIVE が要求されていてもクライアント
のマシンで使用できない場合は、その設定は無視されます。

[-m minh] 

この ISL と共に使用できるハンドラの最小数を指定します。デフォルト値は 0 
です。ISL はブートすると即座にこの最少数の ISH を起動し、管理者が ISL に
シャットダウンを発行するまでは、ISH がこの最小値を下回ることはありませ
ん。このパラメータのデフォルト値は 0 で、有効な範囲は 0 ～ 255 です。

[-M maxh] 

この ISL と共に使用できるハンドラの最大数を指定します。ハンドラは、リ
モート BEA Tuxedo クライアントからのシステム・アクセスの要求に応じて起
動します。このパラメータのデフォルト値は、この ISL の多重係数 (小数点以
下切り上げ ) で論理マシンの MAXWSCLIENTS の設定値を割った値です。多重
係数については、後述の -x オプションを参照してください。このパラメータ
の有効範囲は 1 ～ 4,096 です。この値は minh 以上でなければなりません。

[-T Client-timeout] 

非アクティブ・クライアントのタイムアウト・オプションを指定します。非
アクティブ・クライアントのタイムアウトとは、クライアントがアイドル状
態を継続できる時間 (分単位 ) です。クライアントがこの時間内に要求を行わ
なかった場合、IIOP リスナ /ハンドラはクライアント接続を切断します。こ
の引数が指定されていない場合、または 0 が指定されている場合、タイムア
ウトは発生しません。
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[-x mpx-factor] 

オプション・パラメータ。各 ISH で使用する多重化のレベルを制御します。
このパラメータの値には、各 ISH で同時にサポートできるリモート BEA 
Tuxedo クライアントの数を指定します。ISH は、新しいリモート BEA Tuxedo 
クライアントを処理するために、必要に応じて新しいハンドラを起動します。
この値は 1 ～ 4,096 でなければなりません。デフォルト値は 10 です。

[-H external netadder] 

ISL のクライアントに返されるインターオペラブル・オブジェクト・リファレ
ンスでホストおよびポートとして設定する外部ネットワーク・アドレスを指
定します . 形式は、ISL CLOPT -n netaddr オプションと同じです。この機能
は、IIOP、つまりリモート・クライアントがファイアウォールを越えて ISL に
接続する必要がある場合に便利です。

[-O]

このオプション (大文字 O) を使用すると、ISH に接続されたクライアント内
に存在しないオブジェクトへのアウトバウンド IIOP が有効になります。–O オ
プションは多少の追加リソースを必要とするので、デフォルトではアウトバ
ウンド IIOP は使用しないように設定されます。

[-o outbound-max-connections]

このオプション (小文字 o) は、各 ISH で可能なアウトバウンド接続の最大数
を指定します。このオプションは、実際には、この ISL の制御下にある単一
の ISH で一度に同時にアクティブにできるアウトバウンド IIOP ソケットの数
を制限します。
このオプションを指定する場合は、–O (大文字 O) オプションも指定する必要
があります。このオプションの値は 0 より大きく 4,096 以下でなければなりま
せん。また、このオプションの値 (outbound-max-connections) とハンド
ラの最大数をかけた値は、32,767 未満でなければなりません。デフォルト値
は 20 です。

[-R renegotiation-interval] 

ネゴシエーションを行う間隔を分単位で指定します。指定された時間おきに
ネゴシエーションが行われない場合、IIOP リスナ /ハンドラは、クライアン
トに対してインバウンド接続のセッションのネゴシエーションを行うように
要求するか、アウトバウンド接続であれば実際に再度ネゴシエーションを行
います。デフォルト値は 0 で、セッションのネゴシエーションは定期的には
行われません。

[-S secure-port] 

SSL プロトコルを使用した安全な接続の受け付けに IIOP リスナ /ハンドラが
使用するポート番号を指定します。IIOP リスナ /ハンドラで安全な接続のみ
を使用するように設定するには、-S および -n オプションで指定するポート番
号に同じ値を設定します。
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[-s Server-timeout] 

サーバ・タイムアウトとは、リモート・サーバがアイドル状態を継続できる
時間 (分単位 ) です。リモート・サーバがこの時間内に要求を受け取らなかっ
た場合、ISL はそのサーバへのアウトバウンド IIOP 接続を切断します。その
後で要求があれば、ISH はリモート・サーバに再接続します。このオプション
は、不安定なサーバ・プラットフォームに使用できます。ISL はこの時間に達
するまでは接続を切断しないが、この時間の経過後に接続が切断されること
を保証しないという点でこれは最善の値です。このオプションを指定する場
合は、–O (大文字 O) オプションも指定する必要があります。この値は 1 以上
でなければなりません。このオプションが指定されていない場合は、デフォ
ルトで 60 (1 時間 ) が設定されます。

[-u out-mpx-users] 

オプション・パラメータ。各 ISH で使用するアウトバウンド多重化のレベル
を制御します。このオプションの値は、ISH での各アウトバウンド IIOP 接続
で同時にサポートできるアウトバウンド IIOP ユーザ (ネイティブ・クライア
ントまたはサーバ ) の数を指定します。ISL は、最大 out-mpx-users 個まで
の新しいユーザを処理するために、必要に応じて新しい ISH を起動します。
このオプションを指定する場合は、–O (大文字 O) オプションも指定する必要
があります。このオプションは 0 (ゼロ ) より大きく 1,024 以下でなければなり
ません。デフォルト値は 10 です。

[-v {detect|warn|none}]

BEA オブジェクト・リクエスト・ブローカ (ORB) によって開始されたアウト
バウンド接続のピアのデジタル証明書が、Secure Sockets Layer (SSL) プロトコ
ル・ハンドシェイクの一部として受信された場合に、IIOP リスナ /ハンドラ
がどのように動作するかを指定します。検証は安全な接続を開始した側での
み行われます。この検証によって、サーバのデジタル証明書内のドメイン名
で指定された同じネットワーク・アドレスにピア・サーバが実際に存在する
ことが確認されます。この検証は、技術的には SSL プロトコルの一部ではあ
りませんが、Web ブラウザで行われるチェックに似ています。

detect を指定すると、BEA ORB は、接続確立に使用するオブジェクト・リ
ファレンスで指定されたホストが、ピア・サーバのデジタル証明書で指定さ
れたドメイン名と一致するかどうかを確認します。比較に失敗した場合、
BEA ORB はピアの認証を拒否し、接続をドロップします。detect がデフォ
ルト値です。

warn を指定すると、BEA ORB は、接続確立に使用するオブジェクト・リ
ファレンスで指定されたホストが、ピア・サーバのデジタル証明書で指定さ
れたドメイン名と一致するかどうかを確認します。比較に失敗した場合、
BEA ORB はユーザ・ログにメッセージを書き込みますが、接続は継続して処
理されます。
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none を指定すると、BEA ORB はピアの検証を行わずに接続を継続して処理し
ます。

-v パラメータは、SSL および LLE (リンク・レベル暗号化 ) のライセンスがイ
ンストールされている場合にのみ使用できます。

[-z |0|40|56|128]] 

クライアントと IIOP リスナ /ハンドラの間でネットワーク接続を確立する際
に必要な最小レベルの暗号化を指定します。0 は暗号化が行われないことを示
し、40、56、および 128 は暗号化キーの長さ (ビット単位 ) を指定します。こ
の最小レベルの暗号化が満たされない場合、接続は確立されません。このオ
プションは、SSL および LLE (リンク・レベル暗号化 ) のライセンスがインス
トールされている場合にのみ使用できます。

[-Z |0|40|56|128]] 

クライアントと IIOP リスナ /ハンドラの間でネットワーク接続を確立する際
に使用できる最大レベルの暗号化を指定します。0 は暗号化が行われないこと
を示し、40、56、および 128 は暗号化キーの長さ (ビット単位 ) を指定しま
す。デフォルトでは、ライセンスで指定された機能が使用されます。このオ
プションは、SSL および LLE (リンク・レベル暗号化 ) のライセンスがインス
トールされている場合にのみ使用できます。

移植性 UNIX および Microsoft Windows NT オペレーティング・システムでは、IIOP サーバ・
リスナは BEA Tuxedo が提供するサーバとしてサポートされます。

相互運用性 ISL は、IIOP 準拠の ORB と共に運用できます。

リモート・オブジェクトのタイプおよび目的のアウトバウンド IIOP 設定によっては、
追加のプログラミング作業が必要となる場合もあります。表 15 に、オブジェクトの
タイプおよびアウトバウンド IIOP 設定別の要件を示します。
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ネットワーク・
アドレス

ISL を実行するローカル・マシンが TCP/IP アドレッシングを使用している場合を考
えます。ローカル・マシンの名前は backus.company.com、アドレスは 
155.2.193.18 です。ISL はポート番号 2334 で要求を受け付けます。-l  オプション
で指定されるアドレスは、次のとおりです。
        //155.2.193.18:2334

     //backus.company.com:2334

使用例 *SERVERS

ISL SRVGRP="ISLGRP" SRVID=1002 RESTART=Y GRACE=0

        CLOPT="-A -- -n //piglet:1900 -d /dev/tcp"

表 15  アウトバウンド IIOP を使用する際のプログラミング要件

オブジェクトの
タイプ

非対称で
の要件 ペア接続での要件 双方向での要件

リモート共同クラ
イアント /サーバ

ISL 
CLOPT -O 
オプション
を設定する

Tobj_Bootstrap::r
egister_callback_

port メソッドを使用
してコールバック・
ポートを登録する

CORBA::ORB::create_

policy メソッドを使用し
て POA で BiDirPolicy 
を設定する

外部 (非 CORBA) 
ORB

ISL 
CLOPT -O 
オプション
を設定する

適用外 外部 ORB が POA および 
BiDirPolicy をサポー
トする場合は、
CORBA::ORB::create_

policy メソッドを使用し
て POA で BiDirPolicy 

を設定する

リモート・クライ
アント

リモート・クライアントはサーバではないため、アウトバウンド 
IIOP は使用できない

ネイティブ・共同
クライアント /
サーバ

アウトバウンド IIOP は使用されない

ネイティブ・クラ
イアント

アウトバウンド IIOP は使用されない
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m3idltojava(1)
注記 このリリースでは、m3idltojava コンパイラの使用は避けてください。BEA 

社は、CORBA Java クライアントおよび CORBA Java 共同クライアント /サーバ
のクライアント・スタブの生成には、idltojava コンパイラを使用することを
お勧めします。

名前 Object Management Group (OMG) のインターフェイス定義言語 (IDL) ファイルをコンパ
イルし、Java でインプリメントするインターフェイス定義に必要なクライアント・ス
タブおよびサーバ・スケルトン・ファイルを生成します。このコマンドは、Java サー
バ・アプリケーションを作成する場合にのみ使用します。

形式 m3idltojava [-p] [-j javaDirectory] [-Idirectory][-Dsymbol]
            [-Usymbol] [-foptions] idl-filename...

機能説明 m3idltojava コマンドは、OMG IDL ソース・ファイルを Java ソース・コードにコ
ンパイルします。コンパイル後、javac コンパイラを使用して、そのソース・コード
を Java バイトコードにコンパイルします。指定された OMG IDL ファイルからの 
OMG IDL 宣言は、OMG IDL から Java へのマッピングに従って Java 宣言に変換され
ます。

提供されている idl-filename ファイルを指定すると、m3idltojava コマンドは、
サーバ・アプリケーションの OMG IDL ファイルに定義される各インターフェイスに
対して以下のファイルを生成します。

interface-name.java

OMG IDL ファイル内のインターフェイス定義の Java 版が格納されます。それ
ぞれのインターフェイス・インプリメンテーションは、
org.omg.CORBA.Object クラスに拡張されます。

_interface-nameStub.java

クライアント・スタブ・ファイルです。

_interface-nameImplBase.java

サーバ・スケルトン・ファイルです。これは、サーバ・アプリケーションの
オブジェクト・インプリメンテーション・クラスによって拡張されます。

interface-nameHelper.java

オブジェクトのヘルパー・クラスが格納されます。

interface-nameHolder.java

オブジェクトのホルダー・クラスが格納されます。

m3idltojava コンパイラは、クライアント・スタブおよびサーバ・スケルトン・
ファイルを生成します。以前のバージョンのファイルはすべて上書きされます。
88 BEA Tuxedo コマンド・リファレンス



m3idltojava(1)
不明なオプションがこのコマンドに渡されると、そのオプションおよび使用方法を通
知するメッセージがユーザに表示され、コンパイルは実行されません。

パラメータ idl-filename 

OMG IDL 文を含む 1 つまたは複数のファイルの名前を表します。

オプション -p package

生成された Java クラスを、指定されたパッケージにその一部として含めます。
コンパイラによって適切なディレクトリ階層が作成され、パッケージと対応
するディレクトリ内にこれらのファイルが格納されます。-j オプションを指
定すると、指定されたディレクトリの下に階層が作成されます。指定しない
場合は、カレント・ディレクトリの下に階層が作成されます。OMG IDL ソー
ス・ファイルで #pragma javaPackage を使用して、このオプションを変更
することができます。

-j javaDirectory

生成された Java ファイルを、指定されたディレクトリに書き込みます。この
ディレクトリは、-p オプションが指定されていても影響を受けません。

-I directory

OMG IDL プリプロセッサ・ディレクティブ #include で指定するディレクト
リのほか、インクルード・ファイルを検索するディレクトリを指定します。
複数のディレクトリを指定する場合は、複数の -I オプションを指定します。

OMG IDL プリプロセッサ・ディレクティブ #include には、システム 
(<a.idl> など ) およびユーザ ("a.idl" など ) の 2 種類があります。システ
ム・ディレクティブ #include のパスは、システム・インクルード・ディレ
クトリおよび -I オプションで指定されるディレクトリで構成されます。ユー
ザ・ディレクティブ #include のパスは、#include ディレクティブを含む
ファイルの場所と、その後に続く、システム・ディレクティブ #include に
指定されたパスで構成されます。

デフォルトでは、#include ディレクティブで取り込むファイル内のテキスト
は、クライアント・コードおよびサーバ・コードには取り込まれません。

-D symbol

OMG IDL ファイルの前処理の際に定義するシンボルを指定します。
m3idltojava コマンドは、このシンボルをプリプロセッサに渡します。

-U symbol

OMG IDL ファイルの前処理の際に未定義にするシンボルを指定します。
m3idltojava コマンドは、このシンボルをプリプロセッサに渡します。
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-f options

以下のオプションは、ここ示されるとおりに指定するとオンになり、文字列 
no- を付けるとオフになります。たとえば、C プリプロセッサが入力 OMG 
IDL ファイルで実行されないようにするには、-fno-cpp と指定します。
-flist-flags

すべての -f フラグの状態を表示します。デフォルトでは、このオプ
ションは無効です。

-fclient

クライアント・アプリケーション・ファイルを生成します。デフォル
トでは、このオプションは有効です。

-fserver

サーバ・アプリケーション・ファイルを生成します。デフォルトでは、
このオプションは有効です。

-fverbose

m3idltojava コマンドを冗長モードで機能させます。特に、コマンド
出力をその標準出力に書き出します。デフォルトでは、このオプショ
ンは無効です。

-fversion

コンパイラのバージョンおよびタイムスタンプを出力します。デフォ
ルトでは、このオプションは無効です。

使用例 次のコマンドは、Simple.idl に対してサーバ・アプリケーション・ファイルのみを
生成します。
m3idltojava -fno-client Simple.idl

次のコマンドは、Simple.idl に対してクライアント・アプリケーション・ファイル
のみを生成します。

m3idltojava -fno-server Simple.idl
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mkfldhdr、、、、mkfldhdr32(1)
名前 mkfldhdr、mkfldhdr32—フィールド・テーブルからヘッダ・ファイルを作成

形式 mkfldhdr [-d outdir] [ field_table... ] 
mkfldhdr32 [-d outdir] [ field_table... ]

機能説明 mkfldhdr は、各フィールド・テーブルを C プログラムにおける組み込みに適する
ヘッダ・ファイルに変換します。結果として得られたヘッダ・ファイルからは、
フィールド名からフィールド ID への変換を行うための  #define マクロが得られま
す。ヘッダ・ファイルの名前は、変換する各ファイルのファイル名に .h を付けるこ
とによって得られます。

フィールド・テーブル名は、コマンド行で指定してもかまいません。また、各ファイ
ルは対応するヘッダ・ファイルに変換されます。

フィールド・テーブル名をコマンド行で指定しなかった場合には、プログラムは変換
するフィールド・テーブルのリストとして FIELDTBLS 環境変数を、またファイルの検
索に使用するディレクトリのリストとして FLDTBLDIR 環境変数を使用します。
FIELDTBLS は、フィールド・テーブル・ファイル名の、カンマで区切られたリストを
指定します。FIELDTBLS に値がない場合、(唯一の ) フィールド・テーブル・ファイル
の名前として fld.tbl が使用されます (この場合、結果として得られるヘッダ・ファ
イルは fld.tbl.h になります )。FLDTBLDIR 環境変数は、複数のディレクトリがコロ
ンで区切られた並びであり、この中から名前が絶対パス名でないフィールド・テーブ
ルが検索されます。フィールド・テーブルの検索は、UNIX システムが PATH 変数を使
用して実行可能コマンドの検索を行う方法と非常によく似ています。FLDTBLDIR の定
義がなければ、カレント・ディレクトリだけが検索されます。このため、コマンド行
にフィールド・テーブル名の指定がなく、FIELDTBLS と FLDTBLDIR が設定されていな
い場合には、mkfldhdr はカレント・ディレクトリのフィールド・テーブル fld.tbl 
をヘッダ・ファイル fld.tbl.h に変換します。

-d オプションは、出力ヘッダ・ファイルを現在の作業ディレクトリ以外のディレク
トリに作成したいときに使用します。

mkfldhdr32 は、32 ビットの FML で使用します。mkfldhdr32 は、環境変数 
FIELDTBLS32 および FIELDTBLDIR32 を使用します。

エラー フィールド・テーブルのロードに失敗した場合、あるいは出力ファイルを生成できな
かった場合には、エラー・メッセージが出力されます。
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使用例 FLDTBLDIR=/project/fldtbls
FIELDTBLS=maskftbl,DBftbl,miscftbl,
export FLDTBLDIR FIELDTBLS

この例では、ディレクトリ /project/fldtbls のファイル maskftbl、DBftbl および 
miscftbl を処理することにより、#include ファイル maskftbl.h、DBftbl.h および 
miscftbl.h をカレント・ディレクトリに作成します。

上記の例のように環境変数を設定すると、コマンド mkfldhdr -d$FLDTBLDIR は同
じ入力フィールド・テーブル・ファイルを処理して、同じ出力ファイルを生成します
が、それらのファイルは環境変数 FLDTBLDIR の値で示されるディレクトリに格納さ
れます。

また、次のコマンド mkfldhdr myfields は、入力ファイル myfields を処理して、
カレント・ディレクトリに myfields.h を生成します。

関連項目 FML 関数の紹介、field_tables(5) 
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mklanginfo(1)
名前 mklanginfo—ロケールの言語情報定数をコンパイル

形式 mklanginfo [fname]

機能説明 このプログラムは引数として指定されたファイルを取り込み、その入力を 
$TUXDIR/locale/xx/LANGINFO に配置するのに適したファイルに変換します (xx は
特定のロケール )。ファイルの引数が指定されていない場合は、標準入力が使用され
ます。この言語値は setlocale(3c)、strftime(3c) および nl_langinfo(3c) で
使用されます。 

mklanginfo は入力行を読み取ります。このとき、空白あるいは '#' で始まる行は無
視されます。値入力行は次の形式でなければなりません。
<token> = "value" 

トークンと二重引用符値との間の文字は、トークンの後に空白があれば、二重引用符
を除けば何でもかまいません。値がヌル文字列であると、その行は無視されます。そ
うでなければ、トークンは 1 から 48 までの任意の整数とするか、以下に示す文字列
のいずれかとしなければなりません。

整数 文字列  値 1
 

DAY_1     週の第 1 日目 (例 : Sunday) 2

DAY_2     週の第 2 日目 (例 : Monday) 3

DAY_3     週の第 3 日目 (例 : Tuesday) 4

DAY_4     週の第 4 日目 (例 : Wednesday) 5

DAY_5     週の第 5 日目 (例 : Thursday) 6

DAY_6     週の第 6 日目 (例 : Friday) 7

DAY_7     週の第 7 日目 (例 : Saturday) 8

ABDAY_1   週の第 1 日目の略称 (例 : Sun) 9

ABDAY_2   週の第 2 日目の略称 (例 : Mon) 10

ABDAY_3   週の第 3 日目の略称 (例 : Tue) 11

ABDAY_4   週の第 4 日目の略称 (例 : Wed) 12

ABDAY_5   週の第 5 日目の略称 (例 : Thu) 13

ABDAY_6   週の第 6 日目の略称 (例 : Fri) 14

ABDAY_7   週の第 7 日目の略称 (例 : Sat) 15

MON_1     年の最初の月 (例 : January) 16

MON_2     年の 2 番目の月 (例 : February) 17

MON_3     年の 3 番目の月 (例 : March) 18

MON_4     年の 4 番目の月 (例 : April) 19

MON_5     年の 5 番目の月 (例 : May) 20

MON_6     年の 6 番目の月 (例 : June) 21
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MON_7     年の 7 番目の月 (例 : July) 22

MON_8     年の 8 番目の月 (例 : August) 23

MON_9     年の 9 番目の月 (例 : September) 24

MON_10    年の 10 番目の月 (例 : October) 25

MON_11    年の 11 番目の月 (例 : November) 26

MON_12    年の 12 番目の月 (例 : December) 27

ABMON_1   年の最初の月の略称 (例 : Jan) 28

ABMON_2   年の 2 番目の月の略称 (例 : Feb) 29

ABMON_3   年の 3 番目の月の略称 (例 : Mar) 30

ABMON_4   年の 4 番目の月の略称 (例 : Apr) 31

ABMON_5   年の 5 番目の月の略称 (例 : May) 32

ABMON_6   年の 6 番目の月の略称 (例 : Jun) 33

ABMON_7   年の 7 番目の月の略称 (例 : Jul) 34

ABMON_8   年の 8 番目の月の略称 (例 : Aug) 35

ABMON_9   年の 9 番目の月の略称 (例 : Sep) 36

ABMON_10 年の 10 番目の月の略称 (例 : Oct) 37

ABMON_11 年の 11 番目の月の略称 (例 : Nov) 38

ABMON_12 年の 12 番目の月の略称 (例 : Dec) 39

RADIXCHAR 基数文字 (例 : '.') 40

THOUSEP 1000 位の区切り文字 41
YESSTR 肯定応答文字 (例 : yes) 42

NOSTR 否定応答文字 (例 : no) 43

CRNCYSTR 通貨記号 44
D_T_FMT 日付・時刻のフォーマット文字列 (例 : "%a%b%d%H:%M:%S %Y")

D_FMT 日付のフォーマット文字列 (例 : "%m/%d/%y") 46

T_FMT 時刻のフォーマット文字列 (例 : "H:%M:%S") 47

AM_FMT 午前を表す接尾辞 (例 : AM) 48

PM_FMT 午後を表す接尾辞 (例 : PM)

入力行の順序は任意でかまいません (ある入力行が同じ値で複数回現れる場合は、そ
の値の最後の行が使用されます )。

ファイルを処理した後、mklanginfo は上記の各言語情報定数ごとに文字列の名前と
文字列値を上記の順序で標準エラー出力に出力します。指定されていない言語情報定
数があれば、それに対応する値としてヌル文字列が使用されます。nl_langinfo は
こうした未設定定数に対しては C ロケールのデフォルトの値 (U.S. English) を使用し
ます。

コマンド行にファイル名が指定されていると、mklanginfo は「コンパイル」された
出力を fname.out に出力します。指定されていない場合は標準出力に出力します。
形式は、すべて NULL で終わる文字列値のリストです (改行文字は入りません )。

診断 ファイルの読み取りエラーや構文エラーがあると、エラー・メッセージが標準エラー
出力に書き出された後、終了コード 1 でプログラムは終了します。成功時には、プロ
グラムは終了コード 0 で終了します。
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使用例 BEA Tuxedo システムのデフォルトの値 (ロケール C) は、
$TUXDIR/locale/C/lang.text にあります。たとえば、UNIX システム・プラット
フォームでフランス語を使用するには、次のように指定します。

mkdir $TUXDIR/locale/french
cd $TUXDIR/locale/french
cp $TUXDIR/locale/C/lang.text . 
ed lang.text

... フランス語に翻訳
w 
q 
mklanginfo lang.text > LANGINFO

ファイル $TUXDIR/locale/C/lang.text—ロケールのデフォルトの値
$TUXDIR/locale/C/LANGINFO —ロケールのコンパイル済みファイル
$TUXDIR/locale/xx/LANGINFO —ロケールのコンパイル済みファイル

注意事項 mklanginfo コマンドと、その実行結果として得られる LANGINFO ファイルは、
setlocale()、strftime() あるいは nl_langinfo() の BEA Tuxedo システムの互換
関数を使用する場合にのみ必要となります。UNIX システムで提供される関数は、別の
ファイル・セットおよびファイル形式を使用します。

関連項目 nl_langinfo(3c)、setlocale(3c)、strftime(3c)、langinfo(5) 
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qmadmin(1)
名前 qmadmin—キュー・マネージャ管理プログラム

形式 [QMCONFIG=<device>] qmadmin [<device>]

機能説明 qmadmin は、次の一覧で示す各種コマンドを使用することにより、メッセージ・
キューの作成、検査、および変更を行います。汎用デバイス・リスト (UDL) は、
BEA Tuxedo ATMI システムが稼動するマシンに物理記憶空間をマップします。UDL 
のエントリは、キューとキュー・スペースのメッセージが格納される、ディスク空間
を指定します。キュー・スペースのための汎用デバイス・リストが存在する (または
存在することになる ) デバイス (ファイル ) 名は、コマンド行引数として指定するこ
とも、環境変数 QMCONFIG を介して指定することもできます。この両方で指定された
場合には、コマンド・オプションが使用されます。

qmadmin はシステム付属のサーバとして、通常の初期化プロセスを行わないため、
UBBCONFIG ファイルから ULOGPFX の値を参照しません。その結果、qmadmin コマン
ドによって生成されたすべてのログ・エントリが、現在の作業ディレクトリに書き込
まれます。これに対処するには、ULOGPFX 環境変数をユーザ・ログのあるディレク
トリのパス名に設定して、エクスポートします。

qmadmin は、大なり記号 (>) をプロンプトとして使用します。各引数は、空白 (タブ
またはスペース、あるいはその両方 ) で区切って入力されます。空白を含む引数は、
二重引用符で囲むことができます。二重引用符で囲まれた引き数に、二重引用符を含
める場合は、引数内の二重引用符をバックスラッシュでエスケープしなければなりま
せん。コマンド行でコマンド情報を指定しなかった場合には、情報の入力を促すプロ
ンプトが表示されます。必須の引数を入力しないと、警告メッセージが表示され、プ
ロンプトが再表示されます。オプション・パラメータに関する情報の入力を求めるプ
ロンプトは表示されません。

コマンド入力用のプロンプトが表示されているときに、q または <CTRL-d> を入力す
ると、ユーザがプログラムを終了することができます。コマンドからの出力は、
BREAK を押すことによって終了させることができ、これによりプログラムは次のコ
マンドの入力を要求するプロンプトを表示します。コマンド入力用のプロンプトが表
示されているときにリターン・キーを押すと、直前に実行したコマンドを繰り返しま
す (ただし、BREAK を行った後以外 )。

一度リターン・キーを押してしまったコマンドを完全に取り消す方法はありません。
BREAK を押しても、それはコマンドからの出力があればその出力を終了させるだけ
です。したがって、必ず正確にコマンドをタイプ入力してから、リターン・キーを押
すようにしてください。
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qmadmin コマンドからの出力は、使用しているページ別表示コマンドに従ってペー
ジ別表示されます (後述の paginate サブコマンドを参照 )。

qmadmin を初めて入力するときは、オープンしているキュー・スペースはありません。
キュー・スペースを作成するには qspacecreate を実行します。このキュー・スペースを
オープンするには、qopen を実行します。qaborttrans、qclose、qchangeprio、
qchangequeue、qchangetime、qchangeexptime、qcommittrans、qchange、
qcreate、qdeletemsg、qinfo、qlist、qprinttrans、および qset は、キュー・ス
ペースがオープンしているときのみ実行できます。

次の表に、qmadmin コマンドを機能別に示します。

コマンド・
タイプ コマンド 目的

一般

echo 入力コマンド行をエコーします。

help ヘルプ・メッセージを出力します。

paginate ページ別に出力します。

quit セッションを終了します。

verbose 冗長モードで出力を行います。

! shellcommand シェルにエスケープして、shellcommand 
を実行します。

!! 直前のシェル・コマンドを繰り返します。

# コメント行を指定します。

<CR> 最後のコマンドを繰り返します。

キュー・スペース

chdl 汎用デバイス・リストのエントリ名を変更しま
す。

crdl 汎用デバイス・リストにエントリを作成します。

dsdl 汎用デバイス・リストにあるエントリを破棄しま
す。
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ipcrm キュー・スペースに使用される IPC データ構造体
を削除します。

ipcs キュー・スペースに使用される IPC データ構造体
を一覧表示します。

lidl 汎用デバイス・リストを表示します。

livtoc VTOC テーブルのすべてのエントリについて情報
を表示します。

qaddext キュー・スペースの範囲を広げます。

qclose 現在オープンしているキュー・スペースをクロー
ズします。

qopen キュー・スペースの構造体をオープンして初期化
します。

qsize キュー・スペースに必要な共用メモリのサイズを
計算します。

qspacechange キュー・スペースのパラメータを変更します。

qspacecreate キューに入れられたメッセージ用のキュー・ス
ペースを作成します。

qspacedestroy 名前付きキュー・スペースを破棄します。

qspacelist キュー・スペースの作成パラメータを一覧表示し
ます。

キュー

qchange 現在オープンされているキュー・スペースの
キューを修正します。

qcreate 現在オープンされているキュー・スペースに
キューを作成します。

qdestroy 名前付きのキューを破棄します。

qinfo 関連付けられているキューまたはすべてのキュー
について情報を一覧表示します。

コマンド・
タイプ コマンド 目的
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qm adm in コマンド コマンドの形式は、完全な名前でも省略形でも (省略形を使用できる場合。この後の
一覧では、完全な名前の後の丸かっこ内に省略形を示しています ) 入力することがで
き、該当する引数はコマンドの後に付きます。角かっこ [ ] で囲まれている引数は省
略可能です。中かっこ { } で囲まれている引数は相互に排他的な選択肢を示します。

chdl [dlindex [newdevice]] 

汎用デバイス・リストのエントリ名を変更します。第 1 引数は汎用デバイス・
リストの変更するデバイスのインデックスです (デバイス・インデックスは 
lidl で返されます )。第 1 引数をコマンド行で指定しなかった場合は、プログ
ラムによって入力が要求されます。

メッセージ

qchangeexp キューのメッセージの有効期限を変更します。

qchangeprio キューのメッセージの優先順位を変更します。

qchangequeue 同じキュー・スペース内の別のキューにメッセー
ジを移動します。

qchangetime キューのメッセージの実行時間を変更します。

qdeletemsg キューからメッセージを削除します。

qlist キューのメッセージを一覧表示します。

qscan ほかのコマンドで使用する選択基準を設定しま
す。

qset ほかのコマンドで使用するキュー名を設定しま
す。

トランザクション

qaborttrans プリコミット・トランザクションをアボートしま
す。

qcommittrans プリコミット・トランザクションをコミットしま
す。

qprinttrans 未処理のトランザクションのトランザクション・
テーブル情報を表示します。

コマンド・
タイプ コマンド 目的
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第 2 引数は新しいデバイス名です。デバイス名がコマンド行に指定されてい
ない場合、現在のデバイス名が表示され、新しいデバイス名の入力を求める
プロンプトが表示されます。デバイス名の長さは 64 文字以内に制限されてい
ます。デバイス名を変更すると、前のデバイス名を介してファイルやデータ
にアクセスすることはできなくなるので、このコマンドはよく注意して使用
しなければなりません。

汎用デバイス・リスト (UDL) とボリューム一覧 (VTOC) の詳細については、
『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』を参照してください。

crdl [device [offset [size]]]

汎用デバイス・リストにエントリを作成します。注意： デバイス・リストの
先頭のエントリは、QMCONFIG が指すデバイスに対応していなければならず、
またオフセット 0 を持たなければなりません。コマンド行で引数を指定しな
かった場合には、プログラムはその引数の入力を要求します。

引数としては、デバイス名、空間の割り当てを開始できるブロック番号、お
よび割り当てられる物理ページ数 (ディスク・セクタ ) です。

指定したファイルに対して、複数の範囲で空間を割り当てることができます。
たとえば、/app/queues/myspace 0 500 と /app/queues/myspace 1000 
500 を割り当てることで、合計 1000 ブロックの割り当てを行い、500 から 999 
までのブロックを未使用にすることができます。

先頭のデバイス・エントリで割り当てられるブロックのいくつかは、デバイ
ス・リストおよび内容テーブルによって使用されます。最大 25 のエントリを
デバイス・リストに作成できます。

dsdl [-y] [dlindex]

汎用デバイス・リストにあるエントリを破壊します。dlindex 引数は、汎用
デバイス・リストから削除されるデバイスのデバイス・リストにおけるイン
デックスです。これがコマンド行に指定されていない場合、その入力を求める
プロンプトが表示されます。ただし、エントリ 0 は、VTOC ファイルとその他
のデバイス・リスト・エントリをすべて最初に除去した後でなければ除去でき
ません (エントリ 0 には、デバイス・リストと目次が記録されていて、これを
削除すると、これら 2 つのテーブルも破壊されてしまうからです )。VTOC ファ
イルは、関連するエントリを削除することによってのみ削除できます (たとえ
ば、デバイスに存在するキュー・スペースを破壊することによって )。プログ
ラムは、-y を指定していない限り、確認のためのプロンプトを表示します。

echo (e) [{off | on}]

on に設定すると、入力コマンド行をエコーします。どちらのオプションも指
定しなかった場合は、現在の設定がトグルされ、新しい設定が表示されます。
初期設定は off です。
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help (h) [{command | all}]

ヘルプ・メッセージを表示します。command を指定すると、そのコマンドに
ついて、省略形、引数、および説明が表示されます。all を指定すると、す
べてのコマンドに関する説明が表示されます。

引数がコマンド行に指定されていない場合、すべてのコマンドの構文が表示
されます。

ipcrm [-f] [-y] [queue_space_name]

指定されたキュー・スペースに使用される IPC データ構造体を削除します。
キュー・スペース名がコマンド行に指定されていない場合、その入力を求める
プロンプトが表示されます。指定したキュー・スペースが qmadmin でオープン
されている場合は、クローズされます。ipcrm は、キュー・スペースが使用す
るすべての IPC リソースを認識しており、IPC リソースを削除する手段としては
唯一の手段です。qmadmin では、IPC リソースが削除される前に、キュー・ス
ペースにほかのプロセスが一切アタッチされていないことを保証します。オプ
ションを指定すると、ほかのプロセスがアタッチされている IPC リソースでも強
制的に削除することができます。-f オプションを指定している場合は、-y オプ
ションが指定されていない限り、このコマンドは実行前に確認のためのプロン
プトを表示します。コマンドが正常に完了すると、指定されたキュー・スペー
スのすべての一時的メッセージが完全に失われます。

ipcs [queue_space_name]

キュー・スペースに使用される C データ構造体があれば、それらの構造体を一
覧表示します (キュー・スペースをオープンしているプロセスがなければ、構造
体は一切使用されていません )。キュー・スペースの名前がコマンド行に指定さ
れていない場合、その入力を求めるプロンプトが表示されます。

lidl [dlindex]

汎用デバイス・リストを表示します。各デバイスについて、インデックス、
名前、先頭ブロック、およびデバイスのブロック数が一覧表示されます。冗
長モードでは、未使用領域を示すマップが表示されます (未使用領域の先頭ア
ドレスおよびサイズ )。dlindex を指定すると、デバイス・リストのそのエン
トリについての情報のみが表示されます。

livtoc

VTOC テーブルのすべてのエントリについて情報を表示します。各エントリに
ついて表示される情報には、VTOC テーブルの名前、VTOC テーブルのあるデ
バイス、デバイスの先頭からの VTOC テーブルのオフセット、およびこのテー
ブルに割り当てられているページ数があります。VTOC には、最大 100 のエン
トリがあります。
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paginate (page) [{off|on}]

出力をページ別表示します。どちらのオプションも指定しなかった場合は、
現在の設定がトグルされ、新しい設定が表示されます。標準入力または標準
出力のどちらかが非端末デバイスでない限り、初期設定は on です。ページ別
表示機能は、標準入力と標準出力のどちらも端末デバイスである場合のみ、
on になります。

デフォルトのページ別表示コマンドは、ネイティブのオペレーティング・シ
ステム環境に固有のページャになります。たとえば、コマンド pg は、UNIX 
System オペレーティング環境におけるデフォルトのコマンドです。シェル環
境変数 PAGER を使用すると、ページ別表示出力に使用されるデフォルトのコ
マンドを無効化することができます。

qaborttrans (qabort) [-y] [tranindex]

指定したトランザクション・インデックス tranindex に関連付けられてい
る、プリコミットされているトランザクションを、ヒューリスティックにア
ボートします。トランザクション・インデックスをコマンド行で指定しな
かった場合は、プログラムはその入力を要求します。トランザクションが決
定されることがわかっていて、その決定がコミットすることであった場合は、
qaborttrans は失敗します。インデックスは、事前の qprinttrans コマン
ドの実行から取得されます。-y オプションが指定されていなければ、確認が
要求されます。このコマンドの使用には、十分な注意が必要です。

qaddext [queue_space_name [pages]]

キュー・スペースにエクステントを追加します。キュー・スペースは、アク
ティブであってはなりません (キュー・スペースにはどんなプロセスもア
タッチされていてはなりません )。キュー・スペース名、およびキュー・ス
ペースに割り当てる追加物理ページ数を、コマンド行で指定しなかった場合
は、プログラムは、その入力を要求します。指定したキュー・スペースが 
qmadmin でオープンされている場合は、クローズされます。物理ページ数は 
4 の倍数に最も近い値に切り下げられます。説明と例については、
qspacecreate を参照してください。空間は、UDL で QMCONFIG デバイスに
関連付けられて定義されているエクステントからとって割り当てられます。
新しいキュー・スペースエクステントは、VTOC においてそれぞれ追加エント
リを使用します (最大 100 のエントリが使用可能です )。キュー・マネージャ
は、このエクステントに名前を指定して、このエクステントの迅速な識別と
キュー・スペースへの関連付けができるようにします。コマンドが正常に完
了すると、指定されたキュー・スペースのすべての一時的メッセージが完全
に失われます。

qchange [queue_name [out-of-order [retries [delay [high [low [cmd]]]]]]] 
[-d persist|nonpersist] [-n nhigh,nlow,ncmd] 
[-e default_relative_expiration_time]
102 BEA Tuxedo コマンド・リファレンス



qmadmin(1)
現在オープンしているキュー・スペースで、キューを修正します。引数はコ
マンド行で指定します。指定しないと、プログラムにより入力が求められま
す。引数には、キューの名前、順序を無視したキュー登録を許可するかどう
か (許可しない、キューの先頭に登録、指定した msgid の前に登録 )、再試行
の回数、各再試行の間の遅延時間 (秒 )、しきい値コマンドを実行するための
上限値と下限値、および永続的メッセージに対するしきい値コマンドそのも
のを指定できます。

out-of-order の値は、none、top、または msgid です。top と msgid の両方
を、カンマで区切って指定することができます。

しきい値を使用すると、永続的メッセージのしきい値に達したときに、コマ
ンドが自動的に実行されます。上限は、コマンドを実行する時期を指定しま
す。上限に達した場合は、コマンドを再度実行する前に下限に戻しておく必
要があります。たとえば、上限と下限がそれぞれ 100 メッセージ、50 メッ
セージの場合、キュー内のメッセージが 100 になるとコマンドが実行されま
す。コマンドはキュー中のメッセージが 50 に減り、再度 100 になるまで実行
されません。キューの容量の指定は、キューが使用するバイト数またはブ
ロック数 (接尾辞 "b" または "B" を後に付けた数字 )、キューが使用する
キュー・スペースに対する割合 ("%" を後に付けた数字 )、またはキューの全
メッセージ数 ("m" を後に付けた数字 ) を使用して行えます。numbernumber 
上下のしきい値のタイプは、同じでなければなりません。下限しきい値にタ
イプを指定するかどうかは省略可能ですが、指定する場合は、上限しきい値
のタイプと一致させなければなりません。メッセージ (m) 接尾辞は、永続的
メッセージと一時的メッセージの両方に適用されます。その他のしきい値の
接尾辞は、永続的メッセージにのみ適用されます。一時的メッセージのしき
い値を指定するには、-n オプションを使用します。コマンド行で指定する場
合、空白文字を含むしきい値コマンドは二重引用符で囲みます。再試行回数 
(retry) は、メッセージをキューから取り出してトランザクションをロール
バックし、再びキューにメッセージを戻す、という処理を実行できる最大回
数を示します。再試行までの遅延時間も指定できます。再試行回数に達する
と、メッセージはキュー・スペースに定義されるエラー・キューに移動され
ます。エラー・キューが定義されていない場合、メッセージは削除されます。
キューに対するキュー順序の値は変更できません。優先順位の低いメッセー
ジは、ほかに優先順位の高いメッセージがある場合でも、10 のメッセージが
たまるごとにキューから取り出されます。
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-d オプションは、キューのデフォルトの配信方針を指定します。-d オプショ
ンに有効な値は、persist と nonpersist です。デフォルトの配信方針が 
persist の場合、配信モードが明示的に指定されずにキューに登録されてい
るメッセージは、永続的 (ディスク・ベース ) 配信方式で配信されます。配信
方針が nonpersist の場合は、明示的に配信モードが指定されずにキューに
登録されているメッセージは、一時的 (メモリ内 ) 配信方式で配信されます。
-d オプションが指定されない場合、情報の入力を求めるプロンプトは表示さ
れず、デフォルトの配信方針は変更されません。デフォルトの配信方針が変
更されても、既にキューに入っているメッセージについては、サービスの配
信基準が変更されません。現在キュー・スペース内にあるメッセージに対す
る応答キューを変更する場合、キューのデフォルトの配信方針の変更によっ
て、サービスの応答基準が変更されることはありません。

メモリ領域の不足やフラグメント化のために一時的メッセージをキューに登
録できない場合、メッセージ用の永続ストレージが十分にあっても、キュー
への登録操作は失敗します。ディスクの不足やフラグメント化のために永続
的メッセージをキューに登録できない場合、メッセージ用の非永続ストレー
ジが十分にあっても、キューへの登録操作は失敗します。

キュー・スペース内で一時的メッセージ用に確保するメモリ量をゼロ (0) にす
ると、一時的メッセージ用の領域は確保されません。一時的メッセージ用の
メモリ領域の指定の詳細については、qspacecreate と qspacechange を参
照してください。この場合、一時的メッセージをキューに登録する操作は失
敗します。これは、サービスの配信基準が指定されていないメッセージを、
デフォルトの配信方針が nonpersist に設定されたキューに登録するときに
も当てはまります。

-n オプションは、コマンドを自動実行する際のしきい値を指定します。非永
続ストレージ領域がしきい値に達すると、コマンドが自動的に実行されます。
nhigh は、コマンド ncmd を実行するタイミングを指定します。nhigh が上限
に達したときは、コマンドを再度実行する前に nlow を下限に戻しておく必要
があります。-n オプションを指定する場合は、nhigh、nlow、および ncmd 
を共に指定する必要があります。これらを指定していないと、コマンドは失
敗します。ncmd の値は、空文字列として指定することもできます。-n オプ
ションを指定していなくても、情報の入力を求めるプロンプトは表示されま
せん。

メモリ容量 (キュー内の非永続的データの量 ) のしきい値は、バイト (b)、ブ
ロック (B)、またはパーセンテージ (数字の後に % を付ける ) のいずれかのタ
イプで指定できます。nhigh と nlow のしきい値は、同じタイプにする必要が
あります。たとえば、nhigh が 100% に設定されている場合、nlow もパーセ
ンテージで指定しなければなりません。nlow のしきい値のタイプは省略可能
です。-n オプションが指定されていない場合、一時的メッセージ用のデフォ
ルトのしきい値は変更されません。ncmd に空白を使用する場合は、空白を二
重引用符で囲む必要があります。
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しきい値 [ . . . [high[low[cmd]]] . . . ] の接尾辞 m は、永続的メッセージと一時的
メッセージを含むキュー内にあるすべてのメッセージに適用されるため、 
nhigh と nlow は使用できません。接尾辞 -m が指定されていないしきい値 [ . . 
. [high[low[cmd]]] . . . ] は、永続的 (ディスク・ベース ) メッセージにのみ適用
されます。

-e default_relative_expiration_time オプションは、キューに登録さ
れるメッセージのうち、有効期限が明示的に指定されていないメッセージに
対して期限を設定します。有効期限は、相対時間にすることも none にするこ
ともできます。期限に達したとき、メッセージがキューから取り出されてい
ない場合や管理時に削除されていない場合には、キューからメッセージが削
除され、メッセージに関連付けられているすべてのリソースが解放されて、
統計情報が更新されます。有効期限がメッセージの使用可能時間より前の場
合、いずれかの時間を変更して使用可能時間が有効期限より前になるように
しない限り、キューからメッセージを取り出すことはできません。また、こ
れらのメッセージは、キューから取り出せなかった場合でも、期限になると
キューから削除されます。トランザクション中にメッセージの有効期限が切
れてもトランザクションは失敗しません。トランザクションでキューへの登
録やキューからの取り出しが行われている最中に有効期限に達したメッセー
ジは、トランザクション終了後に削除されます。メッセージの有効期限が切
れても通知されません。

-e オプションが指定されない場合、キューのデフォルトの有効期限は変更さ
れません。キューの有効期限を qchange を使って変更する場合、既にキュー
に入っているメッセージは変更の対象外になります。-e オプションが指定さ
れていなくても、この入力を求めるプロンプトは表示されません。

相対時間の default_relative_expiration_time の形式は +seconds で
す。seconds は、操作をキュー・マネージャが正常に処理してから有効期限
に達するまでの経過秒数です。ゼロ (0) は、すぐに期限に達することを表しま
す。default_relative_expiration_time の値には、文字列 none を設定
することもできます。文字列 none を指定した場合、キューへの登録時に明示
的に期限が指定されていないメッセージは、明示的に期限を割り当てない限
り、期限切れになりません。
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qchangeexp (qce) -y [newtime]

キューにあるメッセージの有効期限を変更します。期限に達したとき、メッ
セージがキューから取り出されていない場合や管理時に削除されていない場
合には、キューからメッセージが削除され、メッセージに関連付けられてい
るすべてのリソースが解放されて、統計情報が更新されます。有効期限が
メッセージの使用可能時間より前の場合、いずれかの時間を変更して使用可
能時間が有効期限より前になるようにしない限り、キューからメッセージを
取り出すことはできません。また、これらのメッセージは、キューから取り
出せなかった場合でも、期限になるとキューから削除されます。トランザク
ション中にメッセージの有効期限が切れてもトランザクションは失敗しませ
ん。トランザクションでキューへの登録やキューからの取り出しが行われて
いる最中に期限に達したメッセージは、トランザクション終了後に削除され
ます。メッセージの期限が切れても通知されません。

有効期限を設定するキューは、qset コマンドを使って選択します。更新する
メッセージを制限する選択基準は、qscan コマンドを使って設定します。選
択基準が何も設定されていない場合、キューにあるすべてのメッセージが変
更されます。デフォルトでは、期限を設定する前に確認が要求されます。-y 
オプションを指定すると確認は行われません。newtime の値には、現在時刻
からの相対時間、絶対時間、または none を指定できます。newtime の値が
コマンド行に指定されていない場合、その入力を求めるプロンプトが表示さ
れます。

キューに登録されるメッセージのうち、メッセージ期限をサポートしていな
いバージョンの BEA Tuxedo ATMI システムによって登録されたものについて
は、値の変更を行うキュー・マネージャがメッセージ期限をサポートしてい
る場合でも、期限を設定できるように変更することはできません。このよう
な BEA Tuxedo ATMI システムのバージョンによってキューに登録されたメッ
セージが qchangeexp の対象に含まれている場合、選択されたメッセージの
うちのいくつかがこの制限により変更されなかったことを知らせるエラー・
メッセージが表示されます。

相対時間による期限は、キュー・マネージャのプロセスで要求を受け取った
時点からの相対時間です。相対時間の newtime の形式は +seconds です。
seconds は、操作をキュー・マネージャが正常に処理してから有効期限に達
するまでの経過秒数です。seconds がゼロ (0) に設定されている場合、メッ
セージはすぐに期限切れになります。絶対時間による期限は、キュー・マ
ネージャ・プロセスが存在するマシンの時間によって決まります。絶対時間
の newtime の形式は YY[MM[DD[HH[MM[SS]]]]] です。これについては、qscan 
の項で説明します。newtime の値には、文字列 none を設定することもでき
ます。この場合、対象となるメッセージが期限切れになることはありません。
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qchangeprio (qcp) [-y] [newpriority] 

キューにあるメッセージの優先順位を変更できます。対象となるキューは、
qset コマンドを使用して設定され、更新されるメッセージを制限する選択基
準は、qscan コマンドを使用して設定されます。

選択基準が何も設定されていない場合、キューにあるすべてのメッセージが
変更されます。-y オプションを指定していない限り、変更が行われる前に確
認を求められます。qlist コマンドを実行して、どのメッセージが変更され
るのかを調べることをお勧めします (入力ミスを少なくするためです )。
newpriority の値は、メッセージが処理のために転送される際に使用され
る、新しい優先順位を指定します。優先順位の範囲は、1 以上 100 以下の値で
なければなりません。コマンド行で指定していないと、入力するよう求めら
れます。

qchangequeue (qcq) [-y] [newqueue] 

同じキュー・スペース内の別のキューにメッセージを移動することができま
す。メッセージの移動元のキューは、qset コマンドを使用して設定され、移
動するメッセージを制限する選択基準は、qscan コマンドを使用して設定さ
れます。選択基準が何も設定されていない場合、キューにあるすべてのメッ
セージが移動されます。-y オプションを指定していない限り、変更が行われ
る前に確認を求められます。qlist コマンドを実行して、どのメッセージが
移動されるのかを調べることをお勧めします (入力ミスを少なくするためで
す )。newqueue の値は、メッセージの移動先となる新しいキュー名を指定し
ます。newqueue がコマンド行に指定されていない場合、その入力を求める
プロンプトが表示されます。メッセージのサービス配信基準が、newqueue 
のデフォルトの配信方針と一致するように変更されることはありません。

期限付きのメッセージが移動された場合、移動元では相対時間による期限が
指定されていたとしても、移動先のキューでの絶対時間による期限になりま
す。

qchangetime (qct) [-y] [newtime]

キューにあるメッセージのメッセージ使用可能時間を変更できます。キュー
は、qset コマンドを使って指定します。更新するメッセージを制限する選択
基準は、qscan コマンドを使って設定します。
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選択基準が何も設定されていない場合、キューにあるすべてのメッセージが
変更されます。-y オプションを指定していない限り、変更が行われる前に確
認を求められます。qlist コマンドを実行して、どのメッセージが変更され
るのかを調べることをお勧めします (入力ミスを少なくするためです )。
newtime の値は、現在時刻からの相対時間にすることも、絶対時間にするこ
ともできます。コマンド行で指定していないと、入力するよう求められます。
相対時間の onetime の形式は、+seconds です。seconds は現在からメッ
セージが実行されるまでの秒数です (0 の場合は即時実行を意味します )。絶対
時間の newtime の形式は、次のとおりです。YY[MM[DD[HH[MM[SS]]]]] こ
れについては、qscan の項で説明します。

qclose

現在オープンしているキュー・スペースをクローズします。コマンドが正常
に完了すると、指定されたキュー・スペースのすべての一時的メッセージは
完全に失われます。

qcommittrans (qcommit) [-y] [tranindex] 

指定したトランザクション・インデックス tranindex に関連付けられてい
る、プリコミットされているトランザクションを、ヒューリスティックにコ
ミットします。トランザクション・インデックスをコマンド行で指定しな
かった場合は、プログラムはその入力を要求します。トランザクションが決
定されることがわかっていて、その決定がアボートすることであった場合は、
qcommittrans は失敗します。インデックスは、事前の qprinttrans コマン
ドの実行から取得されます。-y オプションが指定されていなければ、確認が
要求されます。このコマンドの使用には、十分な注意が必要です。

qcreate (qcr) [queue_name [qorder [out-of-order [retries [delay
[high [low [cmd]]]]]]]] [-d persist|nonpersist] [-n nhigh,nlow,ncmd]
[-e default_relative_expiration_time]

現在オープンされているキュー・スペースにキューを作成します。引数はコマ
ンド行で指定します。指定しないと、プログラムにより入力が求められます。
引数には、キューの名前、キューの順序 (FIFO か LIFO、期限、優先順位、時
間 )、順序を無視したキュー登録を許可するかどうか (許可しない、キューの
先頭に登録、指定した msgid の前に登録 )、再試行の回数、各再試行の間の遅
延時間 (秒 )、しきい値コマンドを実行するための上限値と下限値、および永
続的メッセージに対するしきい値コマンドそのものを指定できます。

キューの順序 (qorder) の値は、fifo、lifo、priority および time です。
キューの順序を指定する際には、最も重要なソート値を最初に、次に重要な
ソート値をその後に、というようにして指定します。fifo や lifo は、最も
重要度の低い (または唯一の ) ソート値としてのみ指定できます。fifo も 
lifo も指定しない場合のデフォルトの設定は fifo になり、これは、ほかの
ソート基準の指定範囲内で適用されます。expiration が指定されている場
合、期限が指定されていないメッセージは、期限付きメッセージがすべて
キューから取り出された後に取り出されます。複数のソート値を、カンマで
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区切って指定することができます。out-of-order の値は、none、top または 
msgid です。top と msgid の両方を、カンマで区切って指定することができ
ます。

しきい値を使用すると、永続的メッセージについてしきい値に達したときに、
コマンドを自動的に実行できます。上限は、コマンドを実行する時期を指定
します。上限に達した場合は、コマンドを再度実行する前に下限に戻してお
く必要があります。たとえば、この制限値が 100 メッセージと 50 メッセージ
である場合は、キューのメッセージ数が 100 になったときにコマンドが実行
されます。そして、そのキューが排出されてメッセージ数が 50 を下回り、
メッセージがまた増えて 100 に達するまではコマンドは再実行されません。

キューの容量の指定は、キューが使用するバイト数またはブロック数 (接尾辞 
"b" または "B" を後に付けた数字 )、キューが使用するキュー・スペースに対す
る割合 ("%" を後に付けた数字 )、またはキューの全メッセージ数 ("m" を後に付
けた数字 ) を使用して行えます。numbernumber 上下のしきい値のタイプは、
同じでなければなりません。メッセージ (m) 接尾辞は、永続的メッセージと一時
的メッセージの両方に適用されます。その他のしきい値の接尾辞は、永続的
メッセージにのみ適用されます。-n オプションを使用して、一時的メッセージ
のしきい値を指定します。下限しきい値にタイプを指定するかどうかは省略可
能ですが、指定する場合は、上限しきい値のタイプと一致させなければなりま
せん。コマンド行で指定する場合、空白文字を含むしきい値コマンドは二重引
用符で囲みます。

再試行回数 (retry) は、メッセージをキューから取り出してトランザクション
をロールバックし、再びキューにメッセージを戻す、という処理を実行でき
る最大回数を示します。再試行までの遅延時間も指定できます。再試行回数
に達すると、メッセージはキュー領域に定義されるエラー・キューに移動さ
れます。エラー・キューが定義されていない場合、メッセージは削除されま
す。優先順位の低いメッセージは、ほかに優先順位の高いメッセージがある
場合でも、10 のメッセージがたまるごとにキューから取り出されます。

メモリ領域の不足やフラグメント化のために一時的メッセージをキューに登
録できない場合、メッセージ用の永続ストレージが十分にあってもキューへ
の登録操作は失敗します。ディスクの不足やフラグメント化のために永続的
メッセージをキューに登録できない場合、メッセージ用の非永続ストレージ
が十分にあってもキューへの登録操作は失敗します。

キュー・スペースの中の一時的メッセージ用に確保するメモリ量をゼロ (0) に
すると、一時的メッセージ用の領域は確保されません。一時的メッセージ用
のメモリ領域の指定の詳細については、qspacecreate と qspacechange を
参照してください。この場合、一時的メッセージをキューに登録する操作は
失敗します。これは、サービスの配信基準が指定されていないメッセージを、
デフォルトの配信方針が nonpersist に設定されたキューに登録するときに
も当てはまります。
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-n オプションは、コマンドを自動実行する際のしきい値を指定します。非永
続ストレージ領域の値がしきい値に達すると、コマンドが自動的に実行され
ます。nhigh は、コマンド ncmd を実行するタイミングを指定します。nhigh 
が上限に達したときは、コマンドを再度実行する前に nlow を下限に戻してお
く必要があります。-n オプションを指定する場合は、nhigh、nlow、および 
ncmd  を共に指定する必要があります。これらを指定していないと、コマンド
は失敗します。ncmd の値は、空文字列として指定することもできます。-n オ
プションを指定していなくても、情報の入力を求めるプロンプトは表示され
ません。

メモリ容量 (キュー内の非永続的データの量 ) のしきい値は、バイト (b)、ブ
ロック (B)、またはパーセンテージ (数字の後に % を付ける ) のいずれかのタ
イプで指定できます。nhigh と nlow のしきい値は、同じタイプにする必要が
あります。たとえば、nhigh が 100% に設定されている場合、nlow もパーセ
ンテージで指定しなければなりません。nlow のしきい値のタイプは省略可能
です。-n オプションが指定されていない場合、nhigh には 100%、nlow には 
0% がそれぞれデフォルト値として使用され、ncmd は " " に設定されます。
ncmd に空白を使用する場合は、空白を二重引用符で囲む必要があります。

しきい値 [ . . . [high[low[cmd]]] . . . ] の接尾辞 m は、永続的メッセージと一時的
メッセージを含むキュー内にあるすべてのメッセージに適用されるため、
nhigh と nlow は使用できません。接尾辞 -m が指定されていないしきい値 [ . . . 
[high[low[cmd]]] . . . ] は、永続的 (ディスク・ベース ) メッセージにのみ適用さ
れます。

-e default_relative_expiration_time オプションは、キューに登録さ
れるメッセージのうち、期限が明示的に指定されていないメッセージに対し
て期限を設定します。期限は、相対時間にすることも none にすることもでき
ます。期限に達したとき、メッセージがキューから取り出されていない場合
や管理時に削除されていない場合には、キューからメッセージが削除され、
メッセージに関連付けられているすべてのリソースが解放されて、統計情報
が更新されます。有効期限がメッセージの使用可能時間より前の場合、いず
れかの時間を変更して使用可能時間が有効期限より前になるようにしない限
り、キューからメッセージを取り出すことはできません。また、これらの
メッセージはキューから取り出せなかった場合でも、期限になるとキューか
ら削除されます。トランザクション中にメッセージの期限が切れてもトラン
ザクションは失敗しません。トランザクションでキューへの登録やキューか
らの取り出しが行われている最中に期限に達したメッセージは、トランザク
ション終了後に削除されます。メッセージの期限が切れても通知されません。

-e オプションが指定されない場合、キューのデフォルトの期限は none に設
定されます。キューの期限を qchange を使って変更する場合、既にキューに
入っているメッセージは変更の対象外になります。-e オプションが指定され
ていなくても、この入力を求めるプロンプトは表示されません。
110 BEA Tuxedo コマンド・リファレンス



qmadmin(1)
相対時間の default_relative_expiration_time の形式は +seconds で
す。seconds は、操作をキュー・マネージャが正常に処理してから有効期限
に達するまでの経過秒数です。ゼロ (0) を設定すると、すぐに期限に達しま
す。default_relative_expiration_time の値には、文字列 none を設定
することもできます。文字列 none を指定した場合、キューへの登録時に明示
的に期限が指定されていないメッセージは、明示的に期限を割り当てない限
り、期限切れになりません。

qdeletemsg (qdltm) [-y] 

キューからメッセージを削除することができます。キューの指定には、qset 
コマンドを使用します。削除するメッセージを制限する選択基準は、qscan 
コマンドを使って設定します。選択基準が何も設定されていない場合は、
キューにあるすべてのメッセージが削除されます。削除が行われる前に、確
認が要求されます。qlist コマンドを実行して、どのメッセージが削除され
るのかを調べることをお勧めします (入力ミスを少なくするためです )。-y オ
プションが指定されていない限り、このコマンドは確認のためのプロンプト
を表示します。

qdestroy (qds) [{ -p | -f }] [-y] [queue_name] 

指定のキューを破壊します。デフォルトでは、キューに要求が存在していた
り、キュー・スペースにプロセスがアタッチされていたりすると、エラーが
返されます。-p オプションを指定すると、キュー・スペースにアタッチされ
ているプロセスがなければ、キューからあらゆるメッセージを「パージ」し
て、破壊することができます。-f オプションを指定すると、メッセージまた
はプロセスがキュー・スペースにアタッチされている場合でも、「強制的に」
キューを削除することができます。このとき、メッセージがその時点でトラ
ンザクションに関連していた場合は、このコマンドは異常終了し、userlog 
にエラーが書き込まれます。このコマンドは、-y オプションを指定していな
い場合に確認のためのプロンプトを表示します。

qinfo [queue_name] 

関連付けられているキューまたはすべてのキューについて情報を一覧表示し
ます。このコマンドは、指定されたキューのメッセージ数、または引数を指
定していない場合はすべてのキューのメッセージ数、キューに関連付けられ
ている永続的メッセージと一時的メッセージの両方が使用している領域の量、
永続的および一時的に送られるメッセージの数、指定されたキューのメッ
セージの総数、および永続的メッセージと一時的メッセージが使用している
領域の量を表示します。冗長モードでは、このコマンドは、各キューの
キュー作成パラメータ、キューのデフォルトの期限 (設定されている場合 )、
順序付け基準、およびキューのデフォルトの配信方針も表示します。
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qlist (ql)

キューにあるメッセージを一覧表示します。キューの指定には、qset コマン
ドを使用します。表示するメッセージを制限する選択基準は、qscan コマン
ドを使って設定します。設定基準が何も設定されていない場合は、キューに
あるすべてのメッセージが表示されます。

選択した各メッセージについて、メッセージ識別子が出力されるほか、メッ
セージの優先順位、これまでに試みた再試行の回数、メッセージの長さ、
サービスのデリバリ基準、応答に対するサービスの基準、および期限 (設定さ
れている場合 ) が出力されます。メッセージに可用時間が関連付けられている
場合、またはトランザクションのロールバックのためにメッセージに再試行
時間がスケジューリングされている場合は、その可用時間が出力されます。
相関識別子が存在し、verbose モードがオンの場合は、相関識別子が表示さ
れます。

qopen [queue_space_name]

指定したキュー・スペースの内部構造体をオープンし、初期化します。コマ
ンド行でキュー・スペースを指定しなかった場合は、プログラムがその入力
を要求します。キュー・スペースが既に qmadmin でオープンされている場合
は、クローズされます。

qprinttrans (qpt)

現在未終了のトランザクションのトランザクション・テーブル情報を表示し
ます。トランザクション識別子、インデックス、トランザクション・ステー
タスが表示されます。インデックスは、qaborttrans や qcommittrans でト
ランザクションのアボートまたはコミットを行う際に使用されるものです。

qscan [{ [-t time1[-time2]] [-p priority1[-priority2]] [-m msgid] 
[-i corrid][-d delivery_mode] [-e time1[-time2]] | none }] 

コマンド qchangeprio、qchangequeue、qchangetime、qdeletemsg およ
び qlist に使用する選択基準を設定します。引数 none は、選択基準がないこ
とを示します。この場合は、すべてのメッセージが対象になります。引数なし
でこのコマンドを実行すると、現在の選択基準値が表示されます。コマンド行
オプションで値の範囲を指定する場合 (-t、-e、-p など )、値の範囲に空白を
入れることはできません。-t オプションは、時間の値または時間の範囲を示
すために使用できます。time1 と time2 の形式は YY[MM[DD[HH[MM[SS]]]]] で
す。それぞれ、年、月、日、分、秒を指定します。この日時の値から省略した
単位は、デフォルト値として、可能な範囲内の最小値が使用されます。たとえ
ば、"7502" とすると "750201000000" と見なされます。年の値を 00~37 とすると 
2000~2037 と見なされ、70~99 とすると 1970~1999 と見なされ 38~69 とすると無
効になります。オプションは、優先順位の値、または優先順位の範囲を示すた
めに使用できます。-p 優先順位の値は、1 以上 100 以下の範囲になります。-m 
オプションは、メッセージ識別子の値を示すために使用できます。メッセージ
識別子の値は、キューにメッセージが登録されるときにシステムがメッセージ
に割り当てた値です。メッセージ識別子は、1 つのキュー内で一意の値を持ち、
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この値の長さは 32文字以内です。32文字未満の値は、右側に NULL (0x0) が埋
められます。バックスラッシュおよび表示不能な文字 (スペース、改行、タブ
などの空白文字も含む ) を入力するときは、バックスラッシュの後にその文字
を表す 2 桁の 16 進値を付けた値を入力しなければなりません。たとえば、ス
ペースは \20 なので "hello\20world" のようにします。-i オプションは、
メッセージに関連付けられている相関識別子の値を示すために使用できます。
この識別子の値は、アプリケーションによって割り当てられ、キューに登録さ
れたメッセージと一緒に格納され、応答メッセージまたはエラー・メッセージ
の返信と一緒に格納するために渡されて、アプリケーションが特定の要求に対
する応答を識別できるようにします。この値の長さは 32文字以内です。32文
字未満の値は、右側に NULL (0x0) が埋められます。バックスラッシュおよび
表示不可能な文字 (スペース、改行、タブなどの空白文字も含む ) を入力する
ときは、バックスラッシュの後にその文字を表す 2 桁の 16 進値を付けた値を
入力しなければなりません (たとえば、スペースは \20 なので、
"my\20ID\20value" のようにします )。

-d delivery_mode オプションの有効な値は、persist と nonpersist です。
このオプションは、qscan で選択されるメッセージの配信モードを指定しま
す。これにより、オペレータは配信方式に基づいた操作ができます。

-e オプションは、期限または期限の範囲を示すために使用できます。time1 
と time2 の形式は、-t オプションの time1 と time2 の形式と同じです。

qset [queue_name] 

コマンド qchangeprio、qchangequeue、qchangetime、qdeletemsg およ
び qlist に使用するキュー名を設定します。引数なしでこのコマンドを実行
すると、現在のキュー名が表示されます。

qsize [pages [queues [transactions [processes [messages]]]]] 
[-A actions] [-H handles] [-C cursors] [ -O owners] [-Q tmp_queues] 
[-f filter_memory] [-n nonpersistent_msg_memory[b,B]] 
[-o overflow_memory]

pages、queues、(同時 ) transactions、processes および (キュー内 ) 
messages で指定したサイズを使用して、キュー・スペースに必要な共有メモ
リのサイズを計算します。コマンド行で値を指定しなかった場合は、プログ
ラムはそれらの入力を要求します。必要なシステム・セマフォの数も表示さ
れます。残りのオプションの有効な値については、qspacecreate で説明し
ています。

qspacechange (qspch) [queue_space_name [ipckey [trans [procs
[messages [errorq [inityn [blocking]]]]]]]] [-A actions] [-H handles] 
[-C cursors] [ -O owners] [-Q tmp_queues] [-f filter_memory] 
[-n nonpersistent_msg_memory[b,B]] [-o overflow_memory]
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キュー・スペースのためのパラメータを変更します。キュー・スペースは、
アクティブであってはなりません (キュー・スペースにはどんなプロセスもア
タッチされていてはなりません )。必要な情報がコマンド行に指定されていな
い場合、その入力を求めるプロンプトが表示されます。有効な値については、
このページの qspacecreate で説明しています。指定したキュー・スペース
が qmadmin でオープンされている場合は、クローズされます。新しいエクス
テントを追加する場合には、qaddext を使用しなければなりません。キュー
の数は、変更できません。

qspacecreate (qspc) [queue_space_name [ipckey [pages [queues [trans 
[procs [messages [errorq [inityn [blocking]]]]]]]]]] [-A actions] 
[-H handles] [-C cursors] [ -O owners] [-Q tmp_queues] [-f filter_memory] 
[-n nonpersistent_msg_memory[b,B]][-o overflow_memory]

キュー・メッセージ用のキュー・スペースを作成します。情報がコマンド行
に指定されていない場合、その入力を求めるプロンプトが表示されます。そ
の情報には、キュー・スペース名、共用メモリ・セグメントとセマフォの 
ipckey、このキュー・スペースに割り当てる物理ページ数、キューの数、同
時実行可能なトランザクションの数、このキュー・スペースに同時にアタッ
チできるプロセスの数、一度にキューに登録できるメッセージの数、この
キュー・スペース用のエラー・キュー名、このキュー・スペースの新しいエ
クステントでページを初期化するかどうか、およびキュー・スペースの初期
化やウォーム・スタート・ディスク入出力を行うためのブロッキング要因が
あります。

物理的なページ数は切り下げられ、4 の倍数に最も近い値のページ数になりま
す。たとえば、必要なページ数が 50 の場合は 48 ページ分のメモリ割り当てが
行われ、必要なページが 52 の場合は 52 ページ分のメモリ割り当てが行われま
す。エラー・キューは、最大再試行回数に達したメッセージを保持するため
に使用されます (メッセージは、初めに登録されていたキューからエラー・
キューに移動されます )。このキューが確実に排出されることについての責任
は、管理者にあります。

割り当てられた物理ページ数は、キュー・スペースのオーバヘッドを保持で
きるだけの十分な大きさでなければなりません (各キューにつき 1 ページのほ
かもう 1 ページ )。初期化のオプションとして 'y' または 'Y' が指定された場合
は、キュー・スペースを保持するために使用する領域が初期化され、このコ
マンドの実行にしばらくかかります。冗長モードでは、キュー・スペースの
初期化が 5% 完了するごとに、標準出力にピリオド (.) が表示されます。初期
化のオプションをオンにしていないが対象デバイスが文字型特殊デバイスで
はない場合には、エクステントとして指定したサイズに達していなければ、
ファイルは初期化されます (つまり、指定された領域を割り当てることができ
るようにファイルが拡大されます )。
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キュー・スペースの作成中およびウォーム・スタート (キュー・スペースの再
起動 ) の際にブロックを読み書きする場合、入出力操作のサイズは、ブロック
化係数によって指定されたディスク・ページ・サイズの倍数で行われます。

-A actions オプションは、キューイング・サービス・コンポーネントで同時
処理できる追加操作の数を指定します。ブロッキング操作の発生時に追加操
作を利用できる場合、ブロッキング操作は条件を満たす状態になるまで保留
されるように設定されます。ブロッキング操作が保留されると、ほかの操作
要求を処理できます。ブロッキング操作が完了すると、その操作に関連する
操作は続く操作でも実行できるようになります。ブロッキング操作が要求さ
れた時点ですぐに条件を満たす状態にならず、利用可能な操作もない場合に
は、操作は失敗します。システムでは、キュー・スペースにアタッチ可能な
プロセスの数と同じ数だけ操作が予約されているため、それぞれのキュー・
マネージャ・プロセスは少なくとも 1 つブロッキング操作を所有できます。
システムによって予約されているブロッキング操作の数を超える場合、管理
者は予約数より多くの追加ブロッキング操作に対応できるようにシステムを
設定することができます。-A actions オプションが指定されていない場合、
デフォルト値はゼロに設定されます。-A オプションが指定されていなくても、
その入力を求めるプロンプトは表示されません。

-H handles オプションは、キューイング・サービス・コンポーネントで同時
に使用できるハンドルの数を指定します。キューイング・サービス API で操
作するオブジェクトにアクセスするにはハンドルが必要です。API の呼び出し
によってオブジェクトを開くと、新しいハンドルが作成されて、ユーザに返
されます。オブジェクト・ハンドルを閉じると、そのハンドルは開かれてい
る次のオブジェクトの操作に利用できるようになります。API がアプリケー
ションで使用される場合は、管理者は同時に開くことができるハンドルの最
大数に対応するようにシステムを設定する必要があります。-H handles オプ
ションが指定されていない場合、デフォルト値はゼロに設定されます。-H オ
プションを指定していなくても、その入力を求めるプロンプトは表示されま
せん。ユーザがキューイング・サービス・オブジェクトを開く際に利用可能
なハンドルがないと、操作は失敗します。このオプションは、現在 BEA 
Tuxedo ATMI システムでは使用されていません。この値を調整すると、必要以
上に共用メモリ・リソースを消費しますが、それ以外で BEA Tuxedo ATMI ア
プリケーションへの影響はありません。

-C cursors オプションは、キューイング・サービス・コンポーネントで同時
に使用できるカーソルの数を指定します。カーソルは、キューの操作に使用
されます。カーソルを破棄すると、そのカーソル・リソースは次のカーソル
作成操作に利用できるようになります。カーソルがアプリケーションによっ
て使用される場合、管理者は同時に割り当てることができるカーソルの最大
数に対応するようにシステムを設定する必要があります。-C cursors オプ
ションが指定されていない場合、デフォルト値はゼロに設定されます。-H オ
プションを指定していなくても、その入力を求めるプロンプトは表示されま
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せん。ユーザがカーソルを作成する際に利用可能なカーソル・リソースがな
いと、操作は失敗します。BEA Tuxedo ATMI アプリケーションでは、この値
を調整する必要はありません。このオプションは、現在 BEA Tuxedo ATMI シ
ステムでは使用されていません。この値を調整すると、必要以上に共用メモ
リ・リソースを消費しますが、それ以外で BEA Tuxedo ATMI アプリケーショ
ンへの影響はありません。

-O owners オプションは、キューイング・サービス・リソースを同時に使用
できる、追加の BEA Tuxedo インフラストラクチャ 認証ユーザの数を指定しま
す。開いているハンドルの数に関係なく、各ユーザに 1 つのオーナ・レコー
ドがあります。開いているハンドルがない場合、次のユーザがオーナ・レ
コードを使用できます。システムでは、操作数と同じ数だけオーナが予約さ
れているため、異なるオーナが各操作を開始できます。同時にキューイング・
サービス・リソースを使用できるシステムによって予約されているオーナ数
を超える場合、管理者は予約数より多くの追加オーナに対応できるようにシ
ステムを設定することができます。-O owners オプションが指定されていな
い場合、デフォルト値はゼロに設定されます。-O オプションが指定されてい
なくても、その入力を求めるプロンプトは表示されません。ユーザがハンド
ルを開こうとした時点で開いているハンドルがなく、利用できるオーナがな
いと、操作は失敗します。このオプションは、現在 BEA Tuxedo ATMI システ
ムでは使用されていません。この値を調整すると、必要以上に共用メモリ・
リソースを消費しますが、それ以外で BEA Tuxedo ATMI アプリケーションへ
の影響はありません。

-Q tmp_queues オプションは、BEA Tuxedo インフラストラクチャのキューイ
ング・サービス・コンポーネントで同時に開くことができる一時キューの数
を指定します。一時キューを使用すると、管理者はアプリケーションで使用
する各キューを設定する必要がなくなります。一時キューは、動的な自己設
定型アプリケーションによって使用されます。一時キューには、永続的メッ
セージは登録されません。一時キューへのすべてのハンドルが閉じると、一
時キューのリソースは次の一時キューの作成で使用できるようになります。
一時キューがアプリケーションによって使用される場合は、管理者は同時に
アクティブにできる一時キューの最大数に対応できるようにシステムを設定
する必要があります。-Q tmp_queues オプションが指定されていない場合、
デフォルト値はゼロに設定されます。-Q オプションを指定していなくても、
その入力を求めるプロンプトは表示されません。ユーザが一時キューを開く
際に、利用可能な一時キューのリソースがないと、操作は失敗します。この
オプションは、現在 BEA Tuxedo ATMI システムでは使用されていません。こ
の値を調整すると、必要以上に共用メモリ・リソースを消費しますが、それ
以外で BEA Tuxedo ATMI アプリケーションへの影響はありません。
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-f filter_memory オプションは、ユーザ定義フィルタのコンパイル表現を
保持するために共用メモリに確保するメモリ領域のサイズを指定します。メ
モリ・サイズはバイト単位で指定します。フィルタは、BEA Tuxedo インフラ
ストラクチャのキューイング・サービス・コンポーネントが、キューからの
メッセージの取り出しとカーソル操作を行う際のメッセージ選択に使用され
ます。フィルタはさまざまな文法で指定できますが、コンパイルは BEA 
Tuxedo インフラストラクチャの標準形式で行われ、共用メモリに格納されま
す。フィルタは、コンパイル時に返されるハンドルによって参照されます。
フィルタを破棄すると、そのフィルタが使用していたメモリを、次のコンパ
イル済みフィルタで利用できるようになります。フィルタがアプリケーショ
ンによって定義される場合、管理者は同時にコンパイルできるフィルタの最
大数に対応できるようにシステムを設定する必要があります。-f 

filter_memory オプションが指定されていない場合、デフォルト値はゼロに
設定されます。-f オプションを指定していなくても、その入力を求めるプロ
ンプトは表示されません。ユーザが新しいフィルタを作成する際に、コンパ
イル後のフィルタに割り当てるための十分なメモリがないと、操作は失敗し
ます。このオプションは、現在 BEA Tuxedo ATMI システムでは使用されてい
ません。この値を調整すると、必要以上に共用メモリ・リソースを消費しま
すが、それ以外で BEA Tuxedo ATMI アプリケーションへの影響はありません。

-n nonpersistent_msg_memory オプションは、キュー・スペースのすべて
のキューに対して、一時的メッセージ用に共用メモリに確保する領域のサイ
ズを指定します。サイズは、バイト単位 (b) またはブロック単位 (B) で指定で
きます。ブロック・サイズは、ディスク・ブロック・サイズと同じです。[bB] 
接尾辞はオプションであり、指定されていない場合、デフォルト値はブロッ
クに設定されます。-n オプションが指定されていない場合、メモリ・サイズ
のデフォルト値はゼロ (0) に設定されます。また、-n オプションが指定され
ていなくても、その入力を求めるプロンプトは表示されません。

nonpersistent_msg_memory にバイト単位 (b) で値が指定されている場合、
この値はページあたりのバイト数 (ページ・サイズはディスク・ページ・サイ
ズと同じ ) で割って最も近い整数に切り下げられ、その数だけのページが割り
当てられます。たとえば、ページ・サイズを 1024 バイト (1KB) として考える
と、要求された値が 2000b の場合は 1 ページ分 (1024 バイト ) のメモリ割り当
てが行われ、要求された値が 2048b の場合は 2 ページ分 (2048 バイト ) のメモ
リ割り当てが行われます。ページあたりのバイト数より少ない値を要求する
と、0 ページ分 (0  バイト ) が割り当てられます。

nonpersistent_msg_memory にブロック単位 (B) で値が指定されている場
合、1 メモリ・ブロックが 1 メモリ・ページと同じであるとすると、ページ数
と同じ数だけの割り当てが行われます。たとえば、要求された値が 50B の場
合、50 ページ分のメモリ割り当てが行われます。
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キュー・スペースの nonpersistent_msg_memory がゼロ (0) の場合、一時的
メッセージ用の空間は確保されません。この場合、一時的メッセージを
キューに登録しようとしても失敗します。永続ストレージと非永続ストレー
ジとの互換性はありません。メモリ領域の不足やフラグメント化のために一
時的メッセージをキューに登録できない場合、メッセージ用の永続ストレー
ジが十分にあってもキューへの登録操作は失敗します。ディスクの不足やフ
ラグメント化のために永続的メッセージをキューに登録できない場合、メッ
セージ用の非永続ストレージが十分にあってもキューへの登録操作は失敗し
ます。

-o overflow_memory オプションは、割り当て済みの共用メモリ・リソース
の一部またはすべてが不足する負荷のピーク状況に対応するために、共用メ
モリに確保するメモリ領域のサイズを指定します。メモリ・サイズはバイト
単位で指定します。追加したオブジェクトは、この追加メモリから先着順で
割り当てられます。追加メモリで作成されたオブジェクトを閉じるか破棄す
ると、次に共用メモリ・リソース不足が発生するときに備えてメモリは解放
されます。-o overflow_memory オプションが指定されていない場合、デ
フォルト値は 0 に設定されます。-o オプションを指定していなくても、その
入力を求めるプロンプトは表示されません。この追加メモリ領域では、設定
数より多くのオブジェクトを生成できますが、特定のオブジェクトに対して
いつでも使用できるとは限りません。現在このメモリ領域を使用できるのは、
アクション、ハンドル、カーソル、オーナ、一時キュー、タイマー、および
フィルタだけです。

 qspacedestroy (qspds) [-f] [-y] [queue_space_name] 

指定のキュー・スペースを破壊します。コマンド行で指定していないと、入力
するよう求められます。指定したキュー・スペースが qmadmin でオープンさ
れている場合は、クローズされます。デフォルトでは、このキュー・スペース
にプロセスがアタッチされている場合、またはキュー・スペースのいずれかの
キューに要求が存在する場合にはエラーが返されます。要求が入っている
キューの破壊については、qdestroy コマンドを参照してください。-f オプ
ションを指定すると、キューにメッセージがあったり、キュー・スペースにプ
ロセスがアタッチされていたりしても、すべてのキューの「強制的に」削除す
ることができます。このコマンドは、-y オプションを指定していない場合に
確認のためのプロンプトを表示します。コマンドが正常に完了すると、指定さ
れたキュー・スペースの一時的メッセージはすべて失われます。
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 (qspl) [queue_space_name]

キュー・スペースの作成パラメータを一覧表示します。コマンド行でキュー・
スペースを指定しなかった場合は、プログラムがその入力を要求します。
キュー・スペース名を入力しなければ、現在オープンされているキュー・ス
ペースのパラメータが表示されます (キュー・スペースがオープンされておら
ず、値の入力も行わない場合は、エラーが発生します )。そのキュー・スペー
スについての値 (qspacecreate でキュー・スペースを作成する際に設定され
たもの、または qspacechange で最後に変更されたもの ) を表示するほかに、
キュー・スペースのエクステントすべてについてサイズが表示されます。ま
た、システムによって予約されているメモリ量や、設定されている共用メモリ
の総量も表示されます。共用メモリ・リソースに割り当てられるメモリ量が、
バイト単位 (b) で要求したときの量と一致しない場合もあります。説明と例に
ついては、qspacecreate の -n nonpersistent_msg_memory オプション
を参照してください。

quit (q)

セッションを終了します。

verbose (v) [{off | on}] 

冗長モードで出力を行います。オプションを何も指定しない場合は、現在の
設定がトグルされ、新しい設定が表示されます。初期設定は off です。

! shellcommand

シェルにエスケープし、shellcommand を実行します。

!! 

直前のシェル・コマンドを再実行します。

# [text] 

# で始まる行はコメント行で、無視されます。

<CR> 

最後のコマンドを繰り返します。

例 キューの設定手順の例を次に示します。
$ QMCONFIG=/dev/rawfs qmadmin 
qmadmin - Copyright (c) 1987 ATT; 1991 USL.All rights reserved.
QMCONFIG=/dev/rawfs  

# キュー・スペースを配置できるデバイスのリストを作成します。2 つのデバイスを、
# それぞれ 8000 ブロックおよび 600 ブロックと指定します。
# 注記 : 1 つ目のデバイスは実際にはデバイス・リストを持ちます。
#  

#  1 つめのデバイスを fHraw f(JBスライスに作成します。
#  
> crdl /dev/rawfs 0 80000  
Created device /dev/rawfs, offset 0, size 80000 on /dev/rawfs  
BEA Tuxedo コマンド・リファレンス 119



セクション 1―コマンド
#  

# もう 1 つのデバイスを UNIX ファイルに作成します。
#  
> crdl /home/queues/FS    0    600  
Created device /home/queues/FS, offset 0, size 600 on /dev/rawfs  
#  

# デバイス・リストを表示したい場合
#  
> v  Verbose mode is now on
  
> lidl  
universal device index. 0:  
       name: /dev/rawfs  
       start: 0  
       size: 20000  
       free space map(1 entry used 47 available):  
              size[1]: 79974 addr[1]: 26  
universal device index. 1:  
       name: /home/queues/FS  
       start: 0  
       size: 600  
       free space map(1 entry used 47 available):  
              size[1]: 600  addr[1]: 0  
#  

# キュー・スペースを作成します。
#  
> qspacecreate  
Queue space name: myqueuespace  
IPC Key for queue space: 42000  
Size of queue space in disk pages: 50000  
Number of queues in queue space: 30  
Number of concurrent transactions in queue space: 20  
Number of concurrent processes in queue space: 30  
Number of messages in queue space: 20000  
Error queue name: ERRORQ  
Initialize extents (y, n [default=n]): y  
Blocking factor [default=16]: 16 
 ....................  
#  

# キュー・スペースをオープンします。
#  
> qopen myqueuespace  
#  

# キュー・スペースのデフォルト設定をキューに適用します。
> qcreate  
Queue name: service1  
queue order (priority, time, fifo, lifo): fifo  
out-of-ordering enqueuing (top, msgid, [default=none]): top,msgid  
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retries [default=0]: 1  
retry delay in seconds [default=0]: 30  
High limit for queue capacity warning (b for bytes used, B for blocks used,
  % for percent used, m for messages [default=100%]): 100m  
Reset (low) limit for queue capacity warning [default=0m]: 50  
queue capacity command: /usr/app/bin/mailadmin myqueuespace service1  
#  

# このプログラムを終了します。
#  
> q

セキュリティ キューの管理者は、BEA Tuxedo の管理者と同じでなければなりません。キューが存
在するデバイスは、管理者が所有者でなければならず、qmadmin は、キューの管理
者としてのみ実行することができます。キューに割り当てられた IPC リソースはすべ
て、キューの管理者によって所有され、モード 0600 で作成されます。

移植性 qmadmin は、BEA Tuxedo ATMI サーバ環境がサポートされるプラットフォームで実
行できます。

W indow s 標準 I/O qchange ... Queue capacity コマンドなど、qmadmin() セッションで設定した
コマンドを実行するために、Windows の CreateProcess() 関数は、子プロセスを 
DETACHED PROCESS として生成します。デタッチ・プロセスには、標準入出力のた
めの関連コンソールがありません。したがって、たとえば、標準コマンド・プロンプ
トのコマンド行構文を使って、dir や date などの組み込みコマンドを実行する 
qchange ... Queue capacity command を設定した後で、標準出力をファイルに
パイプまたはリダイレクトすると、コマンド実行が完了した時点でそのファイルは空
になります。

この問題を解決する例として、qchange ... Queue capacity command で、コマ
ンド date /t > x.out を使ってファイルの date 情報を取得する場合を考えます。
この処理を対話的に行うには、次のような手順で実行します。
qmadmin
> qopen yourQspace
> qchange yourQname
> go through all the setups... the threshold queue capacity warning,
   and so on
> "Queue capacity command: " cmd /c date /t > x.out
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この処理を yourFile.cmd などのコマンド・ファイルから行う場合は、
yourFile.cmd にコマンド date /t > x.out を追加してから、次のような手順を実
行します。
qmadmin
> qopen yourQspace
> qchange yourQname
> go through all the setups... the threshold queue capacity warning,
   and so on
> "Queue capacity command: " yourFile.cmd

関連項目 『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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名前 rex—オフ・ラインの正規表現コンパイラおよびテスタ

形式 コンパイル :

rex pattern_file C_file 

テスト : 

rex pattern [file . . . ]

機能説明 引数なしで起動する場合、rex は、標準入力から正規表現を読み取り、初期化した文
字配列を標準出力に書き込みます。通常、出力は C プログラムにインクルードされ
ます。これにより、実行時間およびプログラムのサイズの両方を節約できます。コマ
ンド rex は、標準入力 (通常は入力ファイルから切り換えられる ) での正規表現をコ
ンパイルし、出力を標準出力 (通常は出力ファイルに切り換える ) に書き込みます。

入力ファイルにはいくつかのパターンがあります。各形式は次のようになります。

name string [string . . .]

ここでの name は、出力の配列に使用する C の名前です。string は正規表現で、二
重引用符で囲まれます。複数の string が name の後にくる場合、それらは、1 つの 
string に連結されます。(複数の string は、厳密には、フォーマット上の都合で
す )。パターンに二重引用符がある場合、それらの前にはバック・スラッシュが必要
です。

出力は、C のプログラムにインクルードされるかまたはコンパイルされ、後でロード
されます。rex 出力を使用する C プログラムでは、rematch(abc,line,0) は、名
前が abc である正規表現を line に適用します。

次は、サンプルの入力ファイルです。
cname   "[a-zA-Z_][a-(3c)-Z0-9_]*" 
 
tn       "\\\\(([0-9]{3})$0\\\\)"  
         "([0-9]{3})$1"  
         "-"  
         "([0-9]{4})$2"

これに対応する出力は、次のようになります。
/* pattern: "[a-aA-Z_][a-zA-Z0-9_]*" */ 
char cname[] = {
040,0,0206,012,0,0210,0141,0172,0210,0101,0132,0137,  
...  };
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/* pattern: "\\\\(([0-9]{3})$0\\\\)([0-9]{3})$1-([0-9]{4})$2" */
char tn[] = {
063,0,050,0202,0225,013,0,03,0206,06,0,0210,060,071,
...  };

rexに 1 つあるいは複数の引数を指定して起動することにより、テストするデータを
パターンと突き合わせることができます。1 番目の引数は、残りの引数で指定される
名前のファイルの各行に適用するパターン (正規表現 )として扱われます。ファイル
名の引数が指定されない場合、標準入力が使用されます。特殊なファイル名、- は、
標準入力を指す引数として使用されます。

一致するテキストがある場合、一致したものを含む行が出力され、行の一致した部分
に下線が引かれます。さらに、指定されたサブ・パターン用に抽出したすべてのテキ
ストが、別の行に出力されます。

次にコマンド rex の使用例を示します。

rex '(^|)([0-9]+)$0(|$)'

入力は次のとおりです。

...  or 200 programmers in one week. 
This sentense has 3 erors.  
I need 12 bad men.

出力は次のとおりです。

...  or 200 programmers in one week. 
      -----  
$0 = `200'  
 
This sentense has 3 erors.  
                ---  
$0 = `3'  
 
I need 12 bad men.  
     ----  
$0 = `12'

診断 エラーは、ファイル・オープン・エラー、引数エラーなどですが、改めて説明するま
でもありません。

関連項目 tpsubscribe(3c) の正規表現の情報
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tidl(1)
名前 tidl—Interface Definition Language コンパイラ

形式 tidl [option] . . . filename [option]. . .

機能説明 tidl は、入力 IDL と関連する ACF ソース・ファイルを解析し、オプションとして
ヘッダ・ファイル、クライアント・スタブ、サーバ・スタブ、および補助ファイルを
作成します。作成されたソース・コードは Classic C、ANSI C、あるいは C++ 用のコ
ンパイラでコンパイル可能です。

コマンド行引数には、入力 IDL ソース・ファイルと、IDL コンパイラの動作を制御す
るオプションを指定します。以下に、オプションを示します。

-client type

作成するクライアント側のファイルを指定します。typeの値は次のとおりで
す。

all

クライアント・スタブと補助ファイルを作成します。-client オプションが
指定されない場合には、これがデフォルトになります。

stub

クライアント・スタブ・ファイルのみを作成します。

aux

クライアント補助ファイルのみを作成します。現時点では補助ファイルは作
成されず、このオプションの影響はありません。

none

クライアント・ファイルは作成されません。

-server type

作成するサーバ側のファイルを指定します。type の値は次のとおりです。

all

サーバ・スタブと補助ファイルを作成します。-server オプションが指定さ
れない場合には、これがデフォルトになります。

stub

サーバ・スタブ・ファイルのみを作成します。

aux

サーバ補助ファイルのみを作成します。現時点では補助ファイルは作成され
ず、このオプションの影響はありません。

none

サーバ・ファイルは作成されません。
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-cstub filename

クライアント・スタブ・ファイルのファイル名を指定します。ファイル名に 
.c 拡張子が付かない場合には、IDL コンパイラが拡張子を付加します。デ
フォルトのクライアント・スタブ名 (-cstub が指定されない場合 ) は、
_cstub.c が付加された IDL ソース・ファイルのベース名 (ディレクトリやピ
リオドの後の接尾語の付かない単純なファイル名 ) です。関連するクライアン
ト・スタブ・オブジェクト・ファイルには、クライアント・スタブ・ファイ
ルの名前に .c ではなく .o が付加されます。

-sstub filename

サーバ・スタブ・ファイルのファイル名を指定します。ファイル名に .c 拡張
子が付かない場合には、IDL コンパイラが拡張子を付加します。デフォルト
のサーバ・スタブ名 (-sstub が指定されない場合 ) は、_sstub.c が付加され
た IDL ソース・ファイルのベース名 (ディレクトリやピリオドの後の接尾語の
付かない単純なファイル名 ) です。関連するサーバ・スタブ・オブジェクト・
ファイルには、サーバ・スタブ・ファイルの名前に .c ではなく .o が付加さ
れます。

-caux filename

クライアント補助ファイルのファイル名を指定します。ファイル名に .c 拡張
子が付かない場合には、IDL コンパイラが拡張子を付加します。デフォルト
のクライアント補助名 (-caux が指定されない場合 ) は、_caux.c が付加され
た IDL ソース・ファイルのベース名 (ディレクトリやピリオドの後の接尾語の
付かない単純なファイル名 ) です。関連するクライアント補助オブジェクト・
ファイルには、クライアント補助ファイルの名前に .c ではなく .o が付加さ
れます。

-saux filename

サーバ補助ファイルのファイル名を指定します。ファイル名に .c 拡張子が付
かない場合には、IDL コンパイラが拡張子を付加します。デフォルトのサー
バ補助名 (-saux が指定されない場合 ) は、_saux.c が付加された IDL ソー
ス・ファイルのベース名 (ディレクトリやピリオドの後の接尾語の付かない単
純なファイル名 ) です。関連するサーバ補助オブジェクト・ファイルには、
サーバ補助ファイルの名前に .c ではなく .o が付加されます。

-header filename

作成されるヘッダ・ファイルのファイル名を指定します。デフォルトのヘッ
ダ・ファイル名 (-header が指定されない場合 ) は、.h が付加された IDL 
ソース・ファイルのベース名 (ディレクトリやピリオドの後の接尾語の付かな
い単純なファイル名 ) です。
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-out directory

出力ファイルが作成されるディレクトリを指定します。デフォルト (-out が
指定されない場合 ) では、ファイルは現在の作業ディレクトリに作成されま
す。

-keep type

どのファイル・タイプを保持するか指定します。デフォルトでは、IDL コン
パイラは C のソース・ファイル (たとえば、クライアント・スタブ ) を作成
し、C コンパイラを使用してオブジェクト・ファイルを作り、C のソース・
ファイルを削除します。保存できるファイル・タイプは次のとおりです。

none

いずれのファイルも作成しないか、C コンパイラを呼び出しません。

c_source

C のソース・ファイルのみを保存して、C コンパイラは呼び出しません。

object

オブジェクト・ファイルのみを保存して、C のソース・ファイルを削除しま
す (これがデフォルトになります )。

all

C のソース・ファイルとオブジェクト・ファイルの両方を保存します。

-I directory

インポートされた IDL ファイルとインクルード・ファイルを検索するディレ
クトリを指定します。-I の後の空白は任意です。-I オプションを複数回指定
して、複数のディレクトリを指定できます。デフォルトでは、まず現在の作
業ディレクトリを検索し、次いで -I オプションで指定したディレクトリを指
定された順に検索し、その後システムの IDL ディレクトリ 
($TUXDIR/include) を検索します。この順序は、インクルード・ディレクト
リを C プリプロセッサと C コンパイラに渡す場合も同様です。ファイルが複
数のディレクトリに存在する場合には、上記の検索順で最初に見つかった
ファイルが使用されます。

-no_def_idir

-I オプションと一緒に使用しない場合には、インポート・ファイルとインク
ルード・ファイルを、現在の作業ディレクトリのみで検索するようにします。
1 つまたは複数の -I オプションと共に使用する場合には、-I ディレクトリの
みを検索します (現在の作業ディレクトリやシステムの IDL ディレクトリは検
索されません )。

-cpp_cmd "cmd"

ソース・ファイルを拡張するために C プリプロセッサ・コマンドを指定しま
す。
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-no_cpp

C プリプロセッサがソース・ファイルの拡張を行わないようにします。これ
は、ソース・ファイルにはプリプロセッサ・ディレクティブ (マクロ置換や 
#include など ) を含めないことを意味します。

-cpp_opt "opt"

C プリプロセッサに渡される追加オプションを指定します。デフォルト値は
ヌルの文字列です。IDL コンパイラは、-cpp_cmd、-cpp_opt、-D と -U  引
数 (指定された順 )、-I 引数 (指定された順 )、およびソース・ファイル名 
(IDL または ACF ファイル名 ) で構成するコマンドラインを実行します。

-D name[=def]

名前を定義し、オプションとして C プリプロセッサに渡される値も定義しま
す。-D オプションを複数回指定することで、複数のシンボルを定義できます。
-D  の後の空白は任意です。

-U name

C プリプロセッサのために定義した名前を取り消します。-U オプションを複
数回指定することで、複数のシンボルの定義を取り消せます。-U の後の空白
は任意です。

-cc_cmd "cmd"

オブジェクト・ファイルを作成するための C コンパイラ・コマンドを指定し
ます。デフォルト (-cc_cmd を指定しない場合 ) は、"cc -c" です。

-cc_opt "opt"

追加の C コンパイラ・オプションを指定します。デフォルト (-cc_opt を指定
しない場合 ) は、ヌルの文字列です。IDL コンパイラは、-cc_cmd、
-cc_opt、-I 引数 (指定された順 )、およびソース・ファイル名 (スタブまた
は補助ファイル名 ) で構成するコマンドラインを実行します。

-syntax_check

出力ファイルは作成せずに、入力ファイルの構文エラーを調べます。

-no_warn

コンパイラからの警告メッセージが出力されないようにします。

-confirm

ソース・ファイルのコンパイルは行わず、(明示的に、または暗黙的に ) 選択
した IDL コンパイラのオプションを表示します。-v オプションと共に使用す
ると、-confirm なしの場合に実行する処理を表示し、実際の処理は行いませ
ん。たとえば、入力ファイルの解析、出力ファイルの作成、コンパイル時の
メッセージを表示します。
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-v

冗長モードを指定します。行われている処理についてのメッセージ (たとえ
ば、入力ファイルの解析、出力ファイルの作成、コンパイルなど ) が、標準エ
ラー出力に表示されます。

-version

IDL コンパイラのバージョン番号を表示します。

-stdin

ファイルからではなく、標準入力から IDL ソース入力を獲得します。デフォ
ルトのファイル名は、入力 IDL ソース・ファイルが "a.idl" と命名されてい
るものとして作成されます (たとえば、デフォルトのクライアント・スタブ・
ファイルは "a_cstub.c" と命名されます )。

-cepv

クライアント・エントリ・ポイント・ベクトル (CEPV) を作成します。デフォ
ルトではクライアント・スタブ・モジュール内の関数は、インターフェイス定
義でのオペレーション名に命名されます。ただし、これは複数のバージョンの
インターフェイス、同じオペレーション名を持つインターフェイス、あるいは
同じクライアント・プログラム (オペレーション名が複数回定義される ) にリ
ンクされるローカルとリモートの同一関数には許可されません。

-cepv オプションを指定すると、関数名はクライアント・スタブに対して
ローカルに宣言され、クライアント・エントリ・ポイント・ベクトル (関数ポ
インタの配列 ) が、interface_vmajor_minor_c_epv という名前でクライ
アント・スタブ内に (グローバルに ) 定義されます。interface はインター
フェイス名で、major はメジャー・バージョン番号、minor はマイナー・
バージョン番号です。インターフェイス・オペレーションは、CEPV 内のアド
レスを用いて間接的に呼び出されなければなりません。
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-no_mepv

マネージャ (サーバ ) エントリ・ポイント・ベクトル (MEPV) を作成しませ
ん。デフォルトではサーバ内のアプリケーション関数は、インターフェイス
定義のオペレーション名に命名されるものと想定します。ただし、これは複
数のバージョンのインターフェイス、同じオペレーション名を持つインター
フェイス、あるいは同じサーバ・プログラム (オペレーション名が複数回定
義される ) にリンクされるローカルとリモートの同一関数には許可されませ
ん。通常、マネージャ・エントリ・ポイント・ベクトル (関数ポインタの配
列 ) は、interface_vmajor_minor_s_epv という名前でサーバ・スタブ内
に (グローバルに ) 定義されます。interface はインターフェイス名で、
major はメジャー・バージョン番号、minor はマイナー・バージョン番号
で、オペレーション名で初期化されます。アプリケーション・サービス関数
を呼び出すのに使用します。-no_mepv オプションを指定すると、MEPV は
サーバ・スタブ内には作成されず、アプリケーションで構造体を設定する必
要があります。この方法では、アプリケーションはエントリ・ポイント名を
オペレーションに基づく名前ではなく、アプリケーションで使用する任意の
名前に設定することができます。

-error all

追加のエラー・チェッキングを指定します。デフォルトでは、IDL コンパイ
ラはエラーが 50 回検出されると終了します。

-port level

移植性検査のレベルを指定します。次のレベルがサポートされています。
case

2 つの識別子に大文字と小文字の区別しかない場合には、警告メッセージを出
力します。
none

追加の移植性検査を行わないようにします。これがデフォルトの設定です。

-no_enum_lit

列挙リテラルがスタブ・フィールドに作成されないようにします。デフォル
トでは列挙リテラルが作成されます。

-use_const

#define 定義の代わりに ANSI C const 宣言が定数値に使用されます。

IDL ソース・ファイルとすべてのインポート IDL ファイルでは、コンパイラは IDL 
ソース・ファイルのベース名に付加された接尾語 .acf の付いた関連する ACF を検索
します。検索するディレクトリは C プリプロセッサで指定されたのと同じもの (上述
の -I と -no_def_idir を参照 ) で、ACF ファイルは IDL ソース・ファイル名で指定
されたディレクトリで検索されます。

注意事項 IDL のファイル名 tbase.idl は、IDL コンパイラのために予約されています。
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使用例 IDL ソース・ファイル math1.idl の例を次に示します。

[uuid(2048A080-0B0F-14F8-26E0-930269220000)] 
interface math1 
{  
import "math2.idl";  
 
long add_op([in] long first1, [in] long second);  
long sub_op([in] long first1, [in] long second);  
}

次にサンプルの ACF ソース・ファイル math1.acf を示します。

[auto_handle]  
interface math1  
{  
  include "stdio";  
  [code] add_op([fault_status,comm_status] result);  
}

次のコマンドラインは、out/math1.h と共に、クライアント側のファイル 
out/math1_cs.c と out/math1_cs.o のみを作成する (補助ファイルは必要ありま
せん ) math1.idl をコンパイルします。I DL コンパイラはカレント・ディレクトリ、
app サブディレクトリ、および $TUXDIR/include ディレクトリで math2.idl (除
算と乗算を行います ) を検索します。

tidl math1.idl -Iapp -client all -server none -keep all
-cstub math1_cs -out app

関連項目 uuidgen(1) 
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tlisten(1)
名前 tlisten—汎用リスナ・プログラム

形式 tlisten [-d device] -l nlsaddr [-u {uid-# | uid-name}] [-z bits] [-Z bits ]

機能説明 tlisten は、BEA Tuxedo ATMI アプリケーション・プロセッサ上のデーモン・プロ
セス  として動作するネットワーク独立型のリスナ・プロセスで、ほかの BEA Tuxedo 
ATMI プロセス (たとえば、tmboot(1)) に対してリモート・サービス接続を行いま
す。tlisten は次のようなコマンド行オプションを使用します。

-d device

ネットワーク・デバイスの絶対パス名。リリース 6.4 以降では、このパラメー
タは省略できます。それ以前のリリースでは、基本となるネットワーク・プ
ロバイダが要求する場合使用してください。

-l nlsaddr

プロセスが接続をリッスンするネットワーク・アドレス。TCP/IP アドレスは、
次のいずれかの形式で指定できます。

"//hostname:port_number"

"//#.#.#.#:port_number"

一番目の形式では、tlisten はローカル名解決機能 (通常は DNS) を利用して 
hostname のアドレスを見つけます。hostname はローカル・マシンでなけれ
ばなりません。ローカル名解決機能によって hostname をローカル・マシン
のアドレスに明確に解決します。

2 番目の例の文字列 #.#.#.# はドットで区切った 10 進数の形式です。それぞ
れの # には 0 から 255 までの数字です。このドット 10 進数値はローカル・マ
シンの IP アドレスを意味します。両方の形式共に port_number は tlisten 
プロセスが入力要求に対してリスンする TCP ポート番号です。port_number 
は 0 から 65535 の間の数字または名前です。

注記 一部のポート番号は、お使いのシステムで使用される基本トランスポート・
プロトコル (TCP/IP など ) のために予約されている場合があります。予約さ
れているポート番号を確認するには、トランスポート・プロトコルのマ
ニュアルを調べてください。

port_number が名前の場合は、ローカル・マシン上でネットワーク・サービ
ス・データベースでの中からその名前を見つけなければなりません。先頭に 
"0x" をつけてそのアドレスも 16 進形式で指定できます。"0x" の後の各文字
は、0 から 9 までの数字か、A から F までの英字 (大文字・小文字に関係なく )
です。16 進数の形式は、IPX/SPX や TCP/IP のような任意のバイナリ・ネット
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ワーク・アドレスに使うことができます。アドレスも任意の文字列として指定
できます。この値は、コンフィギュレーション・ファイルの NETWORK セク
ションで使用する NLSADDR パラメータに指定するものと同じにします。

-u {uid-# | uid-name}

tlisten は、指定されたユーザとして動作します。このオプションにより、
root によるシステムの初期化処理の一部として、tlisten を起動できます。
tlisten の実行ユーザが root である場合には、このオプションは必須です。
したがって、tlisten プロセスは root が実行することはできますが、root 
としては動作しません。tlisten コマンドを root 以外のユーザが使用する
場合には、-u オプションは必要とされません。root 以外のユーザは -u オプ
ションを設定することはできますが、このオプションはそのユーザ自身の
ユーザ ID にしか設定できないので、あまり意味はありません。プロセッサ上
での各 tlisten プロセスは、使用するアプリケーション管理ユーザ ID が同じ
である BEA Tuxedo ATMI アプリケーションすべてをサポートすることができ
ます。

-z [0 | 40 | 56 | 128] 

BEA Tuxedo 管理プロセスと tlisten との間のネットワーク・リンクを確立す
る場合の、最小レベルの暗号化を指定します。0 は暗号化が行われないことを
示し、40、56、および 128 は暗号化キーの長さをビット単位で指定します。
ここで指定する最小レベルの暗号化が満たされない場合、リンクの確立は失
敗します。デフォルト値は 0 です。このオプションを使用できるのは、国際
版または米国 /カナダ版の BEA Tuxedo セキュリティのライセンスがインス
トールされている場合に限られます。

注記 リンク・レベルの暗号化の値 40 は、下位互換性を維持するために提供され
ています。

-Z [0 | 40 | 56 | 128] 

BEA Tuxedo 管理プロセスと tlisten 間にネットワーク・リンクを確立する場
合の、最大レベルの暗号化を指定します。0 は暗号化が行われないことを示
し、40、56、および 128 は暗号化キーの長さをビット単位で指定します。デ
フォルト値は 128 です。このオプションを使用できるのは、国際版または米
国 /カナダ版の BEA Tuxedo セキュリティのライセンスがインストールされて
いる場合に限られます。

注記 リンク・レベルの暗号化の値 40 は、下位互換性を維持するために提供され
ています。
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tlisten プロセスは、ほとんどのサービス要求を認証します。tlisten は、パス
ワードの一覧ファイルを読み取ります。サービスを要求するプロセスは、少なくとも
そのファイルの中にあるパスワードの 1 つを提示しなければなりません。APPDIR 環
境変数が設定された場合、APPDIR/.adm/tlisten.pw という名のファイルからパス
ワードを取得します。このファイルが見つからない場合、システムは 
TUXDIR/udataobj/tlisten.pw という名のファイルを検索します。このファイル
は BEA Tuxedo ATMI システムのインストール時に作成されます。パスワードの長さ
が 0 であるか、パスワードのないファイルの場合、パスワードのチェックは行われま
せん。こうしたセキュリティのかかっていないモードで起動している時は、
tlisten および tlisten に接続しているプロセスにより警告メッセージがユーザ・
ログに書き込まれます。

tmboot などのように、tlisten からサービスを要求するプロセスは、認証の際に使
用するパスワードをプロセスが稼働しているマシンのファイルから検索します。この
際、tlisten がパスワード・ファイルを検索するときと同じ方法をとります。

環境変数 ! 環境変数 TUXDIR は、tlisten コマンドを呼び出す前に設定しエクスポートして
おく必要があります。

! 共有オブジェクトを使用する SVR4 アプリケーションの場合も、環境変数 
LD_LIBRARY_PATH を  $TUXDIR/lib に設定してから、tlisten プロセスを起動
するようにしなければなりません。一部の Unix システムでは、別の環境変数が必
要となる場合もあります。HP-UX システムでは SHLIB_PATH 環境変数を使用しま
す。AIX システムでは LIBPATH 環境変数を使用します。

! APPDIR は、tlisten パスワード・ファイルの位置を検索するために設定します。

! ULOGPFX はログ・メッセージを格納しているファイルを送信するのに使用できま
す。

注記 インストールの間に管理パスワード・ファイルが作成されます。BEA Tuxedo 
ATMI システムでは、必要に応じて次のディレクトリでこのファイルを探しま
す (ここに示された順番で )。

! APPDIR/.adm/tlisten.pw

! TUXDIR/udataobj/tlisten.pw

管理パスワードファイルが確実に見つかるように、必ず APPDIR または TUXDIR 
の環境変数を設定してください。

リンクレベルの
暗号化

リンクレベル暗号化機能が tlisten と tmboot などの要求プロセスとの間で動作し
ている場合は、リンクレベル暗号化を取り決め、アクティブにしてから認証します。

終了方法 tlisten プロセスは通常、SIGTERM シグナルを送ることによってしか終了できま
せん。
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推奨される使用法 システムの起動時、アプリケーションごとに 1つの tlisten プロセスを起動するこ
とを推奨します。TUXDIR と APPDIR 環境変数を設定してから tlisten を呼び出すこ
とを忘れないでください。

tlisten プロセスを起動するもう 1つの方法は手操作で起動する方法です。
tlisten プロセスをアプリケーション管理者が起動する場合は、-u オプションは省
略できます。同じネットワーク・アドレスを使用して tlisten コマンドを重複して
呼び出すと、コマンドは自動的に終了し、該当するメッセージが記録されます。

ネットワーク・
アドレス

tlisten を実行するローカル・マシンが、TCP/IP アドレス指定機能を使用していて、
アドレスは 155.2.193.18 であり、backus.company.com という名前になっている
と想定します。さらに tlisten が要求を受け取るポート番号は 2334 と想定します。
またこのポート番号は bankapp-nlsaddr という名前のネットワーク・サービス・
データベースに追加されていると想定します。2334 -l オプションで指定するアドレ
スは次に示す方法で表現できます。
//155.2.193.18:bankapp-nlsaddr
//155.2.193.18:2334
//backus.company.com:bankapp-nlsaddr
//backus.company.com:2334
0x0002091E9B02C112

最後の表現は 16 進形式です。0002 は TIP/IP アドレスの先頭部分、091E は 16 進数に
変換されたポート番号です。2334その後、IP アドレス 155.2.193.12 の各要素は 
16 進数に変換されています。したがって 155 は 9B となり、2 は 02 にというように
なります。

STARLAN ネットワークの場合は、推奨するアドレス uname.tlisten が通常一意の名前
となります。

W in d o w s コント
ロール・パネル・

アプレット

コントロール・パネル・アプレットを介してリモート Windows マシン上で tlisten 
プロセスを起動するためにはそのマシンの管理特権が必要です。

関連項目 UBBCONFIG(5) 
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tmadmin(1)
名前 tmadmin—BEA Tuxedo 掲示板コマンド・インタプリタ

形式 tmadmin [ -r ] [ -c ] [ -v ]

機能説明 tmadmin は、以下に説明するコマンドをもち、単一プロセッサ、マルチプロセッサ、
あるいはネットワーク環境において掲示板や関連するエンティティ (クライアント、
サーバ、サービス等のそれぞれの情報 ) の検査および修正を行うときに使用します。
環境変数 TUXCONFIG と TUXOFFSET を使用して、BEA Tuxedo のコンフィギュレー
ション・ファイルがロードされた場所とオフセットを決めます。

tmadmin を -c オプションを付けて呼び出した場合、コンフィギュレーション・
モードになります。有効なコマンドは、default、echo、help、quit、verbose、
livtoc、crdl、lidl、dsdl、indl および dumptlog です。tmadmin はどのノー
ドでも (非アクティブ状態のノードを含め ) このモードで呼び出せます。tmadmin 
が (実行中の BBL を介して ) アプリケーションに管理プロセスあるいはクライアン
トとして結合できる場合には、そのノードはアクティブであると見なされます。

-r オプションを付けると、tmadmin は管理プロセスとしてではなく、クライアント
として掲示板に入ります。つまり、読み取り専用モードを要求します。これは、管理
プロセス用スロットを非占有状態にしておきたい場合に有用です。

注記 このオプションを使用すると、-r オプションなしで tmadmin を実行したときに取
得できる情報の一部しか取得できないことに注意してください。特に tmadmin 
-r を実行した場合、リモート・サイトで動作しているサーバの負荷値は取得で
きません。

なお、管理プロセスになれるのは、1 度に 1 つの tmadmin プロセスだけです。BEA 
Tuxedo 管理者以外のユーザが -r オプションを指定し、セキュリティがオンになって
いる場合、ユーザはパスワードを求められます。

-v オプションを使用して tmadmin を実行すると、BEA Tuxedo のバージョン番号と
ライセンス番号が表示されます。情報を出力した後、tmadmin は終了します。その
他 2 つのオプションは、-v オプションと共に使用しても無視され、-v オプションに
よって要求される情報だけが表示されます。
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通常、tmadmin はアクティブ・アプリケーション内であれば、任意のアクティブ・
ノード上で実行できます。分断されているアクティブ・ノード上で実行する場合、使
用できるコマンドはローカル掲示板への読み取り専用のアクセスを行うものに限られ
ます。これらのコマンドには、bbls、bbparms、bbstat、default、dump、
dumptlog、echo、help、interfaceparms、printactiveobject、
printclient、printinterface、printfactory、printnet、printqueue、
printroute、printserver、printservice、printtrans、printgroup、
reconnect、quit、serverparms、serviceparms および verbose があります。
これらのほか、構成コマンドも使用できます。この分断ノードが MASTER のバック
アップ・ノードである場合 (コンフィギュレーション・ファイルの RESOURCES セク
ションで MASTER パラメータの 2 つめのエントリとして指定 )、master コマンドを使
用して、分断アプリケーションのこの部分の MASTER にこのノードを設定することも
可能です。

アプリケーションがアクティブ状態でない場合、tmadmin は MASTER プロセッサ上でし
か実行できません。このモードでは、すべてのコンフィギュレーション・モード・コマ
ンドとともに、TLOG コマンド (crlog、dslog、および inlog) と boot も利用できます。

tmadmin が呼び出された後は、次に示す構文に従って、プロンプト (">") からコマン
ドを入力してください。

command [arguments]

共通して出現するいくつかの引数には、default コマンドを使用してデフォルト値
が与えられます。default コマンドを通じて設定されたパラメータを受け付けるコ
マンドは、default をチェックして、値が設定されているかどうかを確認します。
値が設定されない場合、エラー・メッセージが返されます。

ネットワーク環境あるいはマルチプロセッサ環境では、default machine (UBBCONFIG 
ファイルの MACHINES セクションに記述されている論理 machine ID  (LMID)) を設定す
ることによって、1  つの掲示板をアクセスできます。デフォルトのマシンが all に設定
されていると、すべての掲示板が参照されます。machine が DBBL に設定されている場
合は、特殊掲示板が使用されます。default machine はプロンプトの一部として次の
ように示されます。MASTER>

default コマンドによって machine が設定されていない場合には、DBBL が使用さ
れます (SHM モードではローカル BBL が使用されます )。

コマンド行で指定する machineは通常の場合 default の設定から得ることができま
す (たとえば、printserver)。しかし、いくつかのコマンド (たとえば、TLOG) では 
TUXCONFIG で見つかったデバイスに対して実行されるので、注意が必要です。この
場合、DBBL または all を default で設定すると設定はエラーになります。
logstart など一部のコマンドでは、コマンド行で machine の値を指定しなければ
なりません。この場合、machine値は -m オプションの引数で指定しません。
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設定は一度されるとほかの default コマンドで変更を行わない限り、デフォルト値
の効果はセッションが終了するまで有効です。デフォルト値は、コマンド行で明示的
に値を入力して上書きするか、値 "*" を入力して設定解除します。値を上書きした場
合、その効果は、コマンドの単一のインスタンスの間継続します。

tmadmin コマンドからの出力は、ページ別表示コマンドの指定に従って別表示されます 
(下記の paginate サブコマンドの項を参照 )。

詳細情報または要約情報を出力するコマンドがあります。verbose コマンドは、デ
フォルトの出力レベルを設定するのに使用します。ただし各コマンドには (boot、
shutdown と config を除く )、そのコマンドだけについて詳細情報または要約情報
を出力するための -v または -t オプションを持っています。出力を要約モードで表
示すると、情報の一部 (たとえば、LMID または GROUP 名、サービスまたはサーバ
名 ) が短縮されることがあります。その場合は、値の終わりに + 符号が付加されま
す。情報を全て表示するには、詳細モードでコマンドを再入力します。

T M A D M I N  の
コマンド

コマンドは、そのフルネームあるいは (かっこ内に示される ) 省略名のいずれかで入
力し、適切な引数が続きます。角括弧 [ ] で囲まれている引数は省略可能です。中括
弧 { } で囲まれている引数は相互に排他的な選択肢を示します。該当するデフォルト
値が default コマンドで設定されている場合は、そのコマンド・オプションをコマ
ンド行で指定する必要がないことに注意してください。{} で囲まれたオプションの
グループに続く ...は、コマンド行で 1 つ以上 (少なくとも 1 つ必要 ) のオプションを
指定できることを示します。

aborttrans (abort) [ -yes ] [ -g groupname ] tranindex

コマンド行または default により groupname が指定されると、指定サーバ・
グループの指定トランザクション・インデックス tranindex に対応するトラ
ンザクションをアボートさせます。このオプションの指定がなければ、トラ
ンザクションのコーディネータにグローバル・トランザクションのアボート
を通知します。トランザクションが既に決定されていて、その決定がコミッ
トである場合には、aborttrans は異常終了します。インデックスには、
printtrans コマンドを前回実行したときの結果が使用されます。トランザ
クションを完全に終了させるには、そのトランザクションに関わっているす
べてのグループに対して printtrans と aborttrans を実行しなければなり
ません。このコマンドの使用には、十分な注意が必要です。
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advertise (adv) {-q qaddress [ -g groupname ]  
[-i srvid] | -g groupname -i srvid} service[:func]

指示されたサービスに対してサービス・テーブルにエントリを作成します。
service は関数 func にマッピングすることができます。qaddress が指定さ
れていない場合は、groupname と srvid を指定し、サーバを一意に識別する
必要があります。この service を MSSQ セットに追加する場合には、その
セットの全サーバでこのサービスを宣言します。MSSQ セットの一部のサー
バしかそのサービスを宣言できない場合は、その宣言全体が無効です。文字  
(.) で始まるサービスはシステム・サーバで使用するために予約されているた
め、アプリケーション・サーバでは宣言できません。

bbclean (bbc) machine

マシン machine 上の掲示板に対する全アクセス・プロセス、および DBBL の
完全性をチェックします。bbclean は、動かなくなったサーバを適切に除去
し、かつそれらの中で再開可能のマークが付けられているサーバがあれば、
それらを再開させます。また、どのプロセスからも利用されていないリソー
スがあれば、それらも除去します。最後のステップとして、bbclean は DBBL 
に各 BBL の状態のチェックをさせます。SCANUNIT の時間内に応答しない BBL 
があった場合、それは分断されたものとしてマークされます。特殊掲示板の
みをクリーンアップする場合は、DBBL で machine を指定してください。
SHM モードでは、bbclean は失敗した場合、BBL を再開します。machine パ
ラメータは任意です。

bbparms (bbp)

掲示板のパラメータの要約を表示します。たとえば、サーバの最大数、オブ
ジェクトの最大数、インターフェイスの最大数、サービスの最大数を出力し
ます。

bbsread (bbls) machine

マシン machine 上の掲示板の IPC 資源のリストを表示します。SHM モードで
は machine はオプションです。遠隔マシンからの情報は含まれません。

bbstats (bbs) 

掲示板に関する統計情報の要約を表示します (shmstats を参照 )。

boot (b) [options]

このコマンドは、tmboot() コマンドと同じです。オプションや使用上の制限
事項については、tmboot(1) を参照してください。
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broadcast (bcst) [-m machine] [-u usrname] [-c cltname] [text]

任意通知型メッセージをすべての選択クライアントに送信します。送信され
るメッセージは STRING 型の型付きバッファで、text で指定されたデータが
入ります。ただし、text は 80 文字を超えないようにしてください。text に
複数の単語を指定する場合には、"text text" のように .全体を引用符で囲
む必要があります。指定がなければ、machine にはデフォルトの値 (default 
で設定された値 ) が使用されます。パラメータが指定されていない (かつデ
フォルト値がない )場合、その識別子にワイルドカード値が指定されたものと
解釈されます。

changeload (chl) [-m machine] {-q qaddress [-g groupname]
[-i srvid] -s service  | -g groupname -i srvid  -s service  | -I interface
[-g groupname]} newload

指定サービスまたはインターフェイスのロード・ファクタを newload に変更
します。qaddress が指定されない場合、サーバを一意に識別するために 
groupname と srvid を必ず指定する必要があります。CORBA 環境では、
interface を指定します。machine が all であるか、設定されていない場合
には、全マシンに対して変更がなされます。それ以外の場合は、ローカルの
変更は指定した machine でのみ有効となります。ローカルの修正は、引き続
くグローバル (またはローカル ) の変更によって上書きされます。

changepriority (chp) [-m machine] {-q qaddress [-g groupname] 
[-i srvid] -s service | -g groupname -i srvid -s service | -I interface [-g
groupname]} newpri

指定サービスまたはインターフェイスがキューから取り出す時の優先順位を 
newpri に変更します。qaddress が指定されない場合、サーバを一意に識別
するために groupname と srvid を必ず指定する必要があります。CORBA 環
境では、interface を指定します。machine が all であるか、設定されてい
ない場合には、全マシンに対して変更がなされます。それ以外の場合は、
ローカルの変更は指定した machine でのみ有効となります。ローカルの修正
は、引き続くグローバル (またはローカル ) の変更によって上書きされます。

changetrace (chtr) [-m machine] [-g groupname] [-i srvid] newspec 

現在実行しているプロセスの実行時トレース動作を newspec に変更します 
(newspec の構文については、tmtrace(5) を参照してください )。実行中の
特定のサーバ・プロセスのトレース仕様を変更するには、-g および -i オプ
ションを指定します。特定のグループで実行中のサーバ・プロセスの構成を
変更するには、-i オプションを指定しないで -g オプションのみを指定しま
す。特定のマシンで実行中のすべてのクライアントおよびサーバ・プロセス
の構成を変更するには、-m オプションを指定します。-g、-i、および -m の
いずれのオプションも指定しなかった場合は、デフォルトのマシンのすべて
の非管理のプロセスが対象となります。このコマンドは、現在実行中でない
クライアントやサーバ、および /WS クライアントの動作には影響を与えませ
ん。
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changetrantime (chtt) [-m machine] {-q qaddress [-g groupname] -
[-i srvid] -s service | -g groupname -i srvid -s service | -I 
interface
[-g groupname]} newtlim

指定サービスまたはインターフェイスのトランザクション・タイムアウト値
を newtlim に変更します。qaddress が指定されない場合、サーバを一意に
識別するために groupname と srvid を必ず指定する必要があります。
CORBA 環境では、interface を指定します。machine が all であるか、設
定されていない場合には、全マシンに対して変更がなされます。それ以外の
場合は、ローカルの変更は指定した machine でのみ有効となります。ローカ
ルの修正は、引き続くグローバル (またはローカル ) の変更によって上書きさ
れます。

committrans (commit) [ -yes ] -g groupname tranindex

指定トランザクション・インデックス tranindex に対応するトランザクショ
ンを指定サーバ・グループでコミットします。トランザクションが指定サー
バ・グループでプリコミットされていなかった場合、あるいはトランザク
ションが「アボートのみ」として認識されている場合には、committrans は
異常終了します。インデックスには、printtrans コマンドを前回実行した
ときの結果が使用されます。-yes オプションを指定せずにこのコマンドを実
行すると、処理を進める前に確認を求められます。このコマンドの使用には、
十分な注意が必要です。

config (conf)

このコマンドは、tmconfig コマンドと同じです。使用方法については、
tmconfig、wtmconfig(1) を参照してください。

crdl -b blocks -z config -o configoffset [ -O newdefoffset ] 
[ newdevice ]

汎用デバイス・リストにエントリを作成します。blocks は、このデバイスに
割り当てる物理ブロック数を指定します。デフォルトの blocks 値は、1000 
ブロックと見なされます。configoffsetは、割り当て開始空間のブロック
番号を指定します。-o オプションを指定せず、デフォルト値も設定されてい
ない場合は、環境変数 FSOFFSET の値が使用されます。FSOFFSET が設定され
ていない場合、デフォルトで 0 になります。config 引数には、最初のデバイ
ス (デバイス・リストを格納している ) を指定します。/ で始まる絶対パス名
でなければなりません。-z オプションを指定せず、デフォルト値も設定され
ていない場合は、FSCONFIG 環境変数に指定されているパスが使用されます。
crdl コマンドの newdevice には、作成するデバイスを指定します。/ で始ま
る絶対パス名でなければなりません。このパラメータの指定を省略すると、
newdevice は構成デバイスになります。-O (大文字の O) オプションを使用す
ると、newdevice の先頭へのオフセットを指定することができます。
newdefoffset指定がなければ、オフセットは 0 (ゼロ ) になります。
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crlog (crlg) -m machine

指定のあるいはデフォルトの machine ("DBBL" または "all" を設定できません
) に対する DTP トランザクション・ログを作成します。コンフィギュレーショ
ン・ファイルで TLOG がそのマシン用に定義されていなければ、エラーになり
ます。このコマンドは TUXCONFIG ファイルを参照して、TLOG を格納してい
る BEA Tuxedo ファイル・システム、そのファイル・システム内での TLOG の
名前、およびサイズを判別します (UBBCONFIG(5) を参照 )。

default (d) [-g groupname] [-i srvid] [-m machine] [-u usrname] [-c cltname]
[-q qaddress] [-s service] [-b blocks] [-o offset] [-z config] [-a { 0 | 1 | 2}]
[-I interface] [-B objectid] [-r routingname]

対応する引数をデフォルトのグループ名、サーバ ID、マシン、ユーザ名、ク
ライアント名、キュー、サービス名、デバイス・ブロック、デバイス・オフ
セット、あるいは UDL 構成デバイス・パス (/ で始まる絶対パス名でなければ
なりません。) などに設定します。-a オプションに付いては、printservice 
を参照してください。CORBA 環境では、対応する引数に、デフォルトのオブ
ジェクトのインターフェイス名、オブジェクト ID、またはファクトリベース
のルーティング名を設定することもできます。-B を使用してオブジェクト ID 
パラメータが指定されている場合、マシン引数 (-m) を指定する必要もありま
す。すべてのデフォルト値は、引数として "*" を指定することによって、設定
を解除することができます。machine がマシン ID に設定されている場合、以
降の検索を特殊掲示板から行わせるには、machine には DBBL を設定する必
要があります。machine の設定解除 (-m *) は DBBL の設定と等値です。
default コマンドを引数なしで入力した場合は、現在のデフォルトの値が表
示されます。

dsdl [ -yes ] -z config [ -o offset ] dlindex

汎用デバイス・リストにあるエントリを破壊します。dlindex 引数は、汎用
デバイス・リストから削除されるデバイスのデバイス・リストにおけるイン
デックスです。ただし、エントリ 0 は、VTOC ファイルとその他のデバイス・
リスト・エントリをすべて最初に除去した後でなければ除去できません (エン
トリ 0 には、デバイス・リストと目次が記録されていて、これを削除すると、
これら 2 つのテーブルも破壊されてしまうからです )。config 引数には、汎
用デバイス・リストを格納するデバイスを指定します。/ で始まる絶対パス名
でなければなりません。-z オプションを指定せず、デフォルト値も設定され
ていない場合は、FSCONFIG 環境変数に指定されているパスが使用されます。
offset オプションを使用すると、config へのオフセットを指定できます。
-o オプションを指定せず、デフォルト値も設定されていない場合は、環境変
数 FSOFFSET の値が使用されます。FSOFFSET が設定されていない場合、デ
フォルトで 0 になります。-yes オプションを指定せずにこのコマンドを実行
すると、処理を進める前に確認を求められます。
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dslog (dslg) [ -yes ] -m machine 

指定されたあるいはデフォルトの machine ("DBBL" または "all" を設定できま
せん ) の DTP トランザクション・ログを破壊します。そのマシンに TLOG が定
義されていない場合、アプリケーションが非アクティブでない場合、あるい
は未終了のトランザクション・レコードがログに残っている場合には、エ
ラーが返されます。未終了のトランザクションとは、グローバル・トランザ
クションがコミットされたが、まだトランザクションの終わりが書き込まれ
ていないという意味です。このコマンドは TUXCONFIG ファイルを参照して、
TLOG を収めている BEA Tuxedo ファイル・システム、およびそのファイル・
システム内の TLOG の名前を判別します。-yes オプションを指定せずにこの
コマンドを実行すると、処理を進める前に確認を求められます。

dump (du) filename

現在の掲示板の内容をファイル filename にダンプします。

dumptlog (dl) -z config [ -o offset ] [ -n name ] [ -g groupname ] filename

TLOG のテキスト・バージョンを、指定された filename にダンプします。
TLOG は指定の config および offset にあり、指定の name をもっています。
-n オプションを指定せず、デフォルト値も設定されていない場合は、"TLOG" 
が使用されます。config 引数には、汎用デバイス・リストを格納するデバイ
スを指定します。/ で始まる絶対パス名でなければなりません。-z オプション
を指定せず、デフォルト値も設定されていない場合は、FSCONFIG 環境変数に
指定されているパスが使用されます。-o offset オプションを使用すると、
config にオフセットを指定することができます。-o オプションを指定せず、
デフォルト値も設定されていない場合は、環境変数 FSOFFSET の値が使用さ
れます。FSOFFSET が設定されていない場合、デフォルトで 0 になります。
groupname の指定があれば、そのグループがコーディネータとなっているト
ランザクションのログ・レコードだけがダンプされます。

echo (e) [{off | on}]

on に設定すると、入力コマンド行をエコーします。どちらのオプションも指
定しなかった場合は、現在の設定がトグルされ、新しい設定が表示されます。
初期設定は off です。

help (h) [{command | all}]

ヘルプ・メッセージを表示します。command を指定すると、そのコマンドに
ついて、省略形、引数、および説明が表示されます。all を指定すると、す
べてのコマンドの説明を表示します。引数をすべて省略すると、すべてのコ
マンドの形式が表示されます。
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initdl (indl) [ -yes ] -z config [ -o offset ] dlindex

デバイス・リストに示されているデバイスを初期化しなおします。引数 
dlindex は初期化しなおすデバイスの属する汎用デバイス・リスト上でのそ
のデバイスのインデックスです。指定デバイス上のすべての領域が解放され
ます。つまり、そのデバイス上にあるすべてのファイルは将来書き替えられ
る可能性があるので、このコマンドの使用に当たっては十分な注意が必要で
す。-yes オプションを指定せずにこのコマンドを実行すると、処理を進める
前に確認を求められます。config 引数には、汎用デバイス・リストを格納す
るデバイスを指定します。/ で始まる絶対パス名でなければなりません。-z オ
プションを指定せず、デフォルト値も設定されていない場合は、FSCONFIG 環
境変数に指定されているパスが使用されます。-o offset オプションを使用
すると、config にオフセットを指定することができます。-o オプションを
指定せず、デフォルト値も設定されていない場合は、環境変数 FSOFFSET の
値が使用されます。FSOFFSET が設定されていない場合、デフォルトで 0 にな
ります。

inlog [ -yes ] -m machine

指定されたあるいはデフォルトの machine ("DBBL" または "all" を設定できま
せん ) に対する DTP トランザクション・ログを初期化しなおします。
defaultそのマシンに対して TLOG が定義されていない場合、あるいはアプ
リケーションが非アクティブでない場合には、エラーが返されます。未終了
のトランザクションが TLOG に残っている場合は、これらのトランザクション
に参加しているリソース・マネージャ間で、データの一貫性が損なわれてい
る可能性があります。リソース・マネージャが、ローカル・トランザクショ
ンを正しくコミットせずに、そのトランザクションをアボートさせてしまっ
ている可能性があるからです。このコマンドは TUXCONFIG ファイルを参照し
て、TLOG を収めている BEA Tuxedo ファイル・システム、およびそのファイ
ル・システム内の TLOG の名前を判別します。-yes オプションを指定せずに
このコマンドを実行すると、処理を進める前に確認を求められます。

interfaceparms (ifp) -g groupname -I interface
インターフェイス名、負荷、優先順位、タイムアウト、トランザクション・タイ
ムアウト値など。特定のオブジェクト・インターフェイスに関連する情報を表示
します。引数の groupname と interface は一意でなければなりません。この
コマンドは、CORBA 環境でのみ使用されます。
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lidl -z config [ -o offset ] [ dlindex ]

汎用デバイス・リストを表示します。それぞれのデバイスごとに、名前、開
始ブロック、ブロック数が表示されます。冗長モードでは、フリー・スペー
スを示すマップが表示されます (開始アドレスとサイズ )。dlindex を指定す
ると、デバイス・リストのそのエントリについての情報のみが表示されます。
config 引数には、汎用デバイス・リストを格納するデバイスを指定します。
/ で始まる絶対パス名でなければなりません。-z オプションを指定せず、デ
フォルト値も設定されていない場合は、FSCONFIG 環境変数に指定されている
パスが使用されます。-o offset オプションを使用すると、config にオフ
セットを指定することができます。-o オプションを指定せず、デフォルト値
も設定されていない場合は、環境変数 FSOFFSET の値が使用されます。
FSOFFSET が設定されていない場合、デフォルトで 0 になります。

livtoc -z config [ -o offset ]

VTOC テーブルのすべてのエントリについて情報を表示します。各エントリに
ついて表示される情報には、VTOC テーブルの名前、VTOC テーブルのあるデ
バイス、デバイスの先頭からの VTOC テーブルのオフセット、およびこのテー
ブルに割り当てられているページ数があります。config 引数には、汎用デバ
イス・リストを格納するデバイスを指定します。/ で始まる絶対パス名でなけ
ればなりません。-z オプションを指定せず、デフォルト値も設定されていな
い場合は、FSCONFIG 環境変数に指定されているパスが使用されます。-o 
offset オプションを使用すると、config にオフセットを指定することがで
きます。-o の指定がなければ、環境変数 FSOFFSET の値が使用されます。
FSOFFSET が設定されていない場合、デフォルトで 0 になります。

loadtlog -m machine filename

dumptlog によって生成された TLOG のテキスト・バージョンを、指定された
ファイル filename から指定されたまたは default の machine ("DBBL" また
は "all" は指定不可 ) の既存の TLOG に読み込みます。

logstart machine

指定マシン machine 上で TLOG 情報のウォーム・スタートを強制実行します。
このコマンドは通常、loadtlog の実行後、サーバ・グループの移行の際の
ディスク再配置に続いて行うようにしてください。

master (m) [ -yes ]

分断時に master がバックアップ・ノード上で動作していると、このバック
アップ・ノードはマスタ・ノードに変わり、DBBL が起動されて管理プロセ
スを引き継ぎます。バックアップ・ノードがマスタとして動作しているとき
に master をマスタ・ノード上で実行すると、その DBBL はマスタ・ノード
に移行し、バックアップ・ノードはその時点でマスタ・ノードとしての働き
を停止します。-yes オプションを指定せずにこのコマンドを実行すると、処
理を進める前に確認を求められます。
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migrategroup (migg) [-cancel] group_name

migrategroup コマンドはサーバ・グループの名前を引数としてとります。コ
ンフィギュレーション・ファイルに MIGRATE オプションとそのグループの代
替位置の指定があれば、group_name に属するすべてのサーバは代替位置に移
行します。移行の際には、次のコマンドを実行してサーバをシャットダウンす
る必要があります。

shutdown -R -g groupname

-R オプションは、移行をできるように掲示板のサーバ名を保持するために使
用されます。shutdown -R の後、移行を取り消す場合には、次のコマンドを
使用します。

migrategroup -cancel groupname

-cancel オプションは、掲示板からサーバ名を削除するときに使用します。

migratemach (migm) [-cancel] machine

指定マシン machine 上で動作しているすべてのサーバが、代替位置に移行し
ます。移行の際には、次のコマンドを実行してサーバをシャットダウンする
必要があります。

shutdown -R -l machine

migratemachine コマンドを使用する場合には、machine 上のすべてのサー
バ・グループは同じ代替位置をもたなければなりません (そうでない場合は、
migrategroup を使用しなければなりません )。Domains ゲートウェイ・サー
バを含む LMID の移行は、これらのゲートウェイ・サーバを代替 LMID に移行
することを意味します。-cancel オプションを指定すると、進行中の移行が
取り消されます。つまり、tmshutdown -R コマンドによってサーバはシャッ
トダウンされていますが、移行されていない状態です。

paginate (page) [{off | on}]

出力をページ別表示します。どちらのオプションも指定しなかった場合は、
現在の設定がトグルされ、新しい設定が表示されます。標準入力または標準
出力のどちらかが非端末デバイスでない限り、初期設定は on です。tty  標準
入力と標準出力が両方とも tty 装置であれば、ページネーションはオンにの
み設定されます。

デフォルトのページ替えコマンドは、オペレーティング・システム環境に
よって変わってきます。たとえば、UNIX システムの環境では、pg がデフォ
ルトのコマンドです。シェル環境変数 PAGER を使用すると、ページ別表示出
力に使用されるデフォルトのコマンドを無効化することができます。

passwd

アプリケーションのセキュリティを確保するため、管理者にアプリケーショ
ン・パスワードの入力を求めてきます。
146 BEA Tuxedo コマンド・リファレンス



tmadmin(1)
pclean (pcl) machine 

pclean を使用すると、まず、指定の machine に対して強制的に bbclean を
行い、再起動またはクリーンアップの必要なサーバすべてを再起動またはク
リーンアップします。machine が分断されている場合は、マシン machine 上
で稼働するよう指定されているプロセスとサービスに対応するエントリが、
非分断の掲示板すべてから削除されます。machine が分断されていない場合
には再起動またはクリーンアップできないプロセスまたはサービスはすべて
削除されます。

printclient (pclt) [-m machine] [-u usrname] [-c cltname]

指定された一連のクライアント・プロセスに関する情報を表示します。引数
の指定がなく、デフォルトも定義されていない場合には、すべてのクライア
ントに関する情報が表示されます。マルチコンテキスト・クライアントで 
printclient を実行すると、各コンテキストに個別のエントリが生成されま
す。-m、-u および -c オプション、あるいはデフォルトの設定を使用すれば、
マシン、ユーザ名またはクライアント名の任意の組み合わせに限定して、情
報を得ることができます。

printconn (pc) [-m machine]

指定マシンが関与する会話接続に関する情報を表示します。-m オプションの
指定、またはデフォルトによって、情報を指定したマシンに対する接続に関
するものに限定することができます。"DBBL" または "all" を machine に指定
すると全てのマシンからの情報が出力されます。

printactiveobject (pao) [-B objectid] [-m machine]

ドメイン内でアクティブなオブジェクトに関する情報を出力します。オブ
ジェクト ID、インターフェイス名、サービス名、プログラム名、グループ 
ID、プロセス ID、リファレンス・カウントなどが出力されます。このコマン
ドでは、オブジェクト ID およびマシン ID はオプション・パラメータです。
オブジェクト ID が指定されていない場合、すべてのアクティブなオブジェク
トの情報が出力されます。マシン ID が指定されていない場合、コマンドを発
行したマシン上でアクティブなすべてのオブジェクトの情報が出力されます。
128 文字を超えるオブジェクト ID は、40 文字の英数字から成るハッシュ値と
して表示されます。

printfactory (pf)

ファクトリ・ファインダに登録されているオブジェクト・ファクトリに関す
る情報を出力します。インターフェイス名、インターフェイスのファクトリ
識別子、現在のファクトリ状態の属性などが出力されます。このコマンドに
は引数はありません。このコマンドは CORBA 環境でのみ使用できます。
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printgroup (pg) [-m machine] [-g groupname]

サーバ・グループ・テーブル情報を表示します。デフォルトですべてのグ
ループの情報を表示します。-g および -m オプションまたはデフォルトは、情
報をグループまたはマシンの組み合わせに関するものに限定するために使用
されます。-g オプションを使用すれば、1 つのサーバ・グループに関する情報
だけを得ることができます。サーバ・グループ名、サーバ・グループ番号、
一次 /代替 LMID、および現在の位置などの情報が得られます。

printinterface (pif) [-m machine] [-g groupname] [-I interface]

指定されたオブジェクト・インターフェイスに関する情報を出力します。イ
ンターフェイス名、キュー名、グループ ID、マシン ID、ルーティング名、イ
ンターフェイスから送られた要求の数などが出力されます。このコマンドで
は、マシン名、グループ名、およびインターフェイス名はオプション・パラ
メータです。マシン名を指定すると、インターフェイスに対してアクティブ
なオブジェクトの数が出力されます。マシン名が指定されていない場合は、
アクティブなオブジェクトに関する情報を取得できないことを示すハイフン 
(-) が出力されます。このコマンドは CORBA 環境でのみ使用できます。

printnet (pnw) [ mach_list ] 

ネットワーク接続情報を表示します。デフォルトでは、すべてのマシンの情
報が表示されます。printnet コマンドでは、オプションでマシン (LMID) を
カンマで区切ったリストを引数として指定できます。そのようなリストを指
定した場合、指定されたマシンに関するネットワーク接続情報だけが表示さ
れます。各マシンについて、そのマシンが分断されているかどうかが示され
ます。分断されていない場合、そのマシンが接続される LMID とメッセージ
の送受信回数を表す情報が示されます。

printqueue (pq) [qaddress]

アプリケーションおよび管理サーバの指定キューに関する情報を表示します。
デフォルトでは、すべてのキューに関する情報が表示されます。qaddress コ
マンド行またはデフォルト値は指定したキューに関する情報を制限するため
に使用されます。出力される情報には、キューが存在するサーバ名、マシン
の名前があります。
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printroute (pr) [-r routingname]

ファクトリ・ベースのルーティング定義に関する情報を出力します。ルー
ティング名、ルーティング・タイプ、ルーティング・フィールド、ルーティ
ング範囲などが出力されます。routingname が指定されていない場合は、既
存のすべてのルートが表示されます。このコマンドは、Bea Tuxedo のデータ
依存型ルーティングおよび CORBA のファクトリ・ベース・ルーティングの両
方のルートを出力します。ルーティング・タイプの出力フィールドでは、
ファクトリ・ベース・ルーティングのエントリは FACTORY に、データ依存型
ルーティングのエントリは SERVER に表示されます。冗長モードで、データ依
存型ルーティングのエントリに関する情報が要求された場合には、バッファ・
タイプとフィールド・タイプも出力されます。このコマンドは CORBA 環境で
のみ使用できます。

printserver (psr) [-m machine] [-g groupname] [-i srvid] [-q qaddress]

アプリケーションおよび管理サーバに関する情報を表示します。-q、-m、-g 
および -i オプションを使用すれば、キュー、マシン、グループあるいはサー
バの任意の組み合わせに限定して情報を得ることができます。マルチコンテ
キスト・サーバで printserver を実行すると、そのサーバのすべてのコンテ
キストについて 1 つのエントリが表示されます。

printservice (psc) [-m machine] [-g groupname] [-i srvid] [-a { 0 | 1 | 2 }]  
[-q qaddress] [-s service]

アプリケーションおよび管理サービスに関する情報を表示します。-q、-m、
-g、-i および -s オプションを使用することで、キュー、マシン、グループ、
サーバあるいはサービスに関する情報を任意の組み合わせに限定して得るこ
とができます。-a オプションを使用すると、サービスのクラスを選択できま
す。-a0 と指定すると、アプリケーション・サービスだけを表示します。-a1 
と指定すると、アプリケーション・サービスに加えて、アプリケーションか
ら呼び出せるシステム・サービスも表示します。-a2 と指定すると、上記の 2 
つに加えて、BEA Tuxedo から呼び出せるシステム・サービスも表示します。

printtrans (pt) [-g groupname] [-m machine]

指定マシンあるいはデフォルトのマシンに関するグローバル・トランザク
ション・テーブル情報を表示します。マシンが "all" または "DBBL" である
と、アプリケーションのすべての非分断マシンのトランザクション・テーブ
ルからの情報がマージされます。machine コマンド行またはデフォルトの 
groupname 値によって、指定グループが参加している (コーディネータを含
む ) トランザクションに限定して情報を得ることができます。

簡略モードでは、トランザクション識別子、aborttrans または 
committrans でトランザクションをアボートあるいはコミットするときに使
用するインデックス、トランザクション状態、参加プロセスの数などが表示
されます。
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一方、冗長モードでは、トランザクション・タイムアウト情報や、コーディ
ネータの識別情報などを含むサーバ・グループ名、ステータスなどの参加プ
ロセスに関する情報も表示されます。

quit (q)

セッションを終了します。

reconnect (rco) non-partitioned_machine1 partitioned_machine2

非分断マシンから分断マシンへの新たな接続を行います。非分断マシンから
分断マシンに新たな接続を強制します。接続が既にアクティブであれば、再
接続する前にクローズされます。この場合、処理中のメッセージが失われて、
トランザクションがタイムアウトすることがあります。マシンやネットワー
ク接続をダウンすることも可能ですが、ネットワーク・インターフェイス・
ドライバは、BRIDGE に対しエラーを通知することなく、要求を受け付け、
バッファに格納します。この場合、再接続は失敗し、リモート・マシンがア
クセスできないことを BRIDGE が認識するようにします。ほとんどの場合、
ネットワーク障害が解決すれば BRIDGE は自動的に再接続を行い、
reconnect による手作業での再接続は必要ありません。

resume (res) {-q qaddress | -g groupname | -i srvid | -s service | -I
interface} . . .

指定されたサービスを再開 (中断解除 ) させます。-q、-g、-s、-Iおよび -i 
オプションは、キュー、グループ、サービス、インターフェイス (CORBA 環
境のみ ) またはサーバ  (少なくともこれらのオプションの 1 つが指定されるか
デフォルトの値を持たなければなりません ) の組み合わせにより再開された
サービスを制限するために使用されます。したがって、次のコマンド行を使
用すると、アドレス servq8 のキューに宣言されているすべてのサービスを簡
単に再開することができます。
> resume -q servq8 

中断されていたサービスが再開されると、そのサービスを提供するサーバが、
そのサービス (および提供するその他の再開サービス ) の候補サーバとして選
択されます。複数のサーバが 1 つのキューから読み取りを行うと、その
キューから読み取りを行うすべてのサーバに、ある特定のサービスの状態が
反映されます。

serverparms (srp) -g groupname -i srvid 

あるグループの groupname および srvid で指定されたサーバに関連するパラ
メータを表示します。

serviceparms (scp) -g groupname -i srvid -s service

groupname、srvid および service によって指定されたサービスに関連する
パラメータを表示します。
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shmstats (sstats) [ ex | app ]

コンフィギュレーション・ファイルで MODEL SHM を指定すると、shmstats 
を使用してより正確な統計情報を得ることができます。引数なしで入力する
と、shmstats は掲示板構造体内の bbparms.options メンバの TMACCSTATS 
フラグの現在の設定を返します。これにより収集している統計情報が正確な
ものか、大まかなものかが判別できます。ex オプションを指定すると、
shmstats は TMACCSTATS フラグをオンにして掲示板をロックします。また
サーバ・テーブル、キュー・テーブル、およびサービス・テーブル・エント
リのカウンタをゼロにリセットします。

shutdown (stop) [options]

このコマンドは、tmshutdown() コマンドと同様です。tmshutdown のオプ
ションを使用すると、停止させるサーバを選択することができます。オプ
ションや、使用上の制限事項については、tmshutdown(1) を参照してくださ
い。

suspend (susp) {-q qaddress | -g groupname | -i srvid | -s service | -I
interface} . . . 

サービスを中断します。-q、-g、-s、-I および -i オプションを使用すれ
ば、キュー・アドレス、グループ、サービス、インターフェイス (CORBA 環
境のみ ) またはサーバの任意の組み合わせに限定して、サービスを中断できま
す (少なくとも、これらのオプションの 1 つを指定するか、省略値がなければ
なりません )。したがって、次のコマンドを使用すれば、アドレス servq8 の
キューに宣言されているすべてのサービスを簡単に中断することができます。

> suspend -q servq8

サービスが中断されると、そのサービスを提供するサーバはそのサービスの
候補サーバとしては選択されなくなります。ただし、このサーバは、それが
提供するほかのサービスについては引き続き選択されることができます。中
断されたサービスに関してキューに登録されている要求は、そのキューの内
容がなくなるまで処理されます。複数のサーバが 1 つのキューから読み取り
を行うと、そのキューから読み取りを行うすべてのサーバに、ある特定の
サービスの状態が反映されます。

unadvertise (unadv) {-q qaddress [-g groupname] [-i srvid] | -g groupname
-i srvid} service

指定された service についてサービス・テーブルのエントリを除去します。
qaddress が指定されていない場合は、groupname と srvid を指定し、サー
バを一意に識別する必要があります。キューまたはそのキューにある特定の
サーバを指定しても結果は同じです。複数サーバの単一キュー (MSSQ) のセッ
トからこの service を削除すると、service の宣言は、キューから読み込ま
れるすべてのサーバから削除されます。
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verbose (v) [{off | on}]

冗長モードで出力を行います。どちらのオプションも指定しなかった場合は、
現在の設定がトグルされ、新しい設定が表示されます。初期設定は off です。
1 つ 1 つのコマンドで -v および -t を使用すると一時的に現在の設定を無効に
できます。

! shellcommand

シェルにエスケープし、shellcommand を実行します。

!!

直前のシェル・コマンドを再実行します。

# [text]

"#" で始まる行はコメント行で、無視されます。

<CR>

最後のコマンドを繰り返します。

セキュリティ 管理者として tmadmin を実行する場合、セキュリティ機構は通りません。既に、ア
プリケーション管理者のログイン ID であることが確認されているからです。

tmadmin をアプリケーション管理者以外のユーザとして実行できる唯一のケースは、
そのアプリケーションをクライアントとしてアクセスするよう -r オプションが使用
されている場合です。このようなユーザが -r オプションをつけて tmadmin を呼び出
した場合、そのアプリケーションに対してセキュリティ機構が働き、アプリケーショ
ンのデータをアクセスするときにはそのアプリケーションのパスワードが必要になり
ます。標準入力が端末であると、tmadmin はユーザにパスワードの入力を求めてき
ます。なお、パスワードの入力時には、その文字はディスプレイにはエコーされませ
ん。標準入力が端末でない場合には、このパスワードは環境変数 APP_PW から取り出
されます。この環境変数が指定されていないときに、アプリケーション・パスワード
が必要とされる場合には、tmadmin は異常終了します。

環境変数 tmadmin は、-r オプションの指定がある場合、あるいはこれをアプリケーション管
理者として登録できない場合、アプリケーション・クライアントとして働きます。こ
のような場合、標準入力が端末でないときには、保護アプリケーションのアプリケー
ション・パスワードを APP_PW に設定しなければなりません。

診断 システムのブート前に tmadmin コマンドを入力すると、次のようなメッセージが表
示されます。
No bulletin board exists. Entering boot mode 
 
>

この後、tmadmin は boot コマンドの入力を待ちます。
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-c オプションなしで、MASTER でない非アクティブ・ノードから tmadmin コマンド
が入力されると、次のメッセージが表示され、コマンドは終了します。
Cannot enter boot mode on non-master node.

間違ったアプリケーション・パスワードが入力されたり、入力したパスワードが環境
を通してシェル・スクリプトで利用できない場合には、ログ・メッセージが生成さ
れ、次のメッセージが表示されてコマンドが終了します。
Invalid password entered.

相互運用性 tmadmin は、相互操作可能なアクティブ・アプリケーション内であれば任意のノー
ド上で実行可能です。しかし、利用可能なコマンドやコマンド行引数は、tmadmin 
が動作しているノードに対応するリリースで tmadmin から利用できるものに限定さ
れています。たとえば、broadcast、passwd および printclient などのコマンド
はリリース 4.1 のノードでは利用できません。

移植性 tmadmin は、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットホームで実行できま
す。

注意事項 machine オプションは、ネットワーク化されていない単一プロセッサ環境では何の
効果も得られません。

関連項目 tmboot(1)、tmloadcf(1)、tmshutdown(1)、compilation(5)、UBBCONFIG(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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tmboot(1)
名前 tmboot—BEA Tuxedo コンフィギュレーションを起動

形式 tmboot [-l lmid] [-g grpname] [-i srvid] [-s aout] [-o sequence] 
[-S] [-A] [-b] [-B lmid] [-T grpname] [-e command] [-w] [-y] [-g] 
[-n] [-c] [-M] [-d1]

機能説明 tmboot は、オプションの指定に従って BEA Tuxedo アプリケーション全体あるいはその
一部を起動します。tmbootは、掲示板の管理者 (コンフィギュレーション・ファイル
の UID で指示されている ) あるいは root しか呼び出せません。また、tmboot コマンド
は、コンフィギュレーション・ファイルの RESOURCES セクションで MASTER として指定
されているマシン、あるいは MASTER として機能するバックアップ・マシン (つまり、
tmadmin(1) の master コマンドにより DBBL が既に稼働状態である ) 上でしか呼び出せ
ません。ただし、これは -b オプションを指定した場合を除きます。この場合は、
MASTER と指定しなくても、バックアップ・マシンからシステムを起動できます。

オプションなしの場合、tmboot はすべての管理プロセスと環境変数 TUXCONFIG と 
TUXOFFSET に指定されているコンフィギュレーション・ファイルの SERVERS セク
ションにリストされているすべてのサーバを実行します。MODEL が MP の場合、
RESOURCES セクションの MASTER パラメータで指定されたマシン上で DBBL 管理サー
バが起動します。管理サーバ (BBL) は、MACHINES セクションにリストされている各
マシン上で起動されます。GROUPS セクションに記述されている各グループごとに、
TMS サーバは各エントリの TMSNAME および TMSCOUNT パラメータに基づいて起動さ
れます。また、すべての管理サーバが起動した後、SERVERS セクションに記述され
ているサーバが起動します。あるグループに属する TMS あるいはゲートウェイが
ブートした後、そのグループの最初のアプリケーション・サーバがブートします。必
要に応じて、TUXCONFIG ファイルが遠隔マシンに伝搬されます。tmboot は通常、
ブートされたプロセスがその初期化を完了するまで (つまり、tpsvrinit() が完了
するまで )、次のプロセスのブートには移りません。

ゲートウェイ・サーバの起動時には、ゲートウェイの管理サービスが宣言され、その
ゲートウェイの CLOPT パラメータを基に外部サービスを表すアプリケーション・
サービスが宣言されます。外部サーバの考え方をとる場合、これらのサーバはこの時
点でゲートウェイによりブートされます。

LMID をブートすると、その LMID 上の全グループがブートされることになります。
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アプリケーション・サーバは、SEQUENCE パラメータで指定された順序、あるいはコ
ンフィギュレーション・ファイル内のサーバ・エントリの記述順にブートされます 
(UBBCONFIG(5) の説明を参照 )。コンフィギュレーション・ファイルの SERVERS セ
クションに記述されている複数のサーバが同じ SEQUENCE パラメータをもつ場合、
tmboot はこれらのサーバを同時にブートし、これらのすべての初期化が完了するま
で次の処理には進みません。SERVERS セクションの各エントリは MIN と MAX の 2 つ
のパラメータをもつことがあります。tmboot は、-i オプションが指定されていない
場合は、MIN 個のアプリケーション・サーバをブートします (サーバ・エントリに 
MIN の指定がなければ、デフォルトの値として 1 が使用されます )。ただし、-i オプ
ションを指定した場合には、個々のサーバを MAX で指定された数だけ個別にブート
することができます。

サーバを起動できなかった場合には、中央イベント・ログに診断メッセージが書き込
まれます。-q が指定されていない場合、診断メッセージは標準出力にも行われます。
この後 tmboot は処理を継続します。ただし、異常終了したプロセスが BBL の場合に
は、その BBL に依存しているサーバは自動的に無視されます。また、異常終了した
プロセスが DBBL であると、tmboot はコンフィギュレーション・ファイルに記述さ
れている残りのサーバについては無視します。サーバが代替 LMID をコンフィギュア
しており、一次マシンを起動できない場合、tmboot は代替マシンでサーバを起動し
ます。起動に成功した場合は、DBBL にメッセージを送信して TUXCONFIG のサーバ・
グループのセクションを更新します。

SERVERS セクションに記述されたサーバの場合、tmboot は CLOPT、SEQUENCE、
SRVGRP および SRVID だけを使用します。これらを総称して、サーバのブート・パラ
メータと言います。サーバはブートすると、コンフィギュレーション・ファイルの内
容を読み取って、その実行時パラメータを見つけます (パラメータの詳細について
は、UBBCONFIG(5) を参照してください )。

管理サーバおよびアプリケーション・サーバはすべて、APPDIR を現在の作業ディレ
クトリとしてブートされます。APPDIR の値は、該当サーバがブートされるマシンに
対応するコンフィギュレーション・ファイル内の MACHINES セクションで指定しま
す。

サーバの実行可能プログラムの検索パスは APPDIR、TUXDIR/bin、/bin、/usr/bin、
そして MACHINE の ENVFILE に指定されている PATH です。この検索パスは、サーバの
絶対パス名が指定されていない場合にのみ使用されます。この検索パスの設定は、
サーバの ENVFILE に指定する値によって変更することはできません。
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サーバがブートすると、変数 TUXDIR、TUXCONFIG、TUXOFFSET および APPDIR は、そ
のマシンに対してコンフィギュレーション・ファイルに指定されている値を持つよう
に、環境に設定されます。また、変数 LD_LIBRARY_PATH が全てのサーバ環境に設定
されます。デフォルト値は $APPDIR:$TUXDIR/lib:/lib:/usr/lib:lib> で、
<lib> はマシンの ENVFILE での最初の LD_LIBRARY_PATH=  行の値です。ENVFILE の
構文の詳細については、UBBCONFIG(5) を参照してください。一部の Unix システムで
は、別の環境変数が必要となる場合もあります。HP-UX システムでは SHLIB_PATH 環
境変数を使用します。AIX システムでは LIBPATH 環境変数を使用します。

サーバの ULOGPFX もまた、ブート時に、コンフィギュレーション・ファイルの該当
マシンに対するパラメータに基づいて設定されます。パラメータの指定がないと、デ
フォルトの値として $APPDIR/ULOG が使用されます。

これらの処理はすべて、アプリケーションの初期化関数 tpsvrinit() が呼び出される
前に行われます。

tmboot のコマンド行オプションの多くは、システムのブート時の内容を制限するも
のであり、システムの一部分のブートに使用することもできます。以下のオプション
がサポートされています。

-l lmid 

LMIDパラメータが lmid である各グループの場合、そのグループに関連する
すべての TMS とゲートウェイ・サーバがブートされ、そらのグループに関連
して SERVERS セクションに記述されているすべてのサーバが実行されます。

-g grpname 

SRVGRP パラメータが grpname であるグループの全 TMS およびゲートウェ
イ・サーバが起動され、続いてそのグループに関連して SERVERS セクション
に記述されているすべてのサーバが起動されます。TMS サーバは、グループ・
エントリの TMSNAME および TMSCOUNT パラメータに基づいて起動されます。

-i srvid 

SERVERS セクションに記述されているサーバで、SRVID パラメータが srvid 
である全サーバが起動されます。

-s aout 

SERVERS セクションのサーバで、名前が aout である全サーバが実行されま
す。このオプションは、TMS およびゲートウェイ・サーバをブートするとき
に使用することもできます。通常、このオプションは -g オプションと一緒に
使用します。

-o sequence

SERVERS セクションのサーバで、SEQUENCE パラメータが sequence である
サーバがすべて実行されます。
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-S

SERVERS セクションに記述されている全サーバが実行されます。

-A

MACHINES セクションに記述されているマシンの全管理サーバが実行されま
す。このオプションは、DBBL とすべての BBL と BRIDGE プロセスが正しい順
序で起動されるようにするときに使用します  (-M オプションの項も参照 )。

-B

BACKUP のマシンからシステムを起動します (BACKUP のマシンを MASTER に
する必要はありません )。

-B lmid

論理名が lmid であるプロセッサ上で BBL が起動されます。

-M

このオプションはマスタ・マシン上の管理サーバを起動するときに使用しま
す。MODEL が MP の場合、RESOURCES セクションの MASTER パラメータで指定
されたマシン上で DBBL 管理サーバが起動します。また、BBL が MASTER マシ
ン上で起動され、もし LAN オプションと NETWORK エントリがコンフィギュ
レーション・ファイルに指定されている場合には、BRIDGE も起動されます。

-d1

コマンド行オプションを標準出力に出力します。sdb を使用してアプリケー
ション・サービスのデバッグを行うのに便利です。

-T grpname

SRVGRP パラメータが grpname であるグループ内の全 TMS サーバが起動され
ます (そのグループに関連する TMSNAME および TMSCOUNT パラメータに基づ
いて )。このオプションによる TMS の起動は、TMS サーバ名 (-s オプション ) 
およびグループ名 (-g) に基づいてブートする場合と同じことです。

-e command

プロセスがブートに失敗した場合、command が実行されます。commandは、
SHELL 環境変数で指定されたコマンド・インタプリタが解釈できるものであ
れば、任意のプログラム、スクリプトあるいは一連のコマンドでかまいませ
ん。これにより、ブート手順で大きな障害が発生する前に処理を打ち切るこ
とができます。command に空白を含める場合には、その文字列全体を引用符
で囲まなければなりません。このコマンドは、サーバをブートしようとする
マシン上ではなく、tmboot が実行されるマシン上で実行します。

注記 Windows 2000 システムでリダイレクトまたはパイプを選択する場合は、以
下のいずれかの方法を使用する必要があります。

! リダイレクトまたはパイプを、コマンド・ファイルまたはスクリプト内
から行います。
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! キュー・マネージャ管理プログラムからリダイレクトするには、コマン
ドの前に cmd を付けます。次に例を示します。
cmd /c ipconfig > out.txt

! バイナリ実行可能ファイルの作成を選択する場合は、Windows API 関数の 
AllocConsole() を使用して、バイナリ実行可能ファイル内にコンソー
ルを割り当てます。

-w

先に初期化段階に入ったサーバの処理の完了を待たずに、次のサーバを起動
するように tmboot に通知します。このオプションの使用には注意が必要で
す。BBL は有効な DBBL が存在することを前提にしており、通常のサーバはそ
れらが置かれているプロセッサ上で BBL が稼働していることを必要とします。
これらの条件は、サーバが同期的に起動されなければ保証できません。この
オプションを使用すると、通常はサーバが順に起動されるときにとられる待
ち時間がなくなります。

-y

すべての管理プロセスおよびサーバ・プロセスをブートすべきかどうかを尋
ねるプロンプトに対して yes の応答を想定します (このプロンプトは、制限
を課すオプションを一切つけずにコマンドが入力されたときにのみ出されま
す )。

-q

標準出力に実行シーケンスを表示しません。-yが指定さているものと想定し
ます。

-n

実行シーケンスを表示しますが、実行はされません。

-c

この構成で必要とされる最小限の IPC 資源を表示します。

-l、-g、-i、-o、-s の各オプションを組み合わせて使用した場合、指定されたすべ
ての条件を満たすサーバだけがブートされます。-l、-g、-s、-T の各オプションを
使用すると、TMS サーバがブートされます。また、-l、-g、-s はそれぞれ、ゲート
ウェイ・サーバをブートします。-l、-g、-i、-o、-s、-S の各オプションはアプリ
ケーション・サーバに適用されます。BBL が該当マシンに存在しないと、アプリケー
ション・サーバをブートするオプションを指定しても、ブートできません。-A、-M 
および -B オプションは、管理プロセスにのみ適用されます。

標準入力、標準出力、標準エラー出力の各ファイル記述子は、ブートされたサーバに
ついてはすべてクローズされます。
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相互運用性 tmboot は、相互運用可能なアプリケーション内の最上位のリリースが提供されてい
るマスタ・ノード上で実行しなければなりません。tmboot は、最新リリースをサ
ポートしないサイトの /WS リスナなどの管理サーバのブートを行うことにつながる
コンフィギュレーション・ファイル内の条件を検出し報告します。

移植性 tmboot は、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットホームで実行できま
す。

環境変数 インストールの間に管理パスワード・ファイルが作成されます。必要に応じて、BEA 
Tuxedo は、ディレクトリ APPDIR/.adm/tlisten.pw と 
TUXDIR/udataobj/tlisten.pw で、このファイルを検索します。このときのディレク
トリの検索順序はここに示すとおりです。パスワード・ファイルが確実に見つかるよう
に、APPDIR と TUXDIR 環境変数の両方またはどちらか一方を設定したことを確認してく
ださい。

リンクレベルの
暗号化

リンク・レベルの暗号化機能が tmboot と tlisten の間で稼動している場合には、
リンク・レベル暗号化はメッセージが認証されるプロセスを保護するために最初に調
整され、また活性化されます。

診断 TUXCONFIG として、存在しないファイルが設定されると、次に示す 2 つの致命的な
エラー・メッセージが表示されます。

! error processing configuration file

! configuration file not found

tmboot はサーバのブートに失敗すると、終了コード 1 を返して終了します。後で
ユーザ・ログを調べることにより、エラーの詳細を知ることができます。成功した場
合は、tmboot は終了コード 0 を返して終了します。

tmboot がアクティブでない非マスタ・ノード上で実行されると、次のような致命的
エラー・メッセージが出されます。
tmboot cannot run on a non-master node.

tmboot が実際のマスタ・ノードでないアクティブ・ノード上で実行されている場
合、次のような致命的エラー・メッセージが表示されます。
tmboot cannot run on a non acting-master node in an active application.

複数の TUXCONFIG ファイルで同じ IPCKEY が使用されていると、tmboot は異常終
了して次のメッセージを出します。
Configuration file parameter has been changed since last tmboot

LAN 以外の構成で MACHINES セクションに複数のノード名があると、次のような致
命的エラー・メッセージが表示されます。
Multiple nodes not allowed in MACHINES for non-LAN application.
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tlisten が LAN アプリケーションの MASTER マシン上で実行していない場合、警告
メッセージが表示されます。この場合 tmadmin(1) は、遠隔マシン上で管理モード
で実行することはできません。読み取り専用の操作のみに制限されます。これは、
バックアップ・サイトが障害の発生後にマスタ・サイトをリブートできないことを意
味します。

使用例 CS0 および CS1 というローカル名のマシン上にあるサーバだけを起動するには、次
のようにします。
tmboot -l CS0 -l CS1

CREDEB1 という名前でグループ DBG1 に属するサーバだけを起動するには、次のよう
にします。CREDEB

tmboot -g DBG1 -s CREDEB1

ローカル名が PE8 のマシン上の BBL、および PE8 の位置にあるすべてのサーバを
ブートするには、次のようにします。
tmboot -B PE8 -l PE8

その構成に必要とされる最小限の IPC 資源を表示するには、次のようにします。

tmboot -c

次に、-c オプションを使用した場合の出力例を示します。

Ipc sizing (minimum BEA Tuxedo values only) ...
                              Fixed Minimums Per Processor
SHMMIN: 1  
SHMALL: 1 
SEMMAP:  SEMMNI  
                         Variable Minimums Per Processor 
                 SEMUME,           A                             SHMMAX
                 SEMMNU,           *                               *
Node             SEMMNS  SEMMSL  SEMMSL  SEMMNI  MSGMNI  MSGMAP  SHMSEG
------           ------  ------  ------  ------  ------  ------  ------
sfpup                60       1      60   A + 1      10      20     76K
sfsup                63       5      63   A + 1      11      22     76K
where 1 = A = 8.

1 プロセッサ当たりのアプリケーション・クライアントの数を各 MSGMNI 値に追加し
ます。MSGMAP は MSGMNI の 2 倍にします。SHMMIN は常に 1 にセットします。

IPC の必要最小限の条件は、使用マシンに設定したパラメータと比べて検討すること
ができます。これらのパラメータの変更方法については、お使いのマシンのシステム
管理者マニュアルを参照してください。-y オプションを使用した場合、その結果得
られる表示は上記の例とは若干異なります。
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注意事項 tmboot コマンドは、ハングアップ・シグナル (SIGHUP) を無視します。ブート時に
シグナルが検出された場合でも、プロセスは続行します。

-c オプションを使用した場合に表示される最小限の IPC 資源は、指定されたコン
フィギュレーション・ファイルに記述されている構成にのみ適用されます。リソー
ス・マネージャまたはその他の BEA Tuxedo 構成で必要となる IPC 資源については、
計算上は考慮されません。

関連項目 tmadmin(1)、tmloadcf(1)、tmshutdown(1)、UBBCONFIG(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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tmconfig、、、、wtmconfig(1)
名前 tmconfig、wtmconfig—ネイティブ・クライアントまたはワークステーション・ク

ライアントとして実行中の BEA Tuxedo アプリケーションに関する情報を、動的に更
新および検索

形式 tmconfig

wtmconfig

機能説明 tmconfig は対話型プログラムであり、BEA Tuxedo アプリケーションの動作中に、
コンフィギュレーション・ファイル・パラメータまたは MIB 属性の更新、および 
TUXCONFIG セクション部へのレコードの追加を行います。tmconfig は、追加、変
更、または検索対象の入力フィールド値があるバッファを管理します。操作が完了す
ると、tmconfig は出力フィールド値と状態を表示します。ユーザは、利用可能なテ
キスト・エディタを使用して入力バッファを更新できます。

tmconfig は BEA Tuxedo ネイティブ・クライアント、wtmconfig はワークステー
ション・クライアントです。これについては、tmadmin/printclient コマンド・
シーケンスの出力で確認できます。アプリケーションが SECURITY 機能を使用してい
る場合、tmconfig は起動時にアプリケーション・パスワードの入力を求めるプロン
プトを表示します。

注記 tmconfig は BEA Tuxedo ネイティブ・クライアントであり、wtmconfig は
ワークステーション・クライアントであるという以外に双方の違いはなく、
wtmconfig と tmconfig は共に同じ機能を備えているため、このリファレン
ス・ページでは tmconfig を中心に説明していきます。ここで説明する機能は 
wtmconfig も備えていると考えてかまいません。

tmconfig は最初に、目的のセクションを指定するよう求め、続いてそれに対する操
作の内容を指定するよう求めてきます。セクションを求めるプロンプトは次のとおり
です。
Section:1) RESOURCES, 2) MACHINES, 3) GROUPS 4) SERVERS 5)SERVICES
6) NETWORK 7) ROUTING q) QUIT 9) WSL 10) NETGROUPS 11) NETMAP [1]:

プロンプト末尾の大括弧の中にはデフォルトのセクションが表示されます。

続いて、目的の操作内容を求めるプロンプトが次のように表示されます。
Operation: 1) FIRST 2) NEXT 3) RETRIEVE 4) ADD 5) UPDATE 
6) CLEAR BUFFER 7) QUIT [1]:

プロンプト末尾にデフォルトの操作内容が表示されます。デフォルトの操作を選択す
る場合は、Return キーを押します。ほかの操作を選択する場合は、該当する番号を入
力して Return キーを押します。
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現在、以下の操作がサポートされています。

1. FIRST —指定したセクションの先頭レコードを取り出します。キー・フィールド
は必要ありません  (入力バッファ内にある場合、キー・フィールドは無視されま
す )。

2. NEXT—入力バッファ内のキー・フィールドに基づいて、指定したセクションから
次のレコードを取り出します。

3. RETRIEVE—キー・フィールドで指定したセクションから、指定したレコードを
取り出します。

4. ADD - 指定したセクションに、指定したレコードを追加します。指定されていな
いフィールド (必須でないかぎり ) があれば、UBBCONFIG(5) に指定されている
デフォルトの値が使用されます。すべてのフィールドの現在の値は、出力バッ
ファ内に返されます。この操作は、BEA Tuxedo システム管理者しか実行できませ
ん。

5. UPDATE—指定したセクションの入力バッファ内にある、指定したレコードを更
新します。入力バッファ内で指定されていないフィールドは変更されません。す
べてのフィールドの現在の値は、入力バッファ内に返されます。この操作は、
BEA Tuxedo 管理者しか実行できません。

6. CLEAR BUFFER—入力バッファをクリアします。すべてのフィールドが削除されま
す。この操作の後、tmconfig はただちにセクションの指定を求めるプロンプトを
出します。

7. QUIT—プログラムを正常に終了します。クライアントは終了します。プロンプト
で値 q を入力してもプログラムを終了できます。

管理者の操作を行う場合、実効ユーザ識別子が、このプログラムを実行するマシンの 
System/T 管理者ユーザ識別子 (UID) と同じでなければなりません。レコードの更新や
追加を行う場合には、すべてのデフォルトの値と tmloadcf(1) が使用する妥当性検
査機能が有効になります。

次に tmconfig は、入力バッファを編集するかどうかを確認するプロンプトを表示し
ます。
Enter editor to add/modify fields [n]?

ここで、y を入力すると、入力バッファは一時ファイルにコピーされ、テキスト・エ
ディタが起動されます。どのエディタを使用するかは、環境変数 EDITOR によって決
めることができます。デフォルトの設定は "ed" です。入力時の形式は「フィールド
名」/「フィールド値」です。これについては、以下の「入力形式」のセクションで
説明します。各 UBBCONFIG セクションに対応するフィールド名を、以下のサブセク
ションの表に示します。フィールドの意味とそれらに対応する指定範囲、デフォルト
の値、制約事項などについては、UBBCONFIG(5) に説明があります。許容値は、8 進
数ではなく 10 進数で指定します。ほとんどの場合、フィールド名は UBBCONFIG ファ
イルの KEYWORD と同じですが、"TA_" が先頭につきます。
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ユーザが入力バッファの編集を完了すると、tmconfig はその内容を読み取ります。
特定のフィールド名についての行が複数ある場合、最初のオカレンスが使用され、ほ
かのオカレンスは無視されます。何らかのエラーが発生すると、構文エラー・メッ
セージが表示され、tmconfig はその問題を訂正するかどうかをユーザに尋ねてきま
す。
Enter editor to correct?

問題を訂正しなかった場合には (上記プロンプトに対して n と応答した場合 )、入力
バッファには何もフィールドが入りません。問題を訂正する場合は、エディタが再度
実行されます。

最後に、tmconfig は操作を完了させるかどうかを尋ねてきます。

Perform operation [y]?

操作が完了すると、tmconfig は次のように戻り値を表示し、Return value TAOK

続いて出力バッファのフィールドを表示します。次に、プロセスが再開され、セク
ションを求めるプロンプトが表示されます。すべての出力バッファ・フィールドは、
バッファがクリアされない限り、入力バッファ内で利用できます。

いつでもブレークを入力して、セクションを求めるプロンプトでの対話を再開できま
す。

QUIT を選択すると、tmconfig はコンフィギュレーション・ファイルのバックアッ
プ (テキスト形式 ) を作成するかどうかを確認するプロンプトを表示します。

Unload TUXCONFIG file into ASCII backup [y]? 

バックアップの作成を選択すると、tmconfigはファイル名の入力を求めるプロンプ
トを表示します。

Backup filename [UBBCONFIG]? 

無事にバックアップが完了すると、tmconfig バックアップ・コピーが作成されたこ
とを示すメッセージを出します。失敗すれば、エラー・メッセージを出します。

入力形式 入力パケットは次のような形式の行で構成されます。

fldname fldval

フィールド名とフィールド値とは 1 つ以上のタブで区切ります。

長いフィールド値の場合、継続行に 1 つ以上のタブをつけることによって、次の行に
またがるようにすることができます (これらのタブは、tmconfig に読み戻されると
きに取り除かれます )。

改行文字だけで構成される空の行は無視されます。
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表示できない文字をフィールド値に入力したり、タブからフィールド値を開始するに
は、バックスラッシュを使用し、その後に希望する文字を 2 文字の 16 進表現で使用
します (UNIX System リファレンス・マニュアルの ASCII(5) を参照してください )。
たとえば、スペースは \20 と入力データに入力できます。バックスラッシュは 2 回書
くことで 1 つのバックスラッシュを入力できます。tmconfig はこの形式で入力され
た文字をすべて認識しますが、16 進数形式を使用する最大の利点は表示不能文字を
入力できることです。

制限事項 動的な再構成機能については、次のような一般的な制限事項があります。

1. キー・フィールドの値 (次のセクションを参照 ) は変更できません。キー・
フィールドがエディタ・バッファ内で変更され操作が終了すると、別のレコード
がキー・フィールドの新しい値に基づいて変更されます。システムがダウンして
いるときに、コンフィギュレーション・ファイルを再ロードすれば、キー・
フィールドを変更できます。

2. LMID レベルのフィールドは、LMID がブートされている間は変更できません。同
様に、GROUP レベルのフィールドは GROUP がブートされている間は変更できませ
ん。

3. 多くの RESOURCES パラメータは実行中のシステムでは変更できません。

4. 動的削除機能はサポートされていません。オフライン状態で行わなければなりま
せん。

5. 間違ったセクションでパラメータを更新しようとした場合、たとえば、
RESOURCES セクションにいるときに、MACHINES セクションの ENVFILE パラ
メータを更新しようとした場合、tmconfig が TAOK を返して操作が正常終了し
たように見えますが、アンロードされた UBBCONFIG ファイルは変更されていま
せん。

T M C O N F IG、
U B B C O N F IG、およ
び M IB S  間の関係

以前の BEA Tuxedo システムのリリースでは、すべてのアプリケーション構成は、ア
プリケーションのすべてのコンフィギュレーション・パラメータが定義された 
UBBCONFIG ファイルというテキスト・ファイルを編集することで実現していました。
その後のリリースでは、tmloadcf(1) コマンドを実行することにより、UBBCONFIG 
ファイルを TUXCONFIG というバイナリ・ファイルにコンパイルするようになりまし
た。さらに新しくなったシステムでは、各種 TUXCONFIG パラメータの動的更新 (ア
クティブなシステムの更新 ) をサポートする tmconfig コマンドが導入されるように
なりました。

システム 6 以降では、BEA Tuxedo のリソースをクラスや属性に再定義する BEA 
Tuxedo 管理情報ベース (MIB) が導入されました。MIB の導入と同時に、BEA Tuxedo 
システムは、管理者 (またはユーザ ) がアプリケーションの属性にプログラムでアク
セスし、変更することを可能にする管理 API も提供しました。
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1 つの例外をのぞいて、この『BEA Tuxedo コマンド・リファレンス』の tmconfig、
wtmconfig(1) では、MIB の各種クラスについて簡単にしか触れていません。その
例外とは Network クラスです。tmconfig() では、このクラスについて詳しく説明し
ます。その他のセクションの詳細については、TM_MIB(5) を参照してください。

アトリビュート
フィールドの更新

時期と更新者

従来の tmconfig テーブルには、フィールドの更新が可能かどうかを示す値を入れる
列がありました。これについては MIB のリファレンス・ページで説明していますが、
形式について多少注意が必要です。MIB(5) のパーミッションの説明を参照してくだ
さい。MIB テーブルのパーミッションの列は、ファイルへのアクセス制限における
読み出し、書き込み、および実行の許可に似ていますが、この列では単純なファイ
ル・パーミッションより多くの情報と制御を指定することができます。たとえば、
MIB テーブルのパーミッション列に値を指定することにより、システム稼動時に
フィールドの変更が可能かどうかを示すことができます。

tmconfig を使用する前には MIB(5) をよくお読みください。

R E S O U R C E S  セク
ション

このセクションの属性については、TM_MIB(5) の T_DOMAIN クラスの説明を参照し
てください

注意 このセクションについては、ADD 操作は使用できません。このセクションにはレコー
ドが 1 つしかないので、RETRIEVE 操作は FIRST 操作と同じです (キー・フィールド
は不要 )。NEXT 操作は常に「レコードなし」が返されます。

TA_LDBAL、TA_CMTRET および TA_SYSTEM_ACCESS に対する変更は、それ以後ブート
される新しいクライアントとサーバに対してのみ適用されます。NO_OVERRIDE の指定
があり、指定アクセス・タイプと一致しない (PROTECTED または FASTPATH) サーバ・
エントリがある場合、TA_SYSTEM_ACCESS は変更できません。TA_NOTIFY と 
TA_AUTHSVC に対する変更は、それ以後起動される新しいクライアントに対してのみ
適用されます。

上記のパラメータ以外の更新は、アンロードされたテキスト形式のバックアップ・
ファイルには反映されません。

M A C H IN E S  セク
ション

このセクションの属性については、TM_MIB(5) の T_MACHINE クラスの説明を参照し
てください。

注意 RESOURCES セクションの OPTIONS に "LAN" が指定されていないかぎり、マシンを追
加することはできません。

上記のパラメータ以外の更新は、アンロードされたテキスト形式のバックアップ・
ファイルには反映されません。

G R O U P S  セク
ション

このセクションの属性については、TM_MIB(5) の T_GROUP クラスの説明を参照して
ください。
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S E RV E R S  セク
ション

このセクションの属性については、TM_MIB(5) の T_SERVER クラスの説明を参照し
てください。

注意 *SERVERS セクションで変更されたパラメータは、次回、関連するサーバがブート (再
開ではなく ) された時点で有効になります。複数のサーバが MSSQ に定義されている場
合 (TA_RQADDR)、これらのサーバでは同じサービスがブートされます。(たとえば、
TA_CLOPT あるいは ENVFILE に対する変更は、それらが現在ブートされているサーバ
と一致しないよう、ブートされるサービスには影響しないようにしなければなりませ
ん。) TA_MAX に変更があった場合、そのサーバ・セットのサーバが 1 つあるいはそれ
以上ブートされるまで、新しいサーバ識別子に対応する会話サーバは自動的には生成
されません。

S E RV IC E S  セク
ション

このセクションの属性については、TM_MIB(5) の T_SERVICE および T_SVCGRP クラ
スの説明を参照してください。

注意 *SERVICES セクションでなされたパラメータの変更は、次回、そのサービスを提供
するサーバがブートされる時点 (再開ではなく ) で有効になります。
TA_ROUTINGNAME の更新が可能なのは、TA_SRVGRP フィールドに値が指定されてい
ない場合、またはそのフィールドにヌルが指定されている場合だけです。この場合、
TA_ROUTINGNAME 属性は、一致するすべての SERVICES エントリで同時に更新され
ます。TA_ROUTINGNAME は SERVICES セクションの ROUTING に対応しています。

上記のパラメータ以外の更新は、アンロードされたテキスト形式のバックアップ・
ファイルには反映されません。

N E T W O R K  セク
ション

次の表に、*NETWORK セクションのフィールド一覧を示します。

注意 関連する LMID がブートされている場合には、レコードを追加することはできませ
ん。

NETWORK セクション

フィールド識別子
フィールド・
タイプ 更新 注意

TA_LMID 文字列 No キー

TA_NADDR 文字列 Sys ASCII 形式 (NULL 文字を含まず )

TA_BRIDGE 文字列 Sys 　

TA_NLSADDR 文字列 Sys ASCII 形式 (NULL 文字を含まず )
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*RESOURCES セクションの OPTIONS に "LAN" がないかぎり、*NETWORKS セクション
に対する操作は何もできません。

上記のパラメータ以外の更新は、アンロードされたテキスト形式のバックアップ・
ファイルには反映されません。

R O U T IN G  セク
ション

このセクションの属性については、TM_MIB(5) の T_ROUTING クラスの説明を参照し
てください。

注意 *ROUTING セクションは、システムが稼働状態にあるときには更新したり追加したり
することはできません。掲示板のサイズを制御する、RESOURCES セクションの 3 つ
のパラメータ MAXDRT、MAXRFT、および MAXRTDATA が増加可能に設定されている場
合、ROUTING セクションの新しいエントリを追加できます。

W S L  セクション このセクションの属性については、TM_MIB(5) の T_WSL クラスを参照してくださ
い。

注意 ワークステーション・リスナ・ サーバの CLOPT の更新は SERVER セクションを通し
て行うこともできますが、T_WSL クラスを使用してください。

NETGROUPS セク
ション

このセクションの属性については、TM_MIB(5) の T_WSL クラスを参照してくださ
い。

N E T M A P  セク
ション

このセクションの属性については、TM_MIB(5) の T_NETMAP クラスを参照してくだ
さい。

セキュリティ tmconfig は保護アプリケーションで実行する場合、そのアプリケーションを利用す
るときにアプリケーション・パスワードが必要とされます。標準入力が端末である
と、tmconfig はユーザにパスワードの入力を求めてきます。ユーザが入力するパス
ワード文字列は画面には表示されません。標準入力が端末でない場合には、このパス
ワードは環境変数 APP_PW から取り出されます。この環境変数の指定がなく、アプリ
ケーション・パスワードが必要とされる場合には、tmconfig は異常終了します。

ワークステーショ
ン・クライアント

/WS クライアントの場合、このコマンドは wtmconfig です。UPDATE および ADD コ
マンドはサポートされていません (TAEPERM が返されます )。

環境変数 tmconfig は環境変数 FIELDTBLS および FLDTBLDIR を設定しなおして、
${TUXDIR}/udataobj/tpadmin フィールド・テーブルを取り出します。TUXDIR を
正しく設定しておかなければなりません。

APP_PW は、標準入力が端末でない場合、保護アプリケーションのアプリケーショ
ン・パスワードに設定しなければなりません。
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クライアントを BEA Tuxedo アプリケーションに結合する前に、いくつかの環境変数
を設定しておく必要があります。

! tmconfig に環境変数 TUXCONFIG を設定します。

! wtmconfig に環境変数 WSNADDR を設定します。BEA Tuxedo システムで使用する
ネットワーク・プロトコルによっては、WSDEVICE の設定が必要な場合もありま
す。使用するネットワーク・プロトコルは、アプリケーションが稼動するプラッ
トホームによって異なります。お使いのプラットフォームで使用されるネット
ワーク・プロトコルについては、『BEA Tuxedo システムのインストール』の付録 
A「プラットフォーム・データシート」を参照してください。

診断 tmconfig は、型付きバッファを割り当てることができない場合、該当ユーザに対す
る /etc/passwd エントリを判別できない場合、クライアント・プロセスになれない
場合、入力バッファ編集用に /tmp に一時ファイルを作成できない場合、あるいは環
境変数 FIELDTBLS または FLDTBLDIR を設定しなおすことができない場合には異常
終了します。

各操作が完了した後、tmconfig から出力される戻り値には、要求された操作に関す
る状況が示されます。戻り値には 3 つのクラスがあります。

次の戻り値は、パーミッションに関する問題または BEA Tuxedo の通信エラーを示し
ています。戻り値は、操作が正常に完了しなかったことを示しています。

[TAEPERM]

呼び出しプロセスは TA_UPDATE または TA_ADD opcode を指定しましたが、
BEA Tuxedo 管理者として起動されていません。

[TAESYSTEM]

BEA Tuxedo エラーが発生しました。エラーの正確な内容は userlog(3c) に
書き込まれます。

[TAEOS]

オペレーティング・システムのエラーが発生しました。

[TAETIME]

ブロッキング・タイムアウトが発生しました。入力バッファは更新されない
ので、取り出し操作では情報は返されません。更新操作のステータスは、更
新されたレコードで取り出しを行うことでチェックできます。
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次の戻り値は、操作を行うこと自体の問題を示します。一般的には、入力バッファ内
のアプリケーション・データに関するセマンティクスの問題です。文字列フィールド 
TA_STATUS が出力バッファに設定され、その問題を示します。また、文字列フィー
ルド TA_BADFLDNAME が、その問題の原因となった値を収めているフィールドの
フィールド名に設定されます (エラーが 1 つのフィールドに限定されると想定した場
合 )。

[TAERANGE]

フィールド値が範囲外であるか、無効です。

[TAEINCONSIS]

フィールド値あるいは一連のフィールド値の指定に一貫性がありません。(た
とえば、既存の RQADDR 値を別の SRVGRP と SERVERNAME に指定した場合な
ど。)

[TAECONFIG]

TUXCONFIG ファイルの読み取り中にエラーが発生しました。

[TAEDUPLICATE]

重複レコードを追加しようとする操作が試行されました。

[TAENOTFOUND]

操作のために指定されたレコードが見つかりませんでした。

[TAEREQUIRED]

フィールド値が必須ですが、存在しません。

[TAESIZE]

文字列フィールドのフィールド値が長すぎます。

[TAEUPDATE]

更新を行う操作が試行されましたが、許可されていません。

[TAENOSPACE]

更新を行おうとしましたが、TUXCONFIG ファイルあるいは掲示板に十分なス
ペースがありませんでした。

次の戻り値は、少なくとも MASTER サイトでは操作が成功したことを示します。

[TAOK]

操作が成功しました。TUXCONFIG ファイルまたは掲示板には更新は行われま
せんでした。

[TAUPDATED]

操作が成功しました。TUXCONFIG ファイルまたは掲示板に更新が行われまし
た。
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[TAPARTIAL]

MASTER サイトでは操作は成功しましたが、1 つまたはそれ以上の非 MASTER 
サイトで失敗がありました。それらの非 MASTER サイトには、無効ないし分断
のマークがつけられます。詳細については、管理者ガイドを参照してくださ
い。

相互運用性 BEA Tuxedo システム・リリース 4.0 または 4.1 ノードが起動されている状態では、
UPDATE および ADD 操作は実行できません。これらの操作を行うには、前もってこれ
らのノードをシャットダウンしておかなければなりません。リブートすると、変更内
容が有効になります。

T M U N L O A D C F
の互換性

tmunloadcf(1) を使用して構成内のエントリを表示する場合、フィールドの値が設
定されていないとき (文字列の場合 )、フィールド値が 0 のとき (整数の場合 )、ある
いはフィールドのデフォルト値に一致する場合、それらのフィールド値は表示されま
せん。これらのフィールドは、tmconfig を使用する際には常に出力バッファに存在
します。この方法で、管理者がエントリを取り出しやすくし、また以前に設定されて
いないフィールドを更新しやすくします。エントリには、フィールド名が含まれ、タ
ブが後に続きますが、フィールド値はありません。

使用例 次に挙げる例では、tmconfig を使用して、ワークステーション・リスナ・サーバ上
に指定されたネットワーク・アドレスを訂正しています。このアドレスはサーバ・セ
クションの最初のエントリになっていることがあります。この例で使用されているエ
ディタは ed(1) です。

$ EDITOR=ed tmconfig

Section:1) RESOURCES, 2) MACHINES, 3) GROUPS 4) SERVERS 5)SERVICES
6) NETWORK 7) ROUTING q) QUIT 9) WSL 10) NETGROUPS 11) NETMAP [1]: 4
 
Operation: 1) FIRST 2) NEXT 3) RETRIEVE 4) ADD 5) UPDATE 
6) CLEAR BUFFER 7) QUIT [1]: 1
Enter editor to add/modify fields [n]? <return>
Perform operation [y]? <return>
Return value TAOK 
Buffer contents: 
TA_OPERATION    4 
TA_SECTION      3 
TA_SRVID        2 
TA_MIN          1 
TA_MAX          1 
TA_RQPERM       432 
TA_RPPERM       432 
TA_MAXGEN       1 
TA_GRACE        86400 
TA_STATUS       Operation completed successfully 
TA_SRVGRP       WDBG 
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TA_SERVERNAME   WSL 
TA_CLOPT        -A -- -d/dev/tcp -M4 -m2 -x5 -n0x0002fe19c00b6d6b
TA_CONV         N 
TA_REPLYQ       N 
TA_RESTART      N 
Section:1) RESOURCES, 2) MACHINES, 3) GROUPS 4) SERVERS 5)SERVICES
6) NETWORK 7) ROUTING q) QUIT 9) WSL [4]10) NETGROUPS 11) NETMAP [4]: <return> 
Operation: 1) FIRST 2) NEXT 3) RETRIEVE 4) ADD 5) UPDATE 
6) CLEAR BUFFER 7) QUIT [1]: 5 
Enter editor to add/modify fields [n]? y 
240 
/CLOPT/s/6d6b/690E/p 
TA_CLOPT         -A -- -d/dev/tcp -M4 -m2 -x5 -n0x0002fe19c00b690E
w
240
q
Perform operation [y]? <return>
Return value TAUPDATED
Buffer contents: 
TA_OPERATION    1 
TA_SECTION      3 
TA_SRVID        2 
TA_MIN          1 
TA_MAX          1 
TA_RQPERM       432 
TA_RPPERM       432 
TA_MAXGEN       1 
TA_GRACE        86400 
TA_STATUS       Update completed successfully 
TA_SRVGRP       WDBG 
TA_SERVERNAME   WSL 
TA_CLOPT        -A -- -d/dev/tcp -M4 -m2 -x5 -n0x0002fe19c00b690E
TA_CONV         N 
TA_REPLYQ       N 
TA_RESTART      N 
Section:1) RESOURCES, 2) MACHINES, 3) GROUPS 4) SERVERS 5)SERVICES
6) NETWORK 7) ROUTING q) QUIT 9) WSL [1] 10) NETGROUPS 11) NETMAP {1}:q
Unload TUXCONFIG file into ASCII backup [y]? <return>
Backup filename [UBBCONFIG]? <return> 
Configuration backed up in UBBCONFIG 
$ # boot the changed server 
$ tmboot -s WSL -i 2

関連項目 tmboot(1)、tmloadcf(1)、userlog(3c)、TM_MIB(5)、UBBCONFIG(5) 
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名前 tmipcrm—ローカル・マシンで BEA Tuxedo ATMI アプリケーションが割り当てた IPC 

資源を削除

形式 tmipcrm [-y] [-n] [TUXCONFIG_file]

機能説明 tmipcrm は、BEA Tuxedo ATMI アプリケーションによって割り当てられる共用メモ
リ、メッセージ・キュー、セマフォなどの IPC 資源をクリーン・アップします。この
コマンドは、通常、シャットダウンの異常終了などのエラー状況の発生後に実行され
ます。正常な状態では、割り当てられたすべての IPC 資源は、BEA Tuxedo ATMI シス
テムがシャットダウンされるときにクリーン・アップされます。BEA Tuxedo ATMI 
のコア・システムとワークステーション・コンポーネントによって使用される IPC 資
源も削除されます。

tmipcrm はローカル・サーバ・マシン上でのみ機能するので、BEA Tuxedo コンフィ
ギュレーション内のリモート・マシン上にある IPC 資源はクリーン・アップされませ
ん。TUXCONFIG ファイルの名前は、TUXCONFIG 環境変数の値として指定するか、ま
たはコマンド行で指定する必要があります。TUXCONFIG ファイルは必須で、読み取
り可能である必要があります。

このコマンドを正常に実行できるのは、適切なパーミッションを持つユーザまたは管
理者だけです。このコマンドは、掲示板 (BB) を格納する共用メモリ・セグメントに
アタッチ可能であることを前提としており、掲示板に格納されて参照される IPC 資源
を削除しようとします。システム上のその他の条件によって削除が失敗することもあ
ります。このような失敗が検出された場合には通知されます。

以下のオプションがサポートされています。

-y

すべてのプロンプトに「はい」と答えることを意味します。

-n

IPC 資源を削除せず、stdout に IPC 資源の一覧を表示して終了します。

TUXCONFIG_file

TUXCONFIG ファイルの完全なパス名。指定していない場合は、TUXCONFIG 環
境変数の値がデフォルト値になります。
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診断 TUXCONFIG ファイルが見つからない場合は、致命的なエラーが発生し、次のメッ
セージが表示されます。

Cannot open tuxconfig file

TUXCONFIG ファイルが読み取れない場合は、致命的なエラーが発生し、次のメッ
セージが表示されます。

Execute permission denied, not application administrator

掲示板の共用メモリへのアタッチが失敗した場合は、致命的なエラーが発生し、次の
メッセージが表示されます。

Cannot attach to BB!

使用例 このコマンドは、通常は会話モードで実行して、必要に応じて質問に対する応答を求
めるプロンプトを表示します。-y オプションを指定すると、tmipcrm は応答を求め
るプロンプトを表示しませんが、すべての質問に対して「はい」と答えたと見なされ
ます。-n オプションを指定すると、tpipcrm は stdout に IPC 資源を表示するだけ
で終了し、IPC 資源は削除されません。

次の例は、このコマンドの一般的な使用方法を示しています。
$ tmipcrm /home/user/apps/tuxconfig
Looking for IPC resources in TUXCONFIG file /home/user/apps/tuxconfig 
The following IPC resources were found:

Message Queues:
0x2345
0x3456

Semaphores:
0x34567
0x45678

Shared Memory:
0x45678
0x56789

Remove these IPC resources (y/n)?: y
Removing IPC resources _ done!

次のコード例では、ローカル・マシン上の BEA Tuxedo ATMI アプリケーションで使
用される IPC 資源の一覧を、ipclist というファイルに出力します。

tmipcrm -n /home/user/apps/tuxconfig >ipclist
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名前 tmloadcf—UBBCONFIG ファイルを解析し、バイナリ版の TUXCONFIG コンフィギュ

レーション・ファイルをロード

形式 tmloadcf [-n] [-y] [-c] [-b blocks] {UBBCONFIG_file | -}

機能説明 tmloadcf は、UBBCONFIG の構文に従った形式のファイルあるいは標準入力を読み
取り、その構文をチェックし、指定に応じてバイナリ版の TUXCONFIG コンフィギュ
レーション・ファイルをロードします。環境変数 TUXCONFIG と TUXOFFSET (省略可
能 )は、それぞれ該当情報を格納する TUXCONFIG ファイルとオフセットを示します。
tmloadcf は、UBBCONFIG ファイルの RESOURCES セクションに定義されている 
MASTER マシン上でしか実行できません。ただし、-c あるいは -n オプションが指定
されている場合を除きます。

注記 TUXCONFIG 環境変数に指定するパス名は、UBBCONFIG ファイルの MACHINES 
セクションの TUXCONFIG パラメータに指定されているパス名と大文字 /小文字
の違いも含め、完全に一致していなければなりません。パス名が一致していな
い場合、tmloadcf(1) は正常に実行されません。

tmloadcf は、UBBCONFIG ファイルのセクションで抜けているものを検出すると、
警告メッセージを出します。ただし、LAN OPTION の指定のないコンフィギュレー
ションにおける NETWORK セクションの抜け (UBBCONFIG(5))、または ROUTING セク
ションの抜けは除きます。入力ファイルの解析中に構文エラーを検出すると、
tmloadcf は TUXCONFIG ファイルへの更新を行わずに終了します。

tmloadcf を実行するユーザの実効ユーザ識別子は、UBBCONFIG ファイルの 
RESOURCES セクションに記述されている UID と同じでなければなりません (指定が
あれば )。

tmloadcf にオプション -c をつけると、プログラムはこの構成に必要とされる最小
の IPC 資源を表示します。プロセッサごとに異なる資源要求条件が、構成に含まれる
各プロセッサごとに表示されます。TUXCONFIG ファイルは更新されません。

tmloadcf で -n オプションを使用すると、プログラムは UBBCONFIG (コンフィグレー
ション・ファイルのテキスト・バージョン ) の構文チェックだけを行い、TUXCONFIG 
ファイルの実際の更新は行いません。

構文チェックの後、tmloadcf は、TUXCONFIG が参照するファイルが存在するかど
うか、存在する場合はそのファイルが有効な BEA Tuxedo システムのファイル・シス
テムかどうか、および TUXCONFIG テーブルを含んでいるかどうかを調べます。これ
らの条件が満たされていない場合、tmloadcf は、TUXCONFIG の作成および初期化
を行うかどうかを確認するプロンプトを表示します。
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Initialize TUXCONFIG file: path [y, q]?

標準入力あるいは標準出力が端末でない場合、あるいはコマンド行で -y オプション
が指定された場合には、このプロンプトは出されません。"y" または "Y" 以外の応答
をすると、tmloadcf はコンフィギュレーション・ファイルを作成せずに終了しま
す。

TUXCONFIG ファイルが正しく初期化されていない場合、処理を先に進めるよう指示
すると、tmloadcf は BEA Tuxedo システムのファイル・システムを作成し、
TUXCONFIG テーブルを作成します。コマンド行に -b オプションを指定すると、BEA 
Tuxedo システムのファイル・システムの作成時にそのデバイスのブロック数を引数
として使用します。-b オプションの値が新しい TUXCONFIG テーブルを保持するのに
十分な大きさであれば、tmloadcf は指定された値を使用して新しいファイル・シス
テムを作成します。この値が十分な大きさでなければ、tmloadcf はエラー・メッ
セージを出して終了します。-b オプションの指定がない場合、tmloadcf は 
TUXCONFIG テーブルを収めるのに十分な大きさの新しいファイル・システムを作成
します。ファイル・システムが既に存在している場合は、-b オプションが無視され
ます。

TUXCONFIG が raw 型装置 (初期化されていない ) であり、その raw 型装置上のブロッ
ク数を設定する必要がある場合には、-b オプションをできるだけ使用するようにし
てください。TUXCONFIG が通常の UNIX ファイルである場合には、-b オプションは
使用しないようにしてください。

TUXCONFIG ファイルが既に初期化されていると判断される場合、tmloadcf はその 
TUXCONFIG ファイルに記述されているシステムが稼働状態にないことを確認します。
そのシステムが稼働状態にあると、tmloadcf はエラー・メッセージを出して終了し
ます。

システムが非稼働状態にあり、TUXCONFIG ファイルが既に存在している場合、次に
示すように、tmloadcf はそのファイルを書き換えてよいかどうかをユーザに尋ねて
きます。
Really overwrite TUXCONFIG file [y, q]? 

標準入力あるいは標準出力が端末でない場合、あるいはコマンド行で -y オプション
が指定された場合には、このプロンプトは出されません。"y" あるいは "Y" 以外の応
答を行うと、tmloadcf は終了して、ファイルの書き換えは行われません。

構成の RESOURCES セクションに SECURITY パラメータが指定されていると、
tmloadcf は標準入力をフラッシュし、端末エコー機能をオフにして、ユーザにアプ
リケーション・パスワードの入力を求めてきます。
Enter Application Password? 
Reenter Application Password? 
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パスワードは、30 文字以内の長さで入力できます。ファイルではなく標準入力を介し
て UBBCONFIG (コンフィギュレーション・ファイルのテキスト・バージョン ) をロー
ドするオプションは、SECURITY パラメータがオンのときには使用できません。標準入
力が端末でない場合、つまり、ユーザにパスワードの入力を求めることができない場
合 (たとえば、here ファイルの場合のように )、アプリケーション・パスワードの設定
のために環境変数 APP_PW が参照されます。APP_PW 環境変数が設定されてなく、標準
入力が端末でない場合には、tmloadcf はエラー・メッセージを出し、ログ・メッセー
ジを生成して、TUXCONFIG ファイルのロードに失敗します。

エラーがないと仮定して、すべてのチェックの結果が正常であった場合、tmloadcf 
は UBBCONFIG ファイルを TUXCONFIG ファイルにロードします。このとき、
TUXCONFIG テーブルにある既存の情報はすべて書き換えられます。

ロード中に丸められて、アンロードされたときに一致しない値もありますので、注意
してください。そのような値には MAXRFT および MAXRTDATA がありますが、それだ
けではありません。

相互運用性 tmloadcf はマスタ・ノード上で実行しなければなりません。相互運用アプリケー
ションでは、マスタ・ノードは最新のリリースでなければなりません。

移植性 tmloadcf は、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットホームで実行でき
ます。

環境変数 環境変数 APP_PW は、SECURITY パラメータが指定され、かつ標準入力として端末以
外のものを使用して tmloadcf を実行するアプリケーションに対して設定しなければ
なりません。

使用例 UBBCONFIG ファイル BB.shm からコンフィギュレーション・ファイルをロードする
には、次に示すように、装置を 2000 ブロックに初期化します。

tmloadcf -b2000 -y BB.shm

診断 入力にエラーが検出されると、エラーの原因となった行が、問題を指摘するメッセー
ジとともに、標準エラーにプリントされます。また、UBBCONFIG ファイルに構文エ
ラーがあったり、システムがその時点で稼働中であると、TUXCONFIG ファイル内の
情報はいっさい更新されず、tmloadcf は終了して、終了コード 1 を返します。

UBBCONFIG ファイルに指定されている UID と一致しない実効ユーザ識別子をもつ
ユーザが tmloadcf を実行すると、次のようなエラー・メッセージが出されます。

*** UID is not effective user ID ***

tmloadcf を非マスタ・ノード上で実行すると、次のようなエラー・メッセージが出
されます。
tmloadcf cannot run on a non-master node.
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tmloadcf をアクティブ・ノード上で実行すると、次のようなエラー・メッセージが
出されます。
tmloadcf cannot run on an active node.

tmloadcf は正常に処理を完了すると、終了コード 0 を返して終了します。
TUXCONFIG ファイルが更新された場合には、userlog メッセージが生成されてこの
事象が記録されます。

関連項目 tmunloadcf(1)、UBBCONFIG(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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tmshutdown(1)
名前 tmshutdown—BEA Tuxedo サーバをシャットダウン

形式 tmshutdown [options]

機能説明 tmshutdown は、サーバの実行を停止させたり、コンフィギュレーション・ファイル
に記述されているサービスの宣言を除去したりします。このコマンドを呼び出せるに
は、掲示板の管理者 (コンフィギュレーション・ファイルの UID パラメータで指定さ
れている ) あるいは root だけです。また、tmshutdown は、コンフィギュレーショ
ン・ファイルの RESOURCES セクションで MASTER として指定されているマシン、あ
るいは MASTER として働くバックアップ・マシン (つまり、tmadmin(1) の master 
コマンドにより DBBL が既に稼働状態である ) 上でしか呼び出せません。
tmshutdown ただし、分断プロセッサに対して -P オプションが使用されている場合
を除きます (下記参照 )。

オプションなしの場合、tmshutdown はすべての管理サーバ、TMS、ゲートウェイ・
サーバ、および TUXCONFIG 環境変数に指定されているコンフィギュレーション・
ファイルの SERVERS セクションに記述されているサーバを停止させ、それらの関連 
IPC 資源を除去します。各グループごとに、SERVERS セクションの全サーバ、関連す
るゲートウェイ・サーバ (外部グループの )、そして TMS サーバがこの順序でシャッ
トダウンされます。管理サーバは最後にシャットダウンされます。

SEQUENCE パラメータの指定がないアプリケーション・サーバは、コンフィギュレー
ション・ファイル内のサーバ・エントリの順序とは逆に最初にシャットダウンされ、
SEQUENCE パラメータの指定されたアプリケーション・サーバはその後、順序番号の
大きい方から低い方に向けて順にシャットダウンされます。コンフィギュレーショ
ン・ファイルの SERVERS セクションのサーバが複数同じ SEQUENCE パラメータを設
定されている場合、tmshutdown はこれらのサーバを同時にシャットダウンします。
SERVERS セクションの各エントリには、任意に MIN および MAX パラメータを指定す
ることができます。tmshutdown は、-i オプションが指定されていないかぎり、各
サーバ・エントリごとにそのサーバの全オカレンス (MAX 個まで ) をシャットダウン
します。-i オプションを使用すると、個々のオカレンスをシャットダウンできます。
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あるサーバをシャットダウンできない場合、あるいはサービス宣言を除去できない場
合、中央のイベント・ログに診断が書き出されます (userlog(3c))。次に、すべて
のオプションについて個々に説明します。

-l lmid

関連する LMID パラメータが lmid である各グループごとに、該当グループに
対応する SERVERS セクションの全サーバがまずシャットダウンされ、続いて
そのグループに属する TMS とゲートウェイ・サーバがシャットダウンされま
す。

-g grpname

指定されたグループに属する SERVERS セクションのすべてのサーバ (つまり、
SRVGRP パラメータが grpname に設定されている ) がシャットダウンされ、続
いてそのグループのすべて TMS とゲートウェイ・サーバがシャットダウンさ
れます。TMS サーバのシャットダウンは、そのグループ・エントリの 
TMSNAME および TMSCOUNT パラメータの設定に基づいて行われます。外部グ
ループの場合、HOST セクションの関連エントリに対応するゲートウェイ・
サーバのシャットダウンは、パラメータ GATENAME と GATECOUNT に基づいて
行われます。ゲートウェイをシャットダウンすると、そのプロセスが停止さ
れるとともに、その管理サービスと宣言されたすべての外部サービスの宣言
が取り消されます。

-i srvid

SRVID パラメータが srvid である SERVERS セクションの全サーバがシャット
ダウンされます。30,000 を超える SRVID を入力することはしないでください。
これらの数字はシステム・プロセス (TMS やゲートウェイ・プロセス ) を表し、
それらのシャットダウンには -l あるいは -g オプションを使用しなければな
らないからです。

-s aout

SERVERS セクションのサーバのうち、名前が aout のサーバがすべてシャッ
トダウンされます。このオプションは、TMS およびゲートウェイ・サーバの
シャットダウンにも使用できます。

-o sequence

SERVERS セクションのサーバのうち、SEQUENCE パラメータが sequence に
設定されているサーバがすべてシャットダウンされます。

-S

SERVERS セクションのサーバがすべてシャットダウンされます。

-A

管理サーバがすべてシャットダウンされます。
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-m

マスタ・マシン上で管理サーバがシャットダウンされます。MASTER マシン上
の BBL がシャットダウンされ、コンフィギュレーション・ファイルに LAN と 
NETWORK エントリが指定されていれば、BRIDGE がシャットダウンされます。
MODEL が MP であると、DBBL 管理サーバがシャットダウンされます。

-B lmid

論理名が lmid であるプロセッサ上の BBL がシャットダウンされます。

-T grpname

SRVGRP パラメータが grpname に設定されたサーバ・グループ内のすべての 
TMS サーバが、そのサーバ・グループ・エントリに対応する TMSNAMEおよび 
TMSCOUNT パラメータに基づいてシャットダウンされます。

-w delay

すべてのサーバをただちに中断し、delay 秒だけシャットダウンの確認を待
機した後、SIGTERM および SIGKILL シグナルをサーバに送って強制的に終了
させます。

SIGKILL シグナルは捕捉できないため、その時点でプロセスによって実行さ
れるコードには無関係に、シグナルを受信したプロセスはすべて直ちに終了
されます。停止されるプロセスが掲示板を更新中だった場合には、掲示板に
構造上の損傷を与えるおそれがあります。

注記 -w オプションが適用されるサーバは、UNIX System のシグナル SIGTERM を
捕捉できません。

注記 SIGKILL シグナルの受信に基づいてサーバがシャットダウンされる場合、
エントリは掲示板に残ります。BBL がシャットダウンされる場合、これら
のエントリが検出され、BBL はシャットダウンしません。システムの
シャットダウンを完了するには、再度 tmshutdown コマンドを使用しなけ
ればならない場合もあります。

-k {TERM | KILL}

tmshutdown は選択したサーバを直ちに中断し、これらを順序立てて (TERM) 
または強制的に (KILL) シャットダウンします。

SIGKILL シグナルは捕捉できないため、その時点でプロセスによって実行さ
れるコードには無関係に、シグナルを受信したプロセスはすべて直ちに終了
されます。停止されるプロセスが掲示板を更新中だった場合には、掲示板に
構造上の損傷を与えるおそれがあります。

注記 このオプションは、UNIX シグナルの SIGTERM と SIGKILL をサポートする
システムでは、これらにマップされます。デフォルトでは、SIGTERM は 
BEA Tuxedo サーバで順序立てたシャットダウンを開始します。SIGTERM を
アプリケーションでリセットすると、BEA Tuxedo システムがサーバを
シャットダウンできなくなることがあります。
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注記 SIGKILL シグナルの受信に基づいてサーバがシャットダウンされる場合、
エントリは掲示板に残ります。BBL がシャットダウンによる場合、これら
のエントリが検出され、BBL はシャットダウンしません。システムの
シャットダウンを完了するには、再度 tmshutdown コマンドを使用しなけ
ればならない場合もあります。

-y

全管理プロセスおよびサーバ・プロセスをシャットダウンするかどうかを尋
ねるプロンプトに対して yes の応答がなされたものと見なされます (このプ
ロンプトは、制限を課すオプションを一切つけずにコマンドが入力されたと
きにのみ出されます )。

-y オプションを指定すると、すべてのサービスの宣言が掲示板から直ちに取
り消され、以降サービス呼び出しができなくなります。

-q

標準出力に実行シーケンスを表示しません。-y が指定さているものと想定し
ます。

-n

実行シーケンスを表示しますが、実行はされません。

-r

移行操作の場合のみ、元のプロセッサ上のサーバがシャットダウンされ、別のプ
ロセッサへの移行準備としての掲示板エントリの削除は行われません。-R オプ
ションは、-l あるいは -g オプションと一緒に使用しなければなりません (例 : 
tmshutdown -l lmid -R)。また、コンフィギュレーション・ファイルの 
*RESOURCES セクションに MIGRATE オプションを指定しなければなりません。

-c

クライアントがまだアタッチされていても、BBL がシャットダウンされます。

-H lmid

単一プロセッサ上では、指定された lmid に対応するノード上の全管理サーバ
およびアプリケーション・サーバがシャットダウンされます。一方、マルチ
プロセッサ (たとえば 3B4000) 上では、PE が 1 つしか指定されていない場合
でも、すべての PE がシャットダウンされます。

-P lmid

このオプションを指定すると、tmshutdown は指定 lmid 上の掲示板にアタッ
チし、この lmid が該当アプリケーションのほかの部分から分断されているこ
とを確認してから (つまり、DBBL にはアクセスしません )、すべての管理サー
バとアプリケーション・サーバをシャットダウンします。このコマンドは、
コンフィギュレーション・ファイルの MACHINES セクションに指定されてい
る lmid に対応するプロセッサ上で実行しなければなりません。
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-l、-g、-s および -T オプションを使用すると、TMS サーバがシャットダウンされま
す。また、-l、-g および -s オプションを使用すると、ゲートウェイ・サーバがシャッ
トダウンされます。-l、-g、-i、-s、-o および -S オプションはアプリケーション・
サーバに適用されます。-A、-M および -B オプションは、管理プロセスにのみ適用され
ます。-l、-g、-i、-o および -s オプションを組み合わせて使用すると、指定された修
飾条件をすべて満たすサーバのみがシャットダウンされます。

サーバのシャットダウン時にグローバル・トランザクションが稼働しているといった
ように分散トランザクション処理機能を使用しようとする場合には、プリコミット後
のコミットが記録される場所まで処理が進んでいなかったトランザクションは、ア
ボートします。一方、コミット点まで進んでいたトランザクションは、サーバ (たと
えば、TMS) が再度ブートされた時点で処理が完了されます。

相互運用性 tmshutdown はマスタ・ノード上で実行しなければなりません。相互運用アプリケー
ションでは、マスタ・ノードは最新のリリースでなければなりません。tmshutdown 
は、リリース 4.1 サイトでリリース 4.2 管理サーバをシャットダウンさせることにつ
ながるコンフィギュレーション・ファイル内の条件を検出し報告します。

移植性 tmshutdown は、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットホームで実行で
きます。

診断 tmshutdown は、サーバのシャットダウンに失敗した場合や致命的エラーが発生した
場合には、終了コード 1 を返して終了します。詳細については、ユーザ・ログを調べ
てください。正常に実行できた場合には、終了コード 0 で終了します。

tmshutdown がマスタ・ノードでないアクティブ・ノード上で実行されると、次のよ
うな致命的エラー・メッセージが出されます。
tmshutdown cannot run on a non acting-master node in an active application.

プロセスをシャットダウンすることでアクティブ・プロセスが  DBBL から分断される
と、次のようなエラー・メッセージが出されます。
cannot shutdown, causes partitioning.

サーバが異常終了した場合には、次のような幾分不明瞭なメッセージが出されます。
CMDTUX_CAT:947 Cannot shutdown server GRPID

使用例 システム全体をシャットダウンして、BEA Tuxedo の IPC 資源をすべて削除するには、
次のコマンドを実行します。30 秒間確認が得られないと強制的に実行されます。

tmshutdown -w 30 

lmid の値が CS1 に設定されているマシン上のサーバだけをシャットダウンするに
は、次のコマンドを入力します。
tmshutdown -l CS1
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-l オプションは SERVERS セクションにリストされているサーバのみにアクションを
制限するものであるため、CS1 上の BBL はシャットダウンされません。

注意事項 tmshutdown コマンドは、ハングアップ・シグナル (SIGHUP) を無視します。シャッ
トダウン中にシグナルが検出されても、プロセスは継続します。

関連項目 tmadmin(1)、tmboot(1)、UBBCONFIG(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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tmunloadcf(1)
名前 tmunloadcf—バイナリ版の TUXCONFIG コンフィギュレーション・ファイルをアン

ロード

形式 tmunloadcf

機能説明 tmunloadcf は、TUXCONFIGコンフィギュレーション・ファイルをバイナリ表現か
らテキスト形式に変換します。この変換処理は、バイト・オーダが異なるマシン間で
ファイルを簡潔に移送したり、ファイルのバックアップ・コピーを簡潔に作成して信
頼性を高める場合に役立ちます。テキスト形式については、UBBCONFIG(5) で説明
します。

tmunloadcf は、TUXCONFIG および TUXOFFSET 環境変数が示す TUXCONFIG ファイ
ルから値を読み取り、それらを標準出力に書き出します。

BEA Tuxedo リリース 7.1 で起動すると、複数のリソースに対してパスワードを使用
できます。たとえば、リソース・マネージャの OPENINFO 文字列にパスワードを指定
できます。パスワードを含む TUXCONFIG コンフィギュレーション・ファイルに対し
て tmunloadcf が実行された場合、出力には暗号化されたパスワードが表示されま
す。この暗号化されたパスワードは、1 度だけシステムにアップロードできます。

環境設定中に四捨五入され、tmloadcf の呼び出しまたは TMIB インターフェイスに
よって設定した値と一致しない値もありますので、注意してください。そのような値
には MAXRFT および MAXRTDATA がありますが、それだけではありません。

移植性 tmunloadcf は、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットホームで実行で
きます。

使用例 次のコマンドを入力すると、/usr/tuxedo/tuxconfig の構成がファイル 
tconfig.backup にアンロードされます。

TUXCONFIG=/usr/tuxedo/tuxconfig tmunloadcf > tconfig.backup

診断 tmunloadcf は、TUXCONFIG および TUXOFFSET 環境変数が参照するファイルが存在
するかどうか、存在する場合はそのファイルが有効な BEA Tuxedo システムのファイ
ル・システムであるかどうか、および TUXCONFIG テーブルを含んでいるかどうかを
調べます。これらの条件のいずれかが満たされない場合、tmunloadcf はエラー・
メッセージを出し、終了コード 1 を返して終了します。処理が成功すると、
tmunloadcf は終了コード 0 を返して終了します。

関連項目 tmloadcf(1)、UBBCONFIG(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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topendpasswd(1)
名前 topendpasswd—BEA Tuxedo ATMI システムの TOP END Domain Gateway 機能で使用

するパスワードを追加

形式 dmadmin
> topendpasswd [-r] local_domain_name

機能説明 topendpasswd は、dmadmin(1) のサブコマンドとしてだけ実行できます。

このサブコマンドは、指定したローカル・ドメインの BEA TOP END で使用する新し
いパスワードの入力を求めるプロンプトを管理者に対して表示します。-r オプショ
ンは、既存のパスワードと新しいパスワードをシステムが生成した新しいキーを使用
して符号化することを指定します。パスワードは 12 文字以内です。このパスワード
は、セキュリティ機能が有効になっている BEA TOP END システムに RTQメッセー
ジを送信する際に使用されます。渡されるユーザ ID は、ローカル・ドメインの 
DOMAINID です。

このサブコマンドを実行するには、事前に BEA Administration Console または 
tmloadcf(1) および dmloadcf(1) コマンドのいずれかを使用して、アプリケー
ションを設定しておく必要があります。アクティブなノード上であれば dmadmin を
実行できます。

診断 dmadmin topendpasswd サブコマンドは、正常に完了すると、戻りコード 0 を返し
て終了します。

使用例 dmadmin
>topendpasswd ldom 
Enter Local Domain Password: 
Re-enter Local Domain Password:

関連項目 dmadmin(1) 
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tpacladd(1)
名前 tpacladd —新しいアクセス制御リストをシステムに追加

形式 tpacladd [-g GID[,GID . . . ]] [-t type] name

機能説明 tpacladd を実行すると、BEA Tuxedo ATMI のセキュリティ・データ・ファイルにア
クセス制御リスト (ACL) の新しいエントリが追加されます。この情報は、サービス、
イベント、アプリケーションの各キューに対する BEA Tuxedo ATMI のアクセス制御
に使用されます。このコマンドを実行する前に、SECURITY を USER_AUTH、ACL、ま
たは MANDATORY_ACL に設定した BEA Tuxedo のコンフィギュレーションを作成する
必要があります。

以下のオプションが使用できます。

-g GID, . . . 

1 つまたは複数の既存のグループの整数のグループ識別子またはグループ名の
文字列のリストを指定します。このオプションは、指定したオブジェクトに
どのグループがアクセスできるかを示します。このオプションを指定しない
と、グループなしでエントリが追加されます。

-t type 

オブジェクトのタイプを指定します。"ENQ"、"DEQ"、"SERVICE"、
"POSTEVENT" のいずれかを指定できます。デフォルトは "SERVICE" です。

name

アクセス権を与えるサービス、イベント、またはアプリケーションキューの
名前を、表示可能な文字の重複しない文字列で指定します。コロン (:)、
シャープ (#)、または改行文字 (\n) を使うことはできません。

このコマンドを実行する前に、グラフィカル・ユーザ・インターフェイスまたは 
tmloadcf(1) のいずれかを使用してアプリケーションを環境設定し、TUXCONFIG ファ
イルを指すように TUXCONFIG 環境変数を設定する必要があります。アプリケーション
がアクティブでない場合は、tpacladd をコンフィギュレーションの MASTER 上で実行
する必要があります。アプリケーションがアクティブな場合、このコマンドはどのア
クティブなノードでも実行できます。

移植性 このコマンドは、BEA Tuxedo ATMI サーバ環境がサポートされるプラットホームで
実行できます。

診断 tpacladd コマンドは正しく完了すると、終了コード 0 で終了します。
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セクション 1―コマンド
関連項目 tpacldel(1)、tpaclmod(1)、tpgrpadd(1)、tpgrpdel(1)、tpgrpmod(1)、
AUTHSVR(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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tpaclcvt(1)
名前 tpaclcvt—BEA Tuxedo ATMI のセキュリティ・データ・ファイルを変換する

形式 tpaclcvt [-u userfile] [-g groupfile]

機能説明 tpaclcvt は、任意のバージョンの AUTHSVR  (BEA Tuxedo リリース 5.0 で利用でき
るバージョン ) で使用される既存のユーザ・ファイルを調べ、これを BEA Tuxedo 
Release 6.0 で使用する形式に変換します。また、/etc/group または類似のファイル
に基づいてグループ・ファイルを生成し、/etc/passwd ファイルを変換します。

以下のオプションが使用できます。

-u userfile

System 5 のユーザ・ファイルを指定します。このオプションを指定しないと、
ユーザ・ファイルは変換されません。

 -g groupfile

グループ・ファイル (通常は /etc/group) を指定します。このオプションを
指定しないと、クループ・ファイルは変換されません。

このコマンドを実行する前に、グラフィカル・ユーザ・インターフェイスまたは 
tmloadcf(1) のいずれかを使用してアプリケーションを環境設定し、TUXCONFIGファ
イルを指すように TUXCONFIG 環境変数を設定します。アプリケーションがアクティブ
でない場合は、tpaclcvt をコンフィギュレーションの MASTER 上で実行する必要があ
ります。

移植性 このコマンドは、BEA Tuxedo ATMI サーバ環境がサポートされるプラットホームで
実行できます。

関連項目 tpgrpadd(1)、tpusradd(1)、AUTHSVR(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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セクション 1―コマンド
tpacldel(1)
名前 tpacldel—アクセス制御リストのエントリを削除

形式 tpacldel [-t type] name

機能説明 tpacldel を実行すると、BEA Tuxedo のセキュリティ・データ・ファイルから既存
のアクセス制御リスト (ACL) のエントリが削除されます。このコマンドを実行する前
に、SECURITY を USER_AUTH、ACL、または MANDATORY_ACL に設定した BEA 
Tuxedo  ATMI のコンフィギュレーションを作成する必要があります。

以下のオプションを使用できます。

-t type

オブジェクトのタイプを指定します。"ENQ"、"DEQ"、"SERVICE"、
"POSTEVENT" のいずれかを指定できます。デフォルトのタイプは "SERVICE" 
です。

名前
削除する既存の ACL のエントリを指定します。

このコマンドを実行する前に、グラフィカル・ユーザ・インターフェイスまたは 
tmloadcf(1) のいずれかを使用してアプリケーションを環境設定し、TUXCONFIG ファ
イルを指すように TUXCONFIG 環境変数を設定する必要があります。アプリケーション
がアクティブでない場合は、tpacldel をコンフィギュレーションの MASTER 上で実行
する必要があります。アプリケーションがアクティブな場合、このコマンドはどのア
クティブなノードでも実行できます。

移植性 このコマンドは、BEA Tuxedo ATMI サーバ環境がサポートされるプラットホームで
実行できます。

診断 tpacldel コマンドは正しく完了すると、終了コード 0 で終了します。

関連項目 tpacladd(1)、tpaclmod(1)、AUTHSVR(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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tpaclmod(1)
名前 tpaclmod —システム上のアクセス制御リストを変更

形式 tpaclmod [-g GID[,GID...]] [-t type] name

機能説明 tpaclmod を実行すると、BEA Tuxedo のセキュリティ・データ・ファイル中のアク
セス制御リスト (ACL) のエントリが変更されます。この情報は、サービス、イベン
ト、アプリケーションの各キューに対する BEA Tuxedo ATMI のアクセス制御に使用
されます。このコマンドを実行する前に、SECURITY を USER_AUTH、ACL、または 
MANDATORY_ACL に設定した BEA Tuxedo のコンフィギュレーションを作成する必要
があります。

以下のオプションが使用できます。

-g gid, . . .

1 つまたは複数の既存のグループの整数のグループ識別子またはグループ名の
文字列のリストを指定します。このオプションは、指定したオブジェクトに
どのグループがアクセスできるかを示します。このオプションを指定しない
と、エントリはグループを持たないように変更されます。

-t type

オブジェクトのタイプを指定します。"ENQ"、"DEQ"、"SERVICE"、
"POSTEVENT" のいずれかを指定できます。デフォルトは "SERVICE" です。

name

既存の ACL の名前を指定します。

このコマンドを実行する前に、グラフィカル・ユーザ・インターフェイスまたは 
tmloadcf(1) のいずれかを使用してアプリケーションを環境設定し、TUXCONFIG ファ
イルを指すように TUXCONFIG 環境変数を設定する必要があります。アプリケーション
がアクティブでない場合は、tpaclmod を環境設定のマスタ上で実行する必要がありま
す。MASTER アプリケーションがアクティブな場合、このコマンドはどのアクティブな
ノードでも実行できます。

移植性 このコマンドは、BEA Tuxedo ATMI サーバ環境がサポートされるプラットホームで
実行できます。

診断 tpaclmod コマンドは正しく完了すると、終了コード 0 で終了します。

関連項目 tpacladd(1)、tpacldel(1)、AUTHSVR(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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セクション 1―コマンド
tpaddusr(1)
名前 tpaddusr —BEA Tuxedo パスワード・ファイルを作成

形式 tpaddusr usrname file [cltname [uid]]

機能説明 このコマンドによりアプリケーション管理者は、BEA Tuxedo の AUTHSVR(5) サーバ
で使用するのに適した UNIX システム形式のパスワード・ファイルを作成することが
できます。tpaddusr は、ユーザの usrname をパスワード・ファイル file に追加し
ます (file に /etc/passwd を指定することはできません )。管理者は、追加したユー
ザに割り当てるパスワードを入力するように要求されます。必要であれば、0600 の
アクセス権で file が作成されます。cltname は指定すると、パスワード・エントリ
での追加の修飾子を示します。usrname または cltname、もしくはそれらの両方は、
'*' 文字として指定することができ、AUTHSVR(5) ではワイルドカードとみなされま
す。uid は指定すると、ユーザの認証が成功した場合に返されるユーザの識別番号を
示します。指定がない場合には、cltname と uid はそれぞれ '*' と -1  がデフォルト
値となります。

注意事項 cltname の値 tpsysadm と tpsysop は、認証要求を処理する際に AUTHSVR(5) により
特殊な処理が行われます。これらの cltname 値は、パスワード・ファイル内のワイル
ドカードの cltname 指定と照合されることはありません。

さらに、パスワード・ファイルへの追加順序に関係なく、ワイルドカードのエントリ
は、明示的に指定された値の後で処理されます。認証要求は、最初に一致するパス
ワード・ファイルのエントリに対してのみ認証されます。

移植性 このコマンドは、BEA Tuxedo ATMI サーバ環境がサポートされるプラットホームで
実行できます。

互換性 このコマンドは、ユーザを SECURITY USER_AUTH に環境設定するために使用します。
SECURITY ACL または SECURITY MANDATORY_ACL との互換性を保つためには (これらの
セキュリティ・レベルに移行できるようにするためにも )、次の制限に従う必要があり
ます。

! ユーザ名は一意でなければならず、ワイルドカードを使用することはできない。

! ユーザ識別子は一意でなければならない。ユーザ識別子は 0 より大きく 128K 未
満でなければならない。

! ファイル名は $APPDIR/tpusr でなければならない。

tpusradd(1) コマンドでは、これらの制限が自動的に適用されます。
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tpaddusr(1)
使用例 以下の一連のコマンド入力は、簡単なパスワード・ファイルの構成方法を示していま
す。
$ # 1. Add usrname foo with wildcard cltname and no UID  
$ tpaddusr foo /home/tuxapp/pwfile  
$ # 2. Add usrname foo with cltname bar and UID 100  
$ tpaddusr foo /home/tuxapp/pwfile bar 100  
$ # 3. Add usrname foo with tpsysadm cltname and no UID  
$ tpaddusr foo /home/tuxapp/pwfile tpsysadm  
$ # 4. Add wildcard usrname with tpsysop cltname and no UID  
$ tpaddusr '*' /home/tuxapp/pwfile tpsysop  
$ # 5. Add wildcard usrname with wildcard cltname and no UID  
$ tpaddusr '*' /home/tuxapp/pwfile '*'

次の表は、アプリケーションに対する種々のアクセス要求を認証するのに使用するパ
スワード・ファイル・エントリ (上記の番号で示されます ) を示します。N/A は、パ
スワード・ファイルに一致するエントリが存在しないため、要求が許可されないこと
を示します。
Usrname Cltname Password Entry 
------- ------- --------------  
"foo"   "bar"         2  
"foo"   ""            1  
"foo"   "tpsysadm"    3  
"foo"   "tpsysop"     4  
"guest" "tpsysop"     4  
"guest" "bar"         5  
"guest" "tpsysadm"    N/A

次に、上記で作成されたパスワード・ファイル用の AUTHSVR インスタンスのための 
*SERVERS セクション例を示します。

AUTHSVR SRVGRP=G SRVID=1 RESTART=Y GRACE=0 MAXGEN=2 CLOPT="-A -- -f
/home/tuxapp/pwfile"

関連項目 tpdelusr(1)、tpmodusr(1)、tpusradd(1)、tpusrdel(1)、tpusrmod(1)、
AUTHSVR(5) 
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セクション 1―コマンド
tpdelusr(1)
名前 tpdelusr—BEA Tuxedo パスワード・ファイルからのユーザを削除

形式 tpdelusr usrname file [cltname]

機能説明 このコマンドによりアプリケーション管理者は、BEA Tuxedo の AUTHSVR(5) サーバで
使用するのに適した UNIX システム形式のパスワード・ファイルを管理することができ
ます。tpdelusr は、指定された usrname と cltname の組み合わせのパスワード・
ファイル・エントリを削除するために使用します。file に /etc/passwd を指定するこ
とはできません。cltname は指定しなければ、デフォルトで '*' に設定されます。
usrname または cltname、もしくはこれらの両方に指定されたワイルドカードは、パ
スワード・ファイル内の対応するワイルドカード・エントリに対してのみ一致します。
これらはすべての一致するエントリに対して拡張されるものではありません。

注意事項 cltname の値 tpsysadm と tpsysop は、認証要求を処理する際に AUTHSVR(5) により
特殊な処理が行われます。これらの cltname 値は、パスワード・ファイル内のワイル
ドカードの cltname 指定と照合されることはありません。

さらに、パスワード・ファイルへの追加順序に関係なく、ワイルドカードのエントリ
は、明示的に指定された値の後で処理されます。認証要求は、最初に一致するパス
ワード・ファイルのエントリに対してのみ認証されます。

移植性 このコマンドは、BEA Tuxedo ATMI サーバ環境がサポートされるプラットホームで
実行できます。

互換性 このコマンドは、ユーザを SECURITY USER_AUTH に環境設定するために使用します。
SECURITY ACL または SECURITY MANDATORY_ACL との互換性を保つためには (これら
のセキュリティ・レベルに移行できるようにするためにも )、次の制限に従う必要があ
ります。

! ユーザ名は一意でなければならず、ワイルドカードを使用することはできない。

! ユーザ識別子は一意で、0 より大きく 128K 未満でなければならない。

! ファイル名は $APPDIR/tpusr でなければならない。

tpusrdel(1) コマンドでは、これらの制限が自動的に適用されます。

関連項目 tpaddusr(1)、tpmodusr(1)、tpusradd(1)、tpusrdel(1)、tpusrmod(1)、
AUTHSVR(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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tpgrpadd(1)
tpgrpadd(1)
名前 tpgrpadd—システムに新しいグループを追加する

形式 tpgrpadd [-g GID] grpname

機能説明 tpgrpadd は、BEA Tuxedo セキュリティ・データ・ファイルに適切なエントリを追
加することによって、システム上で新しいグループ定義を作成します。この情報は 
AUTHSVR(5) サーバによる BEA Tuxedo system/T の認証や、アクセス制御に使用され
ます。このコマンドを実行する前に、SECURITY を USER_AUTH、ACL、または 
MANDATORY_ACL に設定した BEA Tuxedo のコンフィギュレーションを作成する必要
があります。

以下のオプションが使用できます。

-g gid

新しいグループのグループ識別子を指定します。このグループ識別子は、16K 
より小さい正の 10 進数でなければなりません。gid のデフォルトは、1 以上の
次の使用可能な (一意な ) 識別子です。グループ識別子 0 は、"other" グループ用
に予約されています。

grpname

新しいグループの名前を、表示可能な文字の重複しない文字列で指定します。
シャープ (#)、カンマ (,)、コロン (:)、または改行文字 (\n) を使うことはでき
ません。

このコマンドを実行する前に、グラフィカル・ユーザ・インターフェイスまたは 
tmloadcf(1) のいずれかを使用してアプリケーションを環境設定し、TUXCONFIG ファ
イルを指すように TUXCONFIG 環境変数を設定する必要があります。アプリケーション
がアクティブでない場合、tpgrpadd はコンフィギュレーションの MASTER 上で実行す
る必要があります。アプリケーションがアクティブな場合は、このコマンドはどのア
クティブなノードでも実行できます。

移植性 このコマンドは、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットホームで実行で
きます。

診断 tpgrpadd コマンドは正しく完了すると、終了コード 0 で終了します。

関連項目 tpgrpdel(1)、tpgrpmod(1)、tpusradd(1)、tpusrdel(1)、tpusrmod(1)、
AUTHSVR(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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セクション 1―コマンド
tpgrpdel(1)
名前 tpgrpdel—システムからグループを削除する

形式 tpgrpdel grpname

機能説明 tpgrpdel は、BEA Tuxedo セキュリティ・データ・ファイルから対応するグループ
のエントリを削除することによって、システムからグループの定義を削除します。た
だし、ユーザ・ファイルからグループ ID は削除されません。このコマンドを実行す
る前に、SECURITY を USER_AUTH、ACL、または MANDATORY_ACL に設定した BEA 
Tuxedo コンフィギュレーションを作成する必要があります。

以下のオプションが使用できます。

grpname

削除する既存のグループの名前を指定します。

このコマンドを実行する前に、グラフィカル・ユーザ・インターフェイスまたは 
tmloadcf(1) のいずれかを使用してアプリケーションを環境設定し、TUXCONFIG ファ
イルを指すように TUXCONFIG 環境変数を設定する必要があります。アプリケーション
がアクティブでない場合、tpgrpdel を環境設定のマスタ上で実行する必要があります。
アプリケーションがアクティブな場合は、このコマンドはどのアクティブなノードでも
実行できます。

移植性 このコマンドは、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットホームで実行で
きます。

診断 tpgrpdel コマンドは正しく完了すると、終了コード 0 で終了します。

関連項目 tpgrpadd(1)、tpgrpmod(1)、tpusradd(1)、tpusrdel(1)、tpusrmod(1)、
AUTHSVR(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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tpgrpmod(1)
名前 tpgrpmod—システム上のグループを変更

形式 tpgrpmod [-g GID] [-n name] grpname

機能説明 tpgrpmod は、BEA Tuxedo セキュリティ・データ・ファイルの適切なエントリを変
更することによって、指定したグループの定義を変更します。このコマンドを実行す
る前に、SECURITY を USER_AUTH、ACL、または MANDATORY_ACL に設定した BEA 
Tuxedo のコンフィギュレーションを作成する必要があります。

以下のオプションが使用できます。

-g gid

新しいグループのグループ識別子を指定します。このグループ識別子は、16K 
より小さい正の 10 進数でなければなりません。グループ識別子 0 は、"other" 
グループ用に予約されています。

-n name

新しいグループの名前を、表示可能な文字の重複しない文字列で指定します。
カンマ (,)、コロン (:)、または改行文字 (\n) を使うことはできません。

grpname

変更するグループの現在の名前を指定します。

このコマンドを実行する前に、グラフィカル・ユーザ・インターフェイスまたは 
tmloadcf(1) のいずれかを使用してアプリケーションを環境設定し、TUXCONFIG ファ
イルを指すように TUXCONFIG 環境変数を設定する必要があります。アプリケーション
がアクティブでない場合、tpgrpmod を環境設定のマスタ上で実行する必要があります。
アプリケーションがアクティブでない場合は、このコマンドはどのアクティブなノード
でも実行できます。

移植性 このコマンドは、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットホームで実行で
きます。

診断 tpgrpmod コマンドは正しく完了すると、終了コード 0 で終了します。

関連項目 tpgrpadd(1)、tpgrpdel(1)、tpusradd(1)、tpusrdel(1)、tpusrmod(1)、
AUTHSVR(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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セクション 1―コマンド
tpmodusr(1)
名前 tpmodusr —BEA Tuxedo システム・パスワード・ファイルを保守

形式 tpmodusr usrname file [cltname]

機能説明 このコマンドによりアプリケーション管理者は、BEA Tuxedo システムの 
AUTHSVR(5) サーバで使用するのに適した UNIX システム形式のパスワード・ファイ
ルを保守することができます。このコマンドを実行する前に、SECURITY を 
USER_AUTH、ACL、または MANDATORY_ACL に設定した BEA Tuxedo のコンフィギュ
レーションを作成する必要があります。

tpmodusr は、パスワード・ファイル file 内の指定したユーザのパスワードを変更
するのに使用します (file に /etc/passwd を指定することはできません )。管理者は、
ユーザに関連付ける新しいパスワードの入力を求められます。パスワードを指定して
いない場合、cltname にはデフォルト値として "*" が設定されます。usrname また
は cltname、もしくはこれらの両方に指定されたワイルドカードは、パスワード・
ファイル内の対応するワイルドカード・エントリに対してのみ一致します。これらは
すべての一致するエントリに対して拡張されるものではありません。

注意事項 cltname の値 tpsysadm と tpsysop は、認証要求を処理する際に AUTHSVR(5) によ
り特殊な処理が行われます。これらの cltname 値は、パスワード・ファイル内のワ
イルドカードの cltname 指定と照合されることはありません。

さらに、パスワード・ファイルへの追加順序に関係なく、ワイルドカードのエントリ
は、明示的に指定された値の後で処理されます。認証要求は、最初に一致するパス
ワード・ファイルのエントリに対してのみ認証されます。

移植性 このコマンドは、BEA Tuxedo ATMI サーバ環境がサポートされるプラットホームで
実行できます。
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互換性 このコマンドは、ユーザを SECURITY USER_AUTH に環境設定するために使用します。
SECURITY ACL または SECURITY MANDATORY_ACL との互換性を保つためには (これらの
セキュリティ・レベルに移行できるようにするためにも )、次の制限に従う必要があり
ます。

! ユーザ名は一意でなければならず、ワイルドカードを使用することはできない。

! ユーザ識別子は一意でなければならない。ユーザ識別子は 0 より大きく 128K 未
満でなければならない。

! ファイル名は $APPDIR/tpusr でなければならない。

tpusrmod(1) コマンドでは、これらの制限が自動的に適用されます。

関連項目 tpaddusr(1)、tpdelusr(1)、tpusradd(1)、tpusrdel(1)、tpusrmod(1)、
AUTHSVR(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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tpusradd(1)
名前 tpusradd—新しいプリンシパルをシステムに追加

形式 tpusradd [-u UID ] [-g GID] [-c client_name] usrname

機能説明 tpusradd を実行すると、BEA Tuxedo セキュリティ・データ・ファイルに新しいプ
リンシパル (ユーザまたはドメイン ) のエントリが追加されます。この情報は、
AUTHSVR(5) サーバでユーザ単位の認証に使用されます。

このコマンドを正常に実行するには、以下の準備が必要です。

! グラフィカル・ユーザ・インターフェイスまたは tmloadcf(1) のいずれかを使
用して、アプリケーションを環境設定する。

! TUXCONFIG ファイルを指すように TUXCONFIG 環境変数を設定する。

! SECURITY を USER_AUTH、ACL、または MANDATORY_ACL に設定する。

アプリケーションがアクティブでない場合、tpusradd をコンフィギュレーションの 
MASTER 上で実行する必要があります。アクティブな場合は、このコマンドはどのア
クティブなノードでも実行できます。

このコマンドで作成されたシステム・ファイル・エントリは 1 行の制限が 512 文字で
す。いくつもの (複数の )オプションに長い引数を指定するとこの制限を超えること
があります。

以下のオプションが使用できます。

-u uid

ユーザ識別番号を指定します。uid は、16K より小さい正の 10 進数でなければ
なりません。UID は、アプリケーションの既存の識別子のリスト中で一意でな
ければなりません。uid のデフォルトは、1 以上の次の使用可能な (一意な ) 識
別子です。

-g gid

既存のグループの整数の識別子またはグループ名の文字列を指定します。こ
のオプションによって、新しいユーザがどのグループに属するかを定義しま
す。デフォルトは、"other" グループ (識別子 0)です。
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-c client_name

ユーザに関連付けるクライアント名を、表示可能な文字列で指定します。こ
のオプションを指定した場合、通常は、関連付けられたユーザの役割を表し、
ユーザのエントリに関する付加的な情報となります。コロン (:) または改行文
字 (¥n) を使うことはできません。このオプションを指定しないと、デフォル
トはワイルドカード '*' になり、この場合、どのようなクライアント名を指定
しても認証が成功します。

Usrname

ユーザの新しいログイン名を、表示可能な文字列で指定します。コロン (:)、
シャープ (#)、または改行文字 (\n) を使うことはできません。ユーザ名は、ア
プリケーション用の既存の識別子のリスト中で一意でなければなりません。

管理者は、追加したユーザに割り当てるパスワードを入力するように要求されます。

ユーザ単位の認証や管理者のパーミッションの設定について詳しくは、AUTHSVR(5)

を参照してください。

移植性 このコマンドは、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットホームで実行で
きます。

診断 tpusradd コマンドは正しく完了すると、終了コード 0 で終了します。

使用例 以下の一連のコマンドは、簡単なユーザ・ファイルの作成例を示します。
$ # 1. Add usrname foo with cltname bar and UID 100  
$ tpusradd -u 100 -c bar foo  
$ # 2. Add usrname foo with tpsysadm cltname and no UID  
$ tpusradd -c tpsysadm foo

次の表は、アプリケーションへの様々なアクセス要求の認証に使用されるユーザ・エ
ントリ (上に書かれている数字で示されます ) と、関連付けられる uid/gid を示しま
す。N/A は、ユーザ・ファイルに一致するエントリが存在しないため、要求が許可さ
れないことを示します。
Usrname Cltname Password Entry  Uid     Gid  
------- ------- --------------  ---     ---  
"foo"   "bar"         2         100     0 
"foo"   ""            1         1       0  
"foo"   "tpsysadm"    3         0       8192  
"guest" "tpsysadm"    N/A       N/A     N/A

次に示す例は、上で作成したユーザ・ファイルを処理する AUTHSVR のインスタンス
の "SERVERS" セクション・エントリです。

AUTHSVR SRVGRP=G SRVID=1 RESTART=Y GRACE=0 MAXGEN=2 CLOPT="-A"
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関連項目 tpgrpadd(1)、tpgrpdel(1)、tpgrpmod(1)、tpusrdel(1)、tpusrmod(1)、
AUTHSVR(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
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tpusrdel(1)
名前 tpusrdel—システムからユーザを削除

形式 tpusrdel usrname

機能説明 tpusrdel コマンドは、システムからプリンシパル (ユーザ名またはドメイン名 ) の
定義を削除します。このコマンドは、指定したユーザの定義を削除します。
usrname には、削除する既存のユーザの名前を指定します。

このコマンドを実行するには、以下の準備が必要です。

! グラフィカル・ユーザ・インターフェイスまたは tmloadcf(1) のいずれかを使
用して、アプリケーションを環境設定する。

! TUXCONFIG ファイルを指すように TUXCONFIG 環境変数を設定する。

! SECURITY  を USER_AUTH、ACL、または MANDATORY_ACL に設定する。

アプリケーションがアクティブでない場合、tpusradd はコンフィギュレーションの 
MASTER 上で実行する必要があります。アプリケーションがアクティブな場合は、こ
のコマンドはどのアクティブなノードでも実行できます。

移植性 このコマンドは、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットホームで実行で
きます。

診断 tpusrdel コマンドは正しく完了すると、終了コード 0 で終了します。

関連項目 tpgrpadd(1)、tpgrpdel(1)、tpgrpmod(1)、tpusradd(1)、tpusrmod(1) 
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tpusrmod(1)
名前 tpusrmod—システム上のユーザ情報を変更する

形式 tpusrmod [-u UID ] [-g GID] [-c client_name] [-l new_login] [-p]
usrname

機能説明 tpusrmod を実行すると、BEA Tuxedo セキュリティ・データ・ファイルのプリンシ
パル (ユーザまたはドメイン ) のエントリが変更されます。この情報は、
AUTHSVR(5) サーバでユーザ単位の認証に使用されます。

このコマンドを実行するには、以下の準備が必要です。

! グラフィカル・ユーザ・インターフェイスまたは tmloadcf(1) のいずれかを使
用して、アプリケーションを環境設定する。

! TUXCONFIG ファイルを指すように TUXCONFIG 環境変数を設定する。

! SECURITY を USER_AUTH、ACL、または MANDATORY_ACL に設定する。

アプリケーションがアクティブでない場合、tpusradd はコンフィギュレーションの 
MASTER 上で実行する必要があります。アプリケーションがアクティブな場合は、こ
のコマンドはどのアクティブなノードでも実行できます。

このコマンドで作成されたシステム・ファイル・エントリは 1 行の制限が 512 文字で
す。いくつもの (複数の )オプションに長い引数を指定するとこの制限を超えること
があります。

以下のオプションが使用できます。

-u uid

新しいユーザ識別番号を指定します。uid は、16K より小さい正の 10 進数で
なければなりません。UID は、アプリケーションの既存の識別子のリスト中
で一意でなければなりません。

-g gid

既存のグループの整数の識別子またはグループ名の文字列を指定します。こ
のオプションによって、ユーザが属するグループを再定義します。

-c client_name

ユーザに対するクライアント名を、表示可能な文字の重複しない文字列で指
定します。コロン (:) または改行文字 (\n) を使うことはできません。
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-l new_login

ユーザの新しいログイン名を、表示可能な文字列で指定します。コロン (:)、
シャープ (#)、または改行文字 (\n) を使うことはできません。ユーザ名は、ア
プリケーション用の既存の識別子のリスト中で一意でなければなりません。
また、このオプションを指定する場合は、-p オプションによってパスワード
を再設定することになります。

-p

tpusrmod は、指定したユーザのパスワードを変更します。管理者は、その
ユーザのための新しいパスワードを入力するように要求されます。

Usrname

変更する既存のユーザの名前を、表示可能な文字列で指定します。

ユーザ単位の認証や管理者のパーミッションの設定について詳しくは、AUTHSVR(5)

を参照してください。

移植性 このコマンドは、BEA Tuxedo サーバ環境がサポートされるプラットホームで実行で
きます。

診断 tpusrmod コマンドは正しく完了すると、終了コード 0 で終了します。

関連項目 tpgrpadd(1)、tpgrpdel(1)、tpgrpmod(1)、tpusradd(1)、tpusrdel(1)、
AUTHSVR(5) 

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』
BEA Tuxedo コマンド・リファレンス 205



セクション 1―コマンド
tuxadm(1)
名前 tuxadm—BEA Tuxedo Administration Console CGI ゲートウェイ

形式 http://cgi-bin/tuxadm[TUXDIR=tuxedo_directory | 
INIFILE=initialization_file][other_parameters]

機能説明 tuxadm は、ブラウザからの Administration Console を初期化するのに使用される、コ
モン・ゲートウェイ・インターフェイス (CGI) プロセスです。形式に示されているよ
うに、このプログラムは一つのロケーションとして、または Web ブラウザからの 
URL としてのみ利用できます。標準コマンド・プロンプトからは、通常実行されま
せん。このプログラムは、引数リストの構文解析に、CGI プログラムが通常行うよう
に、QUERY_STRING 環境変数を使用します。

tuxadm は、引数を構文解析し、Administration Console 初期化ファイルを見つけます。
TUXDIR パラメータが存在する場合、初期化ファイルはデフォルトで 
$TUXDIR/udataobj/webgui/webgui.ini に設定されます。INIFILE オプションが
存在する場合は、パラメータの値は初期化ファイルへの絶対パスになります。その他
のパラメータが存在する場合もあります。

また初期化ファイルの値を無効にするために追加のパラメータを使用することもでき
ます。初期化ファイルのパラメータの完全なリストは、wlisten マニュアル・ペー
ジを参照してください。(実際の初期化ファイルで許される値と一貫性のある上書き
がされない限り、tuxadm プロセスによって ENCRYPTBITS パラメータが上書きされ
ることはありません。)

tuxadm の通常の動作は、Administration Console アプレットを起動する Web ページ
を作成する HTML コマンドを、標準出力に生成することです。Web ページの一般的
なフォーマットは、初期化ファイル中の TEMPLATE パラメータによって制御されま
す (初期化ファイルは、Administration Console アプレットが表示されるべき位置に
特殊文字列 %APPLET% を伴なう任意の HTML コマンドを含みます )。初期化ファイ
ルから、ほかのパラメータ (CODEBASE、WIDTH、HEIGHT など )を使用することに
よって、Administration Console インスタンスの作成に必要なすべてのパラメータを
含む、正しい APPLET タグを生成できます。

エラー 異常終了した場合に、tuxadm はエラー・メッセージを含む HTML コードを生成しま
す。CGI プログラムの操作の性質上、tuxadm からエラー・コードが返ることはあり
ません。

関連項目 tuxwsvr(1)、wlisten(1) 
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tuxwsvr(1)
名前 tuxwsvr—BEA Tuxedo Administration Consoleで使用するミニ・ウェブ・サーバ

形式 tuxwsvr  -l nlsaddr  [-d device]  [-L logfile] [-F] 
-i initialization_file

機能説明 tuxwsvr は World Wide Web サーバ・プロセスです。これを使用すれば、顧客は BEA 
Tuxedo Administration Console プロセスが動作するマシン上に商用 Web サーバまたは
パブリック・ドメイン Web サーバを設置していなくても、BEA Tuxedo Administration 
Console プロセスをサポートすることができます。tuxwsvr は、特にその他の指定が
ない限り、起動後はバックグラウンドで動作し、マシンがシャットダウンするか、オ
ペレーティング・システム・コマンドを使用して tuxwsvr プロセスが強制終了され
るまで実行を継続します。

tuxwsvr は、BEA Tuxedo Administration Console のサポートに必要なすべての機能を
含んでいますが、事前分岐プロセス、サーバ側の HTML インクルード (.shtml ファ
イル )、デフォルトのディレクトリ・インデックス、https 接続など、商用 Web サー
バ用の多数の機能は含まれていません。ただし、BEA Tuxedo Administration Console 
は、独自の暗号化プロトコルを実装しているため、https 接続がなくても安全な
モードで実行することができます。性能上の理由から、一般的な Web サーバでは、
受信された要求に対する DNS 逆ルックアップは実行されません。

tuxwsvr で使用されるコマンド行オプションには、以下のものがあります。

-l nlsaddr

プロセスが接続をリッスンするネットワーク・アドレス。TCP/IP アドレスは
次の形式で指定します。
"//hostname:port_number"  
"//#.#.#.#:port_number"

最初の形式では、tuxwsvr は、ローカル名の解決機能 (通常 DNS) を使用して 
hostname のアドレスを見つけます。hostname はローカル・マシンでなけれ
ばなりません。ローカル名解決機能によって hostname をローカル・マシン
のアドレスに明確に解決します。

22 番目の例は、ドットで区切った 10 進数の形式 (#.#.#.#) です。それぞれの 
# には 0 から 255 までの数字です。このドット 10 進数値はローカル・マシン
の IP アドレスを意味します。

両方の形式共に port_number は tlisten プロセスが入力要求に対してリスンす
る TCP ポート番号です。port_number は 0 から 65535 までの数字または名前の
どちらかです。port_number が名前の場合は、ローカル・マシン上でネット
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ワーク・サービス・データベースでの中からその名前を見つけなければなりま
せん。先頭に "0x" をつけてそのアドレスも 16 進形式で指定できます。"0x" の後
の各文字は、0 から 9 までの数字か、A から F までの英字 (大文字・小文字に関
係なく ) です。16 進数の形式は、IPX/SPX や TCP/IP のような任意のバイナリ・
ネットワーク・アドレスに使うことができます。アドレスも任意の文字列とし
て指定できます。たとえば、文字列で指定したアドレスは STARLAN ネットワー
クで使用されます。

-d device

ネットワーク・デバイスの絶対パス名。リリース 6.4 以降では、このパラメー
タはオプションです。それ以前のリリースでは、tcp などの基本ネットワー
ク・プロバイダから要求される場合に使用します。

-L logfile

tuxwsvr が Web 要求とエラー・メッセージのログ記録用に使用するファイル
名の接頭辞。ログファイルの実際の名前は、月、日、年を表す 7 文字の文字列 
.mmddyy をこの接頭辞に追加したものになります。このオプションを指定しな
い場合、Web サーバのログ・ファイルの接頭辞はカレント・ディレクトリの 
WB です。tuxwsvr プロセスを実行する各日の最初のログ・メッセージは新規
ファイルに書き込まれます。

-F

tuxwsvr をバックグラウンドではなくフォアグラウンドで実行するよう指定
します。このオプションは、主にテストとデバッグを行う際に便利です。
tuxwsvr プロセスは、特にその他の指定がない限り、自動的にバックグラウ
ンドで実行されます。コマンド行で後にアンパサンド (&) を付ける必要はあり
ません。

-i initialization_file

初期化ファイルは、すべての tuxwsvr コマンド行で指定する必要がありま
す。コマンド行オプションの -i の場合がそうです。次の節では、初期化ファ
イルの形式について説明します。

初期化ファイルの
形式

初期化ファイルには、Web サーバで必要となるディレクトリへのマッピングが含まれ
ます。また、いくつかのコメント行が含まれる場合もあります。コメント行の先頭に
は # 記号が付きます。コメント行以外の行は、空白で区切られた 3 つのフィールドで
構成されます。
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初期化ファイルでコメント行以外の最後の行には、接頭辞 "/" が必要です。これより
も前の行に接頭辞 "/" が付いていると、警告メッセージが生成されます。

初期化ファイルを
変更する際の注意

初期化ファイルは、起動時に 1 回読み取られます。したがって、このファイルに何ら
かの変更を加えた場合は、変更を有効にする前に tuxwsvr を停止して再起動する必
要があります。

U N IX  システムの
初期化ファイル

の例

次に UNIX システムの初期化ファイルの例を示します。

CGI  /cgi-bin  /home/tuxedo/udataobj/webgui/cgi-bin
CGI  /webgui   /home/tuxedo/udataobj/webgui/cgi-bin
HTML /java     /home/tuxedo/udataobj/webgui/java
HTML /doc      /home/tuxedo/doc 
HTML /         /home/tuxedo/udataobj/webgui

次のようなマシンのポート 8080 で Web サーバが稼動しているとします。

tuxmach.acme.com

以下のいずれかの URL への要求を入力します。

http://tuxmach.acme.com:8080/cgi-bin/tuxadm?TUXDIR=/home/tuxedo
http://tuxmach.acme.com:8080/webgui/tuxadm?TUXDIR=/home/tuxedo

この要求により、以下の 2 つの処理が行われます。

! 次のプログラムが起動されます。
/home/tuxedo/udataobj/webgui/tuxadm

! World Wide Web CGI 仕様に記述されているように、環境変数 QUERY_STRING がプ
ログラムの TUXDIR=/home/tuxedo に設定されます。

表 16  初期化ファイルの形式

 フィールド 内容

1 HTML または CGI。この行で記述されたディレクトリ内のファイルの種
類 (HTML ファイルまたは実行可能な CGI プログラム ) を示します。

2 パスの接頭辞。特定の要求が複数の接頭辞に一致する場合は、最初に一
致した接頭辞が選択されます。

3 パスの接頭辞 (フィールド 2) のマッピング先となるディレクトリまたは
ファイル。
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初期化ファイルの CGI ディレクトリの値として $TUXDIR/bin を指定することはお勧
めできません。このように指定すると、Web ユーザが BEA Tuxedo の実行可能ファイ
ルを起動してしまう可能性があります。ただし、このようなユーザによって、
tuxadm 以外の実行可能ファイルの結果が参照されることはありません。これらの実
行可能ファイルは CGI プログラムとして記述されていないからです。

また、前の例では、最初の HTML 行は、2 つ目の HTML 行でサブディレクトリの 
/java を同じパスにマッピングしているため重複しています。この最初の行を含め
る理由は、ユーザによっては HTML ドキュメントを格納している場所とは別の場所
に Java クラス・ファイルを配置することがあるからです。

W in do w s の初期化
ファイルの例

次に Windows システムの初期化ファイルの例を示します。

HTML /tuxedo/webgui D:¥tuxedo¥htmldocs
CGI  /cgi-bin       C:¥cgi-bin  
HTML /java          D:¥tuxedo¥udataobj¥webgui¥¥java  
HTML /              D:¥tuxedo¥udataobj¥webgui

マシン ntsvr1 のポート 80 で Web サーバが稼動しているとします。次の URL を入力し
ます。
http://ntsvr1/tuxedo/webgui/page1.html

次のファイルが検索されます。
D:¥tuxedo¥htmldocs¥page1.html

おそらくこのファイルは、Administration Consoleを起動する、顧客によって作成され
たページです。

終了方法 tuxwsvr プロセスを正常に終了する唯一の方法は、プロセスに SIGTERM シグナルを
送ることです。

推奨される使用法 BEA Tuxedo システムの現在のリリースでは、tuxwsvr プロセスは、商用 Web サーバ
を設置していない顧客向けに、BEA Tuxedo 管理 GUI 用の Web サーバとして提供され
ています。UNIX システムの場合は、次の形式のコマンド行を UNIX の初期化スクリ
プトに追加して、Web サーバが自動的に起動するようにすることをお勧めします。

TUXDIR=tuxdir_path_name $TUXDIR/bin/tuxwsvr -l nlsaddr -i 
initialization_file

tuxdir_path_name は、BEA Tuxedo システム・ソフトウェアの場所への絶対パス名
を表します。nlsaddr は、この tuxwsvr プロセスによって使用される、ネットワー
ク上のアドレスです。
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tuxwsvr プロセスを起動する別の方法として、上記の推奨コマンド行を使用して手
動で起動する方法があります。また、cron ジョブを使用して定期的 (毎日またはそ
れより頻繁 ) に tuxwsvr プロセスを起動する方法もあります。同じネットワーク・
アドレスを使用して tuxwsvr コマンドを重複して呼び出すと、コマンドは自動的に
終了し、状況に応じてメッセージが記録されます。

ネットワーク・
アドレス

アプリケーション管理者が tuxwsvr プロセスにネットワーク・アドレスを指定する
場合、指定されたネットワーク上で一意なネットワーク・アドレスを指定しなければ
ならないという制約が 1 つだけあります。STARLAN ネットワークの場合は、推奨す
るアドレス uname.tuxwsvr が通常一意の名前となります。TCP/IP の場合は、アプ
リケーション管理者が選択した一意なポートとローカル・マシンのノード識別子をペ
アにした 0x0002ppppnnnnnnnn の形式のアドレスになります。特定のマシン (pppp) 
で使用する一意なポート値は、ネットワークとマシンの組み合わせを考慮してユーザ
間で取り決める必要があります。低いポート番号はシステム関連のサービスで使用さ
れることが多いため、一般には高いポート番号が有効です。ノード・フィールド 
(nnnnnnnn) に適切な値は、以下の手順を実行して /etc/hosts ファイルから見つけ
ることができます。

1. uname -n を入力します。

node_name が返されます。

2. grep node_name /etc/hosts を入力します。

182.11.108.107 node_name が返されます。

3. ドット表記を 8 桁の 16 進数表記に変換します。

ネットワーク・
アドレスの例

たとえば、tuxwsvr を実行しているローカル・マシンで TCP/IP アドレス指定機能を
使用している場合を考えます。マシン名は backus.company.com、アドレスは 
155.2.193.18、tuxwsvr が要求を受け取るポート番号は 2334 であるとします。ま
た、ポート番号 2334 は bankapp-tuxwsvr という名前のネットワーク・サービス・
データベースに追加されていると仮定します。-l オプションで指定するアドレスは
次に示す方法で表現できます。

! //155.2.193.18:bankapp-tuxwsvr

! //155.2.193.18:2334

! //backus.company.com:bankapp-tuxwsvr

! //backus.company.com:2334

! 0x0002091E9B02C112
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最後に示す行は、アドレスを 16 進数形式で表したものです。0002 は TCP/IP アドレスの先
頭部分、091E はポート番号 2334 を 16 進数に変換したもの、および 9B02C112 は IP アド
レス 155.2.193.18 を 16 進数に変換したものです。最後の変換部分については、155 は 
9B、2 は 02 のように変換されています。

STARLAN ネットワークの場合は、通常、推奨アドレス uname.tuxwsvr が一意の名前にな
ります。

関連項目 tuxadm(1)、wlisten(1) 
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txrpt(1)
名前 txrpt—BEA Tuxedo ATMI システム・サーバ /サービス・レポート・プログラム

形式 txrpt [-t]  [-n names]  [-d mm/dd]  [-s time]  [-e time]

機能説明 txrpt は BEA Tuxedo ATMI システム・サーバの標準エラー出力を分析して、そのサー
バ内でのサービス処理時間の要約を示します。その報告は、扱われた時間において
ディスパッチされた回数および各サービスの平均所要時間 (秒 ) を示します。txrpt 
はその入力を標準入力または入力として切り換えられた標準エラー出力ファイルから
の入力を読み込みます。標準エラー出力ファイルは、servopts(5) の選択肢の中か
ら -r オプションを使って呼び出されたサーバによって作成されます。-e servopts 
オプションを付けて指定することにより、ファイルに名前を付けることができます。
複数のファイルを、txrpt 用に 1 つの入力ストリームに連結することができます。
txrpt の各オプションには、次の意味があります。

-t

サービスの合計使用時間の最も長いものから順に出力レポートを生成します。
指定がなければ、このレポートはサービスの合計呼び出し回数によって配列
されます。

-n names

names で指定されたサービスに対するレポートだけを生成します ここで、
names は複数のサービス名をカンマで区切ったリストです。

-d mm/dd

サービス要求への報告を指定された月 (mm) と日 (dd) に限定します。デフォル
ト設定は、現在の日付です。

-s time

time 引数で指定された時刻・日付以降に行われた呼び出しに関するレポート
だけを生成します。time の形式は hr[:min[:sec]] です。

-e time

指定時刻 time 以前に終了した呼び出しに関するレポートのみを生成します。
time の形式は、-s フラグと同じです。

txrpt が生成するレポートは 1 日単位のものです。入力ファイルに複数日のレコード
がある場合、-d オプションは、レポートする日付を制御します。

注意事項 サーバが txrpt を介して分析統計情報を収集する場合、ULOGDEBUG 変数を "y" には設定
しないようにしてください。ファイル内のデバッグ・メッセージを txrpt が間違って解
釈してしまいます。
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使用例 次に示すコマンド行を実行します。
txrpt -nSVC1 -d10/15 -s11:01 -e14:18  newr

作成されるレポートは次のようになります。
START AFTER:    Thu Oct 15 11:01:00 1992
END BEFORE:     Thu Oct 15 14:18:00 1992
              SERVICE SUMMARY REPORT  
 
SVCNAME   11a-12n     13p-14p     14p-15p      TOTALS  
          Num/Avg     Num/Avg     Num/Avg     Num/Avg
------    --------    --------    --------    -------
SVC1      2/0.25      3/0.25      1/0.96      6/0.37
-------   -------     -------     -------     -------
TOTALS    2/0.25      3/0.25      1/0.96      6/0.37

上記の例は、SVC1 が指定された時間内に全部で６回要求されたことを示しています。
要求を処理する時間は、平均 0.37 秒でした。

関連項目 servopts(5) 
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ud(1)、、、、wud(1)
名前 ud、wud— BEA Tuxedo ATMI ドライバ・プログラム

形式 ud [-p] [-ddelay] [-eerror_limit] [-r] [-ssleeptime] [-ttimeout]
 [-n]  [-u {n | u | j}]  [-Uusrname]  [-Ccltname] [-Sbuffersize]
ud32 [options] 
wud [options] 
wud32 [options]

機能説明 ud は、Fextread() を使用して標準入力から入力パケットを読み取ります。詳細に
ついては、Fextread、Fextread32(3fml) を参照してください。このパケットに
は、サービス名を識別するフィールドが含まれていなければなりません。入力パケッ
トは、FML フィールド化バッファ (FBFR) に送られてから該当サービスに送られま
す。FBFR を受け取ったサービスがレコードをデータベースに追加するものであると、
ud は大量のフィールド化データを BEA Tuxedo ATMI システムが認識しているデータ
ベースに入力するために使用できます。

入力パケットの行の先頭を示すフラグ (入力形式を参照 ) を使用することによって、
ud を BEA Tuxedo ATMI サービスのテストに利用できます。

デフォルトの設定では、FBFR をサービスに送った後、ud は FBFR が返されることを
期待します。送信および応答 FBFR は ud の標準出力に出されます。エラー・メッ
セージは標準エラー出力に返されます。

ud32 は、FBFR32 タイプの FML32 バッファを使用します。

wud および wud32 はワークステーション・ライブラリを利用して構築されたバー
ジョンの ud と ud32 です。wud /WS だけをサポートしているサイトでは、wud および 
wud32 コマンドだけが提供されています。

オプション ud は次のようなオプションをサポートしています。

-p

送信または返却されたフィールド化バッファの表示を行いません。

-d

各要求の遅延応答を期待します。delay は、タイムアウトまでの最大遅延時
間を秒単位で指定します。タイムアウトになると、stderr にエラー・メッ
セージが出されます。ud が指定された遅延時間内に以前の要求に対する応答
メッセージを受け取った場合には、それらのメッセージは遅延 RTN パケット
として示されます。このため、遅延時間内に複数の応答パケットを受け取る
ことも可能です。wud 用の -d オプションは、DOS オペレーティング・システ
ム上では動作しません。
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-e error_limit

エラー回数が、error_limit で指定されている制限回数を上回ると、ud は、
要求に対する処理を停止します。制限が指定されない場合のデフォルト設定
は 25 です。

-r

ud は、サーバからの応答メッセージを期待しません。

-s sleeptime

入力バッファの送信と送信の間、スリープ状態になります。sleeptime はス
リープ時間 (秒単位 ) です。

-t timeout

ud は、トランザクション・モードで要求を送ります。timeout は、トランザ
クションがタイムアウトするまでの時間 (秒 ) です。オプション -d delay と 
-r (応答なし ) は、-t オプションと一緒に使用することはできません。

-u {n | u | j}

新しいパケットを読み取る前に要求バッファの内容を修正する方法を指定しま
す。n オプションは、バッファを初期化しなおすことを表します (新しいバッ
ファとして扱う )。u オプションは、Fupdate() を使用してバッファを応答バッ
ファで更新することを指定します。j オプションは、Fojoin() を使用して応答
バッファを要求バッファに結合することを指定します。詳細については、
Fupdate、Fupdate32(3fml) と Fojoin、Fojoin32(3fml) を参照してくださ
い。

-n

各パケットを読み取る前にバッファを初期化しなおします (すなわち、各バッ
ファを新しいバッファとして扱います )。このオプションは -un と同等の働き
をしますが、互換性を維持する目的で用意されています。

-U usrname

usrnameは、アプリケーションを結合するときのユーザ名として使用します。

-S buffersize

デフォルトのバッファサイズが十分に大きくない場合、この -S  オプションは
その容量を拡大するのに使用できます。buffersize の値には、MAXLONG まで
の任意の数字を指定できます。

オプション -d delay と -r は相互に排他的です。
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入力形式 入力パケットは下記のような形式の行で構成されます。

[flag]fldname fldval

flag は省略可能です。flag を指定しなかった場合には、fldname で指定され、値 
fldval をもつフィールドの新しいオカレンスがフィールド化バッファに追加されま
す。flag を指定する場合には、次のいずれかとします。

+

FBFR 内の fldname のオカレンス 0 を fldval に変更します。

-

fldname のオカレンス 0 を FBFR から削除します。タブ文字は必須で、
fldval は無視されます。

=

fldname の値が変更されます。この場合、fldval はフィールド名を指定し、
その値が fldname で指定されるフィールドに割り当てられます。

#

この行はコメントとして扱われ、無視されます。

fldname がリテラル値 SRVCNM であると、fldval は FBFR を受け取るサービスの名
前となります。

長いフィールド値は、継続行の先頭にタブを挿入することにより、次の行にまたがっ
て入力できます。

改行文字だけで構成される行は入力の終わりを示し、そのパケットを ud に送りま
す。

入力パケットが文字 n と改行文字で構成される行で始まる場合、FBFR は初期化しな
おされます。FBFR の再初期化は、コマンド行に -un オプションを使用することです
べてのパケットに指定することができます。

表示不能文字を入力パケットに入力するには、エスケープ文字の後に目的の文字を表
す 16 進表現を入力します。詳細については、UNIX リファレンス・マニュアルの 
ascii(5) を参照してください。シェルからエスケープ文字を保護するには、追加の
バックスラッシュが必要です。たとえば、スペースは \20 と入力データに入力でき
ます。ud はこの形式の全入力を認識しますが、その最大の利点は非表示文字を入力
する際です。
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処理モデル 当初、ud はフィールド化バッファをその標準入力から読み取って、fldname が SRVCNM 
である行の fldval によって名前が与えられているサービスにその入力を送ります。-r 
オプションが選択されていないかぎり、ud は応答フィールド化バッファが送られるまで
待機します。応答が得られると、ud は次のフィールド化バッファを標準入力から読み取
ります。ud は、このようにするために、返されるバッファを現在のバッファとして保持
します。つまり、2 番目のフィールド化バッファを形成する標準入力上の行が、返された
バッファへの追加情報として扱われます。つまり、デフォルトのアクションでは、ud は
一連の入力行によってその内容が追加される現在のバッファを維持します。これらの入
力行は、空白行で区切られます。コマンド行で -un オプションを指定するか、あるいは
入力セットの先頭行として英字 n を唯一の文字とする行を含めることにより、ud に現在
のバッファを廃棄する (つまり、その FBFR 構造を初期化しなおす ) よう指示できます。
また、-uu オプション (Fupdate を使用 ) あるいは -uj オプション (Fojoin を使用 ) を指
定することにより、ud に応答バッファの内容を要求バッファにマージさせることができ
ます。

セキュリティ ud を保護アプリケーションで実行する場合、そのアプリケーションを利用するため
にはアプリケーション・パスワードが必要です。標準入力が端末である場合、ud は
ユーザにパスワードの入力を求めてきます。このとき、ユーザが入力パスワードは画
面には表示されません。ただし、ud は標準入力からの一括入力を受け付けるので、
標準入力は一般的に端末ではなくファイルとなっています。このケースでは、パス
ワードは環境変数 APP_PW から取り出されます。この環境変数が指定されていないと
きに、アプリケーション・パスワードが必要であると、ud は異常終了します。

移植性 これらのコマンドは、BEA Tuxedo ATMI サーバ環境がサポートされるプラットホー
ムで実行できます。

環境変数 FLDTBLDIR および FIELDTBLS を設定してエクスポートする必要があります。
FLDTBLDIR のディレクトリのリストには、$TUXDIR/udataobj が含まれていなけれ
ばなりません。FIELDTBLS には、フィールド・テーブルの 1 つとして Usysflds が
含まれていなければなりません。

標準入力が端末でない場合、保護アプリケーションでは APP_PW をアプリケーショ
ン・パスワードに設定しなければなりません。TPIDATA は、標準入力が端末でない
場合、認証サーバで保護アプリケーションにアプリケーションを結合するのに必要な
そのアプリケーション特定のデータに設定しなければなりません。

また、ワークステーションからアクセスする場合には、WSNADDR、WSDEVICE および 
WSTYPE (省略可 ) を設定しなければなりません。クライアント・プロセス用に環境変
数を設定する方法についての詳細は、compilation(5) を参照してください。
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診断 ud は、クライアント・プロセスになれないとき、必要な FBFR を作成できないとき、
あるいは UNIX システムのエラーを検出したときには異常終了します。また、入力パ
ケットのストリーム処理時に 25 個を超えるエラーを検出すると異常終了します。こ
れらのエラーとしては、構文エラー、サービス名の欠落、トランザクションの開始ま
たはコミットのエラー、入力 FBFR 送信時あるいは応答 FBFR 受信時のタイムアウト
またはエラーなどがあります。

注意事項 入力フィールドの最後のフィールド化バッファは空白行で終えてください。

使用例 $ud <EOF>
SRVCNM        BUY
CLIENT        J. Jones
ADDR          21 Valley Road
STOCK         AAA
SHARES        100  
<CR>
+SRVCNM       SELL
+STOCK        XXX
+SHARES       300
STOCK         YYY
SHARES        150
<CR>
n
SRVCNM        BUY
CLIENT        T. Smith
ADDR          1 Main Street
STOCK         BBB
SHARES        175
<CR>
+SRVCNM       SELL
+STOCK        ZZZ
+SHARES       100
<CR>
EOF
$

この例で、ud はまず、フィールド化バッファをサービス BUY に送り、CLIENT 
フィールドを J. Jones に、ADDR フィールドを 21 Valley Road に、STOCK フィールドを 
AAA に、そして SHARES フィールドを 100 に設定します。

フィールド化バッファが BUY サービスから返されると、ud は次の行セットを使用し
て SRVCNM を SELL に、STOCK を XXX に、そして SHARES を 300 に変更します。ま
た、STOCK フィールドの追加オカレンスを値 YYY で、および SHARES フィールドの追
加オカレンスを値 150 で作成します。このフィールド化バッファはこの後、SELL 
サービス (SRVCNM フィールドの新しい値 ) に送られます。
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SELL が応答フィールド化バッファを返してくると、ud は次の行セットを唯一の文字 
n で構成される行で開始することにより、そのバッファを廃棄します。ud は次いで、
まったく新しい入力パケットを、SRVCNM を BUY に、CLIENT を値 T. Smith に設定
して構築します。

関連項目 Fextread、Fextread32(3fml)、compilation(5) 

UNIX System V リファレンス・マニュアルの ascii(5)、

『C 言語を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラミング』

『FML を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラミング』

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』 
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uuidgen(1)
名前 uuidgen —Universal Unique Idetifier (UUID) の作成

形式 uuidgen [-o filename] [{-i | -n number}] [-v] [-h] [-?]

機能説明 uuidgen は、デフォルトで標準出力に Universal Unique Idetifier (UUID) を出力します。
UUID は、IDL インターフェイス定義を一意に識別するのに使用されます。UUID 文字
列の形式は、8 桁の 16 進数、その後にダッシュ、ダッシュで区切られた 3 つのグルー
プより成る 4 桁の 16 進数、さらにその後にダッシュと 12 桁の 16 進数が続く形式です 
(後述の "使用例 "を参照 )。

uuidgen(1) には次のオプションがあります。

-i

UUID 文字列  (形式については "使用例 "を参照 ) を含む、IDL ファイルのテン
プレートを作成します。このオプションは -n オプションと一緒には使用でき
ません。

-n number

指定した数の UUID 文字列を作成します。このオプションは -i オプションと
一緒には使用できません。

-o filename

指定したファイルに出力をリダイレクトします。

-v

uuidgen(1) のバージョン番号を表示しますが、UUID 文字列は作成しませ
ん。

-h または -?
uuidgen(1) のヘルプ情報を表示します。

ネットワーク・
アドレス

UUID の作成には、48 ビットの IEEE 802 アドレスを利用する必要があります。このア
ドレスはすべての環境で利用できるものではなく、またアドレス決定方法に移植性が
ある訳でもありませんが、BEA Tuxedo システムの uuidgen では複数の手法が利用で
きます。

! NADDR 環境変数が次の形式の値に設定されていると、
num.num.num.num 

インターネット形式のアドレスと解釈され、それに応じて変換されます。
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! そうでない場合、WSNADDR 環境変数が次の形式の値に設定されていると、
0xnnnnnnnnnnnnnnnn

ワークステーションで使用される 16 進数のネットワーク・アドレスと解釈されま
す。

! 上記のどちらでもなく、また DOS を使用するのでなければ、マシンの uname を
使用して /etc/hosts ファイル内でマシン・エントリを探し、インターネット形
式のアドレスを獲得します。

! 上記以外の場合、警告メッセージが表示され、00.00.00.00 が使用されます。

上記のいずれの場合でも、32 ビットのアドレスが形成され、(48 ビットの ) 残りのア
ドレスは 00.00 として処理されます。

診断 無効なコマンドライン・オプションが指定された場合、または出力ファイルをオープ
ンできなかった場合には、uuidgen はゼロでない終了コードで終了します。不正な
ネットワーク・アドレスが与えられたり、00.00.00.00  が使用された場合には、警
告メッセージが表示されます。

使用例 UUID 文字列を生成するには、次のコマンドを入力します。

uuidgen 
23C67E00-71B6-11C9-9DFC-08002B0ECEF1

インターフェイス定義を生成するために IDL テンプレートを作成するには、次のコ
マンドを入力します。
uuidgen -i  
[uuid(B5F8DB80-3CCA-14F8-1E78-930269370000)]  
interface INTERFACE  
{  
}

2 つの UUID 文字列を生成するには、次のコマンドを入力します。

uuidgen -n 2  
C0B37080-3CCA-14F8-265F-930269370000
C0B37081-3CCA-14F8-2CDB-930269370000

関連項目 tidl(1) 
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viewc、、、、viewc32(1)
名前 viewc、viewc32—BEA Tuxedo ATMI VIEW を生成する VIEW コンパイラ

形式 viewc [-n] [-d viewdir] [-C] viewfile [viewfile . . . ] 
viewc32 [-n] [-d viewdir] [-C] viewfile [viewfile . . . ]

機能説明 viewc は VIEW コンパイラ・プログラムです。ソース VIEW ファイルを取り込み、

! 実行時に解釈されて、FML バッファと C 構造体との間で実際のマッピングを行う
バイナリ・ファイル

! 1 つ以上のヘッダ・ファイル

! また、必要に応じて、COBOL コピー・ファイルを作成します。viewc の実行時
には、C コンパイラが使用可能でなければなりません。

viewc32 は 32ビット FML で使用されます。viewc32 は、環境変数 FIELDTBLS32 お
よび FIELDTBLDIR32 を使用します。

viewfile は、VIEW ソース記述を収めているファイルです。複数の viewfile を 
viewc コマンド行に指定できます。ただし、同じ VIEW 名が複数の viewfile に使用
されていない場合に限ります。

デフォルトの設定では、viewfile 内のすべての VIEW がコンパイルされ、複数の
ファイルが生成されます。すなわち、VIEW オブジェクト・ファイル (接尾辞は .V) 
とヘッダ・ファイル (接尾辞は .h) です。オブジェクト・ファイルの名前は、-d に
よって代わりのディレクトリが指定されない限り、viewfile.V です。また、ヘッ
ダ・ファイルはカレント・ディレクトリに作成されます。

-C オプションを指定すると、viewfile で定義している VIEW  1 つにつき 1 つの 
COBOL コピー・ファイルが作成されます。これらのコピー・ファイルはカンレン
ト・ディレクトリに作成されます。

viewc によるコンパイル時には、VIEW ファイルに指定されているフィールド識別子
とフィールド名を、フィールド・テーブル・ファイルから得られる情報と対比し、
マッピング情報をオブジェクト・ファイルに格納します。したがって、VIEW が 
FML バッファに基づいている場合には、環境変数 FIELDTBLS と FLDTBLDIR を設定
およびエクスポートして、関連するフィールド・テーブル・ファイルを指すようにす
ることが重要です。FIELDTBLS と FLDTBLDIR の詳細については、『FML を使用した 
BEA Tuxedo アプリケーションのプログラミング』と『C 言語を使用した BEA Tuxedo 
アプリケーションのプログラミング』を参照してください。
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viewc コンパイラがフィールド名とそのフィールド識別子の対応をとれなかった場合 
(環境変数が正しく設定されていなかったり、フィールド・テーブル・ファイルに
フィールド名が含まれていなかった場合 )、警告メッセージ Field not found が表
示されます。

-n オプションを使用すれば、FML バッファにマッピングされていない C 構造体に対
応する VIEW 記述ファイルを作成することができます。『C 言語を使用した BEA 
Tuxedo アプリケーションのプログラミング』では、このような独立した VIEW 記述
ファイルの作成および使用方法について説明しています。

viewc は、次のオプションを解釈します。

-n

FML バッファにマッピングされていない C 構造体に対応する VIEW 記述ファ
イルをコンパイルするときに使用します。このオプションを使用すると、
VIEW コンパイラは FML 情報を検索しません。

-d viewdir

VIEW オブジェクト・ファイルをカレント・ディレクトリ以外で作成するため
に指定します。

-C

COBOL コピー・ファイルを作成するよう指定します。

環境変数 CC

viewc は、通常、デフォルトの C 言語コンパイル・コマンドを使用してクラ
イアントの実行可能ファイルを生成します。デフォルトの C 言語コンパイル・
コマンドは、サポートされている各オペレーティング・システムごとに定義
されており、UNIX システムの場合は cc(1) です。別のコンパイラを指定可能
にするため、viewc は環境変数 CC の有無を調べます。CC が viewc の環境に
存在しない場合、または文字列 "" である場合、viewc はデフォルトの C 言語
コンパイラを使用します。環境内に CC が存在する場合、実行されるコンパイ
ラの名前が CC の値となります。

CFLAGS

環境変数 CFLAGS は、コンパイラ・コマンド行の一部として引き渡される引数
のセットを指定するときに使用します。CFLAGS が viewc の環境に存在しな
い場合、または文字列 "" である場合、buildclient はコンパイラ・コマン
ド行の引数を追加しません。
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移植性 出力 VIEW ファイルは、マシンおよびコンパイラに依存するバイナリ・ファイルで
す。あるマシン上で特定のコンパイラを使用してビューを生成した場合、その VIEW 
ファイルを別のタイプのマシン上で使用することはできません。また、パディングや
パッキングなど、生成される構造体オフセットが異なるコンパイラで使用することも
できません。

以下の追加オプションが認識されます。

-c { m | b }
使用する C コンパイレーション・システムを指定します。Microsoft C コンパ
イラでは mです。Microsoft C コンパイラがこのオプションの省略値です。-c 
オプションは Windows でのみサポートされます。

-1 filename

パス 1 を実行し、作成されるバッチ・ファイルを filename.batと名付ける
ことを指定します。このファイルが作られた後、パス 2 を実行する前に 
filename.bat を実行する必要があります。パス 1 とパス 2 を使用すると、コン
パイルできる VIEW のサイズを拡大できます。

-2 filename

パス 1 の出力を使用して、処理を完了するためにパス 2 を実行するように指定
します。

関連項目 FML 関数の紹介

『C 言語を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラミング』
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viewdis、、、、viewdis32(1)
名前 viewdis、viewdis32— バイナリ VIEW ファイル対応の VIEW 逆アセンブラ

形式 viewdis viewobjfile . . . viewdis32 viewobjfile . . .

機能説明 viewdisは VIEW コンパイラが生成した VIEW オブジェクト・ファイルを逆アセン
ブルし、VIEW ファイル形式で VIEW 情報を表示します。また、対応する構造体メン
バのオフセットも表示します。

 1 つまたは複数の viewobjfiles (接尾辞は .V) をコマンド行に指定できます。デ
フォルトの設定では、カレント・ディレクトリの viewobjfile が逆アセンブルされ
ます。viewobjfile がない場合、エラー・メッセージが表示されます。

viewobjfile にある情報は、VIEW ファイルにあるフィールド識別子とフィールド
名の整合により、フィールド・テーブル・ファイルの情報とともに取得されたため、
環境変数 FIELDTBLS および FLDTBLDIR の設定およびエクスポートを行うことが重
要になります。

viewdis の出力はもとの VIEW 記述と同じように見え、主にコンパイル後のオブ
ジェクト VIEW 記述が正しいかどうかを検証するときに使用します。

viewdis32 は、32 ビットの FML に使用します。viewdis32 は、環境変数 
FIELDTBLS32 および FLDTBLDIR32 を使用します。

関連項目 viewc、viewc32(1)

『FML を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラミング』
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wlisten(1)
名前 wlisten —BEA Tuxedo Administration Consoleリスナ・プロセス

形式 wlisten [-i initialization_file]

機能説明 wlisten は、Administration Console アプレットからの受信時接続を受信して、
Administration Console ゲートウェイ・プロセス (wgated) を開始するリスナ・プロセ
スです。wlisten のオプションはすべて、-i オプションで指定する初期化ファイル
から受け継がれます。-i オプションが指定されていない場合は、
$TUXDIR/udataobj/webgui/webgui.ini がデフォルトの初期化ファイルになりま
す。初期化ファイルで使用できる形式とパラメータについては後で説明します。デ
フォルトの初期化ファイルは、システムのインストール時に生成されます。

wlisten は、初期化ファイルに FOREGROUND=Y パラメータが含まれていない限り、
起動後はバックグラウンドで動作し、マシンがシャットダウンされるか、wlisten 
プロセスがオペレーティング・システム・コマンドによって強制終了されるまで実行
を継続します。

wlisten では、次のコマンド行オプションを使用します。

-i initialization_file

Administration Console セッションで使用するパラメータのために指定された 
initialization_file を wlisten で使用することを指定します。初期化
ファイルの形式については後で説明します。初期化ファイルのパラメータの
ほとんどは、BEA Tuxedo システムのインストール時に妥当な値に設定されま
す。このオプションがコマンド行に指定されていない場合、デフォルトの初
期化ファイルの場所は $TUXDIR/udataobj/webgui/webgui.ini になりま
す。

初期化ファイル -i オプションで指定する初期化ファイルにはパラメータが含まれており、アプレッ
ト、wlisten プロセス、およびゲートウェイ・プロセスはこれらのパラメータを使
用して、Administration Console の接続と以降の操作に必要な設定情報を調整すること
ができます。

初期化ファイルのパラメータのほとんどは、BEA Tuxedo システムのインストール時
に設定されます。また、Administration Console の実行中、ユーザ入力に応じて、ほか
のパラメータが自動的に追加されることもあります。たとえば、ドメインに接続する
と、コンソールはそのドメイン用のリストを初期化ファイルに追加します。この次か
ら、プルダウン式 [Domain] メニューを使用すると、そのドメインがリストされるよ
うになります。初期化ファイルを明示的に編集していないのに、ファイルに行が追加
されていたり変更されていても驚くことはありません。
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初期化ファイルは、コメント行 (空白行または # 文字が先頭にある行 ) とキーワード
行から構成されます。キーワード行の形式は keyword=value です。以下に、有効な
キーワードとその値を示します。

TUXDIR=directory

BEA Tuxedo ソフトウェアがインストールされるディレクトリ。このパラメー
タにはデフォルト値はなく、値を割り当てる必要があります。-i オプション
が wlisten に指定されていない場合には、TUXDIR を環境内で設定する必要
があり、通常は初期化ファイルに指定されている値に設定します。

NADDR=network_address

wlisten で使用するネットワーク・アドレスを指定します。このパラメータ
にはデフォルト値はなく、値を割り当てる必要があります。ネットワーク・
アドレスの形式は、tlisten およびその他の BEA Tuxedo コマンドで使用する
形式と同じです。詳細については、後の「ネットワーク・アドレス」を参照
してください。

DEVICE=device

wlisten で使用するネットワーク・デバイスを指定します。この変数はオプ
ションです。バージョン 6.4 以前のリリースでは、ネットワーク・デバイスが
選択されていないことを示す空文字列がデフォルト値に設定されています。
Microsoft Windows などの一部のシステムではこの設定が適切です。ここでは、
tlisten の -d オプションに使用する値と同じ値を使用します。UNIX システ
ムによっては、/dev/tcp を指定する場合もあります。この値を割り当てるかど
うかは、オペレーティング・システムによって異なります。

FOREGROUND=[Y | N]

wlisten をフォアグラウンドで実行する必要があるかどうかを指定します。
デフォルト値は N で、wlisten は自動的にバックグラウンドで実行されます。
このオプションは、テストとデバッグのみを目的として使用します。

WIDTH=pixels と HEIGHT=pixels

アプレットの幅と高さをそれぞれ指定します。この領域は、セキュリティ機
能が有効になっている場合にパスワード入力を求めるプロンプトに使用され
ます。デフォルト値はそれぞれ 400と 150 です。

FRAMEWIDTH=pixels と FRAMEHEIGHT=pixels

管理タスクを実行するメイン・アプレット・ウィンドウの幅と高さをそれぞ
れ指定します。デフォルト値はそれぞれ 750 と 550 です。

ENCRYPTBITS=[0 | 40]

ゲートウェイおよびアプレット接続で使用する暗号化モードを設定します。
デフォルト値は 0 で、暗号化を使用しません。40 オプションを選択すると、
40 ビット RC4 暗号化が使用されます。この場合、tlisten パスワード・ファ
イルが必要で、暗号化キーを交換するために認証を行う必要があります。
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DOCBASE=document_root

BEA Tuxedo Administration Console ヘルプ・ファイルがあるドキュメント・
ベースを指定します。このパラメータは BEA Tuxedo システムのインストール
時に設定され、通常は以後この値を変更しません。このパラメータにデフォ
ルト値はなく、初期化ファイルで値を割り当てる必要があります。

CODEBASE=applet_root

BEA Tuxedo Administration Consoleアプレット・ファイルがあるコード・ベー
スの URL を指定します。このパラメータは BEA Tuxedo システムのインス
トール時に設定され、通常は以後この値を変更しません。このパラメータに
デフォルト値はなく、初期化ファイルで値を割り当てる必要があります。

SNAPDIR=snapshot_directory

ユーザ・ログ・スナップショット・ファイルとイベント・ログ・スナップ
ショット・ファイルが格納されるサーバ・ディレクトリ・パスを指定します。
SNAPDIR の値は、絶対パス名ではなく URL です。このパラメータは BEA 
Tuxedo システムのインストール時に設定され、通常は以後この値を変更しま
せん。このパラメータにデフォルト値はなく、初期化ファイルで値を割り当
てる必要があります。

SNAPBASE=http_root

ユーザ・ログ・スナップショット・ファイルとイベント・ログ・スナップ
ショット・ファイルが格納される URL ベースを指定します。SNAPBASE の値
は、絶対パス名ではなく URL です。このパラメータは BEA Tuxedo システム
のインストール時に設定され、通常は以後この値を変更しません。このパラ
メータにデフォルト値はなく、初期化ファイルで値を割り当てる必要があり
ます。

TEMPLATE=template_path

起動時に Administration Console アプレットをユーザに配布するために使用する
テンプレート・ファイルのパス名を指定します。テンプレート・ファイルに
は、Administration Console アプレットを表示するファイル内の位置に文字列 
%APPLET% を単独で含める必要があります。ファイルの残りの部分は、通常は
命令、ロゴ、または Administration Console 管理者が使用するその他の情報を含
む、標準の HTML 形式ファイルでなければなりません。デフォルトのパス名は  
$TUXDIR/udataobj/webgui/webgui.html です。
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INIFILE=init_file

アプレットが使用する初期化ファイルの絶対パスを指定します。通常はこの
初期化ファイルが使用されますが、ゲートウェイ・プロセスによって使用さ
れるもの以外の初期化ファイルをアプレット・ユーザが使用することも技術
的には可能です。しかし、別の初期化ファイルを使用することはお勧めでき
ません。2 つの初期化ファイルを使用する場合は、互いのファイル間で矛盾が
生じないようにする必要があるからです。たとえば、NADDR と CODEBASE パ
ラメータ、各種ディレクトリ・パラメータなどは同じ値に設定する必要があ
り、ENCRYPTBITS パラメータの値は 2 つのファイル間で一致している必要が
あります。このように、アプリケーションで 2 つのファイルを使用すると、1 
つだけしか使用しない場合よりエラーが発生しやすくなります。

FLDTBLDIR32=field_table_dir と FIELDTBLS32=field_tables

Administration Console で使用するフィールド・テーブル・ディレクトリと値を
それぞれ指定します。これらのパラメータは、BEA Tuxedo システムのインス
トール・プログラムによって適切な値に設定されます。通常は、以後これら
の値は変更しません。

終了方法 wlisten プロセスを正常に終了する唯一の方法は、プロセスに SIGTERM シグナルを
送ることです。

推奨される使用法 ! Administration Console リスナを確実に自動起動するには、UNIX システムの初期化
スクリプトに次の形式でコマンド行を追加することをお勧めします。
$TUXDIR/bin/wlisten -i initialization_file 

! wlisten プロセスを手動で開始するには、システム・プロンプトの後に上記のコ
マンド行を入力します。

! 管理パスワードの検索を確実に行うには—インストール中に管理パスワード・
ファイルが作成されます。必要に応じて、BEA Tuxedo はこのファイルを次のディ
レクトリで検索します。検索順序は下記のとおりです。
APPDIR/.adm/tlisten.pw  TUXDIR/udataobj/tlisten.pw

管理パスワードファイルが確実に見つかるように、必ず APPDIR または TUXDIR 
の環境変数を設定してください。

ネットワーク・
アドレス

たとえば、wlisten を実行しているローカル・マシンで TCP/IP アドレス指定機能を
使用している場合を考えます。マシン名は backus.company.com で、アドレスは 
155.2.193.18 です。

また、wlisten はポート番号 2334 で要求を受け取るとします。

注記 一部のポート番号は、お使いのシステムで使用される基本トランスポート・プ
ロトコル (TCP/IP など ) のために予約されている場合があります。予約されてい
るポート番号を確認するには、トランスポート・プロトコルのマニュアルを調
べてください。
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またこのポート番号 2334 が bankapp-nlsaddr という名前のネットワーク・サービ
ス・データベースに追加されていると想定します。-l オプションで指定するアドレ
スは次に示す方法で表現できます。

! //155.2.193.18:bankapp-nlsaddr

! //155.2.193.18:2334

! //backus.company.com:bankapp-nlsaddr

! //backus.company.com:2334

! 0x0002091E9B02C112

最後に示す行は、アドレスを 16 進数形式で表したものです。0002 は TCP/IP アドレ
スの先頭部分、091E はポート番号 2334 を 16 進数に変換したもの、および 9B02CU2 
は IP アドレス 155.2.193.18 を要素ごとに 16 進数に変換したものです。最後の変換
部分については、155 は 9B、2 は 02 のように変換されています。

STARLAN ネットワークの場合は、通常、推奨アドレス uname.wlisten が一意の名前にな
ります。

関連項目 tuxadm(1)、tuxwsvr(1) 
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